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取扱説明書 



表記と記載内容について 


マーク 

内容 

大 

オプシヨンや仕様により異な 
る装備には*マークび付いて 
います。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていたださたいことです。 

Q 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていたださたいこ 
とです。 

H 

注意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
ださたいことです。 

〇 

知識 

巧っていると便利なことや、 
知っておいていたださたいこ 
とです。 

► 

操作手順などを示してい 
ます。 

(> ぺージ） 

関連する内容び他のページに 
ちあることを示しています。 



お客様へ 


このたびはメルセデス*ベンツ車を 
お買い上げいたださ、ありびとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱いち法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避するた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読みください。 

• 取扱説明書は、いつでち読めるよラ 
に必ず車内に保管してください。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どび含まれている場合びあります。 

• 表紙の画像はイメージであり、日本 
仕様とは異なる場合があります。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述び含まれて 
いる場合があります。 

• この取扱説明書には、走行速度が 
1 OOkm / h を超えたときの車両機能 
や状態についての記述があります 
び、公道を走行する際は、必ず法 
定速度や制限速度を遵守してくだ 
さい。 


•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あります。 

• スイッチなどの形状や装備、操作方 
法などは予告なく変更されることび 
あります。 

• オーディオやナビゲーシヨンに関し 
ては、別冊の 「 COMAND システム 
取扱説明書」をお読み< ださい。 

• 車を次のオーナーにお譲りになる場 
合は、車と一緒にすベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不明な点は、お買い上げの販売店 
またはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


Q メルセデス•ベンツ曰本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 
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さ < いん 



アダプティブブレーキランプ . 49 


アダプティブブレーキランプ . 49 

安全のために . 13 

テ供を乗せるとき . 15 

こんなことにちを意 . 17 

走行する前に . 13 

イージーパック . 211 

イージーパックで上昇させたルーフを手動で 

下げる . 306 

イグニッション位置 . 77 

インジケーター付きバッテリ. . 331 

インストルメントパネル . 21 

左八ンドル車 . 21 

ち八ンドル車 . 22 

インテリジェントライトシステム . 103 

アクティブライトシステム . 103 

コーナリングランプ . 103 

八イウェイモード . 104 

フォグランプ強化機能 . 104 

ウィンタータイヤ . 244.353 

ウオッシャー液 . 234、349 

ウォッシャー液を補給する . 234 

運転のヒント . 128 

エアコンディショナー . 187 

AC モード . 189 

エアコンディショナーの停止 . 189 

エアコンディショナーの取り扱い •••• 187 

コント□—ルパネル . 188 

送風温度の調整 . 189 

送風口の選択 . 190 

送風□の調整 . 191 

エアスカーフ送風 □. 193 

グ□ーブボックス内送風口 . 192 

サイド送風□の調整 . 192 

上部中央送風口の調整 . 191 

中央送風口の調整 . 191 

送風量の調整 . 190 

通常の使いかた . 188 

デフ□スターモード . 193 

ウインドウの外側び曇るとさ . 194 

内気循環モード . 195 


余熱ヒーター.ベンチレーシヨン •••• 196 


リアデフォッガー . 194 

エアバッグ . 35 

運転席/助手席エアバッグ . 37 

エアバッグの作動 . 36 

エアバッグの種類と収納場所 . 37 

へッドソラックスサイドバッグ . 37 

エマージェンシーキ. . 303 

キーからエマージ I ンシーキーを 

取り外す . 303 

エマージェンシーキーでのトランクの角军錠 

. 305 

エンジンオイル . 227.347 

エンジンオイル容量 . 348 

エンジンオイル量を点検する . 228 

エンジンオイルを補給する . 228 

使用ずるエンジンオイル . 348 

エンジンの始動 . 113 

エンジンスイッチに差し込んだキーによる 

エンジンの始動 . 114 

セレクターレバー . 113 

セレクターレノ く一のキーレスゴースイッチ 

によるエンジンの始動 . 114 

タッチスタート . 115 

エンジン番号 . 346 

エンジンルーム . 224.226 

ウオッシヤーミ夜 . 234 

エンジンオイル . 227 

エンジンルーム . 226 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 230 

ブレーキ液 . 233 

ボンネット . 224 

冷却水 . 230 

エンジン冷却水溫度計 . 131 

エンジンを停止しての走巧 . 246 

エンジンを停止ずるとき . 118 

エンジンスイッチに差し込んだキーによる 

操作 . 118 

セレクターレノ く一のキーレスゴースイッチ 
による操作 . 118 

オイル-液類/バッテリー . 346 

ウォッシャー液 . 349 

エンジンオイル . 347 















































































さ < いん 5 


オイル-液類に関ずるを意 . 346 

才ートマチックトランスミッション 

オイル . 348 

燃料 . 347 

バッテリー . 350 

ブレーキ液 . 349 

冷却水 . 348 

オイル.液類に関するを意 . 346 

応急用スペアタイヤ . 353 


応急用スペアタイヤび車載されている車種 


. 313 

応急用スペアタイヤに空気を入れる’’ 318 
応急用スペアタイヤを取り付ける •••• 316 

応急用スペアタイヤを元に戻す . 320 

ジャッキアップする . 314 

ジャッキダウン . 319 

タイヤ交換の準備 . 313 

電動エアポンプを準備する . 317 

才ートマチック車の取り扱い . 15 

才ートマチックトランスミッション••“119 

運転のヒント . 128 

シフトポジションの選択 . 119 

走行モード . 120 

ティップシフト . 123 

マニュアルギアシフト . 125 

才ートマチックトランスミッションオイル 
. 348 

オプションコードプレート . 346 

外観 . 20 

外装 . 255 

カップホルダー . 213 

可変スピードリミッター . 170 

可変スピード U ミッターの使いかた •• 171 

環境保護について . 13 

寒冷時の注意 . 242 

寒冷時の取り扱い . 242 

ウィンタータイヤ . 244 

寒冷時のを意 . 242 

スノーチェーン . 244 


雪道や凍結路面の走行 . 245 

キ. . 64 

キーレスコ'一 . 67 

リモコン機能 . 65 

キーの電池交換 . 307 

キーの電池を点検ずる . 308 

電池の交換手順 . 308 

キーの電池を点検する . 308 

キーレスコ. . 67 

解錠時の設定の切り替え . 69 

救急セット . 268 

クルーズコント〇—ル . 157 

クルーズコント□ールの使いかた •••• 158 

車を運搬ずる . 337 

グ□-ブボックス . 207 

グ□-ブボックスの解錠 . 306 

警告ラベル . 13 

けん引 . 335 

車を運搬ずる . 337 

けん引時のを意 . 335 

けん引ずる . 337 

けん引フックの取り付け . 336 

けん引フックを取り外す . 337 

けん引時のを意 . 335 

けん引ずる . 337 

けん引フックの取り付け . 336 

取り付け位置 . 336 

けん引フックを取り外ず . 337 

けん引防止機能 . 58 

警報び作動したとさの停止方法 . 59 

けん引防止機能を解除する . 59 

けん引防止機能を待機状態にずる……59 
待機状態を解除ずる . 59 

故障/警告メッセージ . 269 

イラストメッセージ . 275 

文字メッセージ . 270 

子供を柔せるとき . 15.42 

助手席エアバッグオフ表示灯 . 44 

助手席乗員検知機能 . 44 

チャイルドセーフティシート . 42 
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さ < いん 


チヤイルドセーフテイシート 

検知システム . 44 

小物入れ . 207 

アームレスト内のル物入れ . 208 

グ□—ブボックス . 207 

グ□ー ブボックスとノ」\物入れの独立施錠 

. 207 

シート後方のル物入れ . 209 

ドアポケット . 209 

ラゲッジストラップ . 210 

ヴンシエード . 206 

サンバイザー . 213 

バニテイミラー . 214 

シート . 79 

エアスカーフ . 83 

シートの調整 . 80 

シートヒーター . 85 

バックレストを倒す . 81 

マルチコント□—ルシートバック . 82 

ランパ'-ヴポート . 82 

シートヒータ. . 85 

シートベンチレーター装備車 . 86 

シートベンチレーター非装備車 . 85 

シートベルト . 93 

シートベルトの着用 . 93 

正しい運転姿勢 . 96 

事故-故障のとさ . 264 

室内センヴー . 60 

警報び作動したとさの停止ち法 . 61 

室内センサーを解除する . 61 

室内センサーを待機状態にずる . 60 

待機状態を解除ずる . 60 

室内装備 . 213 

12 V 電源ソケット . 216 

サンバイヴー . 213 

時計 . 216 

灰皿 . 214 

フ□アマット . 217 

ライター . 215 

シフトポジションの選択 . 119 


シフトポジション . 119 

シフトポジション表示 . 120 

車外か5のドアの開閉 . 71 

車載工具 . 265 

車載品の収納場所 . 264 

救急セット . 268 

事故.故障のとさ . 264 

車載工具 . 265 

停止表示板 . 265 

非常信号用具 . 264 

車速感応ドア□ック . 73 

車台番号 . 345 

車内か5の解錠/施錠 . 72 

ドアごとの解鏡/施鏡 . 72 

ドア□ックスイッチ . 72 

車内か5のドアの開閉 . 71 

車両 データ . 350 

積載荷物の制限重量 . 350 

バ U オルーフ操作時の全高 . 350 

車両に保存されるデータ . 18 

故障データ . 18 

データび保存されるその他の装備……18 

車両の電子制御部品について . 344 

収納スぺース . 211 

イージーパック . 211 

トランクマット下の収納スペース •••• 212 

収納ネット . 211 

純正部品/純正アクセサリー . 344 

乗員安全装備 . 32 

SRS (乗員保護補助装置） . 33 

テ供を乗せるとき . 42 

乗員保護装置 . 32 

□—ルバー . 40 

助手席側ドアミラーのパーキングヘルプ 

機能 . 91 

ドアミラーの角度を記憶させる . 91 

ステアリング . 86 

ステア U ング位置の調整 . 87 

スノーチェーン . 244 

積載荷物の制限重量 . 350 


センターコンソール . 26 
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走行安全装備 . 46 

ABS . 47 

BAS . 48 

ESP ⑧ . 49 

SBC ⑧ . 55 

アダプティブブレーキランプ . 49 

走行時のを意 . 246 

雨降りや濃霧時の運転 . 251 

エンジンを停止しての走行 . 246 

走行するとき . 249 

走行中に異常を感じたら . 250 

タイヤグリップについて . 248 

駐停車するとき . 250 

ブレーキ . 246 

走;5する前に . 13 

走行装備 . 156 

ABC (アクティブ.ボディ.コント□—ル） 

. 179 

SBC ホールド . 173 

可変スピードリミッター . 170 

クルーズコント□—ル . 157 

ディスト n ニック . 160 

パークト□ニック . 182 

レーススタート (SL 63 AMG ). 177 

走行と停車 . 113 

エンジンの始動 . 113 

エンジンを停止ずるとさ . 118 

駐車 . 117 

発進 . 115 

走行モード . 120 


走行モードを選択ずる （SL 350 / SL 550) 

. 121 

走行モードを選択する ( SL 63 AMG ) 121 



タイヤ空気圧警告システム . 239 

タイヤ空気圧警告システムを再起動ずる 
. 240 


タイヤ空気圧ラベル . 238 

タイヤグリップについて . 248 

タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 • •••312 
タイヤとホイール . 235.351 


ウィンタータイヤ . 353 

応急用スペアタイヤ . 353 

タイヤ空気圧警告システム . 239 

タイヤ空気圧ラベル . 238 

タイヤの回転ち向について . 237 

タイヤの清掃について . 237 

タイヤの保管について . 237 

タイヤ□—テーシヨン . 241 

標準タイヤ . 352 

タイヤフィットび車載されている車種 •• 321 

タイヤフイットの準備 . 322 


タイヤを修理ずる（空気圧ゲージー体型） 

. 326 

タイヤを修理ずる（空気圧ゲージ別体型） 


. 323 

タイヤ□—テーシヨン . 241 

駐車 . 117 

パーキングブレーキ . 117 

停止表示板 . 265 

停止表示板の組み立て . 265 

ディスト□ニック . 160 

車間距離警告 . 166 

車間距離警告音の設定 . 168 

車間距離警告灯 . 167 

車間距離の設定 . 166 

車間距離表示画面 . 162 

先行車を感知したとき . 165 

ディスト□ニックの使いかた . 162 

ディスト□ニックを使用して 

走行ずるとさのを意 . 168 

ティップシフト . 123 

セレクターレバーによる操作 . 124 

パドルによる操作 . 124 

電球の交換 . 309 

電池の交換手順 . 308 

ドア . 71 

車外からのドアの開閉 . 71 

車内からの解錠/施錠 . 72 

車内からのドアの開閉 . 71 

ドアウインドウ/リア クオーター 
ウイン ドウの開閉 . 109 

挟み込み防止機能 . 111 

バ U オルーフび閉じているとき . 111 
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バリオルーフび開いているとさ . 

ドアの操作部 . 

ドアミラー . 

角度の調整 . 

施錠時のドアミラーの格納 . 

ドアミラーの格納/展開 . 

ドアミラーのリセット . 

盗難防止警報システム . 

警報び作動したとさの停止方法 . 

システムを解除する . 

システムを待機状態にする . 

盗難防止システム . 

けん引防止機能 . 

室内センサー . 

盗難防止警報システム . 

時計 . 

ドラフトストップ . 

トラブルの原因と対応 . 

ウインドウ . 

エンジン . 

才ートマチックトランスミッション’’ 

キ. . 

車を使用しないとき . 

警告音 . 

事故のとき . 

スイッチやボタンの表示灯/警告灯’ 

ドアミラー . 

燃料と燃料タンク . 

パークト□ニック . 

バ U オ ルーフ . 

ブレーキ . 

へッド ランプ . 

メーターパネルの表示灯/警告灯- • • 

ワイ パー . 

トランク . 

ク □-ジング サポーター . 

車外からのトランクの開閉 . 

車内からのトランクの開閉 . 

トランクに荷物を積むとき . 

トランクの独立施錠 . 

トランクランプ . 

トランクマット下の収納スぺース . 

トランクを開いたときの高さ . 



慣5し運転 . 220 

U アディファレンシャル□ック装備車 
(SL 63 AMG パフオーマンス 
パッケージ） . 221 

日常の手入れ . 255 

外装 . 255 

ウインドウの清掃 . 258 

高圧式スプレーガンの使用 . 256 

自動洗車機の使用 . 257 

センサーの清掃 . 259 

マットペイント塗装車の取り扱い’’ 257 

マフラーの 清掃 . 259 

ランプ類の清掃 . 259 

ワイパーブレードの清掃 . 258 

車巧 . 260 

COMAND ディスプレイの清掃••••260 

ウッドトリムの清掃 . 261 

シートベルトの清掃 . 261 

プラスチックト U ムの清掃 . 260 

荷物の積み方/ル物入れ . 207 

カップホルダー . 213 

収納ネット . 211 

ニューカープレート . 345 

燃料 . 347 

燃料消費について . 347 

燃料タンク容量 . 347 

燃料の給油 . 221 


J\ 


パーク ト □ニック . 182 

インジケーター . 183 

センサーの感知範囲 . 185 

パークト□ニックオフスイッチ . 186 

パークト□ニックセンサー . 182 

パークト□ニックの作動 . 184 

パークト□ニックの作動条件 . 183 

灰皿 . 214 

発進 . 115 

ヒルスタートアシスト ( SL 63 AMG ) 116 

バッテリー . 329.350 

VRLA バッテリー . 331 


110 

•29 

•88 

•89 

•90 

•89 

•90 

• 57 

•58 

•58 

•58 

• 57 

•58 

•60 

•57 

216 

204 

286 

299 

295 

297 

300 

302 

293 

294 

286 

300 

295 

297 

299 

294 

298 

288 

298 

•73 

• 74 

• 75 

• 76 

•77 

• 76 

•77 

212 

351 
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インジケーター付さバッテリー . 331 

車載バッテ U —の電圧/容量 . 350 

八' ッテ U —びあびったとさ . 332 

バッテ U —取り扱いの一般的なミ主意 • • 329 
バッテ U — の位置 . 331 

バッテリーびあびったとき . 332 

始動の方法 . 333 

バッテリー取り扱いの一般のなを意••••329 
バリオルーフ . 197 

サンシェード（パノラミック 

バリオルーフ装備車） . 206 

ドラフトストップ . 204 

バ U オルーフの開閉（キーによる操作） 

. 203 

バ U オ ルーフの 開閉（バ U オ ルーフ 

スイッチによる操作） . 200 

ラゲッジカバー . 198 

ルーフび確実に閉じていないとき’…202 

バリオルーフ操作時の全高 . 350 

パヮーウインドウ . 109 

ウインドウび自動で開閉しないとさ •• 112 
ドアウインドウ/リアク オーター 

ウインドウの開閉 . 109 

パンクしたとき . 312 

応急用スペアタイヤび車載されている 

車種 . 313 

タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 •• 312 
タイヤフィットび車載されている車種321 

ビークルプレート . 345 

エンジン番号 . 346 

オプションコードプレート . 346 

車台番号 . 345 

ニューカープレート . 345 

非常時の施錠/解錠 . 303 

イー ジー パックで 上昇させた J レーフを 

手動で下げる . 306 

運転席ドアの解錠 . 303 

エマー ジェンシ ーキー . 303 

グ□-ブボックスの解錠 . 306 

車両の施錠 . 304 

トランクの解錠 . 305 

非常時の車の施錠 . 304 

非常信号用具 . 264 


ヒューズ . 338 

ヒューズー覧 . 340 

ヒューズの 位置 . 338 

ヒュ ーズの交換 . 338 

ヒュ ーズを交換する . 340 

ヒューズー覧 . 340 

エンジンルーム内運転席側の 

ヒューズボックス . 340 

エンジンルーム内助手席側の 

ヒューズボックス . 341 

トランク内のヒューズ . 342 

ち側シート後ちのル物入れ下部の 

ヒューズボックス . 341 

ヒューズの位置 . 338 

エンジンルーム内運転席側の 

ヒューズボックス . 338 

エンジンルーム内助手席側の 

ヒューズボックス . 338 

ち側シート後ちのル物入れ下部の 

ヒューズボックス . 339 

ヒューズの交換 . 338 

ヒューズを交換ずる . 340 

標準タイヤ . 352 

オプション装着用タイヤ/ホイール -352 

ブレーキ . 246 

AMG 強化ブレーキシステムのを意事項 

. 248 

ブレーキ警告灯 . 248 

ブレーキ液 . 233、349 

ブレーキ液の交換 . 234 

ブレーキ液の量を点検する . 233 

フ□アマット . 217 

ボンネット . 224 

ボンネットを垂直に開く . 226 

ボンネットを閉じる . 225 

ボンネットを開く . 224 

マニュアルギアシフト . 125 

シフ ト アップ マーク 

(SL 63 AMG ). 127 


セレクターレバーによるシフト操作’ • 126 
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パドルによるシフト操作 . 127 

マニュアルギアシフトの選択 . 125 

マルチコント〇—ルシートバック . 82 

マッサージ機能 . 83 

マルチフアンクシヨンステアリング……25 

マルチフアンクシヨンディスプレイ •••• 132 

AMG 表示 . 135 

全ラップの計測結果を確認する••••138 
走行モード/ヴスペンシヨンモード 

表示画面 . 136 

油温表示画面 . 135 

ラップごとの計測結果を確認ずる • • 139 

レースタイマー画面 . 136 

TEL メニュー . 154 

TEL メニューを表示させる . 155 

着信した電話を受ける . 155 

通話を終える（電話を切る） . 155 

通話を保留する . 155 

電話帳から電話を発信ずる . 155 

発信履歴から電話を発信する . 156 

才ーディオメニュー . 139 

DVD ビデオのチャプターを選択ずる 

. 140 

音楽を選曲する . 140 

テレビ局を選局ずる . 141 

ラジオ局を選局ずる . 139 

各種設定 . 143 

各種設定項目の初期化 . 144 

各種設定メイン画面 . 143 

コンフオート . 151 

シャリョウ . 149 

設定グループ選択画面 . 143 

メータークラスタ . 145 

ライト . 146 

故障表示 . 142 

故障表示のリセット . 143 

車間距離表示 . 142 

車両情報 . 134 

車両情報メイン画面 . 134 

走行速度/外気温度表示画面……135 

ステアリングスイッチ . 132 

トリップコンピューター . 153 

エンジン始動時からの情報表示画面 

. 153 

走行可能距離画面 . 154 


リセット時からの情報表示画面’ • • • 153 


ナビ . 141 

メイン画面一覧 . 133 

ミラー . 88 

自動防眩機能 . 90 

助手席側ドアミラーのパーキングヘルプ 

機能 . 91 

ドアミラー . 88 

ルームミラー . 88 

メー ターパネル . 129 

エンジン;令却水温度計 . 131 

外気温度表示 . 130 

スピードメーター . 129 

タコメーター . 129 

燃料計 . 130 

燃料残量警告灯 . 130 

メーターパネル照度調整ボタン/ 

U セットボタン . 130 

メー ターパネルの点灯 . 129 

U セットボタン . 130 

メーターパネル 照度調整 ボタン/ 

リセッ ト ボタン . 130 

メーターパネル照度調整ボタン . 130 

メモリー機能 . 92 

シート位置のメモ U - 機能 . 92 

メンテナンス . 252 

メンテナンスインジケーター画面’ •••253 

メンテナンスインジケーター画面 . 253 

自動表示機能 . 253 

手動表示 . 253 

表示メッセージ . 253 

メンテナンスインジケーターの U セッ h 
. 254 

ス字メッセージ . 270 

雪道 や凍結路面の走巧 . 245 

ライター . 215 

ラゲッジカバー . 198 

ラゲッジカバーの開閉 . 198 
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ラゲッジカバーの脱着 . 199 

ランプ . 97 

インテ U ジェントライ h システム •••• 103 

車外ランプ消灯遅延機能 . 100 

車幅巧 . 98 

非常点滅灯 . 101 

へッ ド ランプ ウォツシャー . 102 

へッドランプ下向さ/上向さの切り替え 

. 100 

ち向指示 . 101 

ランプスイッチ . 97 

ルームランプ . 105 

ランプスイッチ . 97 

パーキングランプ . 99 

フォグランプ . 99 

へッドランプ . 98 

へッドランプの自動点灯機能 . 98 

リモコン機能 . 65 

U モコン機能の切り替え . 66 

□ケイターライティング . 66 

ルームミラー . 88 

ドアレバーランプ . 106 

ルー ムミ ラーの 調整 . 88 

ルームミラー上方の操作部 . 28 

ルームランプ . 105 

乗降用ランプ . 106 

センターコンソールランプ . 106 

読書巧 . 105 

フットウェルランプ . 106 

ルームランプの点灯/消灯 . 105 

ルームランプの点灯モードの選択’ •••105 

冷却水 . 230、348 

才ーバーヒートしたとさ . 232 

不凍液の濃度 . 349 

冷却水の量を点検ずる . 230 

冷却水を補給ずる . 231 

レーススタート （ SL 63 AMG ). 177 

レーススタートの作動条件 . 177 

レーススタートを使用する . 177 

□—ルバー . 40 

□-ルバーの手動操作 . 41 



ワイパ- . 107 


ワイパー . 107 

ワイパーブレードの交換 . 311 

ワイパーブレードを取り付ける . 312 

ワイパーブレードを取り外ず . 311 


ワイパーブレードの交換 . 311 

ワイパーブレードを取り付ける . 312 

ワイパーブレードを取り外ず . 311 



ABC (アクティブ-ボディ-コン ト□- ル） 
. 179 


AMG セッティングスイッチ 

(SL 63 AMG ). 181 

サスペンション制御 . 181 

車高の自動調整 . 179 

車高の調整 . 179 

ABS . 47 

ABS び作動したとき . 48 

BAS . 48 

ESP ⑥ . 49 

ESP ⑧の機能の設定/解除 

( SL 63 AMG を除く車種） . 51 


スポーツ 八ンド U ングモード、 ESP ⑧の 
機能の設定/解除 （SL 63 AMG ) • • 52 
トラクシヨンコント□ールシステム ••• 50 



SBC ⑥ . 55 

SBC の特徴 . 55 

走行するとき . 56 


SBC ⑥ . 55 

SBC の特徴 . 55 

走行するとき . 56 

SBC ホールド . 173 

SBC ホールド作動時の警告 . 175 

SBC ホールドの作動条件 . 174 

SBC ホールドを解除ずる . 175 

SBC ホールドを作動させる . 174 

SRS (乗員保護補助装置） . 33 

SRS 警告灯 . 33 

エアバッグ . 35 
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シートベルトテンシヨナー/ 

ベルトフォースリミッター . 34 

シー トベルトテンシヨナ ーと 

エアバッグの作動 . 33 

VRLA バッテリー . 331 


数字 


12 V 電源ソケット . 216 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気汚染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとする環境保 

護対策に取り組んでいます。環境保護 

のため、お車をご使用になるときはじ ( 

下の点にご協力ください。 

• 短距離短時間の走行を控えることで、 
燃料の余分な消費び抑えられます。 

• タイヤの空気圧び適正であることを 
確認してください。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けてください。 

• エンジン回転数びその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,000回転の 
ときは約4,000回転）を超えない 
よラに運転してください。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックび必要 
でないときは、車から取り外してく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
してください。 

• メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
ください。 

• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないでください。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保ってください。 

9 環境 

Daimler AG は、資源を有効活用ずる 
ため、 U サイクル部品を積極的に導 
入していまず。 


警告ラベル 


公 事故のおそれびありまず 

車両には警告ラベルび貼付されていま 
す。警告ラベルには危険な状況を回避 
するための情報や、車を安全に使用す 
るための情報などび記されています。 
警告ラベルは絶対にはびさないでくだ 
さい。 



点検と整備 

曰常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施することが法律で義 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
ご覧ください。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンディショ 
ナーの冷媒に不足がないか、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、。 

•才ーバーヒートの予防策として、し、 
つちより頻繁に冷却水量を点検して 
ください。 

日ごろの状態と異なるとき 

エンジンをかけたとさ、いつちと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
ときは、すみやかにメルセデス*ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 
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ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありますび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧び低かったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れびあります。 

シートベルトはぶ I ず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員が 
シートベルトを着用してください。 

運輯席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペタルやアクセルぺ 
タルの下に物び入ると、ペタルを操作 
でさな < なるおそれびあります。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してくださし、車に合ったわの 
を使用しないと、ペダルを操作でさ 
な<なるおそれびあります。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t するお 
それびあります。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気びつ 
かないラちに吸い込んでいるおそれび 
あります。 


ウォーミングアップ（暖機運乾） 

エンジンび冷えているとさでち、停車し 

たままでの暖機運転は必要ありません。 

エンジンの始動後は、急加速を避けて車 

をウォー S ングアップしてください。 

荷物を積むとき 

• 荷物はできるだけトランクに積んで 
ください。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
よラに確実に固定してください。急 
ブレーキ時などに荷物が放り出さ 
れ、乗員びけがをするおそれびあり 
ます。 

• □ールバー周辺には荷物を置かない 
で<ださい。急な進路変更時や急ブ 
レーキ時、事故のとさなどに、荷物 
び前方に放り出され、乗員びけがを 
するおそれびあります。また、□一 
ルノ（一の機能を妨げるおそれびあり 
ます。 

• 鋭い角のあるわのは、角の部分に必 
ずカバーをしてください。 

• 荷物をシートのバックレストより高 
<積み上げないで < ださい。 

燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 

レー吿などを積まないでくださし、。 

万一のとさに引乂や爆発のおそれが 

あります。 




はじめに 15 


子供を乗せるとき 


子供にも必ずシートベルトを着用 

• テ供であってち、シートベルトを正 
しく着用し、シートやヘッドレスト 
び正しい位置になっていることを大 
人び確認してください。正しくシー 
トベルトが着用でさないルさなテ供 
は、チャイルドセーフティシートを 
使用してください。 

• 乳児やテ供を抱いたり、ひざの上に 
乗せて走行しないで<ださい。急ブ 
レーキ 時や事故のとさ、大人と車と 
の間に挟まれて重大なけびをするお 
それびあります。 

ルさな子供にはチャイルドセーフティ 
シート 

6歳未満のテ供にはチャイルドセーフ 
ティシート（[>42ページ）を使用する 
ことが法律で義務付けられています。 

子供には操作させない 

ドアやドアウインドウ、バリオ ルーフ 
は大人び開閉してください。テ供び操 
作すると、身体を挟んだり、けがをす 
るおそれがあります。 

ウインドウから身体を出さない 

テ供びドアウインドウやリアクオー 
ターウインドウの開□部から身体を出 
さないよラにま意してください。けび 
をするおそれびあります。 


車から離れるとさ 

テ供だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になります。 

また、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こすおそれびあります。 


オートマチック車の取り扱し、 _ 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し<操 
作してください。「走行と停車」わあ 
わせてお読みください （^1 13ページ）。 

オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンびかかって 
いるとき、セレクターレバーが rpi 、 
m じ(外になっていると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まなくてち車がゆっくり動さ 
出します。これをクリープ現象といい 
ます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上がって素早 < 加速します。 
これをキックダウンといいます。 

エンジンの始動前 

• ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こすおそれが 
あります。 

• ブレーキペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止す 
ることやぺ夕 J レの踏みしろの量を確 
認してください。 
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エンジンの始動 

セレクターレバーが m に入っている 

ことを確認して、ブレーキペダルを確 

実に踏んでエンジンを始動します。ア 

クセ j レペタレを踏む必要はありません。 

発進 

• エンジンび適正なアイドリング回転 
数になっていることを確認してくだ 
さし、 

• セレクターレバーを HE 、 FRn に 
入れるとさは、必ずブレーキペダル 
を十分に踏み込んで < ださい。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車が急発進するおそれが 
あります。 

• 急な坂道で発進するとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままブ 
レーキペダルから足を放し、アク 
セルペダルをゆっくりと踏んで、 
車び動さ出す感触を確認してから 
パーキングブレーキを解除して発 
進してください。 

SL 63 AMG では、ヒルスタートア 
シストページ）を活用して 
発進してください。 

走行中 

• ホ行中はセレクタ~レバ~を nsn 
に入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキびまった < 効かないため事故 
につなびったり、トランスミツシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。 

• 滑りやすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス U ツプして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれびあります。 


• 走行中にエンジンを停止しなし > でく 
ださい。エンジンブレーキが効かな 
<なったり、ブレーキやステアリン 
グの操作に非常に大さな力び必要に 
なります。また、安全装備び作動し 
な < なるおそれびあります。 

停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
なし^でくださし、万一、セレクター 
レバーび走行位置に入ると、車が 
急発進して事故を起こすおそれび 
あります。 

• 急な上り坂などではアクセルペダル 
の踏み加減によって停車状態を保た 
ないでください。トランスミッショ 
ンに負担びかかり、過熱や故障の原 
因になります。 

• 完全に停車する前に、セレクターレ 
バーを [ PJ に入れないでください。 
トランスミッションを損傷するおそ 
れがあります。 

駐車 

•駐車時や車から離れるとさは、必 
ずセレクターレバーを EE に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、すぐにセレクター 
レバーを fPl か fi のに房すように 
/こ\びけてください。 EE に入って 
いることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込むと、車び後退して事故を起 
こすおそれびあります。 
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こんなことにもま意 


運車5ずるとさの注意事項 

• 服用後の運転が禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し 
ないで <ださい。 

• ペダル操作の妨げになるよラな！(ヒ 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないで < ださい。 

曰射に関ずる注意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤びレンズの働さ 
をして、乂災び発生するおそれびあ 
ります。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないでください。炎天下では車内が 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形したり、ひび割れするおそれ 
びあります。 

ライターに関する注意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターが発乂したり爆 
発するおそれびあります。 

• ライターをグ□ーブボックスやル 
物入れなどに入れたままにしたり、 
車内に落としたままにしないでく 
ださい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターび誤作動し、乂災び発 
生するおそれびあります。 


給油に関ずる注意事項 

給油び自動的に停止したら、それ(上 
は給油しないで<ださい。燃料漏れの 
おそれや、エンジンが不調になったり 
停止するおそれびあります。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないでください。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでな<、事故 
の原因になります。 

定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 

• 燃料やオイルなどの添加剤は、純正 
品または承認されている製品のみを 
使用してください。純正でない、ま 
たは承認されていない製品を使用す 
ると、エンジン内部の摩耗び進んだ 
り、エンジンを損傷するおそれがあ 
ります。故障び発生したとさは、保 
証の対象外になります。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取り外すとさは、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反になります。なお、八ンズフ 
リー機能は使用できますび、を意力び 
散漫になり事故の原因になります。ち 
全な場所に停車してから使用してくだ 
さし、。 






18 はじめに 


COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、でさる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作してください。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最小限（約1秒じ(内）にとど 
めて < ださい。 

さびしい条件下での運輯 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい菜 
件下での走行が多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりわ早 
く行なラことが必要になります。 


車両に保存されるデータ 


故 P 早て一夕 _ 

車両には、故障時や異常時のデータを 
保存する機能があります。 

保存されたデータは、安全装備などび作 
動するとさ、または故障や異常の原因の 
特定、車両開発などに使用されます。 

データを使用して、車両の過去の移動 
経路を調べることはでさません。 

メルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されます。 


データが保存されるその他の装備 


COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨ ンや電話などでデータを保存した 
り、編集することがでさます。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
明書」を参照してください。 
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か観 



名称 

ぺージ 

① 

トランクルーム 

73 


応急用スペアタイヤ 

266 


車載工具 

265 

③ 

リアデフォッガー 

194 

⑤ 

へッ ドランプ 

97 


テールランプ 

310 

④ 

燃料給油口 

221 

⑤ 

デフ□スター 

193 


ウインドウウォツシヤー 

108 

® 

バ U オルーフ 

197 


ドラフトストップ 

204 

@ 

ドァミラー 

88 

⑥ 

ワィ パー 

107 











インストルメントパネル 21 


インストルメントパネル 


左八ンドル車 




名称 

ぺージ 


ルームミラー上方の操 
作部 

28 


エアコンディショナー 
コント□ールパネル 

188 

⑩ 

エンジンスイッチ 

77 

@ 

ステアリング調整レ 
バー 

87 

® 

コン ビネーションレバー 

-へッ ドランプ 

100 


-方向指示 

101 


-ワイ パー 

107 

@ 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

117 

® 

診断ソケット 


® 

ボンネット□ック解除 
レ パー 

225 

® 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

117 


名称 

ぺージ 

① 

ランプスイッチ 

97 

③ 

へッドランプウォッ 
シャースイッチ 

102 

③ 

クルーズコント□ール 
レバー 

158 


ディスト□ニックレ 
パー* 

162 


巧変スピードリミッ 
ターレバー 

171 

@ 

パドル 

124 



127 

⑤ 

ホーン 


® 

メーターパネル 

23 



129 

@ 

音声認識レバー 

別冊 

® 

パークト□ニックイン 
ジケーター 

183 


オプションや仕様により、異なる装備です。 



痕 

が 

G 

插 

«口 
















22 インストルメントパネル 



痕 

が 

G 

荒 



名称 

ぺージ 


ランプスイッチ 

97 


ボンネット□ック解除 
レバー 

225 

⑩ 

診断ソケット 


@ 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

117 

® 

エンジンスイッチ 

77 

@ 

ステアリング調整レ 
パー 

87 

® 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

117 


コンビネーションレバー 



-へッ ドランプ 

100 


-方向指示 

101 


-ワィ パー 

107 

® 

エアコンディショナー 
コント□ールパネル 

188 



名称 

ぺージ 

① 

ルームミラー上方の操 
作部 

28 

③ 

パークト□ニックイン 
ジケーター 

183 

⑤ 

パドル 

124 



127 

④ 

クルーズコント□ール 
レバー 

158 


ディスト□ニックレ 
バ ー* 

162 


可変スピードリミッ 
ターレバー 

171 

⑤ 

ホーン 


® 

メーターパネル 

23 



129 

@ 

音声認識レバー 

別冊 

⑥ 

へツドランプウォツ 
シャースイッチ 

102 



オプションや仕様により、異なる装備です。 









メーター パネル 23 



メーターパネル 


メーターパネル 



痕 

が 

G 

质 

«n 



名称 

ぺージ 

④ 

リセットボタン/ 

130 


メーターノ くネル照度調 
整ボタン 


⑤ 

タコメーター 

129 

® 

マルチフアンクション 
ディスプレイ）（ち側） 

132 


• トリップメーター 

134 


• 走行モード表示 

120 


•シフトポジション表示 

120 


•ギアレンジ表示 

123 


• ギア表示 

125 

@ 

燃料計 

130 


名称 

ぺージ 

①エンジン冷却水温度計 

131 

③スピードメーター 

129 

③マルチフアンクシヨン 

132 

ディスプレイ（左側） 


•が気温度/走行速度 

134 

表示 


•オドメーター 

134 

•設定速度表示/イン 

158 

ジケーター（クルーズ 

163 

コント□—ル/ディ 


スト□ニック* /巧 

172 

変スピードリミッ 


夕一） 


• SBC ホールドインジ 

174 

ケーター 



オプションや仕様により、異なる装備です。 
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メーター 八ネル 



名称 

ぺージ 

① 

冷却水量-冷却水温度 
警告な 

291 

③ 

ブレーキ警告な 

248 



290 

⑤ 

ABS / ESP ® 表示口 

49 

④ 

車間距離警告な^ 

167 

⑤ 

エンジン警告な 

291 

® 

□ールバー警告な 

41 

@ 

ABS 警告な 

48 

⑥ 

SRS 警告な 

33 



名称 

ぺージ 


ESP ⑩オフ表示な 

52 



54 


燃料残量警告灯 

130 

⑩ 

スポーツ八ンドリング 
モード表示な 
(SL 63 AMG ) 

53 

@ 

シートベルト警告な 

95 

® 

八イビーム表示な 

100 

@ 

ち向指示表示な（ち） 

101 

® 

ち向指示表示灯（左） 

101 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


















マルチフアンクシヨンステアリング 


25 



名称 

ぺージ 

⑤ 

固 11 周 

表示切り替えスイッチ 

1 心 1 ク 1 

スク□ールスイッチ 

132 



名称 

ぺージ 

① 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ（左側） 

132 

③ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ（ち側） 

132 

⑤ 

COMAND システム 

別冊 

④ 

I の I 因 I 

通話開始/終了スイッ 
チ情話） 

I + I I - I 

設定スイッチ/音量ス 
イッチ 

132 




接3:©质^ 
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センターコンソール 



解 \m — 

SL 350 / 550 Grand Edition 



名称 

ぺージ 

① 

ドア□ックスイッチ 
(施錠） 

72 

③ 

非常点滅なスイッチ 

101 

⑤ 

ドア□ックスイッチ 
(解錠） 

72 

④ 

助手席エアバッグオフ 
表示な 

44 

⑤ 

サイド送風口 /中央送 
風口 /上部中央送風口 
開閉ダイヤル 

191 

192 

® 

C 0 MAND システム 

別冊 

@ 

カップホルダー 

213 

⑥ 

灰皿 

214 


ライ ター 

215 



名称 

ぺージ 


キーレスゴースイッチ 

78 


セレクターレバー 

113 



119 



124 



126 

⑩ 

パークト□ニックオフス 
イッチ 

186 

@ 

ドアミラー調整スイッチ 

89 

® 

ヴスペンシヨンモード 
選択スイッチ* 

181 

@ 

けん引防止機能解除ス 
イッチ 

59 

® 

ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

89 


B 接 we 記§ 


《ち八ンドル車には、ち側のカップホルダー⑦は装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


















センターコンソール 
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名称 

ぺージ 


バ U オルーフスイッチ 

□ールバースイッチ 

201 

41 

© 

室内センサー解除ス 
イッチ 

61 

@ 

車高レベル選択スイッ 
チ* 

180 

® 

ESP ® オフスイッチ 

51 


車間距離調整ダイヤル* 

166 

® 

車間距離警告音スイッ 
チ* 

168 

@ 

走行モード選択スイッチ 

121 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 賣含麗 
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ルーム s ラー上方の操作部 



名称 

ぺージ 

④ 

ルームランプスイッチ 

105 

⑤ 

ルームミラー 

88 


点なモード選択スイッチ 

105 



名称 ページ 

① 

読書な（左側）スイッチ 105 

③ 

温度センサー 

⑤ 

読書な（ち側）スイッチ 105 


ルームミラー上方の操作部 



接 w © 記惦 












ドアの操作部 


29 



i 



名称 

ぺージ 

⑤ 

シートヒータースイッチ 

85 



86 


シートベンチレータース 

イッチ大 

84 

® 

シート調整スイッチ 

80 

@ 

トランクスイッチ 

76 


運転席側ドア 


名称 

ぺージ 

①ドァ レバー 

71 

72 

③ドアウインドウ/リア 
ク オーター ウインドウス 
イッチ 

110 

③メモリースイッチ 
ポジションスイッチ 

92 

④エアスカーフスイッチ 

83 


B 賣09质€: 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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乗員安全装備 . 32 

走行安全装備 . 46 

盗難防止システム . 57 


撃瓣がが 
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秉員安全装備 



シー トベルトや シー トベルトテンシヨ 
ナ ー、 ベルトフ オース リミッター、エ 
アバッグは、効果を高めるために補い 
合い、連携する乗員保護装置です。 

これらは、想定される事故の状況にお 
いて、乗員び負傷する可能性を最小限 
に抑えて安全性を高めます。 

シートベルトとエアバッグは、物びが 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護する効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、じ(下のことにま意してください。 

• シートやヘッドレストは正しし M な置 
に調整してください080ぺージ）。 

• シートベルトを正しく着用してくだ 
さい093ページ）。 

• エアバッグの作動び妨げられていな 
いことを確認してください036 
ぺージ)。 

• ステアリングを正しい位置に調整し 
てください。 

. 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、 

〇 エアバッグはシートベルトを正し 
く着用しているとさのみ、乗員保護 
機能を高めることができます。しか 
し、エアバッグは組み合わされるこ 
とで効果を発揮する付加的な保護補 
助装置で、シートベルトの代わりに 
なるものではありません。エアバッ 
グび装備されていても、必ず乗員全 
員びシートベルトを正しく着用して 
ください。 


また、エアバッグは、あらゆる種 
類の事故で作動するわけではあり 
ません。状況によっては、乗員が 
正しくシートベルトを着用してい 
る場合は、エアバッグび作動して 
わ乗員保護効果が高まらないこと 
があります。 

じ(下の理由から、エアバッグはシー 
トベルトを正しく着用している場合 
にのみ、シートベルトの保護機能を 
高めることびでさます。 

• シートベルトを着用することで、 
乗員とエアバッグの適切な位置 
関係を保つことびできます。 

• シートベルトを着用することで、 
正面からの衝突のとさなどに乗 
員び前方に投げ出されるのを防 
ぐことびでさます。 

A 事故やけびのおそれがありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知 
識と専用工具ならびに設備を備えた 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なラことをお勧めします。特 
に安全に関わる整備については、必 
ずメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で行なってください。不適切な 
作業を行なラと、事故や故障の原因 
になりまず。 


A けがのおそれびありまず 

乗員保護装置を取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで < だ 
さい。また、車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 

誤作動でけびをしたり、事故などの 
とさ、正常に作動しなくなるおそれ 
びありまず。 


擊瓣が狀 








乗員ち全装備 
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SRS (秉員保護補助装置) _ 

SRS は m 下の装備により構成されます。 
• SRS 警告な 
• エアバッグ 

• エアバッグコント□—ルユニット 
(クラッシュセンヴーを含む） 

• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフオースリミッター 


SRS 」 SRS 警告'灯 

イグニッシヨン位置を1にすると点好 
し、数秒後に消なします。また、イグ 
ニッシヨン位置を2にしたとさ、また 
はキーレスゴーでのエンジン始動操作 
直後に点灯し、エンジン始動後に消な 
します。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
は、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出します。 

A けがのおそれがありまず 

下のようなときは、 SRS に異常 
び発生しています。衝撃を受けてち 
エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび作動しないおそれや、不意に 
作動ずるおそれびあります。すみや 
かにメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 

• イグニッシヨン位置を1か2にし 
たとさに SRS 警告灯び点灯しない 
とさ 

• イグニッシヨン位置を1にしたと 
さは数秒後に、イグニッシヨン位 
置を2にしたとさはエンジン始動 
後に SRS 警告灯び消灯しないとさ 

• エンジンびかかっているとさなど 
に SRS 警告巧び点巧したとさ 


シートベルトテンシヨナーとエアバッ 
グの作動 

シートベルトテンシヨナーとエアバッ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
ります。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
ヴーは衝撃の強さやち向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要びあるか判断します。 

さらに前方から一定(上の衝撃を検知 
したとさに、運転席/助手席エアバッ 
グが作動します。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びあります。 

事故の際にすベてのエアバッグが作 
動するわけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なります。 

いずれのエアバッグわ、衝突の最 
初の段階において検知された 、 m 
下の要素に基づいて作動します。 

• 前ちからの衝突 
• 側面からの衝突 
• 後ちからの衝突 
• 横転 

• 車両への衝撃度 

〇 センサーび検知する衝撃の強さや 
方向は、(下の要素によって決まり 
ます。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 


撃賊がが 
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秉員安全装備 


シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオースリミッター 


シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の効果を高める装置です。 

シートベルトテンシヨナーは、じ(下の 
とさに作動します。 

• イグニッシヨン位置び2のとさ 
• SRS に異常びないとき 

• シートベルトび正しくバックルに差 
し込まれているとき 

• 助手席側のシートベルトテンシヨ 
ナーは、助手席に乗車していて、シー 
トベルトび正し<バックルに差し込 
まれているとさ 

シートベルトテンシヨナーは、事故の 
状況や衝撃の強さびじ(下のよラなとさ 
に作動します。 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
縦方向に急激に一定(上の衝撃を検 
知したとさ 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
横方向に急激に一定(上の衝撃を検 
知したとさ 

• 車両び横転するよラな特定の状況 
で、シートベルトテンシヨナーの 
作動び乗員保護機能を高めるとシ 
ステムび判断したとさ 


A けがのおそれがありまず 

• シートベルトテンシヨナーの作動 
時にわずかに白煙び発生すること 
びありまずび、火災の配はあり 
ません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を起 
こずおそれびありますので、安全 
を確認のラえ車外へ出るか、ドア 
やドアウインドウを開き換気を行 
なって < ださい。 

• シートベルトテンシヨナーび作動 
ずると、次に事故び発生した場合 
に乗員保護機能び得られません。 
そのため、作動したシートベルト 
テンシヨナーは、必ずメルセデス- 
ベン ツ指定ヴービスエ場で新品と 
交換してください。 

未作動のシートベルトテンシヨ 
ナーを廃棄ずるとさは、廃棄専用 
の処置び必要でず。メルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場、または専 
門業者に依頼してください。 

H バックル部分に作動の妨げになる 
よラなわのびないことを確認してく 
ださい。 

〇シートベルトテンシヨナーび作動 
すると、シートベルトに強く締め付 
けられることがあります。 

H シートベルトに強く締め付けられ 
ている状態でシートベルトを外すと 
きは、シートベルトのプレートを確 
実につかみなびらバックルの解除ボ 
タンを押してください。シートべル 
卜の張力により、解除したプレート 
が跳ね返り、けびをするおそれびあ 
ります。 


擊嫌がが 
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H 助手席に乗車していないときは、 
シートベルトのプレートをバックル 
に差し込まないでください。衝突時 
などに、シートベルトテンシヨナー 
び作動することがあります。 

P シー トベルトテンシヨナ ーの 作動 
時に聞こえる爆発音は、ごくまれに 
聴力に影響することびあります。 

〇 シートベルトテンシヨナーは、 
シート位置び不適切なとさや、シー 
トベルトび正しく着用されていない 
とさは、効果を発揮でさません。 

〇 シートベルトテンシヨナーは、 
バックレストに柔員の身体を密着さ 
せるためのちのではありません。 

〇 シートベルトテンシヨナーび作動 
すると、 SRS 警告なが点なします。 

〇 ドア□ックスイッチや車速感応ド 
ア□ックなどにより車び施錠されて 
いても、シートベルトテンシヨナー 
やエアバッグが作動すると、ドアは 
自動的に解錠されます。 

ベ) レトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは、シート 

ベルトに一定(上の荷重がかかったと 

さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 

散*軽減します。 

ベルトフオースリミッターは、運転 

席/助手席エアバッグと連動してお 

り、乗員にかかる力を分散*軽減し 

ます。 


エアバッグ 


公 けがのおそれびありまず 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮ずるため、下の点にを意して 

<ださい。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後 
部に動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔び狭す 
ざると、エアバッグび作動する衝 
撃でけびをずるおそれびあります。 

• 乗員全員びシートベルトを正しく 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストの中央び目の高さに 
なるように調整してください。 

• ドアなどの内張りに寄りかからな 
いで < ださい。 

• 運転中はステア U ングのパッド部 
を持ったり、身体をステア U ング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださい。エアバッグの作動び妨げ 
られるおそれや、エアバッグび作 
動したとさにけびをするおそれび 
あ0まず。 

• エアバッグ収納部やその近<に物 
を置かないで < ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に、 
ぺットや荷物を置かないでくださし、 

• ウインドウや ピラーの 周囲にアク 
セヴ U —などを取り付けないでく 
ださい。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないでください。ヘッドソラック 
スヴイドバッグび作動ずる衝撃で 
けびをずるおそれびあ0ます。 


擊撕がが 
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• ドアなどの内張りに寄りかからな 
いで < ださい。 

• ドアと乗員の間に荷物などを置か 
ないで < ださい。 

• ルームミラーに市販のワイドミラー 
などを取り付けないでください。 

• 衣服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで < ださい。 

• エアバッグのセンサーびドアの内 
部にあります。 

ドアやドアト U ムにオーディオや 
電装品を追加装備したり、修理や 
飯金作業などを行なラと、エアバッ 
グの作動に悪影響を与えるおそれ 
びありまず。詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけびをしたり、 
正しく作動しなくなりまず。 


A けびのおそれびありまず 

必下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセヴ U —などを取り付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• 助手席側のダッシュボードノ くネル部 
• ドア内張り 


エアバッグの作動 

車び一定(上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグび瞬時にふくらみます。 

これにより、乗員の頭部や胸部への衝 
撃を分散*軽減します。 

A けがのおそれがありまず 

• 関連部品に身体を触れないでくだ 
さい。部品び熱くなっており、乂 
傷をするおそれびあります。 

• エアバッグの作動時にわずかに白 
煙び発生ずることびありまずび、 
乂災の配はありません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を起 
こずおそれびありますので、安全 
を確認のうえ車外へ出るか、ドア 
やドアウインドウを開さ換気を行 
なって < ださい。 

• 作動したエアバッグは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で新品と交換してください。 

未作動のエアバッグを廃棄ずると 
さは、廃棄専用の処置び必要でず。 
メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場、または専門業者に依頼して 
<ださい。 

H エアバッグは高温のガスによりふ 
くらむため、すり傷や乂傷、打撲な 
どをすることびあります。 

" エアバッグの作動時に聞こえる爆 
発音は、ごくまれに聴力に影響する 
ことびあります。 


擊嫌がが 
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H 助手席に重い荷物などを乗せない 
でください。事故などのとさに、助 
手席エアバッグおよび助手席側の 
へッドソラックスサイドバッグび作 
動するおそれびあります。 

〇 エアバッグび作動すると、 SRS 警 
告なび点なします。 


エアバッグの種類と収納場所 


エアバッグ名 

収納場所 

運転席 

ステア U ング 

エアバッグ 

パッド部 

助手席 

助手席ダッシュ 

エアバッグ 

ボードパネル部 

へッドソラックス 
サイドバッグ 

ドア内張り 


運車5席/助手席エアバッグ 



左八ンドル車 


前方からの強い衝撃を受けると作動 
し、乗員の頭部および胸部への衝撃を 
分散*軽減します。 


運転席エアバッグ①/助手席エアバッ 
グ②は、他のエアバッグの作動に関わ 
らず、じ(下のとさに作動します。 

• 衝突の最初の段階で、車両の縦方向 
に急激に一定 iiLb の衝撃を検知した 
とさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
が、シートベルトによる保護機能を 
高めるとシステムび判断したとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とさ 

車両び横転したとさは、車両の縦ち向 
に一定(上の衝撃を検知しない限り、 
運転席/助手席エアバッグは基本的 
に作動しません。 

助手席エアバッグは、助手席に乗員び 
いないと判断したとさや、助手席エア 
バッグオフ表示な044ページ）び 
点なしているとさは作動しません。 


へッドソラックスサイドバッグ 



撃撕がが 
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ドア（付近）部分に横ち向からの強い 
衝撃を受けると、衝撃を受けた側の 
へッドソラックスサイドバッグ①び作 
動し、頭部および胸部への衝撃を分散- 
軽減します。 

ヘッドソラックスサイドバッグは、運 
転席/助手席エアバッグやシートべ 
ルトテンシヨナーの作動に関わらず、 
じ(下のとさに作動します。 

• 衝突の最初の段階で、横ち向から一 
定(上の衝撃を検知したとさ 

• へッドソラックスサイドバッグの作 
動び、シートベルトによる保護機能 
を高めるとシステムが判断したとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とさ 

• 助手席側のへッドソラックスヴイド 
バッグは、乗員検知機能が助手席に 
乗員がいると判断したとさ 


運輯席/助手席エアバッグが作動ず 
るとさ 


正面衝突など車の前ち左ち 
約3日度!;内の方向から強 
い衝撃を受けたとさ 



擊嫌が狀 
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へッドソラックスサイドバッグが作動運転席/助手席エアバッグが作動し 
ずるとき ない場合びあるとき 


客室部分に横ち向から強い衝撃を 
受けたとさ 



運輯席/助手席エアバッグが作動し 
ないとさ 



斜め前ちへの衝突のとさ 




へッドソラックスサイドバッグが作動 
しない場合びあるとき 

斜めち向から衝撃を受けたとさ 




擊瓣がが 
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いずれかのエアバッグが作動ずる場合 
びあるとさ 



床下に強い衝撃を 
受けたとさ 



□—ルバー 


□ールバーは、車び大さく傾いたとさ 

や衝突時、横転時などに瞬時に自動で 

上がって乗員を保護する装置です。 

□ールノ（一は手動でわ操作でさます。 

A けがのおそれびありまず 

• □ールバーの作動する範囲に身体 
を入れたり、荷物などを置かない 
で<ださい。□ールバーび上下し 
たとさにけびをしたり、荷物を損 
傷するおそれびあります。 

• たとえ n —ルバーび作動してを、 

シートベルトやチヤイルドセーフ 
ティシートを使用していないと、 
事故のとさに致命的なけびをする 
おそれびあ0まず。 

〇外気温度び約一 5° Cii (下のとさは、 
□ールノ（一を手動で上げて走行して 
ください。□ールバーの油圧システ 
ムを損傷するおそれがあります。 

〇シート後方にぺットなどを乗せる 
ときは、バリオルーフを閉じ、□一 
ルバーを上げて<ださい。□ール 
バーび下がっていると、万一のとさ 
に、□ールバーが瞬時に上びって 
ぺットなどびけびをするおそれびあ 
ります。 


擊瓣が狀 












□ールバー警告'灯 

イグニッシヨン位置を1にすると数秒 
間点なします。また、イグニッシヨン 
位置を2にしたとさ、またはキーレス 
ゴーでのエンジン始動操作直後に点な 
し（点なしないとさは警告なび故障し 
ています）、エンジン始動後に消なし 
ます。 

A けがのおそれびありまず 

警告巧び数秒後/エンジン始動後に消 
巧しないとさやエンジンびかかってい 
るとさに点灯または点滅ずるとさ、ま 
たは7ルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"□-ル A '' -アケ '' テクタ'' サイ"と表示される 
とさは、□ールバーび故障しています。 
車び大さく傾いたとさや衝突時、横転 
時などに□ールバーび自動的に上びら 
ないため、致命的なけびをするおそれ 
びあります。このとさは手動で□ール 
バーを上げ、ただちにメルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 
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□—ルノ の手動操作 


イグニツシヨン位置び2のとさに□一 
ルノ（一を手動で操作することがでさ 
ます。 



□ ールバーを上ばる 

►ルーフスイッチ③を後方に開き、上 
昇スイッチ①を押します。 


□ ールバーを下ばる 

►ルーフスイッチ③を後方に開き、下 
降スイッチ②を押します。 

スイッチから指を放すと□ールバーは 
その位置で停止します。 

〇 □ールバーを上げた状態のとさ 
は、バリオルーフを開閉すると、□一 
ルバーは自動的に下びり、操作終了 
時に再び上びります。 

自動のに上びった□ールバーを下ばる 

車び大さ<傾いたとさや衝突時、横転 
時などで□ールバーび自動的に上びっ 
たとさは、(下の方法で□ールバーを 
下げます。 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

► □ールバーが上びり切るまで上昇ス 
イッチ①を押し続けます。 

► 下降スイッチ③を押し続けます。 


撃瓣がが 
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子供を乗せるとき _ 

シートベルトは身長1 50 cm (上の 
乗員び使用することを前提にしてい 
ます。シートベルトび正しく着用で 
さない体格のテ供などは、適切なチャ 
イルドセーフテイシートを使用して 
ください。 

A けがのおそれがありまず 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用している場合でを、子供だけを 
車内に残して車から離れないで< 
ださい。 

0運転装置に触れてけびをずるお 
それびあ0ます。 

◊誤ってドアを開き、事故の原因 
になりまず。 

◊炎天下では車内び高温になり、熱 
中症を起こずおそれびあります。 

◊寒冷時には車内び低温になり、 
命にかかわるおそれびあります。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートび高温になり、テ 
供び火傷をするおそれびありまず。 

• 荷物び固定されていなかったり適 
切な位置に置かれていないと 、 •UU 
下のよラな場合に子供びけびをず 
る危険性び増加します。 

◊ 急ブレーキ 
〇急な進路変更 
◊事故 

• 重い荷物やかたい荷物は、確実に 
固定しない限り車内に積まないで 
<ださい。 


チヤイルドセーフテイシート 


公 けがのおそれびありまず 

• シートベルトび正しく着用でさな 
い体格の子供などは、チャイルド 
セーフティシートを使用してくだ 
さい。急な進路変更時や急ブレー 
キ時、事故のとさなどに身体を車 
内に激しくぶつけたり、車外に放 
り出されて致命的なけびをするお 
それびあ0ます。 

• シートベルトび正しく着用でさな 
い体格のテ供び、そのままシートべ 
ルトを着用すると、首を締め付けた 
り、腹部を強く圧迫したりして致命 
的なけびをするおそれびあ0ます。 

• 6歳未満のテ供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフティシート 
を使用ずることび法律で義務付け 
られていまず。 

• 身長1 50 cm 未満および12歳未満 
のテ供は、適切なシートに装着し 
たチャイルド セーフ ティシートに 
乗車させ、確実に身体を固定して 
ください。シートベルトはテ供向 
けに設計されていないため、チャ 
イルド セーフ ティシートの使用び 
必要になりまず。 

• テ供の体格に適合したチャイルド 
セーフティシートを使用し、子供を 
正しい姿勢で座らせ、身体をシート 
ベルトで確実に固定してください。 

• テ供を膝の上に乗せて走行しない 
で<ださい。急ブレーキ時や急八 
ンドル時または事故のとさなどに 
身体を車内に激しくぶつけたり、 
車外に放り出されて、致命的なけ 
びをずるおそれびあ0まず。 


擊嫌がが 
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• チャイルドセーフティシートを使 
用しないとさは、車から取り外すか、 
確実にシートに装着してください。 

• チャイルドセーフティシートの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。チャイルドセーフティ 
シートび確実に装着されないおそ 
れびあ0まず。 

• 後ろ向さに装着するタイプのチャイ 
ルド セーフ ティ シー トを装着ずると 
きは、 m 下の状態を確認してください。 
◊チャイルド セーフ ティ シー トび 
センサー付さ純正チャイルド 
セーフ ティ シートで あり、助手 
席エアバッグオフ表示灯び点灯 
していること 

または 

0助手席の乗員の体重び一定!;下 
であり、シートベルトの プレー 
卜をバックルに差し込んだとさ 
に助手席エアバッグオフ表示灯 
び点巧していること 

• チャイルドセーフティシートび損傷 
しているとさは新品と交換してくだ 
さい。大さな衝撃を受けたり、損傷 
したをのはテ供を保護でさません。 

• チャイルドセーフティシートの 
クッションカノ（一び損傷したとさ 
は、純正品に交換してください。 

• チャイルドセーフティシートは確 
実に装着してください。急ブレー 
キ時などに、チャイルドセーフティ 
シートび放り出されて、乗員びけ 
びをずるおそれびあ0まず。 


• チャイルドセーフテイシートに関 
ずるを意事項を記載したステッ 
カーび、助手席側サンバイヴーに 
貼付されていまず。 



• チャイルドセーフテイシートの取 
り扱いや装着ち法については、製 
品に添付されている取扱説明書を 
お読みください。 

純正チャイルドセーフテイシート 

Daimler AG では、テ供の体重や年齢 
に応じた純正チヤイルドセーフテイ 
シートを用意しています。 


選択の目ち 


シート名 体重 

年離 

約10 kg 

ベ k "_ セ—っ じ'下 

の人 約13 kg 

lil 下 

新生児〜 

9力月位 
または 

18力月位 

デュオプラス 9〜 18 kg 

8力月〜4歳位 

キッド け〜 36 kg 

3歳半〜12歳位 


撃瓣がが 


※純正チヤイルドセーフテイシートの種類や 
名称は予告なく変更されることびありま 
ず。詳しくは販売店におたずねください。 
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〇 純正チャイルドセーフティシート 
には、チャイルドセーフティシート 
検知システムに対応していないタイ 
プびあります。詳しくは販売店にお 
たずねください。 

チャイルドセーフティシート検知 
システム 

助手席シートの座面に検知システムび 
装備されており、センサー付さ純正 
チャイルドセーフティシートとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行ない、 
チャイルドセーフティシートの有無を 
判断し、助手席エアバッグの機能を解 
除するシステムです。 

助手席エアバッグの機能び解除される 
と、助手席エアバッグオフ表示好び点 
なします。 

助手席乗員検知機能 


助手席に乗車している乗員の体重び一 
定じ(下であるとさ、または助手席に乗 
員びいないと判断したとさに、シート 
ベルトのプレートびバックルに差し込 
まれているとさは、助手席エアバッグ 
の機能が解除されます。 

助手席エアバッグの機能び解除される 
と、助手席エアバッグオフ表示灯び点 
なします。 


助手席エアバッグオフ表示'灯 



助手席エアバッグの機能び解除されて 

いるとさは、助手席エアバッグオフ表 

示な①び点なします。 

助手席エアバッグオフ表示な①は下 

のとさに点なします。 

-センサー付さ純正チャイルドセーフ 
ティシートを装着して、イグニッ 
シヨン位置を1か2にしたとさ 
(チャイルドセーフティシート検知 
システム） 

または 

• 一定(下の体重の乗員び助手席に乗 
車して、シートベルトのプレートを 
バックルに差し込み、イグニッシヨ 
ン位置を1か2にしたとさ（助手 
席乗員検知機能） 


擊嫌がが 
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A けがのおそれびありまず 

チャイルドセーフティシート検知シ 

ステムに関ずる警告 

• センサー付さ純正チャイルドセー 
フティシートを装着したとさは、必 
ず助手席エアバッグオフ表示巧び 
点巧することを確認してください。 

• センサー付さ純正チャイルドセー 
フティシートを装着してち助手席 
エアバッグオフ表示巧び点灯しな 
いとさは、助手席エアバッグの機 
能は解除されていません。エアバッ 
グび作動ずる衝撃で致命的なけび 
をずるおそれびありまずので、！;^ 
下の点にを意してください。 

◊後ろ向きに装着ずるタイプの 
チャイルドセーフティシートは 
装着しないでください。また、 
タイプにかかわらずチャイルド 
セーフティシートを後ろ向さに 
装着しないでください。 

◊チャイルドセーフティシートを 
装着するとさは、必ず前向さに 
装着するタイプのみを使用し 
て、助手席シートをもっとち後 
ろの位置にしてください。 

0メルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 


助手席乗員検知機能に関ずる警告 

• チャイルドセーフティシートを装 
着してテ供を乗車させるとさは、 
助手席エアバッグオフ表示灯び点 
灯ずることを確認してください。 

• チャイルドセーフティシートを装 
着してテ供を乗車させたとさに助 
手席エアバッグオフ表示灯び点な 
しないとさは、助手席エアバッグ 
の機能は解除されていません。エ 
アバッグび作動ずる衝撃で致命的 
なけびをするおそれびあ0まずの 
で、 ■ UU 下の点にを意してください。 

◊後ろ向きに装着ずるタイプの 
チャイルドセーフティシートは 
装着しないでください。また、 
タイプにかかわらずチャイルド 
セーフティシートを後ろ向さに 
装着しないでください。 

◊チャイルドセーフティシートを 
装着ずるとさは、必ず前向さに 
装着するタイプのみを使用し 
て、助手席シートをちっとち後 
ろの位置にしてください。 

〇 助手席エアバッグオフ表示灯び点 
なして、助手席エアバッグの機能び 
解除されても、ヘッドソラックスサ 
イドバッグとシートベルトテンシヨ 
ナーの機能は解除されません。 


擊獻がが 




46 


走行安全装備 


A けびのおそれびありまず 

• 助手席のシートクッションに、電 
源の入ったパソコンや携帯電話な 
どの電子機器、または磁気カード 
やにカードなどを置かないでくだ 
さい。チャイルドセーフテイシー 
卜検知システムび誤作動して、事 
故のとさに助手席エアバッグび作 
動しないおそれびあ0ます。また、 
センサー付さ純正チャイルドセー 
フテイシートを検知でさずに、助 
手席エアバッグび作動ずるおそれ 
びありまず。 

• チャイルドセーフテイシート検知 
システムや助手席乗員検知機能び 
チャイルドセーフテイシートや乗 
員を検知していないとさに、イグ 
ニッション位置を1か2にずると、 
助手席エアバッグオフ表示灯び点 
灯し、数秒後に消灯しまず。 

点なしないとさや点灯後に消巧し 
ないときは、チャイルドセーフテイ 
シート検知システムや助手席乗員 
検知機能び故障していまず。メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


走行安全装備 


走行安全装備には、(下のわのびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング • 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP ⑩（エレクト□ニック-スタビ 
U ティ*プ□グラム） 

• SBC (センソト□ニック‘ブレーキ‘ 
コント□—ル） 

〇 雪道 や 凍結路を走行するとき は、 
ウィンター タイヤ やスノーチェーン 
の装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、 ウィン 
タータイヤやスノーチェーンを 装着 
することで、走行ち全装備の効果び 
発揮されます。 

A 事故のおそれびありまず 

走行安全装備び適切に作動してを、車 
両操縦性や走行安定性の確保、制動距 
離の短縮には限界びありまず。常に道 
路や天候の状況にを意し、十分な車間 
距離を保つて運転して < ださい。 

また、タイヤのグ U ップび失われた 
状況では、走行安全装備は効果を発 
揮しません。 


擊瓣が狀 
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ABS (アンチ□ック-ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑りや 
すい路面でのブレーキ時など、車び不 
安定な状況になったとさに、タイヤの 
□ックを防ざ、ステア U ングでの車両 
操縦性を確保しよラとする装置です。 

A 事故のおそれがありまず 

• ABS はブレーキ操作を補助する装 
置で、無謀な運転からの事故を防 
ぐをのではありません。 

ABS び適切に作動してち、車両操 
縦性や走行安定性の確保、制動距 
離の短縮には限界びあります。常 
に道路や天候の状況にを意し、十 
分な車間距離を保って運転してく 
ださい。 

また、タイヤのグ U ップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
よ9 〇 

• ブレーキ 操作をずるとさは、 ブレー 
キペダルをしっかりと踏み込んで 
<ださい。ポンピング ブレーキを 
行なラと制動距離び長くなること 
びありまず。 

P 軽< ブレーキ ペダルを踏み込んだ 
だけでも ABS が作動するときは、 
路面び滑りやす<なっています。十 
分ま意して走行してくださし、。 


UABS は制動距離を短くする装置で 
はありません。じ(下のよラな路面び 
滑りやすい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離び長く 
なることがあります。 

• 雪の積わった路面や凍結した路面 
• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数び連 
続して変化する路面 

• スノーチェーン 装着時 

Habs に異常びあるときは、ブレー 
キペダルを強<踏み込むとタイヤ 
は□ックします。その結果、ステ 
アリングでの車両操縦性が制限さ 
れ、制動距離び長< なるおそれび 
あります。 

H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ABS に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは(>277 
ページ）をご覧ください。 

OaBS は走行速度が約 8 km / h を超 
えると作動でさるよラになります。 

Oabs に異常びあると、じ(下のシス 
テムわ正しく作動しなくなることび 
あります。 

• ESP ⑩ 

• BAS 

OaBS に異常びあると、 ESP ® に関 
する故障/警告メッセージび表示 
されることがあります。すみやかに 
メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

〇 バッテリー電圧が低下すると 
ABS の機能び一時的に解除されま 
す。電圧び回復すると、待機状態 
になります。 


擊賊がが 
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走行安全装備 


Pel ABS 警告'灯 

イグニッシヨン位置を2にしたとさ、 
またはキーレスゴー操作でのエンジン 
始動操作直後に点なし（点なしないと 
さは警告灯び故障しています）、エン 
ジン始動後に消なします。 

エンジン始動後に消なしないとさやエ 
ンジンびかかっているとさに点灯した 
ときは、 ABS に異常びあります。 

通常のブレーキ時の制動力は確保され 
ますび、 ABS 、 ESP ®、 BAS は作動し 
ません。 

いつわより慎重に運転し、すみやかに 
メルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

ABS び作動したとき 


ABS が作動すると、メーターパネル 
の ABS / ESP ⑩表示なが点滅します。 

ABS が作動してち、ブレーキペダル 
に振動が発生することはありません。 

強い制動力び必要なとさは、ブレーキ 
ぺ夕 J レをいつぱいまで踏み込んでくだ 
さい。 


BAS 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保するブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じですび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが感知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されます。 

A 事故のおそれびありまず 

• BAS は緊急ブレーキの操作を補 
助ずる装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐちのではありません。 
BAS び作動してち制動距離の短縮 
には限界びあります。また、タイ 
ヤのグ U ップび失われた状況では 
効果を発揮しません。 

• BAS に異常びあるとさもブレーキ 
は通常通り作動しまずび、緊急ブ 
レーキ時には大さな制動力を確保 
でさず、制動距離び長<なるおそ 
れびあ0ます。 

• BAS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
まず。 

OBAS に異常びあると、 ABS も正し 
く作動しなくなることがあります。 

Obas に異常があるとさは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
ABS に関する故障/警告メッセ ー 
ジび表示されますが、ブレーキは通 
常通り作動します。 


擊瓣が狀 
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〇 バツテ U —電圧が低下すると BAS 
の機能び一時的に解除されます。 
電圧び回復すると待機状態になり 
ます。 

H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ABS に関する故障/警告メツ 
セージが表示されたときは BAS は 
作動しません。詳しくは（>277ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


アダプティブブレーキランプ 

約 50 km / hii (上からの急ブレーキ時 
に BAS が作動すると、ブレーキラン 
プび点滅し、後方の車両に注意を促し 
ます。停車すると、ブレーキランプは 
点なに変わります。 


ESP® 

ESP ⑩（エレクト□ニック.スタビリ 
ティ*プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車が不安定な状況 
になったとさに、個々の車輪に独立し 
てブレーキを効かせたり、エンジン出 
力を制御することによって、車両操縦 
性や走行安定性を確保しよラとするシ 
ステムです。 

発進時または走行中に ABS / ESP ⑩ 
表示なび点滅したとさは、 ESP ® が作 
動しています。 


励 ABS / ESP ⑥表示口 

イグニッシヨン位置を2にしたとさ、 
またはキーレスゴー操作でのエンジン 
始動操作直後に点灯し（点なしないと 
さは表示灯び故障しています）、エン 
ジン始動後に消なします。 


心 事故のおそれがありまず 

ESP® は車両操縦性や走行安定性を高 
めるシステムで、無謀な運転からの事 
故を防ぐちのではありません。 ESP® 
び作動してを、車両操縦性や走行安定 
性の確保には限界びあります。また、 
タイヤのグ U ップび失われた状況では 
効果を発揮しません。 

ESP® 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任びありまず。 


A 事故のおそれびありまず 

ESP® 表示灯び点滅したとさは、車輪 
び空転しているか、車び横滑りしてい 
ます。アクセルペダルを踏む力を少し 
ゆるめてください。また、慎重に運転 
ずるととをに、下の操作は絶対に行 
なわないよラにしてください。 

•急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
• ESP® の機能の解除 

B 前輪または後輪を上げてけん引さ 
れるとさは、イグニッション位置を 
2にしないでください。 ESP ® び作 
動して、接地している車輪のブレー 
キび作動します。また、ブレーキシ 
ステムや駆動系部品を損傷するおそ 
れびあります。 


擊瓣がが 
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走行安全装備 


pESP ⑩が故障すると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに故障/ 
警告メッセージび表示され、エンジ 
ンの出力び低下することびありま 
す。走行び困難なとさは、すみやか 
に安全な場所に停車し、メルセデス • 
ベンツ指定ヴービスエ場に連絡して 
ください。 

P マルチファンクシヨンディスプ 
レイに ESP ⑩に関する故障/警 
告メッセージが表示されたとさは 
([>277、278ページ）をご覧くだ 
さい。 

〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させたり、駐車場のらせん状のアプ 
□ーチを走行しているとさなどに、 
マルチファンクシヨンディスプレイ 
に ESP ⑩に関する故障/警告メッ 
セージが表示され 、 ABS / ESP ⑩ 
表示なや ESP ⑩オフ表示な 、 ABS 
警告なび点なすることがあります。 

このよラなとさは、ち全な場所に 
停車して、イグニッシヨン位置を0 
に戻し、エンジンを再始動してく 
ださい。しばらく走行すると、メッ 
セージや表示な、警告なは消なし 
ます。 

〇 ABS び故障したときは、 ESP ® の 
機能も解除されます。 

〇 ABS 警告なが点なしているとさ 
は、 ESP ® の機能わ解除されていま 
す。メルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 


〇 指定のサイズで4輪とち同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ® び 
作動することがあります（走行中に 
ESP ⑩表示灯び点滅したままになり 
ます）。 

トラクシヨンコント□ールシステム 

トラクシヨンコント□ールシステムは 

ESP ⑩の機能の一部です。 

滑りやすい路面などでタイヤび空転し 

たとさに、個々の車輪にブレーキを効 

かせて、駆動力を確保しよラとします。 

© ESP ⑩オフスイッチまたは ESP ⑩/ 
スポーツ八ンドリングモードスイッ 
チで ESP ⑩の機能を解除したときも、 
トラクシヨンコント□ールシステム 
の機能は解除されません。 

A 事故のおそれがありまず 

• トラクシヨンコント□ールシステ 
ムは駆動力を確保し操縦安定性や 
走行安定性を高めるシステムで、 
無謀な運転からの事故を防ぐちの 
ではありません。トラクシヨンコ 
ント□ールシステムび適切に作動 
してち、駆動力の確保には限界び 
あ0ます。 

• トラクシヨンコント□ールシステ 
ム作動時の安全確保や危険回避に 
ついては、運転者に全責任びあり 
づ。 


擊瓣が狀 
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ESP ⑥の機能の設定/解除 （SL 63 ESP ⑩の機能び解除されると、 liTF の 

AMG を除く車種） _ 状態になります。 


エンジンを始動したとき、 ESP ⑩は常 
に待機状態になります。 

(下のよラな状況では、 ESP® の機能 
を解除したほラが走行しやすい場合び 
あります。 

• スノーチェーンを装着して走行する 
とさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行するとさ 

このときは ESP ⑩の機能を解除し 
ます。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP® の機能を解除したとさは、必ず 
路面の状況に応じた速度で慎重に運 
転ずるととちに、 ■UU 下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

A 事故のおそれがありまず 

ESP® の機能を解除する必要びなく 
なったときは、 ESP ⑥を待機状態にし 
てください。車び不安定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行安定性を 
確保しようとずることびできません。 


• ESP ⑩は作動せず、車両操縦性や走 
行ち定性を確保しよラとすることび 
でさな < なります。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪び空転することがあります。 

• トラクシヨンコント□ールシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP® 
は自動的に作動します。 

©ESP ⑩の機能を解除しているとき 
にタイヤの空転や横滑りを検知する 
と、 ABS / ESP ⑩表示口び点滅し 
ますび、 ESP ⑩は作動しません。 



ESP ⑥の機能を解除ずる 


► ESP ⑩オフスイッチのを押します。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
なび点灯します。 

ESP ⑥を待機状態にずる 

► ESP ⑩オフスイッチのを押します。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
なが消なします。 


擊瓣がが 
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走行安全装備 


4 ESP ⑥オフ表示'灯 

イグニッション位置を2にしたとさ、 
またはキーレスゴーによるエンジン始 
動操作直後に点なし（点なしないとさ 
は表示灯び故障しています）、エンジ 
ン始動後に消なします。 

A 事故のおそれびありまず 

エンジンびかかっているとさに 
ESP ® オフ表示灯び点灯していると 
さは、 ESP ® の機能び解除されていま 
す。路面や天候の状況にあわせて慎 
重に運転してください。 

スポーツハンドリングモード、 ESP ⑩ 
の機能の設定/解除 （SL 63 AMG ) 

スポーツハンドリングモードの 設定/ 
解除 

次のよラな状況では、スポーツ八ンド 
U ングモードにしたほラが走行しやす 
い場合びあります。 

• スノーチェーンを装着して走行して 
いるとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行するとさ 

上記(がでは、サーキットなどでス 
ポーツ走行を行なラとさに使用するこ 
とびでさます。 


A 事故のおそれがありまず 

スポーツ八ンド U ング モー ドにする 
必要びなくなったときは、 ESP ⑩を待 
機状態にしてください。スポーツ八 
ンド U ング モー ドでは ESP ⑩の作動 
内容び制限されるため、車び不安定 
な状況になったとさは、車両操縦性 
や走行安定性の確保は限られたちの 
になります。 

スポーツ 八ンドリング モー ドにしたと 

さはじ(下のよラな状態になります。 

• ESP ⑩の作動内容び制限されるた 
め、車両操縦性と走行ち定性の確保 
は限られたちのになります。 

•駆動輪が空転した場合、限られた 
程度までのみエンジンの出力制御 
による駆動力の確保び行なわれま 
す。また、トラクシヨンコント□一 
ルシステムによる駆動力の確保は 
行なわれます。 

• 急ブレーキを効かせたとさは ESP ® 
は自動的に作動します。 

〇 スポーツ八ンドリングモードにし 
ているとさにタイヤの空転や横滑り 
を検知すると、 ESP ® 表示なが点滅 
しますび、 ESP ® は制限された内容 
で作動し、車両操縦性や走行ち定性 
の確保は限られたちのになります。 


擊瓣が狀 
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スポーツ 八ンドリング モー ドにずる 

► ESP ⑩/ スポー ツ八ンド U ング モー 
ドスイ ツチのを押します。 


メーター パネルのスポーツ八ンドリ 
ングモード表示灯び点灯し、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
"SPORT handling mode " と表示さ 
れます。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イの表示を "SPORT handling mode " 
から他の表示に切り替えるとさは、 
ステアリングの mm または 
I A II ク I スイッチを押します。 

ESP ⑥を待機状態にずる 

► ESP ⑩/ スポー ツ八ンドリング モー 
ドスイッチの を押します。 

メーター パネルの スポーツ 八ンド U 
ングモード表示なが消なします。 

〇 スポーツ 八ンドリング モー ドにし 
てエンジンを停止してち、次にエ 
ンジンを始動したとき、常に ESP ⑩ 
は待機状態になります。 


ESP ⑥の設定/解除 

エンジンを始動したとき、 ESP ® は常 
に待機状態になります。 

(下のよラな状況では、 ESP ® の機能 
を解除したほラび走行しやすい場合び 
あります。 

• スノーチェーンを装着して走行して 
し"'るとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行するとさ 

このときは ESP ⑩の機能を解除し 
ます。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® の機能を解除したとさは、必ず 
路面の状況に応じた速度で憤重に運 
転ずるととちに、下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® の機能を解除ずる必要びなく 
なったときは、 ESP ⑧を待機状態にし 
てください。車び不安定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行安定性 
を高めることびでさません。 


擊瓣がが 
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ESP ® の機能が解除されると、(下の 

状態になります。 

• ESP ⑩は作動せず、車両操縦性や走 
行ち定性を確保しよラとすることび 
でさな < なります。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪が空転することがあります。 

• トラクシヨンコント□ールシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP ⑩ 
は自動的に作動します。 

© ESP ® の機能を解除しているとき 
にタイヤび空転したり横滑りをし 
てわ 、 ABS / ESP ⑩表示口は点滅 
せず、 ESP ® わ作動しません。 



ESP ⑥の機能を解除ずる 

► メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
な （^24 ページ）び点なするまで、 
ESP ⑩/ スポー ツ八ンド U ング モー 
ドスイ ツチのを押して保持します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"う OFF " と表示されます。 


〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イの表示を " ESP - OFF " から他の表 
示に切り替えるときは、ステアリ 
ングの [ gifj ] またはス 
イッチを押します。 

雨 ESP® オフ表示口 

イグニッシヨン位置を2にすると点な 
し（点なしないとさは表示灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消なし 
ます。 

A 事故のおそれびありまず 

エンジンびかかっているとさに ESP ⑧ 
オフ表示灯び点灯したままのとさは、 
ESP ® の機能び解除されているか、故 
障により機能していません。路面や天 
候の状況にあわせて慎重に運転してく 
ださい。 

ESP ⑥を待機状態にずる 

► ESP ⑩/スポーツ八ンド U ング モー 
ドスイッチのを押します。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
灯び消灯し、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに数秒間" ろ ON " と 
表示されます。 


擊瓣が狀 
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SBC (センソト□ニック.ブレーキ- 
コント □ール） は、 運転者のブレーキ 
ペダル操作をセンサーで感知し、あら 
かじめ蓄圧されたブレーキ液を各車輪 
ごとに供給することにより、ブレーキ 
応答性を高め、運転状況に応じて最適 
な制動力を発揮させるためのブレーキ 
制御システムです。 

A 事故のおそれびありまず 

• SBC はブレーキ操作を補助するシ 
ステムで、無謀な運転からの事故 
を防ぐちのではありません 。 SBC 
び作動してち、制動距離の短縮や 
制動力の確保には限界びありまず。 
また、タイヤのグ U ップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• SBC 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
ます。 

SBC は(下のときに待機状態になり 
ます。 

• U モコン操作またはキーレスゴー操 
作で解錠したとさ 

• ドアを開いたとさ 

•イグニッシヨン位置を1か2にし 
たとさ 

• セレクターレバーのキーレスゴース 
イッチを押したとさ 
• ブレーキペダルを踏んだとさ 
• パーキングブレーキを解除したとさ 


SBC はじ(下のときに解除されます。 

• リモコン操作またはキーレスゴー操 
作で施錠してから約20秒経過した 
とさ 

• イグニツシヨン位置を 0 にするか、 
エンジンスイツチからキーを抜いて 
から約2分経過したとさ 

SBC の特徴 


SBC の操作は、通常のブレーキと同じ 

ですが、じ(下のよラな特徴びあります。 

• ブレーキペダルとブレーキ液圧回 
路び分離しているため、 ABS が作 
動してわ、ペダルに脈動は伝わり 
ません。 

• エンジン始動後、最初にブレーキぺ 
ダルを踏んだとさ、ブレーキペダル 
の踏みしろが大さくなつたり、踏み 
応えび弱くなることびありますび、 
ブレーキペダルから足を放すと、通 
常の踏みしろに戻ります。 

• ブレーキペダルに脈動が感じられた 
り、エンジンルームから作動音び聞 
こえることびあります。この音は 
SBC ポンプから発生しているちの 
で異常ではありません。 

• 通常、 SBC はブレーキペダルとブ 
レーキ液圧回路び分離しています 
び、 SBC に故障び発生すると、エ 
マージエンシーモードとして、ブ 
レーキぺ夕レとブレーキ液圧回路を 
接続して、前輪ブレーキのみを作動 
させます。 


擊賊がが 
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A 事故のおそれがありまず 

メーター パネルのブレーキ警告灯び点 
灯したとさは、 SBC またはブレーキ 
システムに異常びありまず。マルチ 
ファンクシヨンディスプレイにメッ 
セージび表示されとたとさは、メッ 
セージに従ってください（>279、280 
ぺージ)。 

SBC び作動しないとさは自走をでさ 
るだけ避けて、専門業者に依頼して車 
両運搬車で搬送してください。やむを 
得ず自走するとさやけん引するとさ 
は、下のを意に従ってください。 
【エマージェンシーモード】 

バッテリーの電圧低下などでシステ 
ムに十分な電力び供給されなかった 
り、電気システムなどび故障したこ 
とにより SBC び作動しないとさに、 
ブレーキペダルを踏んで発生した油 
圧で直接前輪ブレーキのみを作動さ 
せるモードです。マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに SBC などに関ずる 
故障/警告メッセージび表示された 
り、警告巧び点巧したとさは、安全 
な場所に停車し、メルセデス•ベン 
ツ指定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

【ブレーキぺ夕 J レの踏み込み】 
エマージェンシーモードでは、 ブレ~ 
キペダルを通常時より深く（奥に）強 

く踏み込んでください。 また、ブレー 
キペダルを踏むのに非常に大さな力 
び必要になり、制動距離ち長<な0 
ます。 


A けがのおそれがありまず 

SBC の点検-修理やブレーキパッド 
の交換などは、必ずメルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場で行なつてく 
ださい。 SBC にはブレーキ液を自動 
的に蓄圧する機能びあるため、シス 
テムを解除してから作業しないと、 
ブレーキ液び漏れたり、ブレーキび 
自動的に作動してけびをしたり、車 
を損傷するおそれびあります。 


走行ずるとさ 


• 急な下り坂では、ブレーキの保護の 
ためテイツプシフトでギアレンジを 
m または巧□、 m にして走行 
してください。 

• 大さな負荷のかかる走行をした後 
は、すぐに停車せず、しばらく走行 
を続けてブレーキシステムを冷やし 
てください。 

A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ操作び、後続車などに危険 
をおよぼずことびないよラにを意し 
て < ださい。 

• 高速道路を走行しているとさなどブ 
レーキを効かせずに長時間走行して 
いるとさは、ブレーキの効さび悪く 
なることびあります。このよラなと 
さは後続車にを意しなびら、ブレー 
キの効さび回復するまでブレーキぺ 
ダルを数回強めに踏んでください。 


擊瓣が狀 
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• 水たまりの通過後や雪の上を走行し 
た後は、ブレーキディスクの乾燥の 
ため、エンジンを停止する前にブ 
レーキぺダ J レを強 < 踏み込んで < だ 
さい。 

• ブレーキに関連する部品は車両に適 
合した純正部品を使用してくださ 
し、。走行安全性に影響を与えるおそ 
れびあります。 


盗難防止システム 


盗難防止警報システム 



盗難防止警報システムが待機状態のと 
さにじ(下の状況を検知すると、サイレ 
ンび約30秒間鳴り、非常点滅灯び通 
常の2倍の速さで約5分間点滅しま 
す。また、ルームランプび約5分間点 
なします。 

• ドアび開けられたとさ 
• トランクび開けられたとさ 

• ボンネットの□ックび解除された 
とさ 

• グ□ーブボックスやアームレストの 
ル物入れ、シート後ちのル物入れが 
開けられたとさ 

盗難防止警報システムは、車を施錠し 
た後、エマージェンシーキーを使用 
して運転席ドアやトランク、グ□一 
ブボックスを解錠して開いたとさや、 
バッテリーの接続び断たれたとさち作 
動します。 


撃獻がが 
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システムを待機状態にずる 


► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作で施錠します。 

ドア□ックスイッチ（施錠）の表示 
なのび点滅し、約10秒後に待機 
状態になります。 

システムび待機状態のときは、表示 
なのび点滅を続けます。 

システムを解除ずる 

► リモコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を解錠します。 

表示好のが消なします。 

警報が作動したとさの停止方法 

► エンジンスイッチにキーを差します。 
または 

► キーのいずれかのボタンを押します。 
または 

► キーがキーレスゴーの左ち側アンテ 
ナの検知範囲（1>67ページ）にあ 
るとさは、ドア八ンドルに触れます。 

または 

►キーがキーレスゴーの車室内アンテ 
ナの検知範囲（1>67ページ）にあ 
るときは、セレクターレバーのキー 
レスゴースイッチを押します。 

または 

► キーびキーレスゴーのトランク側 
アンテナの検知範囲（[>67ページ） 
にあるときは、トランク八ンドルを 
引さます。 


〇 ドアやトランクなどが開けられた 
り、ボンネットの□ックび解除され 
て警報が作動したとさは、それらを 
すぐに閉じても、警報は解除されま 
せん。 

〇 システムを待機状態にするときは 
ボンネットび確実に閉じているこ 
とを確認してください。ボンネッ 
卜の□ックが解除された状態でシ 
ステムを待機状態にしても、ボン 
ネットが開けられたとさに警報は 
作動しません。 

〇 システムが待機状態のときに車内 
からドアを開いたり、ボンネット 
□ック解除 レバーで ボンネットの 
□ ックを解除すると警報び作動しま 
す。車内に人びいるときは待機状態 
にしないでください。 


けん引防止機能 _ 

車を施錠して、けん引防止機能を待機 
状態にしたとさは、車両の傾さを検知 
すると、サイレンが約30秒間鳴り、 
非常点滅なび通常の2倍の速さで約5 
分間点滅します。また、ルームランプ 
び約5分間点なします。 

例えば、けん引やジャッキアップなど 
により車両び持ち上げられたとさなど 
に警報び作動します。 


擊瓣が狀 
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けん弓 I 防止機能を待機状態にずる 

► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を施錠します。 

約30秒後に待機状態になります。 

待機状態を解除ずる 


► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を解錠します。 

警報が作動したとさの停止方法 

► エンジンスイッチにキーを差します。 

または 

► キーのいずれかのボタンを押します。 

または 

► キーびキー レス ゴーの 左ち側アンテ 
ナの検知範囲（[>67ページ）にあ 
るとさは、ドア八ンドルに触れます。 

または 

► キーびキーレスゴーの車室内アン 
テナの検知範囲（1>67ページ）に 
あるときは、セレクターレバーの 
キーレスゴースイッチを押します。 

または 

► キーがキー レス ゴーの トランク側 
アンテナの検知範囲（1>67ページ） 
にあるときは、トランク八ンドルを 
引さます。 


けん引防止機能を解除ずる 


誤作動を防止するために、(下のよラ 
な状況で車を施錠する場合は、けん引 
防止機能を解除してください。 

• けん引されるとさ 

• カーフエ U —や車両運搬車に載せて 
移動するとさ 

• 機械式駐車場などに駐車するとさ 



►イグニッシヨン位置を0か1にす 
るか、エンジンスイッチからキー 
を抜さます。 


► けん引防止機能解除スイッチのを 
押します。 

表示な③び点なし、その後消灯し 
て、けん引防止機能び解除されま 
す。 

► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を施錠します。 


擊瓣がが 


次に車び解錠されるかドアを開いて 
閉じるまで、けん引防止機能び解 
除されたままになります。 
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室内センサー _ 

車を施錠して、室内センサーを待機状 
態にしたとさは、車内で物体の動さを 
検知すると、サイレンが約30秒間鳴 
り、非常点滅なび通常の2倍の速さで 
約5分間点滅します。また、ルームラ 
ンプび約5分間点なします。 

例えば、ウインドウび割られたり、車 
内に腕を伸ばしたとさなどに警報び作 
動します。 

室内センサーを待機状態にずる 

►誤作動を防止するために、室内セン 
ヴーを待機状態にする前に(下のこ 
とを確認してください。 

• ドアウインドウと U アクオー 
ターウインドウが完全に閉じて 
いること 

• バリオルーフび完全に閉じてい 
ること 

〇 バ U オルーフび完全に開いている 
ときわ、室内センサーを待機状態 
にすることがでさます。詳しくは 
0151ページ）をご覧ください。 

• アーム レストのカバーび完全に 
閉じていること 

• ルーム S ラーやルーフ トリムに 
マスコットなどをかけていない 
こと 

► トランクが閉じていることを確認し 
ます。 

► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を施錠します。 

約30秒後に待機状態になります。 


〇イグ ニッシヨン位置を 0か1に 
して運転席ドアを開いたときに、マ 
ルチファンクシヨンディスプレイに 
"センタ]ンソ-ルトシ''テクタ''サイ！"と表示され 
たときは、 アーム レストのカバーび 
完全に閉じていません。このときは 
アーム レストのカバーを閉じてくだ 
さい。室内センサーが作動しなくな 
ります。 

A センターコンソールのアームレス 
卜の上に物を置かないでください。 
また、アームレスト内のル物入れに 
金属製の物を収納したり、金属製の 
物をアームレストの周囲に置かない 
でください。室内センサーび誤作動 
するおそれびあります。 

待機状態を解除ずる 


► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を解錠します。 


擊瓣が狀 
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警報び作動したときの停止方法 

► エンジンスイッチにキーを差します。 

または 

► キーのいずれかのボタンを押します。 

または 

► キーがキーレスゴーの左ち側アンテ 
ナの検知範囲（[>67ページ）にあ 
るとさは、ドア八ンドルに触れます。 

または 

►キーがキーレスゴーの車室内アンテ 
ナの検知範囲（[>67ページ）にあ 
るときは、セレクターレバーのキー 
レスゴースイッチを押します。 

または 

► キーがキーレスゴーのトランク側 
アンテナの検知範囲（1>67ページ） 
にあるときは、トランク八ンドルを 
引さます。 


室内センサーを解除ずる 


誤作動を防止するために、(下のよラ 
な状況で車を施錠する場合は、室内セ 
ンヴーを解除してください。 

• 車内に人や動物び残るとさ 


• ドアウインドウや U アク ォーター ウ 
インドウを少し開いた状態で車から 
離れるとさ 



►イグニツシヨン位置を0か1にす 
るか、エンジンスイッチからキー 
を抜さます。 


► 室内センサー解除スイッチ③を押 
します。 

表示なのび数秒間点滅し、その後 
消なして、室内センサーが解除さ 
れます。 

► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を施錠します。 


擊撕がが 
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車両には2本のキーび付属しています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錠に使用します。 

また、それぞれのキーにはエ7—ジェ 
ンシーキーを収納しています。 

A 事故のおそれびありまず 

• 子供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていてを、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけびをず 
るおそれびあ0まず。 

また、キーび車室内またはドア付 
近にあるときは、セレクターレバー 
のキーレスゴースイッチを押ずこ 
とにより、エンジンび始動し、事 
故の原因になりまず。 

• 短時間でを、車内にキーを残した 
まま車から離れないでください。 
事故や盗難のおそれびあります。 

• エンジンスイッチにキーを差し込 
むとさは、重い物や必要!;上に大 
さな物、ステア U ングなどの操作 
部に接触ずる物をキーホルダーと 
して使用しないでください。 

キーホルダー自体の重みや、キー 
ホルダーびステア U ングなどに接 
触することでキーびまわると、エ 
ンジンび停止して事故を起こずお 
それびあ0ます。 

H キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 


〇貴重品は絶対に車内に置いたまま 
にしないで<ださい。盗難のおそれ 
があります。 

n 磁気を発生する電化製品の近<に 
キーを置かないで < ださい。 

B キーを強い電磁波にさらすと 、 U 
モコンに障害が発生するおそれびあ 
ります。 

Q キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因になります。 

Q キーの先端部を巧したり覆ったり 
しないで<ださい。故障や誤作動の 
原因になります。 

H 車を操作するときは、運転者は常 
にキーを携帯してください。 

D キーを携帯電話などの電子機器や 
硬貨などの金属製のわのと一緒に持 
ち運ばないでください。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 

〇 エンジンスイッチにキーを差して 
いるとさは、わずかに電力を消費し 
ています。走行しないときは、バッ 
テリー保護のため、エンジンスイッ 
チからキーを抜いてください。 

〇 キーの電池び消耗すると操作時に 
表示なび点なせず、 U モコン操作 
やキーレスゴー操作がでさなくな 
りますび、エンジンスイッチにキー 
を差し込むことによるイグニッ 
シヨン位置の選択とエンジンの始 
動はでさます。 

〇 リモコン操作またはキーレスゴー 
操作で解錠すると 、 SBC (杉55ペー 
ジ）び待機状態になります。 
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リモコン機能 



①表示な 
©施錠ボタン 

③トランク オープナー ボタン 
® 解錠ボタン 

エンジンスイッチにキーを差し込んで 
いないとさにじ(下の操作びでさます。 

• iiHF の各部の解錠/施錠 
◊ドァ 
〇トランク 
◊燃料給油フラップ 
◊グ□ーブボックス 
◊アームレストの小物入れ 
◊シート後ちのル物入れ 
• トランクを開< 

• ドアウインドウと U アク オーター ウ 
インドウ、バリオ ルーフの 開閉 
操作時に表示なのび1回点滅します。 


解錠ずる 

► 解錠ボタン④を押します。 

(下の各部び解錠され、非常点滅な 
が1回点滅します。 

•ドア 
• トランク 
• 燃料給油フラップ 
• グ□ーブボックス 
• アームレストのル物入れ 
• シート後方のル物入れ 

また、盗難防止警報システム057 
ページ）び解除されます。 

施錠ずる 

► 施錠ボタン③を押します。 

(下の各部が施錠され、非常点滅な 
び3回点滅します。 

• ドア 
• トランク 
• 燃料給油フラップ 
• グ□ーブボックス 
• アームレストのル物入れ 
• シート後ちのル物入れ 

また、盗難防止警報システム057 
ページ）び待機状態になります。 

トランクを開< 

► トランクび開さはじめるまで、トラ 
ンクオープナーボタン⑤を押し続 
けます。 

〇トランクを開くとさは、後方や上 
ちに十分な空間があることを確認し 
てください。 
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リモコン機能の切り替え 

リモコン操作での解錠時に、運転席ド 
アと燃料給油フラップのみを解錠する 
よラに設定できます。 

► 解錠ボタン④と施錠ボタン③を同 
時に約6秒間押し続けます。 

キーの表示なのび2回点滅し、設 
定び切り替わります。 

この状態ではじ(下のよラに作動し 
ます。 

-解錠ボタン④を1回押すと、じ ( 
下の各部び解錠され、非常点滅 
灯び1回点滅します。 

◊運転席ドア 
◊燃料給油フラップ 
◊グ□ーブボックス 
◊アームレストの小物入れ 
◊シート後ちのル物入れ 

また、盗難防止警報システム 
(杉57ページ）び解除されます。 

-続けて約40秒じ(内に解錠ボタン 
® を押すと、助手席ドアとトラ 
ンクび解錠されます。 

元の設定に戻すには、再度、解錠ボタ 
ン④と施錠ボタン③を同時に約6秒 
間押し続けます。キーの表示なのが 
2回点滅し、元の設定に戻ります。 

P リモコン操作で施錠したときは、 
非常点滅なび3回点滅したことを 
確認してください。 

H 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、 U モコンが作動しなかったり、 
誤作動するおそれびあります。 


〇 バッテリーあがりを起こしたとき 
は、キーの電池び正常でちリモコン 
操作はでさません。 

〇 リモコン操作ですベてのドアウイ 
ンドウとリアクオーターウインド 
ウ、パリオルーフを開閉することび 
できます0203ページ）。 

〇 解錠後約40秒(内に、(下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施錠 
されます。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• セレクターレバーのキーレス 
ゴースイッチを押す 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

□ケイターライティング 


周囲び暗いとさ、リモコン操作により 
車を解錠すると、車幅な、フ□ントフォ 
グランプ、テールランプ、ライセンス 
ランプが点好します。 

点なしたランプは、じ(下のとさに消灯 
します。 

• 運転席ドアを開いたとき 

• エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさ 

• セレクターレバーのキーレスゴース 
イッチを押したとさ 

•約40秒経過したとさ 

この機能の設定と解除については 
(>148ぺージ）をご覧ください。 
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キー レス ゴー 



① ち側アンテナの検知範囲 

② 左側アンテナの検知範囲 

⑤トランク側アンテナの検知範囲 
® 車室内アンテナの検知範囲 

キーレスゴーは、キーを携帯すること 
により、キーとキーレスゴーアンテナ 
び電波の送受信を行ない、リモコン操 
作をしなくてち、車の解錠/施錠やエ 
ンジンの始動を行なラことでさます。 

〇 エンジンスイッチにキーび差し込 
まれているとさは、キーレスゴー操 
作を行なラことはでさません。 

〇 エンジンスイッチにキーび差し込 
まれていないとさち、エンジンがか 
かっているとさやイグニッション位 
置が2のとさは、キーレスゴー操 
作で施錠でさません。 

キーの位置により、キーレスゴー操作 
で行なラことがでさる操作びじ(下のよ 
ラに異なります。 


キーが左ち側アンテナの検知請囲にあ 

るとさ 

• 左ちドアのドア八ンドルに触れるこ 
とで車の解錠びでさます。 

• 左ちドアのキーレスゴースイッチを 
押すことで車の施錠びでさます。 

キーびトランク側アンテナの検知節囲 

に友るとさ 

• トランク八ンドルを引くことで、 
トランクを解錠して開くことびで 
さます。 

• トランクのキーレスゴースイッチ 
を押して、車を施錠することがで 
さます。 

キーび車室内アンテナの検知寵囲にあ 

るとさ 

• イグニッシヨン位置の選択びでさま 
す （>78 ページ）。 

• エンジンの始動びできます(>114 
ぺージ）。 
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A けびのおそれがありまず 

• 埋め込み型臓ペースメーカーお 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れているちや、それ!;^外の医療用 
電子機器を使用されているちは、 
車を使用する前に、あらかじめ医 
師や医療用電子機器メーカーなど 
にキーレスゴーによる電波の影響 
についてご相談ください。 

• 埋め込み型臓ペースメーカーお 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れているちは、キーレスゴーアン 
テナから約 22 cm 内に近付かな 
いよラにしてください。キーレス 
ゴー操作で車を解錠/施錠ずると 
さやトランクを開閉ずるとさ、エ 
ンジンを始動ずるときなどは、キー 
とアンテナの間で電波び送受信さ 
れるため、埋め込み型臓ペース 
メーカーおよび埋め込み型除細動 
器の作動に影響を与えるおそれび 
あ0まず。 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていてを、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけびをず 
るおそれびあ0まず。 

また、キーび車室内にあるとさや、 
キーの位置によってはトランク内 
にキーびあるとさち、セレクター 
レノ（一のキーレスゴースイツチを 
押ずことにより、エンジンび始動 
ずるなど、事故の原因になりまず。 

• 短時間でも、車から離れるときは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 


〇高圧電線や電波発信塔付近などで 
キーレスゴーによる操作を行なラ 
と、キーレスゴーび作動しなかった 
り、誤作動することびあります。 

ft キーを車から遠ざけたとさは、 
キーレスゴー操作で車を施錠/解 
錠したり、エンジンを始動すること 
はでさません。 

〇 車を長期間使用しなかったとさ 
は、ドア八ンドルを引いてからキー 
レスゴーでの操作を行なってくだ 
さし、。 

キーレスゴーの作動範囲内にキー 
があるとさは、キーを携帯していな 
い人でわ、車を施錠/解錠したり、 
エンジンを始動でさます。 

A バッテリーあびりを起こしたとき 
は、キーの電池び正常でちキーレス 
ゴーによる操作はでさません。 

解錠ずる（初期設定時） 

► ドア八ンドルに触れます。 

(下の各部び解錠され、非常点滅な 
び1回点滅します。 

• ドア 
• トランク 
• 燃料給油フラップ 
• グ□ーブボックス 
• アームレストの小物入れ 
• シート後方のル物入れ 

また、盗難防止警報システム057 

ページ）が解除されます。 
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〇 解錠後約40秒 ii (内に、(下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施錠 
されます。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• セレクターレバーのキーレス 
ゴースイッチを押す 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

解錠時の設定の切り替え 



①表示灯 
@施錠ボタン 
③解錠ボタン 

運転席のドア八ンドルに触れて解錠し 
たとさの作動内容を切り替えることび 
でさます。 

►表示なのが2回点滅するまで、約 
6秒間施錠ボタン③と解錠ボタン 
③を同時に押し続けます。 


このときは、じ(下のよラに作動します。 
► 運転席ドア八ンドルに触れます。 

(下の各部び解錠され、非常点滅な 
が1回点滅します。 

• 運転席ドア 
• 燃料給油フラップ 
• グ□ーブボックス 
• アームレストのル物入れ 
• シート後方のル物入れ 

また、盗難防止警報システム057 
ページ）び解除されます。 

初期設定に戻ず 

►表示なのび2回点滅するまで、約 
6秒間施錠ボタン③と解錠ボタン 
③を同時に押し続けます。 

H 手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたとさは、解錠しないことび 
あります。 

〇キーび左ち側アンテナの検知範囲 
にあるとさに、ドア八ンドルを清 
掃したり、ドア八ンドルに雨粒や水 
しぶさがかかったり物などび触れる 
と、車び解錠されることびあります 
ので注意してください。 
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施錠ずる 



► ドア八ンドルの キー レス ゴースイツ 
チのを押します。 

または 



► トランクの キー レス ゴース イッチ 
③を押します。 


トランクが閉じます。 

(下の各部び施錠され、非常点滅なび 
3回点滅します。 

• ドア 
• トランク 
• 燃料給油フラップ 
• グ□ーブボックス 
• アームレストの小物入れ 
• シート後ちのル物入れ 

また、盗難防止警報システム057 
ページ）が待機状態になります。 


H 車を施錠したとさは、非常点滅な 
が3回点滅したことを確認してく 
ださい。 

〇 キーび車室内やトランク内にある 
とさは、ドア八ンドルやトランク 
のキーレスゴースイツチで施錠で 
きません。このときは、7ルチファ 
ンクシヨンディスプレイに"キ-力'' 
シャナイこアリ7ス"と表示されることび 
あります。 

ただし、キーび左ち側アンテナの検 
知範囲にあり、ちラ1本のキーが 
車室内やトランク内にあるとさは、 
ドア八ンドルのキーレスゴースイツ 
チで施錠でさます。 

トランクを解錠して開く 

► トランク八ンドルを引さます。 

トランクのみび解錠されて開さ 
ます。 

〇トランクを開くとさは、後ちや上 
方に十分な空間びあることを確認し 
てください。 
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開 < 

► ドア八ンドルのを引きます。 

閉じる 

► ドア八ンドルのを持って確実に開 
じます。 


車内からのドアの開閉 



開< 

► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
ます。 

ドアが施錠されているときは、□ッ 
クノブ④び上びって解錠され、ド 
アち開さます。 


閉じる 

► インナーグリップ③を持って確実 
に閉じます。 

A 事故のおそれびありまず 

• ドアは確実に閉じてください。ド 
アの閉じかたび不完全（半ドア） 
な場合、走行中にドアび開くおそ 
れびあります。 

• ドアを開くときは、周囲の安全を 
十分確認してください。 

• 同乗者びドアを開くとさは、危険 
びないことを運転者び確認してく 
ださい。 

U 車から離れるとさは、エンジンを 
停止し、必ずドアを施錠してくだ 
さし、。 

H ドアを閉じるとさは、身体や物を 
挟まないよラに注意してください。 
車の周りにテ供びいるとさは、特に 
注意してください。 

〇ドアウインドウび全開のとき、ド 
アを開<とドアウインドウと U アサ 
イドウインドウが少し下降し、閉じ 
ると上昇します。 

ただし、ドアウインドウが凍結して 
いたり、バッテ U —びあびっている 
とさは、ドアを開いたとさにドアウ 
インドウやリアサイドウインドウは 
下降しません。 

このとさは、無理にドアを閉じない 
でください。ドアやウインドウ、シー 
ル部を損傷するおそれびあります。 

©助手席の ドアは、開いているとさ 
に□ックノブを押し込んでから閉じ 
ると施錠されます。 
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〇 ドアび完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音が鳴り、マルチ 
ファンクシヨンディスプレイに警告 
マークび表示されます （^275 ペー 
ジ)。 

〇 シートベルトテンシヨナーやエア 
バッグが作動すると、ドアは施錠さ 
れていてわ自動的に解錠されます。 


車巧からの解錠/施錠 


ドアごとの解錠/施錠 



解錠ずる 

► ドアレバー③を矢印の方向に引さ 
ます。 

□ックノブのび上びって解錠され、 
ドアち開さます。 

施錠ずる 

► □ックノブのを下方に押し込み 
ます。 

[I 施錠後は、□ックノブが完全に 
下がっていることを確認してくだ 
さい。 

B □ックノブび完全に下がっていな 
いドアがあるとさは、そのドアを 
いったん開さ、再度閉じてから施錠 
してください。 


ドア□ックスイッチ 



車内から、すべてのドアとトランクを 
スイッチ操作で解錠/施錠すること 
びでさます。 


公 事故のおそれびありまず 

テ供だけを残して車から離れないで 
ください。ドアの□ックノブび下びつ 
ていてち、車内のドアレバーを引い 
てドアを開くと、事故やけびをずる 
おそれびあ0まず。 

解錠ずる 

► 解錠スイッチ③を押します。 

施錠ずる 

► 施錠スイッチのを押します。 

次のよラなとさはドア□ックスイッチ 
で解錠/施錠することはでさません。 

• リモコン操作またはキーレスゴー操 
作により施錠しているとき 

• 助手席ドアび開いているとさ 

〇 運転席ドアび開いているとさに 
ドア□ックスイッチで施錠すると、 
助手席ドアとトランクが施錠され 
ます。 
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〇 ドア□ックスイッチで施錠して 
わ、燃料給油フラップやグ□ーブ 
ボックス、アームレストのル物入れ 
やシート後方のル物入れは施錠され 
ません。 

〇 車を解錠したとさは SBC の作動 
音び聞こえることびありますび、異 
常ではありません。 


車速感応ドア□ック _ 

走行速度が約 15 km / hii (上になる 

と、ドアとトランクを自動的に施錠 

します。 

この機能の設定と解除については 

(>150 ぺージ）をご覧ください。 

B 車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押したり、タイヤ交換 
などで車を持ち上げるとさは、イ 
グニッシヨン位置を0にしてくだ 
さい。車輪び回転すると施錠され、 
車外に閉め出されるおそれがあり 
ます。 

H 車速感応ドア□ックで施錠された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠す 
ると、ドアを開くかエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 

〇 車速感応ドア□ックにより車び施 
錠されていても、エアバッグやシー 
トベルトテンシヨナーび作動する 
と、自動的に解錠されます。 


トランク 


A 中養のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないで<ださい 。 Sf 
気ガスび車内に入り、意識不明になっ 
たり、中毒死するおそれびあります。 

H トランクを開<とさは、トランク 
の 周りに障害物び な<、 身体や物に 
当たるおそれびないことを確認して 
ください。 

D トランクを開くとさは、後ちや上 
方に十分な空間びあることを確認し 
てください。 

H トランクを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分注意してく 
ださい。車の周りにテ供びいるとさ 
は、特に注意してください。 

〇トランクに乗車しないでくださ 
し、事故のとさ、けびをするおそれ 
びあります。 

H デ供などがトランクに閉じ込めら 
れないよラにま意してください。 

H 強風のときにトランクを開くと、 
強い風にあおられ、トランクび不意 
に下びることびあります。風の強い 
日は十分に注意してください。 

また、トランクに雪び積もっている 
ときわ同様にま意してください。 
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トランク 


〇 バリオルーフびトランク内に収納 
されているとさは、トランクを開閉 
すると、収納されたルーフも上下し 
ます。 

〇 トランクを開いているときに、身 
体などびトランクに接触したとさ 
は、トランクの動さび停止します。 

〇 トランクを閉じているときに、身 
体やトランクルームに積んだ荷物な 
どびトランクに接触したとさは、卜 
ランクの動さが停止し、自動で開さ 
ます。 

〇 走行中は、トランクを自動で開閉 
することはでさません。 

〇 トランクを開閉しているときに、 
身体や物び挟まれそラになったり、 
接触しそラになったとさは、じ(下の 
操作をしてください。トランクび停 
止します。 

• トランクク□ーヴースイッチを 
押す 

• トランクのキーレスゴースイッ 
チを J 甲す 

• 運転席ドアのトランクスイッチ 
を操作する 


ク □ー ジング サポーター 

□ックびかみ合ラ位置までトランクび 
閉じると、ク□ージングサポーターび 
作動し、トランクび自動で閉じます。 

A けびのおそれがありまず 

• ク□ー ジング サポーターび 作動し 
ているとさに、身体などび挟まれ 
ないよラにを意してください。 

万一、身体などび挟まれそラになつ 
たとさは、トランクの八ンドルを 
引いてください。ク□ージングヴ 
ポーターの作動び停止し、トラン 
クび開さまず。 

• トランクのヒンジ部分に手や指を 
触れないでください。ク□ージン 
グヴポーターび作動してヒンジび 
自動的に動さ、手や指び挟まれて 
けびをずるおそれびあ0ます。 


A 事故のおそれびありまず 

トランクを閉じたとさは、トランク 
び確実に閉じていることを確認して 
ください。走行中にトランクび開く 
と、事故を起こずおそれびあります。 
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キーのトランクオープナーボタ 
ンを押す 

トランク八ンドルを引く 






トランク 


車がからのトランクの開閉 


A けびのおそれびありまず 


車外からトランクを開閉していると 
をに、身体や物び挟まれそラになつ 
たとさは、ただちにトランクク□一 
ヴースイツチを押すか、トランクの 
八ンドルを引いてください。トラン 
クの動さび停止します。 



トランクを閉じる 



トランクを開< 

トランクは車が解錠されているとさの 
み開 < ことびでさます。 

トランクの解錠は停車しているときの 
み巧能です。 

►キーの解錠ボタンを押します。 
►八ンドルのを手前に弓 I きます。 
トランクび自動で開さます。 


または 


► トランクク□ーヴースイッチ③を 
押します。 

トランクび自動で開じます。 

トランクを閉じて車を施錠ずる 

►キーレスゴースイツチ⑤を押し 
ます。 


トランクが自動で閉じて、車び施錠 
されます。 

〇 キーびトランク内にあるとさ、卜 
ランクを開いた状態で U モコン操作 
またはキーレスゴー操作で施錠した 
後に、トランクク□ーヴースイッチ 
やキーレスゴースイッチを押すと、 
トランクは閉じなかったり、一度開 
じた後に自動的に開さます。このと 
さは、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに警告メッセージが表示され 
ることがあります。 


► トランクび自動で開さはじめるま 
で、 キーの トランク オープナー ボタ 
ンを押し続けます。 

トランクび自動で開さます。 


〇 ドアが完全に閉じていないとき 
は、 キー レス ゴース イッチでトラン 
クを閉じることはでさません。この 
とさは確認音び鳴り、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに警告メッ 
セージび表示されます。 
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トランク 


車内からのトランクの開閉 


トランクの独立施錠 




トランクを開< 

► トランクが開さはじめるまでトラン 
クスイッチのを弓 I きます。 

トランクび自動で開さます。 

トランクを閉じる 

► トランクスイッチのを押し続け 
ます。 

押している間、トランクが閉じます。 

スイッチから指を放すと、その位置 
で停止します。 

A けがのおそれがありまず 

トランクスイッチでトランクを閉じ 
ているとさに、身体や物び挟まれそ 
ラになったとさは、ただちにトラン 
クスイッチから手を放してください。 
トランクの動さび停止します。 

〇 トランクが開いているとさは、卜 
ランクスイツチの表示な②び点灯し 
ます。 


車の解錠/施錠に関わらず、 
クを独立して施錠でさます。 


起 


S ラン 


トランクを独立施錠しているときは、 

エマージェンシーキーじ(外ではトラン 

クを開<ことはでさません。 

トランクを独立施錠ずる 

► トランクを閉じます。 

► トランクのキーシリンダーのにエ 
マージェンシーキー④(>305ぺ一 
ジ）を差し込みます。 

► エマージェンシーキー④を独立施 
錠位置⑤にまわします。 

► キーシリンダーのからエマージェ 
ンシーキー④を抜きます。 

〇トランクを開いた状態でわ、上記 
の操作を行なってトランクを閉じる 
と独立施錠されます。このとさは、 
エマージェンシーキーの閉じ込みに 
ま意してください。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、この機能を使用してください。 
その際は、エマージェンシーキーを 
キー本体から取り外して携帯して< 
ださい。 
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独立施錠を解除ずる 

► トランクのキーシ U ンダーのにエ 
マージ王ンシーキー④(>305ぺ一 
ジ）を差し込みます。 

► エマージェンシーキー④を独立施 
錠解除位置③にまわします。 

► キーシリンダーのからエマージェ 
ンシーキー④を抜きます。 


トランクランプ 

トランクルーム内の手前ち側にトラン 
クランプびあります。 

トランクを開くと点灯し、閉じると消 
なします。 

〇 トランクを開し" i たままでちトラン 
クランプは約10分後に消なします。 


トランクに荷物を積むとさ _ 

荷物を積むとさ、積みちによっては車 

の走行安定性に大さく影響します。 

下の点に注意してください。 

• 荷物はでさるだけトランクに積んで 
ください。 

•重い物は車の中/こ\近く（トランクの 
前方）に置いてください。 

• 重い物は重量が均等になるよラに積 
み、一部に偏らないよラに積んでく 
ださい。 

• 燃料を入れた容器やスプレー宙など 
を積まないでください。引乂や爆発 
のおそれびあります。 


ン位置 


A 事故のおそれびありまず 

ごく短時間でも、車から離れるとさ 
は車内にキーを置いたままにしない 
でください。また、子供だけを車内 
に残さないでください。いたずらか 
ら車の発進、火災などの事故び発生 
するおそれびあります。また、炎天 
下では車内び非常に高温になり、熱 
中症を起こすおそれびあります。 

H 走行中にエンジンを停止しないで 
<ださい。エンジンブレーキが効か 
なくなります。また、ステアリング 
の操作に非常に大さな力び必要に 
なります。 


キーによるイグ ニッシ ヨン位置の選択 



エンジンスイッチに差し込んだキーを 
まわすことにより、イグニッシヨン位 
置を選択でさます。 
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B 車のバッテリーあがりを防止する 
ために、駐車時は必ずエンジンス 
イッチからキーを抜いてください。 

Q エンジンスイッチにエマージェン 
シーキーを差すことはでさません。 

〇 セレクターレバーび [ E に入つ 
ていないとさはエンジンスイッチか 
らキーを抜くことがでさません。 

〇 エンジンスイッチからキーを抜か 
ずに®の位置で長時間放置してし^ 
ると、キーびまわせな<なることび 
あります。このとさは、キーをいつ 
たん抜さ、再度差してからまわして 
ください。 

〇 キーの発信部が覆われていたり巧 
れていると、エンジンを始動でさな 
くなります。 

〇 異なる車両のキーを差し込んだと 
さは、イグニッシヨン位置の選択や 
エンジンの始動はできません。 


キーレスゴースイツチによるイグニッ 
シヨン位置の選択 


SL 350 / 550 Grand Edition 

車室内にキーがあり、エンジンスイッ 
チにキーを差し込んでいないとさに、 
セレクターレノ く一先端のキーレスゴー 
スイッチのを押すことにより、イグ 
ニッシヨン位置の選択とエンジンの始 
動びでさます。 

SL 350/550 Grand Edition はセレク 
ターレバーのカバー③を開いてから 
キーレスゴースイッチのを押します。 

イグニッシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいないとさ 
にキーレスゴースイッチのを押す 
と、じ(下のよラにイグニッシヨン位 
置び変更されます。 


キー レス ゴー 

イグニツシヨン 

スイツチの操作 

位置 

1回押す 

0から1になり 
ます。 

さらに1回押す 

1から2になり 
ます。 

さらに1回押す 

2から0になり 
ます。 
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エンジンを始動ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいるとさ 
にキーレスゴースイッチのを押 
します。 

〇 キーレスゴースイッチを押してい 
ないとさは、イグニッシヨン位置は 
0になります。 

〇 キーレスゴースイッチでエンジン 
を始動したとさは、再度キーレス 
ゴースイッチを押すと、エンジンび 
停止します。 

〇 車室内にキーびないとさにキー 
レスゴースイッチを押すと、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
" キーヲケンチデキマセン"と表 
示されます。 

〇 キーレスゴースイッチでイグニッ 
シヨン位置を1か2にしたとさも、 
エンジンスイッチにキーを差し込む 
と、イグニッシヨン位置は0にな 
ります。 

〇 キーレスゴースイッチでエンジン 
を始動したときは、セレクターレ 
バーが EE に入っている状態でエ 
ンジンスイッチにキーを差し込む 
と、エンジンび停止します。 

タツチスタート機能 


イグニッシヨン位置を3にしたり、ブ 
レーキペダルを踏んだままキーレス 
ゴースイッチを押すと、手を放してち 
自動的にスターターび作動し続け、エ 
ンジンが始動します。 


シート 


心 事故のおそれびありまず 

運転席シートの調整は、必ず停車し 
ているときに行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあ0ます。 


心 けがのおそれがありまず 

テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。シート調整スイッ 
チに触れるとシートび動さ出し、け 
びをずるおそれびあ0まず。 

シートを調整ずるとさは、身体や物 
などび挟まれないよラにを意してく 
ださい。 

シートを調整するとさは、エアバッグ 
に関するを意もお読みください035 
ぺージ）。 


心 けがのおそれがありまず 

乗車するとさは、必ずヘッドレスト 
の中央び目の高さになっていること 
を確認してください。事故のとさ、 
首にけびをするおそれびあります。 


公 けびのおそれびありまず 

へッドレストは、へッドレストの中央 
び目の高さになるように調整してくだ 
さい。事故などのとさに、重大なけび 
をするおそれびあ0まず。 
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R シー トや シー ト ヒーターの 損傷を 
防ぐため、じ(下の点にま意してくだ 
さし、 

•長時間、シートに液体び付着し 
たままにしないで < ださい。 

-シートカバーび濡れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シートヒーターを使用しないで 
ください。 

• シートの上に重い物を載せない 
でください。また、シートクッ 
シヨンの上にナイフやくざ、エ 
具などの鋭利な物を置かないで 
ください。 

シートは、できるだけ人を乗せ 
るためだけに使用してください。 

•シートヒーターの使用中は、毛 
巧やコート、バッグ、シートカ 
バー、チャイルドセーフティシー 
卜などにより、シートを覆わな 
いで < ださい。 

P シートを調整するとさは、足元や 
シートの下などに物びないことを確 
認してください。シートや物を損傷 
するおそれがあります。 

〇 へッドレストを取り外すことはで 
きません 0 



シート調整スイッチ（左側シート） 

① へッドレストの高さ 

② シートの高さ 

③ シートクッシヨンの角度 

® シートクッシヨンの長さ 

⑤シートの前後位置 

©バックレストの角度 

シートを調整ずる 

►シート調整スイッチをの〜®の方' 
向に動かして調整します。 

〇 シートを後方に移動していると 
き、バックレストび後方に当たりそ 
ラになるとバックレストび自動的に 
起きます。 

〇 バックレストの角度を後方に傾け 
ているとさ、バックレストが後方に 
当たりそラになるとシートが自動的 
に前方に移動します。 

〇 シートの前後位置や高さ、バッ 
クレストの角度などを調整すると、 
他の部分ち連動して動くことびあ 
ります。 

〇 シートのメモリー機能については 
(杉92ページ）をご覧ください。 
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へッドレストの角度を調整ずる 


► へッドレスト下部を矢印®の方向 
に動かします。 


バックレストを倒ず 



シート後方のスペースへの荷物の積み 
おろしや、ル物入れの開閉などを容易 
にするため、バックレストを前ちに倒 
して、シートを前方に移動することび 
でさます。 

バックレストを前方に倒ず 

► ドアを開いた状態で、バックレスト 
スイッチの前部のを押します。 

バックレストび前方に倒れ、シート 
び前ちに移動します。 


バックレストを元の位置に戻ず 

►バックレストスイッチの後部③を 
押します。 

シートが元の位置に戻ります。 

A けがのおそれびありまず 

バックレストを倒し、シートを前ち 
に移動するとさは、乗員の身体や物 
などび挟まれないよラに注意してく 
ださい。挟まれそうになったときは、 
バックレストスイッチやシート調整ス 
イッチ、シートポジションスイッチを 
操作してください。バックレストはそ 
の位置で停止しまず。 

D シートの足元やシートの後方に物 
を置いていないことを確認してく 
ださい。移動するシートと物び接 
触して、シートや物を損傷するお 
それびあります。 

〇 バックレストを倒したとき、シー 
卜位置によっては、シートび前後に 
移動したり、ヘッドレストび上下に 
動くことがあります。 

〇 バックレストやシートが前後に移 
動しているとさに障害物に当たる 
と、動さび停止して、少し後ちまた 
は前方に移動することがあります。 

〇 バックレストを前方■に倒し、シー 
卜を前方に移動してからシート調整 
スイッチを操作すると、スイッチの 
後部を押してもバックレストび元の 
位置に戻らなくなることびありま 
す。そのとさはシート調整スイッチ 
でシートを調整してください。 


を跋6恒冊 












マルチコント□ールシートバック 


ランバーサポート* 


腰部のヴポートを調整することびでさ 
ます。 

調整ダイヤルはシート下部のドア側に 
あります。 

ヴポートを調整ずる 

► 調整ダイヤルのを0から5の位置 
に合わせます。 

ダイヤルの数字び大さ<なると、ヴ 
ポートわ強くなります。 

〇 調整ダイヤルをまわしてわ調整で 
きないときは、バックレストのエア 
タンクの圧力が低下しています。エ 
ンジンを始動してから再度調整して 
ください。 


背中を正しく支えるよラにバックレス 
卜の位置や形状を調整することびでさ 
ます。 

イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に調整でさます。 

スイッチはシート下部のドア側にあり 
ます。 

ランバーサポートを調整ずる 

腰部のヴポートを調整することびでさ 
ます。 

►スイッチ④の^または^を 
押して、サポートの位置を調整し 
ます。 

►スイッチ④の [+] または Q を 
押して、サポートの強さを調整し 
ます。 


シヨルダーヴポートの強さを調整ずる 

►スイッチのの [+] または Q を 
押します。 


バックレスト横方向のヴポートの強さ 
を調整ずる 

► スイッチ③を左ちに操作します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 スイッチを押してち調整でさない 
ときは、バックレストのエアタン 
クの圧力び低下しています。エン 
ジンを始動してから再度調整して 
ください。 

マッサージ機能 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に使用できます。バックレストのエア 
クッシヨンび膨張と収縮を繰り返し、 
長距離走行などの疲労を軽減します。 

マッサージ機能を作動させる 

► スイッチ③を押します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

マッサージ機能を停止ずる 

►再度、スイッチ③を押します。 

スイッチの表示なが消なします。 

〇 マッサージ機能は約8分後に自動 
的に停止し、表示灯び消なします。 


エアスカーフ 



左ドアのスイッチ 

ヘッドレストの送風口から、乗員の頭 
部と頸部周辺に暖気を送風します。 

送風の強さを3段階に調整できます。 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に使用でさます。 

A 乂傷のおそれがありまず 

皮膚の弱いちは送風口に身体を近付 
けずざないよラにを意してください。 
火傷をするおそれびあります。 

送風口の周囲は大変熱くなりますの 
で触らないでください。火傷をする 
おそれびあ0ます。 


エアスカーフを 強で使用ずる 

► エアスカーフスイッチ①を押して、 
表示巧を3個点巧させます。 

エア スカーフを 中で使用ずる 

► エアスカーフスイッチ①を押して、 
表示なを2個点なさせます。 

エア スカーフを 弱で使用ずる 

► エアスカーフスイッチ①を押して、 
表示灯を1個点灯させます。 

〇 表示灯び点灯してから送風び開始 
されるまで約10秒かかります。 

エア スカーフを 停止ずる 

► エアスカーフスイッチ①を押して、 
表示灯を消なさせます。 

〇 表示灯び消なしてから送風び停止 
するまで約7秒かかります。 

" エアスカーフを使用するとさは送 
風口を覆わないでください。過熱や 
乂災、故障の原因になります。 

©多 <の電気装備を使用していた 
りバッテリーの電圧び低くなると、 
エアスカーフび停止することびあ 
ります。 
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シートベンチレーター 



左ドアのスイッチ 

※ちドアのスイッチは、表示灯の位置、および 
シートベンチレータースイッチの絵柄び左ち 
反対になります。 

イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に使用でさます。 

シートベンチレーターを使用ずる 

►シートベンチレータースイッチ①を 
押します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

スイッチを押すごとに点なする表示 
なの数が変わり、シートベンチレー 
ターの作動が切り替わります。 

シートベンチレーターを停止ずる 

►シートベンチレータースイッチ① 
を押して、スイッチの表示灯を消 
なさせます。 


表示'灯の 
点口数 

作動内容 

3 

シートベンチレーターび 


弓金で作動します。 

2 

シートベンチレーターび 


中で作動します。 

1 

シートベンチレーターび 


弱で作動します。 

0 

停止しています。 


〇 多<の電気装備を使用していた 
りバッテリーの電圧び低くなると、 
シートベンチレーターび停止するこ 
とびあります。このとさはスイッチ 
の表示なび点滅します。電圧び回復 
すると、再度自動的に作動して、表 
示なが点なします。 

〇 リモコン操作でバリオルーフを開 
く （^203 ページ）と、運転席のシー 
トベンチレーターび強で約5分間 
作動します。 


を跋 e 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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シートヒーター 


A 乂傷のおそれびありまず 

シートヒーターを強で連続して使用 
しないで<ださい。また、コートや 
厚手の衣服を着用している状態や、 
毛布などの保温性の高いをのをシー 
卜にかけた状態でシートヒーターを 
使用しないでください。 

異常過熱による低温乂傷（紅斑、水 
ぶくれ）を起こしたり、シートヒー 
ターび故障ずるおそれびあります。 

P (下の事項に該当するちは、熱す 
ざたり、低温乂傷をするおそれが 
ありますので、十分にま意してく 
ださい。 

• 乳幼児、お年寄り、病人、体が 
不自由な方 

• 皮膚の弱い方 
• 疲労の激しいち 
• 眠気をさそラ薬を服用されたち 
• 飲酒したち 

Q シートに凸部のある重量物を置か 
ないでください。故障の原因になり 
ます。 

〇 多<の電気装備を使用していた 
りバッテ U —の電圧び低くなると、 
シートヒーターが停止することがあ 
ります。このとさは表示なび点滅し 
ます。電圧が回復すると、再度自動 
的に作動して、表示なび点なします。 


シートベンチレーター非装備車 



左ドアのスイッチ 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に使用でさます。 

シートヒーターを 強で作動させる 

►シートヒータースイッチ（強）③を 
押します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

シートヒーターを強で作動させたとさ 
は、約8分後に自動的に弱に切り替わ 
り、シートヒータースイッチ（弱）の 
表示灯び点なします。 

シー ト ヒーターを 弱で作動させる 

►シートヒータースイッチ（弱）のを 
押します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

シートヒーターを弱で作動させたとさ 
は、約30分後に自動的に停止します。 

シートヒーターを停止ずる 

►シートヒータースイッチ（強）③、 
またはシートヒータースイッチ（弱） 
のを押して、スイッチの表示灯を 
消灯させます。 
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シートベンチレーター装備車 


ステアリング 



イグニッシヨン位置が1 け2のとを 
に使用でさます。 

シートヒーターを使用ずる 

►シートヒータースイッチのを押し 
ます。 

スイッチの表示灯び点なします。 

シートヒータースイッチを押すごと 
に点なする表示なの数が変わり、作 
動内容び切り替わります。 


シートヒーターを停止ずる 

► シートヒータースイッチのを押して、 
スイツチの表示灯を消なさせます。 


表示!打の 
点'灯数 

作動内容 

2 

シー ト ヒーターび 強で 
作動します。 


約8分後に自動的に弱 
に切り替わります。 

1 

シー ト ヒーターび 弱で 
作動します。 


約30分後に自動的に停 
止します。 

0 

停止しています。 


公 けがのおそれびありまず 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないでください。誤ってステア 
リング調整レバーを操作すると、 
ステア U ングび動さ、けびをする 
おそれびあ0ます。 

• 運転中はステア U ングのパッド部 
を持たないで<ださい。万一のと 
さ、運転席エアバッグの作動を妨 
げるおそれびあ0まず。 

• ステアリングのパッド部にカバー 
をしたり、ノ（ッジ、ステッカー、オー 
デイオの U モコンなどを貼付しな 
いでください。運転席エアバッグ 
の作動を妨げたり、作動時にけび 
をずるおそれびあ0まず。 


A 事故のおそれびありまず 

ステアリングの調整は、必ず停車中 
に行なってくださし、走行中に行なっ 
て操作を誤ると、車の コントロール 
を失い、事故を起こずおそれびあり 
ふ9 〇 

〇ステア U ングをいっぱいにまわし 
た状態を長 < 保持しないで < ださ 
し、。ステア U ング装置を損傷するお 
それがあります。 

Q 故障などでエンジンを停止してけ 
ん引するときは、十分注意してくだ 
さい。エンジンび停止していると、 
通常のとさに比べてステアリング操 
作に非常に大さな力が必要です。 
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ステアリング位置の調整 



① 前後位置の調整 

② 上下位置の調整 


前後位置を調整ずる 

► ステア U ング調整レバーを①のち 
向に操作します。 

上下位置を調整ずる 

► ステア U ング調整レバーを③のち 
向に操作します。 

〇 ステア U ングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度と 
併せて記憶 （^92 ページ）させる 
ことがでさます。 


イージーエントリー機能 _ 

運転席への乗り降りを容易にするた 

め、次のいずれかの操作をすると、ス 

テアリングび上ちに移動します。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

• イグニッシヨン位置び0か1のと 
さに運転席ドアを開く 

• 運転席ドアび開いているとさに、セ 
レクターレバーの キー レスゴース 
イッチでイグニッシヨン位置を0 
にする 

ステアリングは、次のいずれかの操作 

をすると、元の位置に戻ります。 

• 運転席ドアが閉じた状態で、エンジ 
ンスイッチにキーを差す 

• イグニッシヨン位置が0のとさは 
1の位置にする 

• イグニッシヨン位置び1のとさは、 
運転席ドアを閉じて2にするか、 
イグニッシヨン位置を0にしてか 
ら1の位置にする。 

この機能の設定と解除については 

(>152 ぺージ）をご覧ください。 


B を習恒冊 














88 


巧一 


A けびのおそれびありまず 

テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。イージーエント U — 
機能び作動して、ステア U ングに身 
体を挟まれるおそれびあります。 
イージーエント U —機能び作動して 
いるとさは、乗員の身体び挟まれな 
いようにを意してください。 

身体び挟まれそラになったとさは、 

1;^下の操作をしてください。 

• ステアリング調整レバーをいずれ 
かのち向に操作ずる 

• 運転席ドアのいずれかのポジシヨ 
ンスイッチ（1>92ページ）を押す 

〇 ステアリングの位置によっては、 
ステアリングが上方に移動しないこ 
とびあります。 

イージーエントリー機能を設定し 
ているとさは、事故などのとさ、イ 
グニッシヨン位置に関係なく運転席 
ドアを開くとステア U ングが上ちに 
移動します。これにより、車外への 
脱出や乗員の救出を容易にします。 


ミラー 


公 事故のおそれびありまず 

ミラー類は必ず走行前に、後ちび十 
分確認できるよラに調整してくださ 
い。走行中に調整ずると、事故を起 
こすおそれびあ0ます。 


ルームミラー 


ルームミラーの調整 


ルームミラーを調整ずる 

► 手でルームミラーの角度を調整し 
ます。 

Q ルームミラーには死角びありま 
す。車線変更をするとさは、必ずド 
アミラーでわ後ちを確認してくださ 
し、。また、肩ごしに直接斜め後ちを 
確認してください。 


ドアミラー 


心 事故のおそれがありまず 

• ドアミラーに写った像は実際より 
も遠くにあるように見えます。ド 
アミラーで後方を確認するとさは 
十分を意してください。 


• ドアミラーには死角びありまず。 
車線変更をするとさは、必ずルー 
ムミラーでち後方を確認してくだ 
さい。また、肩ごしに直接斜め後 
ちを確認してください。 


B を践 e 恒冊 











ミラー 


角度の調整 



イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に調整でさます。 


ドアミラーの角度を調整ずる 

► 調整する側のドアミラー選択ボタン 
①または③を押します。 

► 調整スイッチ③を操作してドアミ 
ラーの角度を調整します。 

n ドアミラーの汚れを取るときにガ 
ラスクリーナーを使用するときは、 
必ずメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場にご相談ください。ガラスク 
U —ナーによつては、ドアミラーが 
変色するおそれがあります。 

〇 ドアミラーにはヒーターが装着さ 
れています。外気温度び低いとさに、 
リアデフォッガー （>194 ページ） 
を作動させると自動的に温められ、 
凍結を防ぎます。 

〇 ドアミラーの角度は、運転席シー 
卜やステア U ングの位置と併せて記 
憶させることができます092 ぺ一 
ジ)。 

〇 より広い視界を確保するため、 
ドアミラーの外側部分は凸面に 
なっています。 


ドアミラーの格納/展開 



イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作することができます。 


ドアミラーを格納ずる 

► 格納/展開スイッチのを押します。 

ドアミラーを展開ずる 

► 再度、格納/展開スイッチ①を押 
し未す。 

H ドアミラーは手で格納したり、展 
開しないで<ださい。ドアミラーを 
損傷するおそれびあります。 

H 走行するときはドアミラーを完全 
に展開してください。 

H ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物び挟まれないよラ 
にま意してください。車の周りにテ 
供びいるとさは、特にま意してくだ 
さし、 

D 洗車機を使用するときはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷するおそれがあります。 

B ドア S ラーは車体の側面から突さ 
出ています。すれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行者などに十分を意 
してください。 


を跋6恒冊 
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巧一 


〇 走行速度び約 50 km/h ii (上のとさ 
は、格納/展開スイッチでドアミ 
ラーを格納することはできません。 

施錠時のドアミラーの格納 


リモコン操作またはキーレスゴー操 

作で施錠するとさにドアミラーわ併 

せて格納することびでさます。 

格納されたドアミラーは、ドアを開く 

と展開します。 

この機能の設定と解除については 

(>152 ぺージ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納してから施錠した 
とさは、ドアを開いてち、ドアミラー 
は展開しません。 

〇 ドアを開かなくても、格納された 
ドアミラーの位置が少し動くことが 
あります。その場合は、ドアミラー 
格納/展開スイッチを押して、展 
開してください。 

ドアミラーのリセット 


バッテ U —びあびったり、バッテリー 
の接続び一時的に断たれたとさは、施 
錠時のドアミラー格納機能び正常に作 
動しなくなることびあります。 

このよラなときは、バッテ U —の接続 
後にドアミラーの U セットを行なって 
ください。 

ドアミラーをリセットずる 

► イグニッシヨン位置を1にします。 
► 格納/展開スイッチのを押します。 


自動防に機能 



周囲が暗く、イグニッシヨン位置び1 
か2のとさ、ルームミラーのセンサー 
①び後続車のライトを感知すると、自 
動的にルームミラーと運転席ドアミ 
ラーの色の濃度び変わり眩しさを防止 
します。 

A けがのおそれがありまず 

• ミラーのガラスび破損すると、液 
体び漏れ出ずことびあります。こ 
の液体は物を腐食させる性質びあ 
りますので、皮膚や目に直接触れ 
ないよラを意してください。 

• 万一、液体び目に入ったとさは、 
ただちに清潔な水で十分に洗い流 
し、医師の診断を受けてください。 

Q 液体び車の塗装面に付着したとさ 
は、ただちに水で湿らせた巧などで 
なさ取って<ださい。塗装面を損傷 
するおそれびあります。 

P ドラフトストップ （>204 ぺージ) 
を使用しているとさなど、ルーム S 
ラーのセンサーに後続車のライトび 
当たらないときは、自動防眩機能が 
作動しない場合びあります。十分を 
意して走行してくださし、。 
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H ルームミラーの巧れを取るとさに 
ガラスク U —ナーを使用するとさ 
は、必ずメルセデス • ベンツ指定ヴー 
ビスエ場にご相談ください。ガラス 
ク U —ナーによっては、ルームミ 
ラーび変色するおそれがあります。 

〇 セレクターレバーび m に入つ 
ているとさやルームランプび点灯し 
ているときは自動防眩機能び解除さ 
れます。 


助手席側ドアミラーのパーキングへ 
ルプ機能 _ . 

助手席側ドアミラーび選択されている 
ときに、セレクターレバーを EB に 
入れると、助手席側ドアミラーび自動 
的に下向さになり、車両後方下部の視 
界を確保して後退を容易にすることび 
でさます。 

イグニッシヨン位置び2のとさに作動 
します。 

助手席側ドア S ラーは次のいずれかの 
ときに元の角度に戻ります。 

• セレクターレバーを FRn から他の 
位置に入れて約10秒経過したとさ 

• 走行速度び約 10 km / hii (上になつ 
たとさ 

• 運転席側ドアミラー選択ボタンを押 
したとさ 

ドアミラーの角度を記憶させる 

► 助手席側ドアミラーび後退時の角度 
に自動調整されているとさに助手席 
側ドアミラーの角度を調整します。 



左八ンドル車 


または 

►停車して、イグニッシヨン位置を1 
か2にします。 

► 助手席側ドアミラー選択ボタン® 
を押します。 

►調整スイッチので、後退時に後ち 
を確認しやすい角度に助手席側ドア 
ミラーを調整します。 

► 運転席ドアのメモリースイッチ⑤ 
を押し、約3秒じ(内に調整スイッ 
チをいずれかの方向に押します。こ 
のとさ助手席側ドア S ラーび動かな 
ければ、そのとさの角度に記憶され 
ます。 

助手席側ドア S ラーが動いたとさは 
最初からやり直してください。 

►調整スイッチので、走行時の角 
度に助手席側ドアミラーを調整し 
ます。 

H 走行する前に、必ずドアミラーの 
角度を後方び十分確認でさるように 
調整してください。 


B 義昼冊 


調整した角度び新たに記憶されます。 
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メモリー機能 


メモリー機能 


シート位置のメモリー機首 S 


心 けがのおそれがありまず 

テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。スイッチを操作す 
ることでシートなどび動さだし、身 
体を挟まれるおそれびありまず。 


心 事故のおそれがありまず 

運転席シートのシート位置の呼び出 
しは、必ず停車しているとさに行なっ 
てください。走行中に行なって操作 
を誤ると、車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれびあります。 



左側ドアのスイッチ 


シート位置をポジシヨンスイツチに記 
憶させることびできます。 

シート位置を記憶させる 

► 正しし"!シート位置に調整します。 

運転席では、さらにステアリングの 
位置087ぺージ）、ドアミラーの 
角度 （^89 ページ）を調整します。 


〇 ドアミラーの角度を調整するとき 
は、イグニッション位置を1か2 
にしてください。 

► メモリースイッチ③を押します。 

► 3秒じ(内にポジションスイッチの 
の1〜3のいずれかを押します。 

確認音び鳴り、そのポジション 
スイッチにシート位置が記憶さ 
れます。 

他のポジションスイッチにわ同様のち 
法でシート位置を記憶させることびで 
さます。 

記憶させたシート位置を呼び出ず 

► 呼び出したいポジションスイッチ 
のの1〜3のいずれかを押し続け 
ます。 

シートなどび動きはじめ、記憶させ 
た位置になると停止します。 

〇 安全のため、ポジションスイッチ 
から手を放すと、シートなどの動さ 
が停止します。 

〇バックレストを大きく後ろに傾け 
た位置にしているとさは、記憶位置 
を呼び出す前に、バックレストを起 
こしてください。 


B を践 e 恒冊 
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—トベルト 


シートベルトの着用 


心 けがのおそれがありまず 

• シートベルトを正しく着用してい 
なかったり、シートベルトびバッ 
クルに確実に差し込まれていない 
と、シートベルトの機能び十分に 
発揮されません。事故のとさなど 
に致命的なけびをするおそれびあ 
ります。 

• 着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷や巧れびないことを確認 
して < ださい。 

• 乗員全員び、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
てください。 

• 妊娠中のちやけびの治療中のちは、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• テ供を膝の上に座らせて走行しな 
いでください。急な進路変更や急 
ブレーキ時、事故のとさなどに子 
供を保護することびでさず、テ供 
と他の乗員び致命的なけびをずる 
おそれびあ0ます。 

• 身長1日 0 cm 未満の乗員または12 
歳未満のテ供は、シートベルトを 
正しく着用ずることびでさません。 
必ずチャイルドセーフテイシート 
を適切なシートに装着して、テ供 
の安全を確保してください。 

詳しくは042ページ）をご覧く 
ださい。 

• テ供び着用ずるとさは、着用状態 
を運転者び確認してください。ま 
た、正しく着用でさない体格のテ 
供は適切なチャイルドセーフテイ 
シートを使用してください。 


心 けがのおそれがありまず 

シートベルトの機能び十分発揮でさ 

るよラに、じ(下の点にを意して正し 

く着用してください。 

• シートベルトは身体に密着させて、ね 
じれのないよラに着用してください。 

• コートなどの厚手の衣類は着用し 
ないで < ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
てください。絶対に首や脇の下に 
は通さないでください。また、シー 
トベルトを引さ上げて胸に密着さ 
せて < ださい。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかけてください。 

• ペンや眼鏡など、衣類のポケット 
に入れたとびった物やこわれやず 
い物にシートベルトをかけないで 
<ださい。 

• シートべルトク U ップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださい。 

• 1本のシートベルトを2人!;^上で 
共用したり、シートベルトと身体 
の間にバッグなどを挟み込まない 
で < ださい。 
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シートべルト 


A けびのおそれがありまず 

シートベルトの効果は、バックレスト 
びでさるだけ垂直に近い位置で、乗 
員び上体を起こして座っている場合 
にのみ発揮することびでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。事故 
のとさなどに致命的なけびをするお 
それびあ0まず。 

走行する前に、シートベルトを正し 
く着用していて、バックレストびで 
さるだけ垂直に近い位置になってい 
ることを確認してください。 


A けびのおそれがありまず 

• シートベルトびじ(下のよラなとさ 
は、機能び十分に発揮されずに致命 
的なけびをずるおそれびあ0まず。 
〇シートベルトび損傷しているとき 
〇事故などでシートベルトに大き 
な衝撃びかかったとさ 
〇シートベルトを改造-分解した 
とさ 

• 鋭利な部分の上にシートベルトを 
通さないでください。シートべル 
卜を損傷ずるおそれびありまず。 

• シートベルトを使って、重い荷物 
などを固定しないでください。 

• シートベルトびドアやシートレー 
ルに挟まれていないことを確認し 
てください。シートベルトを損傷 
ずるおそれびあ0まず。 

• シートベルトを改造したり分解し 
ないで < ださい。 


• 衝突後やシートベルトび大さな衝 
撃を受けたとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
<ださい。 

• 純正部品!;^外のシートベルトは使 
用しないで < ださい。 

• シートベルトの強度び低下し、乗 
員保護機能び損なわれるため、清 
掃するとさはじ(下の点にを意して 
<ださい。 

◊強い酸性やアルカ U 性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 

◊乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

◊シートベルトを漂白したり、染 
色しない 

• シートベルトに損傷びないか、定 
期的に点検してください。 



►シートを調整し、バックレストをで 
さるだけ垂直に近い角度にします。 
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► シートベルトをベルトアンカーの 
からゆっ < りと引さ出します。 

シートベルトが□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトを少 
し戻してから、再びゆっくり引さ 
出します。 

► シートベルトにねじれがないこと 
を確認して、肩を通るベルトび肩 
の中央に、腰を通るベルトび腰骨 
のでさるだけ低い位置にかかるよ 
ラにします。 

► プレート③の先端をバックル⑤ 
に差し込みます。 

►必要であれば、肩を通るベルトを引 
いて、シートベルトを身体に密着さ 
せます。 

シートベルトを外ず 

►手でプレート③を持ち、バック 
ル③の解除ボタン④を押して、 
シートベルトをゆっくり巻き取ら 
せます。 

コンフ オー トフ イツ ト 機能 


コンフオートフィット機能は、シート 
ベルトを引さ込む力を自動的に調整 
して、シートベルト装着時の快適性を 
高めます。 


シートベルト着用警告 


み1 シートベルト警告'灯 

イグニッシヨン位置を2にしたとさ、 
または キー レスゴーでのエンジン始 
動操作直後に点灯し、数秒後に消灯し 
ます。 

点なしないとさは警告なの異常です 
ので、すみやかにメルセデス*ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

エンジンがかかっているときに乗員び 
シートベルトを着用していないとさ 
は、シートベルト警告好が点好します。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員びシートベルトを着用 
せずにイグニッシヨン位置を2にす 
るかエンジンを始動すると、警告音び 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
します。 

走巧中のシートベルト警告 

走行速度び約 25 km/h (上になった 
とさに乗員びシートベルトを着用し 
ていないか、シートベルトをバックル 
から外したとさは、シートベルト警告 
巧び点滅して、断続的な警告音ち鳴り 
ます。 

そのままの状態で約60秒間走行する 
か、または停車したとさは、警告なは 
点灯に変わり警告音ち鳴り止みます 
び、シートベルトを着用しないまま再 
び走行を始めて速度が約 25 km/h 
上になると、この警告は繰り返し行な 
われます。 
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シートべルト 


〇 助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンびかかっているとさ 
にシートベルト警告が行なわれるこ 
とびあります。 


正しい運転姿勢 


心 けびのおそれびありまず 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、け 
びをするおそれびあ0まず。 

• シートのバックレストを大さく後 
方に傾けた状態で走行しないでく 
ださい。急ブレーキ時や衝突時な 
どに身体びシートベルトの下を抜 
けてベルトの力び腹部や首にかか 
り、致命的なけびをずるおそれび 
あ0まず。 


心 事故のおそれがありまず 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の 
運転姿勢に合った正しいシート位置 
に調整してください。運転中に調整 
して操作を誤ると、車のコント□一 
ルを失い、事故を起こすおそれびあ 
0ます。 



►じ(下のことにま意して、シート® 
とへッドレストを調整します。 


• 運転席エアバッグとの間隔を、 
でさるだけ確保する 

• バックレストはでさるだけ垂直に 
して、正しい姿勢で着座している 

• シートベルトび正しく着用でさる 

• 大腿部びシートクッションに軽く 
支えられてし" i る 

• ペダルび楽に踏み込める 


I iGlw 


• へッドレストの中央び目の高さに 
調整され、後頭部びへッドレスト 
に支えられていることを確認する 






►じ(下のことにま意して、ステアリン 
グ①を調整します。 

• ステア U ングを握ったとさに、 
腕に適度な余裕がある 

• 足を自由に動かせる 
• メーター パネルのすべての メー 
ター 類やマルチ フアン クシ ヨン 
ディスプレイ、警告なや表示な 
を確認でさる 

►じ(下のことにま意して、シートべル 
卜③を着用します。 

• シートベルトが身体に密着して 
いる 

• 肩を通るベルトが肩の中央にか 
かっている 

• 腰を通るベルトが腰骨のでさる 
だけ低い位置にかかっている 

► 走行する前に、道路や交通状況び十 
分確認できるよラにルームミラーと 
ドアミラーを調整します。 

► メモリー機能で、シートとステアリ 
ングの位置、ドアミラーの角度を記 
憶させます。 

P シートを調整しているときは、シ 
ートの下や横に身体を入れたり、作 
動部に触れないで<ださい。挟まれ 
てけがをするおそれびあります。 

P シートの一部び他の乗員や物に当 
たったとさは、それじ(上操作しない 
で < ださい。 

D 誤ってシート調整スイッチに触れ 
るとシートが動さ、乗員がけびをす 
るおそれびあります。テ供を乗せて 
いるときは十分注意してください。 


ランプスイッチ 



左八ンドル車 



位置 

作動内容 

田 

因 

左側のパーキングラン 
プび点な 

回 

阿 

ち側のパーキングラン 
プび点な 

回 

田 

すべてのランプび消な 

因 

| Auto | 

周囲の明るさに応じて 
自動的に点な/消な 

回 

1 夕た 1 

車幅な、テールランプ、 
ライセンスランプやス 
イッチなどの照明び点 
なし、車幅灯表示灯び 
点な 

回 

回 

車幅ななどに加え、へッ 
ドランプび点な 

囚 

困 

フ□ントフ ォグ ランプ 
び点な 

团 

困 

リアフォグランプび点な 


ンプ 
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ンプ 


。ランプスイッチを 贿 I の位置に 
したまま、キーを抜くか、キーレス 
ゴー操作でイグニッシヨン位置を0 
の位置にして、運転席ドアを開くと、 
警告音び鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"ライトヲケシ 
テクダサイ！''と表示されます。 
このとさはランプを消灯して<ださ 
し、バッテリーびあがるおそれがあ 
ります。 

H エンジンを停止した状態で、ラン 
プを長時間点なしないで<ださい。 
パッテ U —びあびるおそれびあり 
ます。 

車幅'灯 


車幅 I 灯を点'灯ずる 

► ランプスイッチを區国の位置にし 
ます。 

へツ ドランプ 


へッドランプを点'灯ずる 

► ランプスイッチを n のの位置にし 
ます。 

•イグニッシヨン位置び1のとさ 
は、車幅な、テールランプ、ラ 
イセンスランプが点好し、車幅 
な表示な區固び点なします。 

• イグニッシヨン位置び2のとさ 
は、上記に加えてヘッドランプ 
わ点なします。 

へッドランプの自動点!打機能 

周囲び暗いときに、へッドランプを自 
動的に点口 /消口でさます。 


へッドランプを自動的に点'灯/消'灯 
ずる 

► ランプスイッチを | Auto | の位置にし 
ます。 

•イグニッシヨン位置が1か2の 
とさは、周囲び暗くなると、車 
幅な、テールランプ、ライセン 
スランプび自動的に点なし、車 
幅な表示な區固び点なします。 

• エンジンびかかっているとさは、 
上記に加えてへッドランプも自 
動的に点なします。 

〇 へッドランプが点口しているとき 
にイグニッシヨン位置を1にする 
と、ヘッドランプび消灯します。 

さらにこの状態でイグニッシヨン位 
置を0にして運転席ドアを開くか、 
エンジンスイッチからキーを抜く 
と、車幅ななどち消灯します。 

A 事故のおそれがありまず 

• ランプの点灯/消灯に関ずる全責 
任は運転者にあります。ランプの 
自動点な機能は運転者を支援ずる 
機能です。 

• 政下の状況などではランプは自動 
的に点灯しなかったり、点巧して 
いたランプび消巧して事故を起こ 
すおそれびありまず。このとさは、 
手動でランプを点なしてください。 

◊霧の中を走行ずるとき 
◊対向車のランプなどにより、セ 
ンヴーび正常に作動しないとさ 
• ランプスイッチを | Auto | から I 爹 D I 
の位置にずるとさは、必ず停車し 
てください。ランプび一瞬消灯し 
て事故を起こずおそれびありまず。 
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〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は明るさを感知するセンサーびあり 
ます。センサー部にステッカーなど 
を貼付すると、自動点な機能び作動 
しなくなります。 

〇 ランプスイッチび因司の位置のと 
さは、トンネルなどの暗い場所や悪 
天候のとさなどに、ランプび自動的 
に点好することびあります。 

フオグランプ 


フ□ントフォグランプを,な'灯ずる 

► イグニッシヨン位置び2のとさで、 
ランプスイッチの位置び區固また 
は0ののとさに、ランプスイッチ 
を1段引さます。 

フ□ントフォグランプび点なし、フ 
□ントフォグランプ表示な [1 のび 
点なします。 

フ□ントフォグランプとリアフォグラ 
ンプを点'灯ずる 

► イグニッシヨン位置び2のとさで、 
ランプスイッチの位置が 贿 I また 
は0ののとさに、ランプスイッチ 
のを2段引きます。 

フ□ントフォグランプとリアフォグ 
ランプび点口し、フ□ントフォグラ 
ンプ表示な□のとリアフォグラン 
プ表示な西 n び点なします。 


心 事故のおそれびありまず 

ランプスイッチび因司の位置のと 
さは、フォグランプを点巧すること 
はでさません。霧の中を走行ずると 
さは、あらかじめランプスイッチを 
I 爹 D I の位置にしてへッドランプを点 
巧してください。 

U フォグランプは、霧などの悪天候 
で、十分な視界び確保でさないとさ 
じ(がには使用しないでください。対 
向車や後続車の迷惑になります。 

パーキングランプ 


暗びりでの駐車時に後続車などに車の 
存在を知らせるため、車幅なとテール 
ランプだけを点なします。 

パーキングランプを点'灯ずる 

イグニッシヨン位置が0のとさ、また 
はエンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいないとさに点好させることがでさ 
ます。 

► ランプスイッチを医司または 雨 
の位置にします。 
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車がランプ消'灯遅延機能 _ 

周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
と、車幅な、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
なし、ドアやトランクを開いて閉じた 
後、約15秒後に消なします。 

この機能の設定と解除については 
(>148ぺージ）をご覧ください。 

車外ランプ消'灯遅延機能を一時的に解 
除ずる 

►エンジンを停止した後、イグニッ 
ション位置を2にします。 

〇 エンジンを停止してからドアや卜 
ランクを閉じたままにするか、開い 
てそのままにしてから約60秒後に、 
ランプは消なします。 

〇 この機能は、エンジンを停止して 
から約60秒経過すると作動しなく 
なります。約60秒じ(内ならドアや 
トランクを開くたびにランプび点な 
します。 


へッドランプ下向き/上向きの切 
り替え 



へッドランプを上向きにずる 

► ランプスイッチを H のまたは匹勾 
の位置にして、ヘッドランプを点な 
させます。 

► コンビネーションスイッチを③の 
位置にします。 

へッドランプが上向きになります。 

メーター J くネルの八イビーム表示な 
riDi び点なします。 

〇対向車びあるとさや市街地を走行 
するときは、へッドランプを上向き 
にしないで < ださい。 

へッドランプを下向きにずる 

►へッドランプが点なしているとき 
に、コンビネーションスイッチを 
のの位置にします。 

へッドランプが下向きになります。 

パッシングずる 


►イグニッション位置び1か2のと 
さに、コンビネーションスイッチを 
⑤の方向に引きます。 

引いている間へッドランプが上向き 
で点なします。 

メーター J くネルの八イビーム表示灯 
riDi び点なします。 

コンビネーションスイッチから手を 
放すとのの位置に戻ります。 
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イグニッション位置び1か2のとさ 

に点滅させることびでさます。 

ち側の方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチをのの 
方向に操作します。 

左側の方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③の 
ち向に操作します。 

ステア U ングを直進の位置に戻すとコ 

ンビネーションスイッチは自動的に戻 

ります。戻らないときは手で戻してく 

ださい。 

方向指示なが点滅しているときは、 

メーターパネルの方向指示表示巧ち点 

減します。 

〇 コンビネーションスイッチを① 
または③の方向に軽く操作すると、 
方向指示なび3回点滅します。 

〇 ち向指示なを使用しているとさに 
非常点滅なスイッチを押すと、非常 
点滅なに切り替わります。再度、非 
常点滅なスイッチを押すと、方向指 
示なに切り替わります。 


非常点滅'灯 



故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用します。 


非常点滅'灯を点滅させる 

► 非常点滅なスイッチのを押します。 

すべての方向指示なび点滅し、非常 
点滅なスイッチのと、メーターパ 
ネルの方向指示表示なわ同時に点滅 
します。 

非常点滅'灯を消'灯させる 

►再度、非常点滅灯スイッチのを押 
します。 

fl 非常時(外は使用しないでくだ 
さし^。 

D エンジンを停止して長時間使用す 
ると、パッテリーがあびるおそれび 
あります。 

〇 非常点滅灯を使用しているとさに 
方向指示なの操作をすると、その方 
向の方向指示なの点滅に切り替わり 
ます。方向指示なが消なすると、再 
び非常点滅灯に切り替わります。 
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〇 エアバッグび作動すると、非常点 
滅なが自動的に点滅します。自動 
的に点滅した非常点滅なを消なす 
るとさは、非常点滅灯スイッチを 
押します。 

〇 非常点滅なは、イグニッシヨン位 
置び 0 のとさや、エンジンスイツ 
チからキーを抜いているとさわ使用 
でさます。 



左八ンドル車 

※ち八ンドル車のへッドランプウォッ 
シャースイッチは、ランプスイッチの左 
側にあります。 

イグニッシヨン位置が2のとさに作動 
します。 

へッドランプウォッシャーを作動さ 
せる 

►へッドランプウォッシャースイッチ 
のを押します。 

► ウオッシャー液びへッドランプに向 
けて噴射されます。 


〇 エンジンびかかっていてへッドラ 
ンプび点灯しているとさに、ウイン 
ドウウォッシャーを約15回噴射す 
ると、ヘッドランプウォッシャーび 
自動的に作動します。 

エンジンを停止すると、ウインドウ 
ウォッシャーを噴射させた回数は U 
セットされます。 

〇 冬季にはウォッシャー液の濃度に 
ミ主意し、冬用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 

U へッドランプウォッシャーを使用 
するとさは、歩行者などにウォッ 
シャー液びかからないよラにま意し 
てください。 

〇へッドランプには樹脂製レンズを 
使用しているので、必ず専用の純正 
ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。レンズを損傷するおそれがあり 
ます。 

Q ウォッシャー液が出な<なったと 
きは、ヘッドランプウォッシャーの 
操作をしないでください。ウォッ 
シャーポンプを損傷するおそれびあ 
ります。 
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インテリジェントライトシステム 

インテリジェントライトシステムはじ ( 
下のわのから構成されます。 

• アクティブライトシステム 
• コーナ U ングランプ 
• 八イウェイモード 
• フォグランプ強化機能 

インテリジェントライトシステムは、 
周囲が暗いとさに作動します。 

この機能の設定と解除については 
(>147ぺージ）をご覧ください。 


アクティブライトシステム 



ヘッドランプが点灯しているとさ、走 
行中にステア U ングを操作すると、操 
作したち向にへッドランプの向さが変 
わります。 

〇 ヘッドランプの角度は、ステアリ 
ングの操作角度や走行速度に応じて 
変化します。 

〇 変化するへッドランプの角度はル 
さいため、変化びわかりにくいこと 
びあります。 


コーナリングランプ 



(下のとさに、方向指示なの点滅、ま 
たはステアリング操作に連動して、 
コーナリングランプび点なします。 


• エンジンびかかっているとさ 
• へッドランプを点なしているとき 

コーナリングランプの,な'灯 

► 走行速度び約 40 km/h (下のとき 
にち向指示なを点滅させるか、走行 
速度が約 70 km/h (下のときにス 
テアリングを操作します。 

ち向指示なを点滅させた側、または 
ステア U ングを操作した側のコーナ 
リングランプび点灯します。 

コーナリングランプの消'灯 

コーナリングランプはじ(下のときに消 
なします。 

• 走行速度が約 40 km / h または約 
70 km / hii (上になったとき 

• 方向指示なが消なしたとさ 

• ステアリングを直進位置に戻した 
とさ 

〇 方向指示灯を点滅させたとさ、セ 
レクターレバーび CE に入ってい 
るとさは、コーナ U ングランプは 
点灯しません。 
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〇 ステアリングを操作したとき、セ 
レクターレバーび [ E に入ってい 
るときは、ステア U ングを操作した 
側と逆側のコーナ U ングランプび点 
なします。 

〇 点滅させたち向指示なのち向と、 
ステアリングの操作ち向が異なると 
さは、方向指示なと同じ側のコーナ 
U ングランプが点なします。 

〇 コーナ U ングランプはゆっくり消 
なするため、一時的に左ち両側の 
コーナ U ングランプが点なすること 
があります。 

〇 点なしたコーナリングランプは、 
約3分後に自動的に消なします。 


八イウェイモード 



じ(下のとさは、へッドランプの照度や 
照射範囲を自動的に調整します。 


•約 110 km / hii (上の走行速度で、 
ステアリングを大きく操作すること 
なく約 1 km 走行したとさ 

• 走行速度び約1 30 km / h を超えた 
とさ 

《上記は車両の機能の説日月です。公道を走 
行ずる際は、必ず法定速度を遵守して< 
ださい。 


〇 ヘッドランプの照度は、走行速度 
び約 80 km / hii (上になったときに 
上びります。 


フオグランプ強化機能 



へッドランプび道路の脇を照射する 
ことで視界を確保し、陵しさを軽減し 
ます。 


走行速度び約 70 km/h (下のときに 
リアのフォグランプを点なすると作動 
します。 

〇 走行速度び約1 OOkm / h を超える 
と、フォグランプ強化機能は停止し 
ます。 

《上記は車両の機能の説明でず。公道を走 
行する際は、必ず法定速度を遵守して< 
ださい。 
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ルーム ランプ 



① 読書巧（左側）スイッチ 

② 読書巧（ち側）スイッチ 

③ ルーム ランプスイッチ 
® 点な モー ド選択スイッチ 

ルームランプの点'灯モードの選択 

自動点！打モードにずる 

► 点なモード選択スイッチ④を左に 
スライドさせます。 

周囲び暗いとさにじ(下の操作をすると 
ルームランプび点灯/消なします。 

• ドアを開くとルームランプが点灯し 
ます。 

◊イグニッシヨン位置び2のとき 
は、ドアを閉じるとただちに消 
なします。 

ドアを開いたままのとさは消な 
しません。 

◊イグニッシヨン位置が0か1の 
とさ、またはキーび抜いてある 
ときは、ドアを閉じると約10秒 
後に消なします。 

ドアを開いたままのとさは約5 
分後に消灯します。 


• エンジンスイッチからキーを抜くと 
点なし、約10秒後に消灯します。 

この機能の設定と解除については 
(W 49ページ）をご覧ください。 

• リモコン操作またはキーレスゴー操 
作で解錠すると点なし、約30秒後 
に消なします。 

H 車を施錠したとさは、ルームラン 
プび消灯することを確認してくだ 
さい。 

常時消'灯モードにずる 

► 点なモード選択スイッチ④をちに 
スライドさせます。 

(下のいずれかの操作をしてち、ルー 
ムランプは点なしません。 

• ドアを開< 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

• リモコン操作またはキーレスゴー操 
作で解錠する 

ルームランプの点、'灯/消'灯 

ルームランプを手動で点、!打/消 I 灯ずる 

► ルームランプスイッチ⑤を押し 
ます。 

ルームランプが点好/消灯します。 

読書'灯 

読書好を点!打/消'灯ずる 

► 読書巧スイッチのまたは③を押し 
ます。 

読書なび点な/消好します。 
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秉降用ランプ 

ドアの下部にあり、乗降時に足元を照 
らします。 

ルームランプび自動点好モード （^1 05 
ページ）になっていて、周囲び暗いと 
さにドアを開くと点なします。 

• イグニッシヨン位置び2じ(がのと 
さは、ドアを開いたままにすると約 
5分後に消なします。 

• イグニッシヨン位置が2のときは、 
ドアを開いたままにすると消なしま 
せん。 

フットウエルランプ 

ダッシュボード下にあり、乗降時に足 
元を照らします。 

ルームランプの点なモードに関係な 
く、周囲が暗いとさにじ(下の操作をす 
ると点な/消灯します。 

• イグニッシヨン位置を2にすると 
低い照度で点なします。 

イグニッシヨン位置を0か1にす 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜くと約7秒後に消なします。 

• リモコン操作またはキーレスゴー操 
作で解錠すると低い照度で点なし、 
約30秒後に消なします。 

• U モコン操作またはキーレスゴー 
操作で施錠するとただちに消なし 
ます。 

周囲び暗いとさにドアを開くと、ルー 
ムランプが自動点なモードのとさは明 
るく点灯し、常時消なモードのとさは 
低い照度で点なします。 

ドアを閉じると約10秒後に消灯し 
ます。 


• イグニッシヨン位置が2 (外のと 
さは、ドアを開いたままにすると約 
5分後に消なします。 

• イグニッシヨン位置び2のとさは、 
ドアを開いたままにすると消なしま 
せん。 

センターコンソールランプ 


ルームミラーの下部にあります。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に点灯し、センターコンソールを照ら 
します。 

ドア レバー ランプ 



①ドア レバー ランプ 

車幅なび点なしたとさに点巧し、ドア 
レバー周辺を照らします。 

車幅なび消巧したとさは、約5分後に 
消なします。 
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ワイパー 


公 事故のおそれびありまず 


ワイパーを作動させる 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に作動します。 


ワイパーブレードのゴムび劣化する 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取れず、視界を妨げて事故の原因に 
なります。 

ワイパーブレードは年に2回の目安 
で交換してください。 




位置 

作動内容 

の 

0 

停止 

③ 

1 

AUTO モード 



レインセンサーび感知 
した雨滴量や走行速度 
などに応じて、ワイパー 
の作動を自動的に切り 
替えます。 

③ 

II 

低速モード 

@ 

III 

高速モード 

⑤ 


ウインドウウオツ 

シャーの噴射 


► コンビネーションスイッチをまねし 
てワイパー 作動 モードのマークを I 
〜 III に合わせます。 

ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 


► イグニツシヨン位置び1か2のと 
さ、コンビネーションスイッチを矢 
印®のち向に軽く押します。 



を 

跋 

G 

恒 

皿 

师 


ワイパーび1回だけ作動します。 
(ウオッシャー液は噴射しません) 


この機能はフ□ントウインドウび濡れ 

ているとさだけ使用してください。 

Q ワイパーやウォッシャーを使用 
するとさは、歩行者に水しぶさや 
ウォッシャー液びかからないよラに 
を意してください。 

Q フ□ントウインドウを拭:くときな 
どは、必ずコンビネーションスイッ 
チを0 (停止）の位置にしてくださ 
し、ワイパーが動さ、けびをするお 
それびあります。 

H フ□ントウインドウが乾いている 
とさはワイノ く一を使用しないでくだ 
さい。ウインドウの表面に細かい傷 
び付いたり、ワイパーブレードを損 
傷するおそれびあります。 


フ□ントウインドウび巧れている場 
合は、必ずウォッシャー液を噴射し 
てから使用してください。 
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p エンジンを停止するとさは、必ず 
コンビネーションスイッチを0の 
位置に戻してください。コンビネー 
ションスイッチび II 〜 III の位置の 
ままイグニッション位置を1にす 
ると、ワイパーび作動し、ウインド 
ウび濡れていないとさは傷び付くお 
それがあります。 

P フ□ントウインドウび濡れていな 
いとさち、コンビネーションスイッ 
チを I の位置にすると、ワイパーび 
1 回作動します。 

P 寒冷時にはワイパーびウインドウ 
に貼り付くことびあります。作動さ 
せる前に貼り付いていないことを確 
認してください。貼り付いたままワ 
イパーを操作すると、ワイパーブ 
レー ドやモーターを損傷するおそれ 
があります。 

P 雪などび付着しているとさは、雪 
などを取り除いてからワイパーを操 
作してください。作業の際には、ち 
全のため、エンジンスイッチから 
キーを抜いてください。 

〇 ワイパーび AUTO モードのとさ、 
停車時にドアを開くとワイパーは作 
動しません。ワイパーはじ(下のとさ 
に作動を再開します。 

• セレクターレバーび m また 
は m に入っている場合は、ド 
アを閉じてセレクターレバーを 
rsn または EE に入れたとき 

• セレクターレバーが EE または 
EE に入っている場合は、ドア 
を閉じたとさ 


〇 コンビネーションスイッチび11、 
N 1の位置のとさわ、停車時および 
低速走行時のワイパーの作動は、 
レインセンサーにより自動調整さ 
れます。 

〇 ワイパーが作動しないとさは、別 
のモードを選択すると作動すること 
があります。 

ウインドウウォッシャーを噴射ずる 

►イグニッション位置が1か2のと 
さ、コンビネーションスイッチを矢 
印⑤のち向にいっぱいまで押し続 
けます。 

その間ウォッシャー液び噴射し、ワ 
イパーち作動します。 

Q ウォッシャー液が出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびあります。 

〇 エンジンびかかっていてへッドラ 
ンプび点好しているとさに、ウイン 
ドウウォッシャーを約15回噴射す 
ると、ヘッドランプウォッシャーが 
自動的に作動します。 

〇 冬季にはウォッシャー液の濃度に 
ミ主意し、冬用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 
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レインセンサー 


© 



①レインセンサー 

フ□ントウインドウの図の位置にレイ 
ンセンサーのびあります。 

B レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないでください。レイ 
ンセンサーが正常に機能しなくな 
ります。 


のーウインドウ 


ドアウインドウ/リアク オーター 
ウインドウの開閉 


公 けびのおそれびありまず 

• ドアウインドウや U アク オーター 
ウインドウを開<とさは、ドアウ 
インドウに触れたり、身体を寄り 
かけないで<ださい。ドアウイン 
ドウや U アク オーター ウインドウ 
と ドア フレームとの 間に身体び引 
さ込まれて、けびをするおそれび 
あ0まず。 

• ドアウインドウや U アク オーター 
ウインドウを閉じるとさは、身体 
や物び挟まれないよラにを意して 
ください。挟まれそラになったと 
さは、ただちにドアウインドウス 
イッチを操作してドアウインドウ 
や U アク オーター ウインドウを開 
いて < ださい。 

• テ供び車内からドアやドアウイン 
ドウ、 U アク オーター ウインドウ 
を開<と、事故やけびの原因にな 
ります。短時間でを、車内に子供 
を残したまま車から離れないで< 
ださい。 

• チャイルドセーフティシートを 
着用していても、テ供だけを車内 
に残して車から離れないで < ださ 
し、運転装置に触れてけびをした 
り、事故の原因になります。 

また、車内び高温または低温になる 
と、命に関わるおそれびあります。 
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ノのーウインドウ 



運転席ドアのスイツチ（左ハンドル車） 

①ドアウインドウ/リアク オーター ウ 


インドウスイッチ（運転席側） 

②ドアウインドウ/ U アク オーター ウ 
インドウスイッチ（助手席側） 

スイッチは各ドアにあります。 

運転席ドアには、運転席側と助手席側 

のドアウインドウ/ U アク オーター 

ウインドウスイッチびあります。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 

に、操作することびでさます。 

〇イ グニッシヨン位置を0にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約5分間は、ドアウインドウ 
や U アクオーターウインドウを開閉 
することができます。約5分じ(内 
にドアを開くと、ドアウインドウや 
U アクオーターウインドウの開閉は 
でさな < なります。 

〇 運転席ドアのスイッチで助手席の 
ドアウインドウを開閉しているとさ 
は、開閉中のドアウインドウを助手 
席のスイッチで操作することはでさ 
ません。 


バリオルーフが開いているとき 

ドアウインドウとリアク オーター ウイ 
ンドウを開< 

► スイッチを軽く押します。 

押している間だけドアウインドウと 
リアク オーター ウインドウが同時に 
開さます。 

スイッチから指を放すと、ドアウイ 
ンドウはその位置で停止し、 U ア 
ク オーター ウインドウは停止せずに 
全開します。 

または 

► スイッチをし"'っぱし"'まで押します。 

ドアウインドウと U アク オーター ウ 
インドウび同時に自動で開さます。 

途中でスイッチを操作すると、ドア 
ウインドウはその位置で停止し 、 U 
アクオーターウインドウは停止せず 
に全開します。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引さます。 

ドアウインドウび閉じます。 

スイッチから指を放すと、その位置 
で停止します。 

または 

► スイッチをいっぱいまで引さます。 
ドアウインドウび自動で閉じます。 

途中でスイッチを操作すると、その 
位置で j 亭止します 0 
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リアクオーターウインドウを閉じる 

► ドアウインドウび全開しているとき 
に、スイッチを引さます。 

U アクオーターウインドウび閉じ 
ます。 

スイッチから指を放すと、その位置 
で停止します。 

バリオルーフび閉じているとを 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押します。 

押している間だけドアウインドウび 
開さます。 

スイッチから指を放すと、その位置 
で停止します。 

または 

► スイッチをし"'っぱし"'まで押します。 
ドアウインドウび自動で開さます。 

途中でスイッチを操作すると、その 
位置で f 亭止します。 

リアク オーター ウインドウを開< 

► ドアウインドウび全開しているとき 
に、スイッチを押します。 

U アク オーター ウインドウび自動で 
開さます。 


ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引さます。 

ドアウインドウび閉じます。 

スイッチから指を放すと、その位置 
で停止します。 

または 

► スイッチをし"'っぱし"'まで引さます。 
ドアウインドウび自動で閉じます。 

途中でスイッチを操作すると、その 
位置で停止します。 

リアクオーターウインドウを閉じる 

► ドアウインドウが全閉しているとき 
に、スイッチを引さます。 

リアク オーター ウインドウび閉じ 
ます。 

スイッチから指を放すと、その位置 
で停止します。 

挟み込み防止機能 

ドアウインドウには挟み込み防止機能 
びあります。 

A けがのおそれがありまず 

挟み込み防止機能び作動しない状態 
でウインドウを閉じるときは十分を 
意してください。ウインドウに身体 
び挟まれると、致命的なけびをする 
おそれびあ0まず。 
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スイッチを引き続けてドアウインドウ 
を閉じているとさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただち 
に停止し、スイッチから指を放すと、 
その位置から少し開さます。 

その状態からただちにスイッチを引 
さ続けてドアウインドウを閉じると、 
より強い力で閉じます。 

上記の状態でドアウインドウび閉じ 
ているとさに、挟み込みなどの抵抗び 
あると、ドアウインドウはただちに停 
止して、スイッチから指を放すと、そ 
の位置から少し開きます。さらに、こ 
の状態からただちにスイッチを引き 
続けてドアウインドウを閉じると、挟 
み込み防止機能び作動しない状態で 
閉じます。 

自動でドアウインドウを閉じている 
とさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただ 
ちに停止して、その位置から少し開 
さます。 

ただし、2度連続して挟み込み防止 
機能び作動してから約3秒じ(内に、 
再度ドアウインドウを閉じたときは、 
ドアウインドウは自動で閉じなくな 
ります。 

また、このとさにスイッチを弓 I さ続け 
てドアウインドウを閉じると、挟み込 
み防止機能わ作動しません。 


ウインドウが自動で開閉しないとさ 

バッテリーあがりやバッテ U —の交換 
などで一時的に電力び断たれたとさ 
は、ウインドウび自動で開閉でさな< 
なることがあります。 

このときは、スイッチを軽く引いて全 
開にし、そのまま2秒じ(上保持してく 
ださい。この操作を他のウインドウで 
わ行なってください。再び、ウインド 
ウび自動で開閉でさるよラになります。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 
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走行と停車 


エンジンの始動 


A 事故のおそれがありまず 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。 ブレーキ ペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 
でさな<なるおそれびあ0まず。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったもの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあ0ます。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで < ださい。 

少しでち車を動かずとさはエンジン 
を始動してください。エンジンび停 
止していると、ブレーキやステアリ 
ングの操作に非常に大さな力び必要 
になりまず。 

A 中養のおそれがありまず 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を吸い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こしたり、死 t 
ずるおそれびあ0ます。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び 
付かないラちに吸い込んでいるおそ 
れびあ0ます。 

"エンジンは、セレクターレバーび 
rm に入っているときも始動でき 
ますが、安全のため、必ずセレクター 
レバーを巧□に入れ、ブレーキぺ 
ダ) レを踏んで始動してください。 

Q エンジンを始動するときはアクセ 
ルペダルを踏まないで<ださい。 


〇 ランプやエアコンディショナーな 
ど、バッテリーの負担になる装置の 
スイツチを停止しておくと始動性び 
良くなります。 

セレクタ ーレバー 



シフト 

ポジション 

の 




作動内容 

パーキングポジション 

駐車およびエンジン始 
動/停止の位置です。 

完全に停車していない 
とさは、亡巴にしな 
いで <ださい。 

セレクターレバーび 
m に入っていると 
さにのみ、キーを抜く 
ことびでさます。セレ 
クタ~レバ~が rpi 
に入っているとさは、 
セレクターレバーび 
□ックされます。 

リバースポジション 

後退するとさの位置 
です。 

完全に停車していない 
とさは、セレクターレ 
パーを EE に入れな 
いで <ださい。 
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ニュートラル 

ポジション 


動力び伝わらない位置 
です。 


押したり、けん引して 
わらラことで、車を移 
動でさます。 


走行中はセレクターレ 
バーを m に入れな 
いでください。トラン 
スミッションを損傷す 
るおそれびあります。 

rE 

ドライブポジション 


走行するとさの位置 
です。 


1速〜7速の範囲で自 
動的に変速します。 


エンジンスイッチに差し込んだキーに 
よるエンジンの始動 

►パーキングブレーキび確実に効いて 
いることを確認します。 

► セレクターレバーび [ E に入って 
いることを確認します。 

► 確実にブレーキペダルを踏みます。 
► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに 3 
の位置までまわして手を放します。 


セレクターレバーの キー レスゴース 

イッチによるエンジンの始動 

〇 キーレスゴースイッチにより、エ 
ンジンスイッチにキーを差し込むこ 
となく、エンジンを始動することび 
でさます。 

► 車室内にキーびあることを確認し 
ます。 

► パーキングブレーキが確実に効いて 
いることを確認します。 

► セレクターレバーが [ E に入って 
いることを確認します。 

► 確実にブレーキペダルを踏みます。 

► セレクターレバーのキーレスゴース 
イッチ①を押します （>78 ぺージ）。 

SL 350/550 Grand Edition は、セ 
レクターレバーのカバー③を開い 
てから、キーレスゴースイッチの 
を押します瓜78ページ）。 

A 事故のおそれびありまず 

キーび車内にあるとさは、キーレス 
ゴースイッチによりエンジンを始動で 
さます。そのため、テ供だけを車内に 
残して車から離れないでください。 

短時間でを、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、キー 
を携帯してください。 

H エンジン始動後は、キーを携帯し 
た人び車から離れても、エンジンは 
停止しません。車から離れるとさ 
は、短時間でち必ずエンジンを停止 
して、車を施錠してください。盗難 
のおそれびあります。 
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P エンジン始動後にキーを車外に持 
ち出して走行を開始すると、マルチ 
フアンクションディスプレイび赤く 
なり、"キ-ヲケンチテ''巧セン"び断続的に 
約30秒間表示されます。この警告 
はドアを開閉して走行を開始するた 
びに行なわれます。 

この状態でエンジンを停止するとエ 
ンジンは再始動でさません。また、 
車を施錠することわでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認してください。 

P キーがドア付近の車外にあるとさ 
わエンジンを始動でさる場合があ 
ります。車両の盗難に注意してく 
ださい。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは、キーレスゴース 
イッチでエンジンを始動/停止す 
ることはでさません。 

〇 キーレスゴー操作でエンジンを 
始動したときは、エンジンスイッ 
チにキーを差し込むとじ(下のよラ 
になります。 

• セレクターレバーび [ E に入っ 
ているとさ 

エンジンび停止してイグニッ 
ション位置び0になります。 

• セレクターレバーび[のじ(外に 
入っているとさ 

エンジンはかかったままになり 
ます。ただし、この状態でキー 
をまねすことはでさません。 


0 エンジンがかかっていて、セレク 
ターレバーび EE か EE に入っ 
ているときにセレクターレバーの 
キーレスゴースイツチを押すと、 
マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"セレクタレ A '' - P ニシテクタ'' サイ"と表 
示されます。 

タツチスタート 


エンジンスイッチを 3 の位置までま 
わすか、ブレーキペダルを踏みなびら 
キーレスゴースイッチを押すと、手を 
放しても自動的にスターターび作動し 
続け、エンジンび始動します。 


発進 _ 

H エンジンが暖まっていないとさ 
は、必要(上にエンジン回転数を上 
げないで < ださい。 

H 滑りやすい路面で発進するとさは、 
駆動輪を空転させないようにしてく 
ださい。駆動系部品を損傷するおそ 
れがあります。 

USL 63 AMG では、エンジンオイ 
ルの油温び約 20° Cii (下のときは、 
エンジン保護のためにエンジン回 
転数び制限されることがあります。 
エンジン保護のため、エンジンび 
冷えているときは、アクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むよラな 
運転は避けてください。 

〇 車速感応ドア□ックが設定されて 
いるときは、走行速度が約 15 km / 
h じ(上になると自動的に車び施錠さ 
れます。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 
については（1>150ページ）をご覧 
ください。 
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►ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認します。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、セレ 
クターレバーを EE に入れます。 

A 事故のおそれがありまず 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレ 
クターレバーを操作しないでくださ 
し、車び急発進したり、オートマチッ 
クトランスミッションを損傷するお 
それびあ0まず。 

〇 ギアが完全に切り替わるのを待っ 
てください。 

► パーキングブレーキを解除します。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 

〇 エンジンび冷えているときは、 
より高いエンジン回転数でシフト 
アップび行なわれます。これによ 
り、排気ガスを浄化する触媒びよ 
り早く適正温度に達します。 

ヒルスタートアシスト （ SL 63 AMG ) 

ヒルスタートアシストは、坂道での発 

進時に車が後退または前進するのを防 

ざ、発進を容易にします。 


心 事故のおそれがありまず 

• ヒルスタートアシストはパーキン 
グブレーキに代わるものではあり 
ません。駐車ずるとさは必ずパー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
セレクターレバーを [ E に入れ 
て < ださい。 

• ヒルスタートアシストび作動して 
車び停止していてち、絶対に車か 
ら離れないで<ださい。約1秒後 
にはヒルスタートは解除され、車 
び動さ出すおそれびあ0ます。 

► ブレーキペダルを踏みます。 

►セレクタ~レバーび rsn または 
fRn に入っていることを確認します。 

►ブレーキペダルから足を放して、ア 
クセルペダルをゆっくり踏みます。 

ブレーキペダルから足を放してち、 
ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
または前進するのを防ぎます。 

〇 じ(下のときは、ヒルスタートアシ 
ストは作動しません。 

• 傾斜していない路面や下り坂で 
発進するとさ 

• セレクターレバーび m に入っ 
ているとさ 

• パーキングブレーキが効いてい 
るとさ 

• ESP ® が故障して解除されている 
とさ 

〇 ヒルスタートアシストの機能は解 
除でさません。 
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駐車 


心 事故のおそれびありまず 

• 停車ずる前にエンジンを停止しな 
いで< ださい。ブレーキやステア 
U ングの操作に非常に大さな力び 
必要になります。 

• 駐車時や車を離れるとさは、セレ 
クターレバーを H 巴に入れ、 パー 
キング ブレーキを 確実に効かせ、 
エンジンを停止してください。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないでください。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
なります。 


A 乂災のおそれびありまず 

マフラーは 非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やすいちのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

n 短時間でわ車から離れるときは、 
ドアウインドウやパリオ ルーフを 開 
じて、車を施錠してください。 

確実に駐車するために、じ(下のことを 

確認してください。 

• パーキングブレーキび確実に効いて 
いること 

• シフトポジションが EE になって 
いて、エンジンスイッチからキーび 
抜かれているか、イグニッション位 
置が0になっていること 

• 坂道で駐車するとさは、前輪び歩道 
方向に向いていること 


パーキングブレーキ 



左八ンドル車 


ノ ーキングブレーキを効かせる 

► ち足でブレーキペダル③を踏み、 
左足でパーキングブレーキペダル 
①をいっぱいまで踏み込みます。 

エンジンびかかっているとさは、 
メーター パネルの ブレーキ 警告な 
rwi び点なします。 

ノ ーキングブレーキを解除ずる 

► ブレーキペダル③をいっぱいまで 
踏みなびら、解除八ンドル⑤を手 
前に引さます。 

A 事故のおそれびありまず 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。 パーキングブレーキ 
を解除して車び動さ出し、事故を 
起こすおそれびありまず。 

• パーキングブレーキを効かせたま 
ま走行しないでください。パーキ 
ングブレーキび過熱して効かな< 
なったり、火災び発生ずるおそれ 
びあります。 

D パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせて < ださい。 
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B 急な坂道に駐車するとさは、後輪 
の下り側に輪止めをしてください。 
さらに前輪を歩道ち向に向けてくだ 
さい。 

〇 輪止めは車載されていません。適 
切な大ささの木片や石を使用してく 
ださい。 

〇 パーキングブレーキを解除しない 
で走行すると、警告音び鳴り、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに警 
告メッセージが表示されます。 


エンジンを停止ずるとき 


A 事故のおそれがありまず 

走行中にエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<な0ます。また、ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非常に大さな力び 
必要になりまず。 

H 水温が高めのとさは、少しの間ア 
イド U ング状態でエンジンを冷却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 

エンジンスイッチに差し込んだキーに 

よる操作 

► 完全に停車します。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、セレクターレバーを巧□に 
入れます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり放 
します。 


セレクターレバーの キー レスゴース 

イッチによる操作 

► 完全に停車します。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、セレクターレバーを [ E に 
入れます。 

►エンジンび停止するまで、セレク 
ターレバーのキー レス ゴース イッチ 
①を押します（杉78ページ）。 

SL 350/550 Grand Edition は、セ 
レクターレバーのカバー③を開い 
てから、キーレスゴースイッチの 
を押します078ページ）。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり放 
します。 

〇 キーレスゴースイッチを押してエ 
ンジンを停止したとさは、イグニッ 
シヨン位置は1になります。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッシヨン位置び0になります。 


■ぉ跋昼冊 
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オートマチックトランスミッ 


A 事故のおそれびありまず 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。 ブレーキ ペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 
でさな<なるおそれびあ0ます。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったちの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあ0ます。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで < ださい。 

停車中は、必ずパーキングブレーキ 
を効かせて < ださい。 

テ供だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になりまず。 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジン ブレーキを 効かせないで<だ 
さい。駆動輪びグ U ップを失って車 
両びス U ップし、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 

才ートマチックトランスミッション 
は、シフトポジションが EE のとさ、 
(下の状況に合わせて自動的にギアを 
変速します。 

• 選択されているギアレンジ 
• 走行モード(>121ページ） 

• アクセルペダルの踏み具合 
• 走行速度 


シフトポジションの選択 



►セレクターレバーを動かして、シフ 
トポジションを選択します。 

H イ グニッション位置が 2 の状態で、 
ブレーキ ペダルを踏んでいないと、 
セレクターレバーを [ B から動か 
すことはでさません。 

〇 シフトポジションを選択するとき 
は、完全に停車して、ブレーキぺダ 
J レを踏んで行なつてください。 

シフトポジション 


シフト 作動内容 

ポジション 

EE ノ くーキングポジション 

駐車およびエンジン始 
動/停止の位置です。 

完全に停車していない 
とさは、 EE に入れ 
ないで <ださい。 

セレクターレバーび 
m に入っていると 
さにのみ、キーを抜く 
ことがでさます。セレ 
クターレバーが [E 
に入っているときは、 
セレクターレバーび 
□ックされます。 
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リバースポジション 

後退するとさの位置 
です。 


完全に停車していない 
とさは、セレクターレ 
パーを EE に入れな 
いで < ださい。 

ニュートラル 

ポジション 

動力が伝わらない位置 
です。 


押したり、けん引して 
わらラことで、車を移 
動でさます。 

走行中はセレクターレ 
パーを m に入れな 
いでください。トラン 
スミッションを損傷す 
るおそれびあります。 

ドライブポジション 

走行するとさの位置 
です。 


1速〜7速の範囲で自 
動的に変速します。 


シフトポジシヨン表示 



①シフトポジション表示 

( ドライブに入っている状態) 


現在選択しているシフトポジション 
が、マルチフアンクションデイスプレ 
イのシフトポジシヨン表示のに表示 
されます。 


走行モード 



①走行モード表示 


路面の状況や運転に合わせてオートマ 
チックギアシフトの走行モードを切り 
替えることがでさます。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、選択した走行モードのが表示さ 
れます。 
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走行モードを選択ずる （ SL 350 /SL 
550) 



SL 350 / SL550 

► 走行モード選択スイツチ③を押し 
ます。 

C モー ドー S モー ドー M モー ドー 
C モードと切り替わります。 


走行モードを選択ずる （ SL 63 AMG ) 



SL 63 AMG 


► 走行モード選択ダイヤル⑤をまわ 
します。 

選択した走行モードの文字が点灯し 
ます。 

レーススタート （ RS ) を選択する 
ときは （>177 ぺージ）をご覧くだ 
さし、 


走巧モード 

作動内容 

C モード 

快適性と経済性 
を重視したモー 
ドです。 


アクセルペダルを 
いっぱいまで踏み 
込まないときは、 

S モードより穏や 
かに発進します。 


セレクターレバー 
を EE に入れたと 
さは、 S モードよ 
り穏やかに後退し 
ます。 


早めのシフトアッ 
プび行なわれるた 
め、駆動輪び空転 
しにくくなり、滑 
りやすい路面にお 
ける走行安定性が 
同上します。 

S モード 

スポーティな走 
行に適したモー 
ドです。 


トランス S ッシヨ 
ンびスポーテイな 
設定になり、 C モー 
ドより遅めにシフ 
トアップび行なわ 
れます。 

S + モード 

( SL 63 AMG ) 

S モー ドよりわ、 
さらにスポーテイ 
な走行用のモード 
です。 


シフトアップ/シ 
フトダウンび素早 
<行なわれます。 
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走巧モード 

作動内容 

M モード 

マニュアルでギア 
シフトすることが 
でさます。 

詳しくは(>125 
ページ）をご覧く 
ださい。 

レーススター 

グリップカの高い 

卜 （ RS ) 

路面状況において、 

(SL 63 AMG ) 

停車状態から最適 
な加速力で発進す 
ることびでさます。 

詳しくは(>177 
ページ）をご覧く 
ださい。 


走行モードが C モードのとさは、じ ( 

下のよラになります。 

• 前進*後退とちに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとさ 
は、穏やかに発進します。 

• 滑りやすい路面などでの車両操縦性 
や走行ち定性が向上します。 

• シフトアップが早めに行なわれる 
ため、燃料の余分な消費び抑えら 
れます。 

• オートマチックトランスミッション 
び早めにシフトアップするため、エ 
ンジン回転数び低く抑えられ、車輪 
び空転しにくくなります。 


走行モードび S モードのとさは、じ(下 

のよラになります。 

• 1速で発進します。 

• オートマチックトランスミッション 
が遅めにシフトアップします。 

• シフトアップび遅めに行なわれるた 
め、エンジン回転数が高くなり、燃 
料をより多 < 消費します。 

H 走行モードの選択は、セレクター 
レバーび [ E 、 m 、 EE のいず 
れかに入っているとさに行なってく 
ださい。 

〇 エンジンを停止すると、次にエン 
ジンを始動したときは C モードに 
設定されます。 

〇 車種や仕様により、エンジンや卜 
ランス S ッションび暖まっていない 
とさは、走行モードに関わらず、変 
速特性び自動的に選択されます。 

#| SL 63 AMG は、通常の走行では 
レーススタート （ RS ) を選択する 
ことはできません。詳しくは（>177 
ページ）をご覧ください。 


I ielw 
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テイツプシフト 


オートマチックトランスミッション 
のギアの変速範囲（ギアレンジ）を変 
えることにより不必要に変速しないよ 
ラにすることがでさます。 

走行モードび C モー K か S モー K 、 
S +* モードのとさにテイップシフトに 
でさます。 

A 事故のおそれがありまず 

滑りやずい路面状況やカーブを走行 
しているとさは、低いギアレンジを 
選択してエンジンブレーキび効くと、 
駆動輪びグ U ップを失ラおそれびあ 
りまず。低いギアレンジを選択ずる 
とさは十分を意してください。また、 
滑りやずい路面状況で駆動輪を空転 
させると、駆動系部品を損傷ずるお 
それびあ0ます。 



ギア 

レンジ 


因 

1速〜7速の範囲で自動 
的に変速します。 

面 

1速〜6速の範囲で自動 
的に変速します。 

の 

1速〜5速の範囲で自動 
的に変速します。 

の 

1速〜4速の範囲で自動 
的に変速します。 

の 

1速〜3速の範囲で自動 
的に変速します。 

緩やかな坂道などを走行 
するとさに使用します。 

の 

1速〜2速の範囲で自動 
的に変速します。 

急な坂道やエンジンブ 
レーキび必要なとさに使 
用します。 

田 

1速に固定されます。 

エンジンブレーキび最大 
に作用します。 


ティップシフトにしたとさは、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイのギアレ 
ンジ表示のに、選択したギアレンジ 
び表示されます。 


〇 ギアレンジ表示の数字は選択した 
ギアレンジを示しており、必ずし 
わ実際のギアを示すわのではあり 
ません。 

〇 加速時にタコメーターの指針がエ 
ンジンの許容回転数を超えてレッド 
ゾーンに入るよラなとさは、自動的 
にシフトアップされ、高いギアレン 
ジが選択されます。 

〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、操作を行なってわ、選択した 
ギアレンジに変わらないことびあ 
ります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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セレクターレバーによる操作 



ティップシフトにずる 

►セレクターレバーが EE に入って 
いるときにセレクターレバーを②側 
に操作します。 

ティップシフトになり、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイのギアレン 
ジ表示のに選択したギアレンジび 
表示されます。 

低いギアレンジを選択ずる 

►セレクターレバーを③側に操作し 
ます。 

高いギアレンジを選択ずる 

►セレクターレバーを③側に操作し 
ます。 

ティップシフトを解除ずる 

► セレクターレバーを⑤側に操作し 
て保持します。 

マルチファンクシヨンディスプレ 
イのギアレンジ表示のに" D " が表 
示されます。 

〇 ティップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数などにより 
異なります。 


〇 ティップシフトにしていないとさ 
に、セレクターレバーを⑤側に操 
作すると、走行速度やエンジン回 
転数に応じてシフトアップび行な 
われます。 


パドルによる操作 



ティップシフトにずる 

► セレクターレバーび EE に入って 
いるとさに左側のパドル④を引さ 
ます。 

ティップシフトになり、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイのギアレン 
ジ表示のに選択したギアレンジび 
表示されます。 

低いギアレンジを選択ずる 

► 左側のパドル④を引さます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側のノ くドル⑤を弓 I さます。 

ティップシフトを解除ずる 

► ち側のパドル⑤を引いて保持し 
ます。 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
のギアレンジ表示のに" D " び表示 
されます。 


を跋 e 恒冊 
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〇 ティップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数などにより 
異なります。 

〇 ティップシフトにしていないとさ 
に、ち側のパドル®を引 < と、走 
行速度やエンジン回転数に応じてシ 
フトアップび行なわれます。 


マニュアルギアシフト _ 

セレクターレノ く一またはパドルを操作 

して、マニュアルでギアを選択するこ 

とびでさます。 

A 事故のおそれがありまず 

滑りやずい路面状況やカーブを走行 
しているとさは、シフトダウンによっ 
てエンジンブレーキび効くと、駆動輪 
びグリップを失ラおそれびありまず。 
シフトダウンずるとさは十分を意し 
てください。また、滑りやすい路面 
状況で駆動輪を空転させると、駆動 
系部品を損傷するおそれびあります。 

U エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかかるよラな運転をしないでく 
ださい。 

〇 マニュアルギアシフトでは、 ESP ® 
の機能を解除しないで走行すること 
をお勧めします。 

〇 エンジンが暖まっていないとさ 
は、選択したギアに変速しないこと 
びあります。 


マニュアルギアシフトの選択 



①ギア表示 
③走行モード表示 


マニュアルギアシフトを選択すると、 
ギア表示のには選択されているギア 
び表示されます。 

〇 マニュアルギアシフトを選択した 
状態でエンジンを停止すると、オー 
トマチックギアシフトになります。 

〇 マニュアルギアシフトではギア表 
示のに表示される数字は実際のギ 
アを示しています。運転者のシフト 
アップ/ダウン操作や、自動的な 
シフトアップ*/ダウンに応じて 
ギア表示のに表示される数字ち変 
わります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B を習恒冊 







オートマチックトランス S ッシ 


マニュアルギアシフトを選択ずる （SL 
63 AMG を除く車種） 



③走行モード選択スイッチ 


► 走行モード選択スイツチ⑤または 
④を押して、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイの走行モード表示 
③に " M " を表示させます。 


マニュアルギアシフトを選択ずる （SL 
63 AMG ) 



⑤走行モード選択ダイヤル 


(SL 63 AMG ) 


マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイツチ⑤または 
@を押すか、走行モード選択ダイ 
ヤル⑤をまわして、 S モードか C 
モード、 S + モード*を選択します。 


セレクターレバーによるシフト操作 



シフトダウンずる 

► セレクターレバーをのの方向に操 
作します。 


シフトアップずる 

► セレクターレバーを③のち向に操 
作します。 


► 走行モード選択ダイヤル®をまわ 
して、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイの走行モード表示③に " M " 
を表示させます。 

このとさは、走行モード選択ダイヤ 
ルの" M " び点なします。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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パドルによるシフト操作 



巧卜"^二- 


シフトダウンずる 

► 左側のパドルのを引さます。 

シフトアップずる 

► ち側のパドル③を引さます。 

〇 シフトダウン操作をしなくても、 
走行速度とエンジン回転数に応じ 
て、自動的にシフトダウンすること 
があります。 

OSL 350 / SL 550では、力□速日寺に 
エンジンの許容回転数を超えるよラ 
なとさは、自動的にシフトアップさ 
れます。このとさ、ギア表示の数字 
わ変わります。 

〇 シフトアップ/ダウン操作をして 
わ、選択したギアが適切でない場合 
は、エンジン保護などのため、シフ 
トアップ/ダウンされません。 

〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、ギアシフト操作を行なっても、 
選択したギアに変速しないことがあ 
ります。 

〇 車種や仕様により、停車時に選択 
でさるギアは異なります。 

〇 停車すると、ギアは1速にシフト 
されます。 


OSL 350 / SL 550では、マニュア 
ルギアシフトを選択しているときに 
キックダウンを行なラことびでさま 
す。また、キックダウンしていると 
さは、シフト操作はでさません。 

OSL 63 AMG では、マニュアルギア 
シフトを選択しているときにキック 
ダウンを行なラことはでさません。 

〇 セレクターレバーを左側に操作し 
て保持するか、左側のパドルを引い 
て保持すると、そのとさの加速に最 
ち適したギアび選択されます。 


シフトアップマーク （ SL 63 AMG ) 



エンジン回転数び上昇し、シフトアッ 
プするタイ S ングになったとさは、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイの 
表示が赤<なり、ギア表示のと" up " 
マーク③び表示されます。 

また、シフトアップマーク⑤も表示 
されます。 

必要に応じてシフトアップ操作を行 
なって < ださい。 
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運転のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアび変速するタイミングび変化し 
ます。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップする 
タイミングび早くなります。 

• 深く踏み込んだときはシフトアップ 
するタイミングび遅くなります。 

ダブルクラッチ機能 

ダブルクラッチ機能は、選択している 
走行モードに関わらず、シフトダウン 
操作時に作動します。 

ダブルクラッチ機能が作動することに 
より、ギアシフト操作びスムーズに行 
なわれ、スポーティな運転スタイルに 
役立ちます。 

ダブルクラッチ機能作動時のエンジン 
音は、走行モードにより異なります。 

キックダウン 

急な加速び必要な場合はキックダウン 
を行ないます。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みます。 

エンジン回転数に応じて自動的に低 
いギアに変速し、素早く加速します。 

► 希望する速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップします。 

P キックダウンするとさは、周囲の 
状況に注意しなびら操作してくださ 
し、事故を起こすおそれがあります。 


停車ずる 

►一時的に停車するとさは、セレク 
ターレバーを EE に入れたままブ 
レーキ ペダルを踏みます。 

► やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを rpi に入 
れます。 

A 事故のおそれがありまず 

停車中は空ぶかしをしないでくださ 
し、 万一、 セレクターレバーび CB 
か m に入ると、車び急発進して重 
大な事故を起こずおそれびありまず。 

Q 急な上り坂などではアクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停車状態を 
保たないでください。トランスミツ 
シヨンに負担びかかり、過熱や故障 
の原因になります。 

〇停車中はブレーキペダルを確実に 
踏み、クリープ現象で車び動かない 
よラにしてください。 
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メーター パネル 


メーターパネルの各部の名称について 
は （^23 ページ）をご覧ください。 

A 事故のおそれがありまず 

メー ターパネルや7ルチファンク 
シヨンディスプレイび故障ずると、 
車両の状態や速度、外気温度、故障/ 
警告メッセージなどび表示でさな< 
なることびあります。十分を意して 
走行してください。また、ただちに 
メルセデス-ベンツ指定サービスェ 
場に連絡してください。 


メーターパネルの点な _ 

メーターノ ネルはじ(下のとさに点好し 
ます。 

• 運転席ドアを開いたとさや閉じたと 
さ（約30秒後に消灯） 

• メーターパネル照度調整ボタン 
/ U セツトボタンを押したとさ 
(約30秒後に消灯） 

•イグニツシヨン位置を1か2にし 
たとさ（イグニツシヨン位置を0 
にしてから約30秒後に消な） 


タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

B 指針がエンジンの許容回転数を超 
えて、レッドゾーンに入らないよラ 
にしてください。エンジンを損傷す 
るおそれびあります。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料供 
給び行なわれな<なります。 


ス b - —。クーター _ 

車の走行速度を表示します。 

速度の表示単位をマイルに変更する 
ことわでさますが、マイル表示にする 
と km / h 表示に比べ、同じ数字でわ 
約 1.6 倍の速度になります。速度の 
出しすざを防ぐため km / h 表示にし 
てください。 

表示の切り替えについては(>145 
ページ）をご覧ください。 

〇1 mph は約1 •6 km/h です。 

〇 マイル表示を選択すると、トリツ 
プメーターなどの表示ちマイル表示 
になります。 
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• 車がランプび点なしたとさ 












130 


メーター パネル 


外気温度表示 _ 

外気温度を表示します。 

外気温度の上昇や下降は、少し遅れて 
表示に反映されます。 

温度をフ□ントバンパー付近で測定し 
ているため、温度表示は路面からの蘭 
射熱などの影響を受けます。したがつ 
て、温度表示が実際の外気温度と異な 
ることがあります。 

A 事故のおそれびありまず 

温度表示び〇む!；^上でを、路面び凍結 
していることびあります。走行には 
十分を意して < ださい。 


メーターパネル照度調整ボタン/ 
リセットボタン 



①メーターパネル照度調整ボタン/ 
U セツトボタン 


メーターノ くネ j レ照度調整ボタン 

周囲が暗いとさにメーターパネルの明 
るさを調整でさます。 

ボタン①を時計回りにまわすと明るく 
なり、反時計回りにまわすと暗くなり 
ます。 


リセットボタン 


トリップメーターや各種設定などを U 
セツトするとさに使用します。 


燃料計 _ 

燃料の残量を表示します。 

燃料タンクの容量は約80 U ットル 
です。 

Q 給油のとさはエンジンを停止して 
ください。 


燃料残量警告 I 灯 _ 

マルチフアンクシヨンディスプレイが 
表示されると、白色に点なします（点 
なしないとさは警告灯が故障していま 
す)。 

イグニッシヨン位置を2にしたとさ、 
またはキーレスゴー操作でのエンジン 
始動操作直後に黄色に点灯し、エンジ 
ン始動後に白色に点なします。 

エンジン始動後ち黄色に点灯している 
とさ、またはエンジンがかかっている 
とさに黄色に点なしたとさは燃料の残 
量び少な < なっています。 

警告なび点灯したとさの残量は約10 
リットル （SL 63 AMG は約14リッ 
トル）です。 

〇 走行前に燃料の残量が十分あるこ 
とを確認してください。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反になります。 
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エンジン冷却水温度計 _ 

エンジンの冷却水温度を表示します。 

〇 指定の冷却水を適切な混合比で使 
用しているとさは、約120ごまで 
才ーバーヒートを起こしません。 

〇 暑い曰や上り坂び続くとさなど 
に、冷却水温度の表示び120で付 
近を示すことびありますが、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに冷却 
水に関する故障/警告メッセージ 
(>281ページ）び表示されない限 
り、故障ではありません。 

万一、才ーバーヒートび起さたと 
さは、冷却水量*冷却水温度警告な 
び赤色に点なします。 
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ンディスプレイ 


ンディスプレイ 


マルチフアンクシヨンステアリング 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、故障/警告メッセージや各種情報 
などを表示*設定するシステムです。 


〇③ 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、メーターパネル内にあります。 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
操作は、ステア U ングのスイッチで行 
ないます。 

A 事故のおそれがありまず 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
を操作ずるとさは、常に周囲の状況 
にを意してください。 


A 事故のおそれがありまず 

走行中にステア U ングのスイッチを 
操作するとさは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまわしな 
びら操作すると、事故を起こずおそ 
れびあ0ます。 

名称 

①マルチフアンクシヨンディス 
③プレイ 

③ 設定スイッチ/音量スイッチ 

• 各種設定の設定グループ選 
択画面でのグループの選択 

• 設定項目画面での数値や設 
定の変更および機能のオン/ 
オフ 

•各メイン画面やオーディオ 
画面表示中の音量の調節 

•SL63AMG では、レースタ 
イマーの操作 

通話開始/終了スイッチ（電話） 

因國 

電話の受信/保留/切断 

④ 表示切り替えスイッチ 

國困 

メイン画面の選択 

スク□ールスイッチ 

回回 

•選択したメイン画面内の各 
画面の切り替え 

•オーディオ画面表示中の 
オーディオの選曲、ラジオ/ 
テレビの選局、 DVD ビデオ 
のチャプター選択 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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* オプションや仕様により、異なる装備です。 

《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


車両情報 _ 

r 車両情報」には(下の画面びあります。 

• 車両情報メイン画面（外気温度/ 
走行速度表示、オドメーター、トリッ 
プメーター） 

• タイヤ空気圧警告システム画面* 
(>239ページ） 

• 走行速度/外気温度表示画面 

• メンテナンスインジケーター画面 
(>253ページ） 


車両情報メイン画面（外気温度/ 
走行速度表示、オドメーター、トリッ 
プメーター） 



①外気温度/走行速度表示 
©オドメーター 
③トリップメーター 


車両情報メイン画面を表示させる 

► ra またはを押して、車両情 
報メイン画面を表示させます。 


外気温度/走行速度表示 

外気温度または走行速度を表示します。 

表示の切り替えは各種設定の"メー 
タークラスタ"の"車両情報メイン画 
面の表示設定画面"（>146ぺージ） 
で行ないます。 

A 事故のおそれびありまず 

温度表示び〇で!；^上でを、路面び凍結 
していることびあります。走行には 
十分を意して < ださい。 

H 外気温度の上昇や下降は、少し遅 
れて表示に反映されます。 

〇 温度をフ□ントバンパー付近で測 
定しているため、温度表示は路面か 
らの簡射熱などの影響を受けます。 
したびって、温度表示び実際の外気 
温度と異なることがあります。 

オドメーター 

これまでに走行した距離の総合計を表 
TJX します。 

トリップメーター 

リセット後の走行距離を表示します。 

トリップメーターをリセットずる 
(0.0 に戻ず） 

►リセットボタン30ぺージ）を、 
表示び 0.0 になるまで押し続けます。 
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* オプションや仕様により、異なる装備です。 

《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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走わ■速度/が気溫度表 7 F 画面 

© 

①走行速度/外気温度表示 

走行速度/外気温度表示のは、走行 

速度または外気温度を表示します。 

表示の切り替えは各種設定の"メー 

タークラスタ"の"車両情報メイン画 

面の表示設定画面"（>146ぺージ） 

で行ないます。 

走行速度/外気温度表示画面を表示さ 

せる 

► またはを押して、車両 
情報メイン画面を表示させます 
0134ページ）。 

► またはを押して、走行速 
度/外気温度表示画面を表示させ 
ます。 

〇 走行速度の表示単位を km / h また 
は mph に切り替えることができま 
す （>145 ページ）。 

〇 車両情報メイン画面の表示（1>146 
ページ）を走行速度に切り替えると、 
が気温度はち画面に表示されます。 


AMG 表示* 

「 AMG 表示」には(下の画面があり 
ます。 

• 油温表 TJX 画面 

• 走行モード/ヴスペンシヨンモー 
ド表示画面 

• レースタイマー 画面 
• 計測結果表示画面（全ラップ） 

• 計測結果表示画面（ラップ別） 


油温表示画面 



①油温表示 
③ギア表示 
⑤走行速度表示 


油温表示画面を表示させる 

► [ E またはを押して、油温表 
TJX 画面を表 TJX させます。 

油温表示のは、エンジンオイルの油 

温を表 TJX します。 

イグニッシヨン位置び2のときに表示 

されます。 

〇油温表示の温度び点滅している 
とさは、エンジンオイルび温まつ 
ていません（油温び約80で未満に 
なっています）。このときは必要じ ( 
上にエンジン回転数を上げないよ 
ラに運転してください。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 

《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


ギア表示③は、トランスミッション 
の実際のギア位置を表示します。 

〇 ギア表示②と走行速度表示③は、 
走行モード/ヴスペン ショ ンモー 
ド表 TJX 画面、レースタイマー画面で 
わ表示されます。 

走行モード/ヴスペンシヨンモード表 


示画面 



①走行モード表示 
③ヴスペンシヨンモード表示 
③走行速度表示 


現在の走行モードとサスペンション 
モードを確認することびでさます。 

走行モード表示のは、設定している 
走ゎモード （ C 、 S、S +、 M モード) 
を表 TJX します。 

サスペンションモード表示③は、設 
定しているサスペンションモード（ス 
ポーツ/コンフォー ト）を表示します。 

詳しくは0121.181ページ）をご 
覧ください。 

〇 イグニッション位置び1のとさは 
表示されません。また、エンジンが 
停止しているとさは、ヴスペンショ 
ンモードは正しく表示されません。 


走行モード/ヴスペンシヨンモード表 
示画面を表示させる 

► またはを押して、油温表 
示画面を表示させます（|>135ペー 
ジ)。 

► またはを押して、走行モー 
ド/ヴスペンションモード表示画 
面を表示させます。 

または 

► AMG セッティングスイッチ(>181 
ページ）を押します。 

現在の走行モードとサスペンション 
モードが表示されます。 


レースタイマー画面 





①ラップお示 

③ 計測タイム 
⑤ギア表示 

④ 走行速度表示 

レースタイマー画面では、サーキット 
コースなどで周回ごとのラップタイム 
を計測•記録したり、その結果を一覧 
表示することびでさます。 

イグニッシヨン位置び2のとさ、また 
はエンジンがかかっているとさに使用 
でさます。 

レースタイマー画面を表示させている 
ときは、 [+] または Q を押してオー 
ディオなどの音量を調節することはで 
さません。 
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《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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レースタイマー画面を表示させる 

► ffi ] またはを押して、油温表 
示画面を表示させます（|>135ペー 
ジ)。 

► またはを押して、 レース 
タイマー画面を表示させます。 

タイム計測を開始ずる 

► [+] を押します。 

タイム計測び開始されます。 

スプリットタイムを表示ずる 

► タイム計測中に Q を押します。 

スプ U ットタイムび約5秒間表示 
されます。 

約5秒経過後に、タイム計測の表 
示に戻0ます。 

〇 スプ U ットタイムを表示している 
とさに再度 Q を押すと、スプリッ 
トタイムびラップタイムとして記録 
されます。 

タイム計測を停止ずる 

► タイム計測中に [+] を押します。 
タイム計測び停止します。 

〇 タイム計測を停止しているとさに 
I + I を押すと、停止した時点から 
タイム計測び再開されます。 

〇 タイム計測中に、停車してイグ 
ニッシヨン位置を1にすると、夕 
イム計測び停止します。 

その後、イグニッシヨン位置を2 
にするかエンジンを始動して [+] 
を押すと、停止した時点からタイム 
計測が再開されます。 


ラップタイムを目5録ずる 



①最速ラップタイム 


② ラップ数 

③ 計測タイム 
® ギア表示 

⑤走行速度表示 

最大9件までの計測タイムをラップタ 
イムとして記録することびでさます。 

► タイム計測中に Q を押します。 

スプリットタイムび約5秒間表示 
されます。 

► スプリットタイムが表示されてい 
る間に、再度 A を巧します。 

スプリットタイムびラップタイムと 
して記録され、次のラップのタイム 
が表示されます。 

〇 ラップタイムび記録されていると 
きは、計測タイム③の下に最速ラッ 
プタイム①び表示されます。 
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《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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計測したタイムを消去ずる 

► タイム計測中に [+] を押します。 
タイム計測が停止します。 

► タイム計測停止中に Q を押し 
ます。 

計測タイムび消去され、表示び 
00:00:00に戻ります。 

〇 ラップタイムび9件記録されると、 
それ(上計測びでさなくなります。 
新たにタイム計測を行なラとさは、 
記録したラップタイムを消去してく 
ださい。 

記録したラップタイムを消去ずる 

►タイム計測をしているとさは、 
r+1 を押します。 

タイム計測び停止します。 

► タイム計測び停止しているとさに 
リセットボタン（[>130ぺージ）を 
2回押します。 

記録したすべてのラップタイムび 
消去され、表示が00:00:00に戻 
ります。 

〇 記録したラップタイムを個別に消 
去することはでさません。 

〇イ グニッシヨン位置を 0 にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約30秒経過すると、計測タイ 
ムとラップタイムは消去されます。 


全ラップの計測結果を確認ずる 




計測結果表示画面（全ラップ） 

① 合計時間 

② 計測した全ラップでの最高速度 

③ 計測した全ラップの平均速度 

® 計測した全ラップの総走行距離 

2周(上のラップタイムび記録されて 

いるとさは、タイム計測後に計測結果 

を表示でさます。 

計測結果表示画面（全ラップ）を表示 

させる 

► またはを押して、油温表 
示画面を表示させます（|>135ペー 
ジ)。 

► ^または^を押して、計測結 
果表示画面（全ラップ）を表示させ 
ます。 

〇 タイムを計測しているとさは、 
全ラップの計測結果は確認でさま 
せん。 
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《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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ラップごとの計測結果を確認ずる 


計測結果表示画面（ラップ別） 

① ラップ表示 

② ラップタイム 

③ 表示されているラップでの最高速度 

® 表示されているラップの平均速度 

⑤表示されているラップの走行距離 

ラップタイムが記録されているとさ 

は、ラップごとの計測結果を表示する 

ことがでさます。 

計測結果表示画面（ラップ別）を表示 

させる 

► またはを押して、油温表 
示画面を表示させます（|>135ペー 
ジ)。 

► またはを押して、表示さ 
せたいラップの計測結果表示画面を 
選択します。 

〇 表示されているラップび最速ラッ 
プのときは、ラップ表示①び点滅し 
ます。 

〇 タイムを計測しているときは、 
ラップごとの計測結果は確認でさま 
せん。 


才ーァイオ 


ラジオ局を選局ずる 



の" FMT または " FM 2" 

" AM 1" または "AM 2" または" Tl " 


③プリセツト番号/ 

ラジオ局名または受信周波数 

COMAND システムで、 FM ラジオま 
たは AM ラジオを受信しているときに 
表示*選局でさます。 

► I 置 I または IePI を押して、オーディ 
才のメイン画面を表示させます。 

ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► ^または^を押します。 

次または前のプ U セツト番号の放送 
局に移動します。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► ^または^を押して保持し 
ます。 

受信周波数が移動して、次に受信で 
さる周波数で停止します。 

〇 ラジオの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をお読みください。 




B を習恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 









ンディスプレイ 


音楽を選巧ずる 


DVD ビデオのチャプターを選択ずる 


みザ!ザザ 


©音楽ソース表示 

(" DISC " / " M . CARD " / " HDD " / 
" MEDIA " / " AUX ") 

③トラック番号/トラック名 

COMAND システムで再生している音 
楽ソース（ディスク、メモリーカード、 
ミュージックレジスター、メディアイ 
ンターフェース、外部入力）が音楽ソー 
ス表示のに表示されます。 

► I 置 I または 1届1 を押して、オーディ 
才のメイン画面を表示させます。 

音楽を選巧ずる 

ディスク、メモ U —カード、ミュー 
ジックレジスター、メディアインター 
フェースのいずれかを再生していると 
さは選曲を行なラことがでさます。 

► またはを押します。 

次の曲または前の曲が選巧され 
ます。 

〇 音楽再生の詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をお読みください。 

〇 外部入力を再生しているとさは、 
トラック番号/トラック名③は表 
示されず、が部入力機器の操作はで 
きません。 


のチャプター番号 

COMAND システムで、 DVD ビデオ 
を再生しているとさに表示*選択でさ 
ます。 

► [ E またはを押して、オーディ 
才のメイン画面を表示させます。 

チャプターを選択ずる 

► またはを押します。 

次のチャプターまたは前のチャプ 
ターび再生されます。 

© DVD ビデオの詳細については、別 
冊 rCOMAND システム取扱説明書」 
をお読みください。 


I ielw 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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テレビ局を選局ずる 



の" TVr または " TV 2" 

③プリセツト番号/チャンネル番号 


COMAND システムで、テレビを受信 
しているとさに表示*選局でさます。 

► I 置 I または№1を押して、オーディ 
才のメイン画面を表示させます。 

テレビ局をプリセツト選局ずる 

► またはを押します。 

次または前のプ U セツト番号のテレ 
ビ局に移動します。 

テレビ局を自動選局ずる 

► ^または^を押して保持し 
ます。 

受信チヤンネルび移動して、次に受 
信でさるチヤンネルで停止します。 

〇 テレビの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をお読みください。 


ナビ _ 

COMAND システムのナビ機能をマル 
チフアンクシヨンディスプレイに表示 
でさます。 

ナビのメイン画面を表示させる 

► IE またはを押して、ナビの 
メイン画面を表示させます。 

ルート案内を行なっていないとき 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行ち向のち位び表示されます。 

ルート案内を行なっているとき 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行方向や交差点（分岐点）または通 
過点までの距離が表示されます。 

〇 詳細については、別冊 「COMAND 
システム取扱説明書」をお読み< 
ださい。 


B を習恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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車間距離表示 


ンディスプレイ 


故障表示 


先行車と自車とのおよその車間距離や 
ディスト□ニックの設定作動内容を表 
TJX します。 

車間距離表示画面を表示させる 

► またはを押して、車間距 
離表示画面を表示させます。 

詳しくは（>162ページ）をご覧くだ 
さし、。 

〇 車間距離表示画面は、ディスト □ 
ニックを解除しているときわ表示さ 
せることがでさます。 


の 


© 


故障表示画面 

①故障件数画面（この例では、2 
件故障びあります） 

③故障メッセージ画面の例 

故障や異常び起さたとさ、車の状況を 
メッセージで表示します。 

©故障 びないとさは、故障表示画面 
は表示されません。 

自動表示機能 

エンジンがかかっているとさに故障び 
起さたとさは、故障メッセージ画面び 
自動的に表示されます。 

ステアリングのや の网 、 
またはリセットボタンを押すと、故障 
メッセージび消えます。 


回恆 




を践 e 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 

《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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故障メツセージを手動で確認ずる 

イグニツシヨン位置び1か2のとさ 
に表示されます。 

► またはを押して、故障件 
数画面のを表示させます。 

故障件数び数字で表示されます。 

► ^または^を押して、故障メツ 
セージ画面③を順番に表示させま 
す。すべて表示されると、故障件数 
画面のに戻ります。 

故障表示のリセット 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
故障メッセージび表示されているとさ 
は、イグニッシヨン位置を0にすると、 
故障メッセージの表示び消えます。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
次にイグニッシヨン位置を1か2に 
するか、エンジンを始動したとき、再 
び故障メッセージが表示されます。 

H 表示される故障や異常は一部の限 
られた装備についてであり、表示さ 
れる内容ち限られています。故障や 
異常の表示は運転者を支援するちの 
です。発生した故障に対処して車の 
安全性を確保する責任は運転者にあ 
ります。 

B 故障/警告メッセージび表示され 
たとさは、必ずメルセデス-ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

P 表示される故障/警告メッセージ 
については0269ぺージ〜）をご 
覧ください。 


各種設定 _ 

r 各種設定」には(下の画面びあります。 
• 各種設定メイン画面 
• 設定グループ選択画面 
• 各種設定項目の初期化画面 
• 各種設定項目の初期化完了画面 

D 走行中でち設定を変更することび 
でさますび、ち全のため、必ず停車 
中に操作してください。 

各種設定メイン画面 


各種設定メイン画面を表示させる 

► ffi ] またはを押して、各種設 
定メイン画面を表示させます。 

設定グループ選択画面 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 


B 蓋昼冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、設定グ 
ループを 選択します。 

► 選択したグループ名を確認して、 
^を押すと、選択したグループ 
内の最初の設定項目画面が表示され 
ます。 

設定項目画面を選択ずる 

選択した設定項目画面の数値や設定を 
変更でさます。 

► ^または^を押して、設定項 
目画面を選択します。 

► [+] または Q を押して、設定項 
目を選択したり、機能のオン/才 
フを選択します。 

選択した設定が記憶されます。 

各種設定項目の初期化 


各グループ内のすべての項目を工場出 
荷時の設定に初期化する（戻す）こと 
びでさます。 

各種設定項目を初期化ずる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(>143 ページ）。 

►リセットボタン （>130 ぺージ） 
を約3秒間押し続けます。 

初期化画面び約5秒間表示されます。 




初期化画面 


► 初期化画面が表示されている間に、 
再度リセットボタンを押します。 

初期化が実行され、下記の初期化完 
了画面が表示されます。 


初期化完了画面 

または 

► 各項目の設定を維持したい場合は、 
リセットボタンを押さずにいます。 

約5秒後に各種設定メイン画面に 
切り替わります。 

〇 各種設定項目を初期化すると、 
設定グループ選択画面が表示され 
ます。 

〇 走行中に初期化を行なったとさ 
は、安全のため、初期化されない項 
目があります。 


B を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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メーター クラスタ 

r メータークラスタ」では、じ(下の画 
面での設定を行なラことびでさます。 

• 速度*距離単位設定画面 
• ディスプレイ言語設定画面 
• 車両情報メイン画面の表示設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(>143ぺージ)。 

► ^を押して、設定グループ選択 
画面を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"メー 
タークラスタ"を選択します。 

► ^を押します。 

メータークラスタの最初の設定項目 
画面び表示されます。 


速度-距離単位設定画面 



スピードメーターの単位と、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイの速度 
と走行距離の表示単位の設定びでさ 
ます。 


► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

キ□メ-夕- 

表示び km / h 、 km にな 


ります。 

7ィル 

表示か mph 、 マイル 


/ Ml になります。 


Hi マイル ( mph ) は約1 .6 km ( km / h ) 
です。スピードメーターとマルチ 
フアンクシヨンディスプレイの表示 
単位がマイル表示になっていると、 
誤って速度を超過するおそれがあり 
ます。必ずキ□メーター表示を選択 
してください。 


ディスプレイ言語設定画面 



ディスプレイに表示する言語の設定び 
でさます。 


B 暴 C 9 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 









ンディスプレイ 


ディスプレイに表示する言語の設定が 
でさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


ライト 


表示 

設定内容 

English 

英語表示になります。 

ニホン]、、 

日本語表示になります。 


車両情報メイン画面の表示設定画面 




車両情報メイン画面 （^134 ページ） 
に表示される項目の設定がでさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

ソクド 

左側マルチフアンク 
シヨンディスプレイ上 
段の表示び走行速度に 
なります。 

力''イキオンド 

左側マルチフアンク 
シヨンディスプレイ上 
段の表示びが気温度に 
なります。 


「ライト」では、 ii (下の画面での設定 
を行なラことびでさます。 

• へッドランプ点好モード設定画面 

• インテリジェントライトシステム設 
定画面 

• □ケイターライティング設定画面 
• 車外ランプ消な遅延機能設定画面 
• ルームランプ消な遅延機能設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(>143 ページ）。 

► ^を押して、設定グループ選択 
画面を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"ライ 
卜 " を選択します。 

► ^を押します。 

ライトの最初の設定項目画面び表 
示されます。 


B を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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へッドランプ点'灯モード設定画面 




へッドランプの点なモードの設定びで 
さます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 

表示 設定内容 

にユアル 手動点なモードです。 

へッドランプなどを点 
巧するとさはランプス 
イッチを操作します。 

日本ではこのモードに 
設定してください。 

ツにすン 常時点なモードです。 


〇 常時点なモードは、走行中の常時 
点なび義務付けられている諸国に 
対応しています。日本では手動点 
好モードに設定して使用して<だ 
さい。 

〇 常時点灯モードで自動的に点灯す 
るランプは、へッドランプ、車幅な、 
テールランプ、ライセンスランプで 
す。その他のランプを点なするとさ 
は、各スイッチを操作してください。 

インテリジェントライトシステム設定 


画面 


20.己 。 C 
インテリシ'' I ント 
ラ仆システム 



インテリジェントライトシステムの設 
定びでさます。 


ランプスイツチを m 
か | auto | の位置にしてし^ 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 

るとさに、エンジンを 
始動すると、へツドラ 
ンプなどび常に点灯し 
ます。 

表示 

設定内容 

オン 

インテリジェントライトシス 
テムび作動します。 

〇設定が常時点灯モードのとさは、 
安全のため走行中に設定を変更する 
ことはでさません。 

オフ 

インテリジェントライトシス 
テムは作動しません。 

このとさは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"テイシチュウノミカノウ！" 

詳しくは瓜103ページ）をご覧くだ 
さい。 


と表示されます。 


B を習恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 







ンディスプレイ 


□ケイターライティング設定画面 


車外ランプ消'灯遅延機能設定画面 


w sj^ P^ 


周囲び暗いとさにリモコン操作で解錠周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
すると車がランプび点灯する機能の設と車外ランプが点なする機能の設定び 
定びでさます。 でさます。 


m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

表示 

オン 

周囲び暗いとさに、リモコ 
ン操作で解錠すると、車幅 
な、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンス 
ランプび点なします。 

オン 

オフ 

□ケイターライティングは 
作動しません。 



オフ 



詳しくは（杉66ページ）をご覧くだ 
さし、 


m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


周囲び暗いとさにエンジン 
を停止すると、車幅な、フ 
□ントフォグランプ、テー 
ルランプ、ライセンスラン 
プび点灯し、ドアやトラン 
クを開いて閉じた後、約15 
秒後に消なします。 

車がランプ消な遅延機能は 
作動しません。 


詳しくは瓜100ページ）をご覧くだ 
さし、 


I ielw 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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ルームランプ消'灯遅延機能設定画面 




ルームランプが自動点灯モードで周囲 
び暗いとさにエンジンスイッチから 
キーを抜くと、ルームランプび点なす 
る機能の設定ができます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 

表示設定内容 

オン ルームランプび自動点な 
モードで周囲び暗いとさに 
エンジンスイッチからキー 
を抜くと、ルームランプび 
約10秒間点なします。 

オフ ルームランプ消な遅延機能 

は作動しません。 

詳しくは瓜105ページ）をご覧くだ 
さし、。 


シャリョウ 

r シャリョウ」では、(下の画面での 
設定を行なラことができます。 

• ウィンタータイヤスピード U ミツ 
ター設定画面 

• 車速感応ドア□ツク設定画面 
• 室内センサー設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(>143 ぺージ)。 

► ^を押して、設定グループ選択 
画面を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"シャ 
リョウ"を選択します。 

► ^を押します。 

シャリョウの最初の設定項目画面が 
表示されます。 


B 暴 C 9 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 







ンディスプレイ 


ウインタータイヤスピードリ S ッター 
設定画面 



跋 

© 最高速度の制限のない国などで、ウィ 
g ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
胃 高速度に応じた最高速度を設定するた 
めの機能です。 


〇 ウィンタータイヤスピード U ミッ 
ターを設定しているとさは、可変ス 
ピードリミッター （>170 ぺージ） 
で設定でさる制限速度は、ウィン 
タータイヤスピード U ミッターの設 
定速度び上限となります。 

車速感応ドア□ック設定画面 




走行速度び約1 5 km/h (上になった 
ときに、ドアとトランクを自動的に施 
錠する機能の設定びできます。 


► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび作動 


します。 

オフ 

車速感応ドア□ックは作動 


しません。 


詳しくは（杉73ページ）をご覧くだ 
さい。 


曰本仕様でち設定はでさますび、法定 
速度を守つて走行してください。 

► m またはを押して、設定内 
容を選択します。 


表示 

設定内容 

オフ 

ウィンタータイヤス 


ピードリミッターは 


作動しません。 


240km/h 
230km/h 
220km/h 
210km/h 
200km/h 
190km/h 
180km/h 
170km/h 
160km/h 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 


最高速度がそれぞ 
れの速度に設定さ 
れます。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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室巧センヴー設定画面 




バ U オルーフを開いた状態で車を施錠 
したとさの室内センサーの設定がでさ 
ます。 

バ U オルーフを開いた状態でわ室内セ 
ンヴーを待機状態することができます 
が、車内に落ち葉や虫などび入ること 
により、システムび誤作動することび 
あります。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 

表示設定内容 

オン ノ （ U オルーフを開いた状態で 

車を施錠してち、室内セン 
ヴーび待機状態になります。 

オフ バ U オルーフを開いた状態 

で車を施錠したとさは、室 
内センサーは待機状態にな 
りません。 

詳しくは （杉 60ページ）をご覧くだ 
さし、。 


-] ノノオート 

「コンフォート」では、じ(下の画面で 
の設定を行なラことびでさます。 

• イージーエント U —設定画面 
• 施錠時のドア S ラー格納設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(>143 ぺージ)。 

► ^を押して、設定グループ選択 
画面を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"コン 
フォート"を選択します。 

► ^を押します。 

コンフォートの最初の設定項目画面 
び表示されます。 


B 暴 C 9 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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イージーエントリー設定画面 


施錠時のドアミラー格納設定画面 




運転席への柔り降りを容易にするイー 
ジーエント U —の設定びでさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


車の施錠時にドアミラーを格納する機 
能の設定びでさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

表示 

設定内容 

オン 

ステア U ングび上ちに移動 

オン 

施錠時にドアミラーび格納 


します。 


されます。 

オフ 

イージーエント U —は作動 

オフ 

施錠時にドアミラーは格納 


しません。 


されません。 


詳しくは （^87 ページ）をご覧くだ 
さし、。 

A けがのおそれびありまず 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。誤ってエンジンスイツ 
チからキーを抜いたり、運転席ド 
アを開<とイージーエント U —び 
作動し、けびをずるおそれびあり 
ます。 

• イージーエント U —の作動中に身 
体や物び挟まれないよラにを意し 
て < ださい。 


詳しくは （^90 ページ）をご覧くだ 
さし、 


I ielw 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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トリッソ h - ューッー 

「トリップコンピューター」にはじ(下 
の画面びあります。 

• エンジン始動時からの情報表示画面 
• U セット時からの情報表示画面 
• 走行可能距離画面 

エンジン始動時からの情報表示画面 


「 ◎ 

ず^^;: 

①エンジン始動時からの走行距離 ( km ) 

③ エンジン始動時からの平均速度 （ km / h ) 
⑤エンジン始動時からの経過時間 （ h ) 

④ エンジン始動時からの平均燃費 （ km / I ) 

エンジンを始動したとさを起点とした 
情報を表示します。 

〇イ グニッシヨン位置を 0 にしてか 
ら、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてから約4時間経過す 
ると、自動的に U セットされます。 

約4時間じ(内にイグニッシヨン位 
置を1か2にしたとさは、前回の 
情報び継続して表示されます。この 
ときは、999時間経過後、または 
9,999 km 走行後に自動的にリセッ 
卜されます。 


エンジン始動時からの情報表示画面を 
表示させる 

► またはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報表示画面を表示 
させます。 

エンジン始動時からの情報表示画面は 
手動でリセットすることもでさます。 

エンジン始動時からの情報表示画面を 
手動でリセットずる 

► エンジン始動時からの情報表示画 
面び表示されているときに、リセッ 
トボタン（1>130ぺージ）を押し続 
けて、表示をリセットします。 

リセット時からの情報表示画面 


「 ◎ 

① U セット時からの走行距離 （ km ) 

② U セット時からの平均速度 ( km / h ) 

⑤ U セット時からの経過時間 （ h ) 

④ U セット時からの平均燃費 ( km / I ) 

リセットしたときを起点とした情報 
を表 TJX します。 

リセット時からの情報表示画面を表示 
させる 

► ffi ] またはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報表示画面を表示 
させます。 

► を押して、リセット時からの 
情報表示画面を表示させます。 


B 養 C9 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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IJ セットずる 

► U セット時からの情報表示画面び 
表示されているときに、リセットボ 
タン （>130 ぺージ）を押し続けて、 
表示をリセットします。 

©リセ ット後は、9,999時間経過後、 
または99,999 km 走行後に自動的 
に U セツトされます。 

走行可能距離画面 


燃料残量び少ないとさは、(下のマー 
クが表示されます。 




最寄りのガソリンスタンドですみやか 
に給油してください。 




現在の燃料残量で走行可能なおよそ 

の距離を計算し、予測値として表示し 

ます。 

走行可能距離画面を表示させる 

イグニッシヨン位置が2のときに表示 

することがでさます。 

► ffi ] または [ ffl を押して、エンジ 
ン始動時からの情報表示画面を表示 
させます （>153 ぺージ）。 

► ^を押して、走行可能距離画面 
を表示させます。 

B 走行可能距離は、現在までの平均 
燃費と残り燃料から計算した予測値 
です。今後の走行状況に応じて大さ 
く変動することがありますので、燃 
料計を確認して、早めに給油してく 
ださい。 


電話 


携帯電話を COMAND システムに接続 
することにより、八ンズフリー通話が 
でさます。 

〇 COMAND システムには Bluetooth ® 
により携帯電話を接続でさます。詳 
しくは、別冊 「 C 0 MAND システム 
取扱説明書」をお読み<ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

安全のため、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けてください。 

走行中は電話をかけないでください。 

また、走行中に電話びかかってさた 
とさは、あわてずに安全な場所に停 
車してから受けてください。 

どラしてち電話を受けなければなら 
ないとさは、八ンズフ U —機能で「か 
け直ず」ことを伝え、安全な場所に 
停車してからかけ直してください。 

〇 走行中は一部の機能が使用できな 
くなります。 


I ielw 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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電話画面を表示させる 


► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続します。 

► ffi ] またはを押して、電話画 
面を表示させます。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"デンワマチウケ"と表示さ 
れます。 


着信した電話を受ける 



発信元び電話帳データに登録されている場合 

電話び着信すると上記のよラな画面び 
表示されます。 

► 着信呼び出し中に^を押します。 

通話を終える（電話を切る） 

► \M\ を押します。 

通話を保留ずる 

► 着信呼び出し中にを押します。 

〇 上記の操作は電話画面を表示し 
ていないとさわ行なラことがでさ 
ます。 


電話帳から電話を発信ずる 


COMAND システムに登録されている 
電話帳から電話を発信でさます。 

OCOMAND システムの電話帳には、 
COMAND システムから直接電話 
帳データを入力したり、携帯電話 
や PC カー ドからデータをダウン 
□ー ドでさます。詳しくは、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をお読みください。 

► またはを押して、電話画 
面を表示させます。 

► ^または^を押して、電話帳 
を呼び出します。 

► ^または^を押して、発信先 
を選択します。 

電話帳のリストびスク□ールします。 

〇 回または回を押し続けると、 
はじめの7件目までは1件づつ表 
示されます。 

の または^をさらに押し続け 
ると、8件目からは五十音順または 
アルファべット順の先頭のデータ 
が表示されます。 


B 暴 C9 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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走行装備 


► を押します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、"八ッシン..."のメッセージと 
発信した電話番号び表示されます。 
電話帳に名前が登録されているとさ 
は、名前わ表示されます。また、発 
信した番号が履歴に登録されます。 

〇 電話帳データに複数の電話番号 
び登録されているとさは、さらに 
の または^を押して電話番号 
を選択してから、を押すと発 
信されます。 

〇 ステア U ングの^スイッチを 
押し、電話を発信しないで電話帳を 
閉じたとさは、待ち受け画面に戻り 
ます。 

発信履歴か S 電話を発信ずる 

► またはを押して、電話画 
面を表示させます。 

► COMAND ディスプレイに"デンワ 
マチ ウケ II と表示されているとさ 
に、 IS を押します。 

発信履歴び表示されます。 

► ^または^を押して、発信先 
を選択します。 

► ^を押します。 


走行装備 


走行装備には(下のものびあります。 

• クルーズコント□ール 

設定速度を自動的に維持して走行で 
さます。 

• ディスト□ニック* 

設定した先行車との車間距離を維持 
しなびら、速度を調整して走行でさ 
ます。 

• 可変スピードリミッター 

設定速度を超えないよラに走行で 
さます。 

• SBC ホールド 

車の停車状態を保ち、坂道での発信 
を容易にします。 

• レーススタート* 

停車状態から最大限の加速力で発進 
でさます。 

• ABC (アクティブ-ボディ-コント 
□—ル）* 

走行状況に合わせて、車高やヴスぺ 
ンシヨン特性を自動的に制御した 
り、手動で調整でさます。 

• パークト□ニック 

車庫入れや狭い場所での運転時に、 
障害物とのおよその距離を知らせ 
ます。 

ABS 、 BAS 、 アダプティブブレーキラ 
ンプ、 ESP ®、 SBC については、走行 
安全装備 （^46 ページ〜）をご覧< 
ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■ぉ跋昼冊 
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クルース」ソトロール _ 

クルーズコント□ールは、アクセルぺ 
ダルを踏まなくても、設定した速度を 
自動的に維持して走行でさます。 

設定でさる速度は 30 km/h (上です。 

A 事故のおそれがありまず 

• 車の走行速度や先行車との車間距 
離の確保など、クルーズコント 
□ール使用時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任びあ 
0ます。 

• のよラな場合はクルーズコン 
卜□ールを使用しないでください。 
車のコント□ールを失い、事故を 
起こずおそれびありまず。 

◊急な下り坂、急カーブ、巧びり 
<ねった道路 

0加減速を繰り返ずような交通状 
況や交通量の多い道路 

◊雨で濡れた路面や積雪路、凍結 
路などの滑りやずい路面 

◊降雨時や降雪時、濃霧時など視 
界び確保でさない場合 

P クルーズコント□ールは、主に高 
速道路や自動車専用道路で使用する 
ことを想定したちのです。市街地で 
は使用しないでください。 

〇指定のサイズで4輪とわ同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動するおそれび 
あります。 


B マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにクルーズコント□ールに関する 
故障/警告メッセージび表示され 
たときは瓜274ページ）をご覧く 
ださい。 

H 急な上り坂では、クルーズコント 
□ - J レび速度を維持するためにシフ 
トダウンしますが、設定した速度を 
維持でさないことがあります。この 
よラなときはアクセルペダルを踏ん 
で加速してください。 

n 急な下り坂などで惰性がついたと 
さは、速度を維持するために自動的 
にブレーキを効かせることびありま 
すが、設定速度を維持でさないこと 
があります。 

このよラなとさは、ブレーキペグ 
ルを踏むか、テイップシフトで低 
いギアレンジを選択し、エンジン 
ブレーキの効さを強くして減速し 
てください。 

A 事故のおそれびありまず 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。ス U ップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こずおそれびあ 
りまず。 


B 義昼冊 
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走行装備 


クルーズコント□ールを設定ずる 



①現在の走行速度に設定する/設定速 


度を上げる 
③表示灯 

③ 記憶されている前回の設定速度に設定 
ずる/現在の走行速度に設定する 

④ 現在の走行速度に設定ずる/設定速度 
を下げる 

⑥クルーズコント□—ルと巧変 スピー ド 
U ミッターを切り替える 
⑧クルーズコント□ールを解除ずる 

可変スピードリミッター (1>170ぺ一 
ジ）と同じレバーを使用します。 

レノく一の表示な③が消灯していると 
さに、クルーズコント□ールを操作で 
さます。 

レノ（一の表示な③び点灯していると 
さは、可変スピードリミッターを操作 
でさる状態です。レバーを⑤のち向 
に押すと表示な③が消灯し、クルー 
ズコント□ールを操作でさる状態に切 
り替わります。 


► レバーの表示な③び消なしている 
ことを確認します。 

点なしているときは、レバーを© 
の方向に押して、表示灯を消なさせ 
ます。 

►希望の速度まで加速、または減速し 
ます。 

►希望の速度に達したとさ、レバーを 
①または④の方向に操作します。 

そのとさの速度に設定されます。 
または 

► レバーを⑤のち向に引きます。 

• 速度び記憶されているとさは、 
記憶されている速度に設定され 
ます。 


• 速度び記憶されていないとさは、 
そのとさの速度に設定されます。 



@クルーズコント□—ルインジケーター 
® 設定速度 


► アクセルペダルから足を放します。 

設定した速度を維持するよラに走 
行します。 

左側のマルチファンクシヨンディスプ 
レイに設定速度び、ち側のマルチファ 
ンクシヨンディスプレイに"クル-ス ''] ント 
□-ル"と数秒間表示されます。 


B を跋 e 恒冊 
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また、数秒後に左側のマルチファンク 

シヨンディスプレイに、クルーズコン 

卜□ールインジケーター®と設定速 

度®び表示されます。 

A 事故のおそれがありまず 

記憶されている速度に再度設定する 
とさは、周囲び安全な状況であるこ 
とを確認してください。走行中の速 
度と設定速度に大さな差びあると、 

急加速や急減速して事故を起こずお 
それびあ0ます。 

n 速度び記憶されていないとさに 
レバーを操作したとさは、走行状 
況により、高めの速度に設定され 
ることびあります。必要に応じて、 
設定速度を変更してください。 

クルーズコント □ ールの設定速度 
の表示と、スピードメーターおよび 
マルチファンクシヨンディスプレイ 
の速度表示には、若干の誤差が生じ 
ることびあります。 

〇 約 30 km/h (下の速度で走行して 
いるときや ESP ⑩の機能を解除し 
ているとさ、 スポーツ 八ンドリング 
モード*を設定しているときは、ク 
ルーズコント〇—ルを設定すること 
はでさません。このとさは、設定速 
度⑥に"-- - km / h " び数秒間表示さ 
れます。 

〇 クルーズコント□ールの設定速度 
は記憶されます。ただし、イグニッ 
シヨン位置を0か1にすると、記 
憶された速度は消去されます。 

〇 上り坂では設定速度を維持でさな 
いことがありますび、平坦な路面 
になると設定速度に戻ります。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


設定速度を変更ずる 

設定速度を上ばる 

► レバーをのの方向に上げて保持す 
ると加速します。 

► 希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

設定速度を下げる 

► レバーを®のち向に下げて保持す 
ると減速します。 

► 希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 レバーをのか®のち向にごく短 
時間操作すると、1 km / h 単位で速 
度の設定びでさます。 

〇 レバーを®のち向に下げて減速 
しているとさには、自動的にブレー 
キを効かせたり、シフトダウンする 
ことびあります。 

一時的に速度を上ばる 

追い越しなどで一時的に速度を上げ 
るとさは、アクセルペダルを踏んで 
速度を上げてください。アクセルぺ 
ダルから足を放すと、元の設定速度 
に戻ります。 


B 義昼冊 
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走行装備 


クルーズコント〇—ルを解除ずる 

► レバーを®の方向に押します。 
または 

► ブレーキ ペダルを踏みます。 

または 

► レバーを®のち向に押します。 

レバーの表示な③び点なし、可変 
スピードリミッターを操作できる状 
態に切り替わります。 

〇 クルーズコント□ールはじ(下のと 
さ自動的に解除されます。 

• 走行速度び約 30 km/hii (下に 
なつたとさ 

• ESP ⑩び作動したとさ 

• ESP ⑩の機能を解除したとき 

• セレクターレバーを FNl に入れ 
たとさ 

このとさは確認音が鳴り、マルチ 
フアンクションディスプレイに"クル- 
ス'' ] ン阳-ルオフ"と数秒間表示されます。 

また、パーキングブレーキを効かせ 
たとさもクルーズコント□ールは解 
除されます。 

A 事故のおそれがありまず 

クルーズ コント□ールはセレクター 
レバーを EE に入れても解除されま 
すび、走行中はセレクターレバーを 
ESD に入れないでください。エンジ 
ンブレーキび効かないため、事故を 
起こしたり、トランスミッションを 
損傷ずるおそれびありまず。 


デイスト□ニック * _ 

デイスト□ニックは、設定した速度を 
自動的に維持して走行するクルーズコ 
ント□ール機能に、センサーによる車 
間距離感知機能と車間距離警報、自動 
ブレーキ機能を組み合わせたシステム 
です。 

先行車を感知すると、設定した車間距 
離を維持するよラに、速度を調整しな 
びら走行します。 

設定できる速度は 30 km / h から 
180 km / h の間です。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

〇 前ちに車両がいないとさは、デイ 
スト□ニックはクルーズコント□一 
ル （>157 ページ）と同じ働きをし 
ます。 

〇 デイスト□ニックび自動的にブ 
レーキを 効かせたとさは、 ブレーキ 
ランプも点なします。 

A 事故のおそれびありまず 

• デイスト□ニックは先行車への追 
突を回避するよラな自動操縦シス 
テムではあ0ません。 

• 車の走行速度や先行車との車間距 
離の確保、適切なブレーキ操作な 
ど、デイスト□ニック使用時の安 
全確保や危険回避については運転 
者に全責任びありまず。 


I ielw 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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• デイスト□ニックによるブレーキ 
は最大制動力の約20%程度のた 
め、運転者はこのシステムだけに 
頼らず、常に先行車との車間距離 
や周囲の状況を確認し、必要に応 
じてブレーキを操作してください。 

• 積雪路や凍結路など滑りやすい路 
面では、デイスト□ニックを使用 
しないでください。車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそ 
れびありまず。 

• デイスト□ニックは、じ(下のよラ 
なちのには反応しません。 

デイスト□ニックを使用している 
とさち、常に周囲の状況にを意を 
仏ってください。 

◊歩行者 
◊停車中の車両 
◊対向車 

◊道路を横切る車両 
◊オートバイなど横幅の狭い車両 
◊異なる車線を走行している車両 
• 下のよラな場合はデイストロ 
ニックを使用しないでください。 
急加速して先行車との車間距離を 
維持でさず、事故を起こすおそれ 
びありまず。 

◊急な下り坂や急カーブ、巧びり 
くねった道路を走行するとさ 
0 ETC ゲートを通過ずるとき 

◊走行速度の速い車線に車線変更 
するとさ 

◊交通量の多い道路や、工事中区 
間など頻繁に車線変更を行なラ 
区間を走行ずるとさ 


• みぞれやひょラ、霧や豪雨、吹雪 
などの悪天候のとさや視界び悪い 
とさ、デイスト□ニックセンサー 
び巧れているとさは、デイスト □ 
ニックを使用しないでください。 
先行車との車間距離を正確に計測 
でさず、事故を起こすおそれびあ 
0ます。 

n マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにデイスト□ニックに関する故 
障/警告メッセージび表示された 
ときは（1>271、272、274ページ） 
をご覧ください。 

〇デイスト□ニックは、主に高速道 
路や自動車専用道路で使用すること 
を想定したわのです。市街地では使 
用しないで < ださい。 

Q 急な下り坂などで惰性がついたと 
さは、速度を維持するために自動的 
にブレーキを効かせることびありま 
すび、設定速度を維持でさないこと 
びあります。 

このよラなとさは、ブレーキぺ夕 J レ 
を踏むか、テイップシフトで低いギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強くして、減速してくだ 
さし、。 

A 事故のおそれびありまず 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジン ブレーキを 効かせないで<だ 
さい。ス U ップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こずおそれびあ 
0まず。 


B を習恒冊 
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車間距離表示画面 



① 先行車（先行車を感知した場合） 

② 先行車と自車とのおよその車間距離 

③ 先行車と自車との設定した車間距離 
® 自車 

⑤車間距離警告音マーク 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に車間距離表示画面を表示させると 
(杉142ページ）、先行車との距離など 
を表示することがでさます。 

〇 車間距離表示画面は、ディスト □ 
ニックを解除しているときわ表示さ 
せることびでさます。 

〇 道路や交通の状況により、先行車 
との距離を正確に表示でさないこと 
びあります。 


デイスト□ニックを設定ずる 



①現在の走行速度に設定する/設定速 


度を上げる 
③表示灯 

③ 記憶されている前回の設定速度に設定 
ずる/現在の走行速度に設定ずる 

④ 現在の走行速度に設定ずる/設定速度 
を下げる 

⑥デイスト□ニックと可変スピード U 
ミッターを切り替える 
⑧デイスト□ニックを解除ずる 


可変スピードリミッター (>170 ぺ一 
ジ）と同じレバーを使用します。 

レノ（一の表示灯③び消灯していると 
きに、ディスト□ニックを操作でき 
ます。 

レノく一の表示な③び点灯していると 
さは、可変スピード U ミッターを操作 
でさる状態です。レバーを®の方向 
に押すと表示な③が消好し、ディス 
卜□ニックを操作でさる状態に切り替 
わります。 


B を践 e 恒冊 
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ディスト□ニックはじ(下のときに設定 
でさます。 

• エンジンを始動してから約2分間 
経過したとさ 

• 走行速度び約 30 km/h 上、約 
180 km / hii (下のとき 

《•上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

• ブレーキペダルを踏んでいないとさ 

• パーキングブレーキを効かせていな 
し^とさ 

• ESP ⑩び待機状態のとき 

• セレクターレバーが EE に入って 
し"!るとさ 

► レバーの表示な③び消なしている 
ことを確認します。 

点なしているとさは、レバーを⑤ 
のち向に押して、表示灯を消なさせ 
ます。 

►希望の速度まで加速、または減速し 
ます。 

►希望の速度に達したとさ、レバーを 
①または®のち向に操作します。 

そのとさの速度に設定されます。 
または 

► レバーを④の方向に引きます。 

• 速度び記憶されているとさは、 
記憶されている速度に設定され 
ます。 

• 速度び記憶されていないとさは、 
そのとさの速度に設定されます。 

► アクセルペダルから足を放します。 


先行車がいるとさは、設定した車間距 
離（>166ページ）を維持するように、 
速度を調整しなびら走行します。 



@ディスト□ニックインジケーター 
® 設定速度 

左側のマルチフアンクシヨンディスプ 
レイに、ディスト□ニックインジケー 
ター®と設定速度®が表示されます。 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
車間距離表示画面を表示していないと 
さは、ち側のマルチフアンクシヨン 
ディスプレイに車間距離表示画面び数 
秒間表示されます。 

車間距離表示画面を表示させるには 
(>142ページ）をご覧ください。 


B を習恒冊 


設定した速度を維持するよラに走 
行します。 
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〇 ディスト□ニックの設定速度の表 
TJX と、スピードメーターおよびマル 
チフアンクシヨンディスプレイの速 
度表示には、若干の誤差び生じるこ 
とびあります。 

〇 ディスト□ニックの設定速度は記 
憶されます。ただし、イグニッシヨ 
ン位置を0か1にすると、記憶さ 
れた速度は消去されます。 

A 事故のおそれびありまず 

記憶されている速度に設定ずるとさ 
は、周囲び安全な状況であることを 
確認してください。走行中の速度と 
設定速度に大さな差びあると、急加 
速や急減速して事故を起こすおそれ 
びありまず。 

設定速度を変更ずる 

► レバーをのの方向に操作します。 

設定速度び1 Okm / h 単位で上びり 
ます。 

または 

► レバーを③のち向に引きます。 

設定速度び1 km / h 単位で上びり 
ます。 

または 

► レバーを④のち向に操作します。 

設定速度び1 Okm / h 単位で下びり 
ます。 


〇設定速度を上げるとさは、周囲の 
状況にま意してください。レバーか 
ら手を放した後ち、設定した速度と 
車間距離に到達するために車が加速 
します。 

〇 設定速度を下げているとさに、自 
動的にブレーキを効かせたり、シフ 
トダウンすることがあります。 

一時のに速度を上ばる 

追い越しなどで一時的に速度を上げる 

とさは、アクセルペダルを踏んで速度 

を上げてください。 

アクセルペダルから足を放すと、元の 

設定速度に戻ります。 

〇 ディスト□ニック作動中にアクセ 
ルペダルを踏んで速度を上げると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "DTR A ° ッシフ'' IIと表示され、ディ 
スト□ニックによる速度調整び一時 
的に解除されます。 

デイスト□ニックを解除ずる 


► レバーを®の方向に押します （>162 
ぺージ)。 

または 

► ブレーキ ペダルを踏みます。 

または 

► レバーを⑤の方向に押します （>162 
ぺージ)。 

レバーの表示灯③び点灯し、巧変 
スピードリミッターの操作がでさる 
状態に切り替わります。 


B を践 e 恒冊 


ディスト□ニックび解除されると、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
" DTR オフ"と数秒間表示されます。 
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〇 ディスト□ニックはじ(下のとき自 
動的に解除されます。 

• 走行速度び約 30 km/hii (下に 
なったとさ 

• ESP ⑩が作動したとさ 

• ESP ⑩の機能を解除したとき 

• セレクターレバーを nsn に入れ 
たとさ 

• パーキングブレーキを効かせた 
とさ 

このとさは確認音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに 
"DTR オフ"と数秒間表示されます。 

A 事故のおそれびありまず 

• 下のようなときはディストロ 
ニックを解除してください。 

◊急な下り坂や急カーブ、巧び 
りくねった道路にさしかかっ 
たとさ 

0設定速度よりち低い速度で走行 
している先行車への追従走行か 
ら、車線を変更するとさ 

◊合流車線や分岐車線を走行する 
とさ 

これらの場合にディスト□ニック 
を作動させていると、設定した速 
度までシステムび自動的に加速- 
減速を行ない、事故を起こずおそ 
れびあ0ます。 

• 走行中はセレクタ~レバ~を nsn 
に入れてディスト□ニックを解除 
しないで < ださい。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こし 
たり、トランスミッションを損傷 
するおそれびあ0ます。 


先行車を感知したとき 




① 先行車（先行車を感知した場合） 

② 先行車と自車とのおよその車間距離 
⑤先行車と自車との設定した車間距離 
® 自車 

前方に走行している車を感知すると、 
車間距離表示画面に先行車のび表示 
されます。 

自車の走行速度より遅い速度で走行し 
ているとさは、車間距離が詰まるにつ 
れ、先行車の表示び左からちへ移動し 
ます。 



速度に応じた設定車間距離に達する 
と、先行車への追従走行を開始します。 


B を習置 
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車間距離の設定 


走行速度と車間距離の関係 


先行車との車間距離を1秒から2秒 
の範囲で設定することびでさます。 

車間距離の1秒間とは、ある速度のと 
さ1秒間で走行する距離のことで、約 
100 km / h で走行しているときの1秒 
の車間距離は約 28 m になります。 

設定した車間距離は車間距離表示画面 
に表示されます。 



走行速度 
(km/h) 

設定できる車間距離 (m) 

40 

11—22 

60 

17〜33 

80 

22〜44 

100 

28〜56 


SL 63 AMG を除く車種 


※車間距離はおよその距離でず。 

A 事故のおそれびありまず 

車間距離を設定するとさは、先行車 
との安全び確保でさる距離に設定し 
てください。先行車び急ブレーキを 
効かせたとさなどに、事故を起こず 
おそれびあ0まず。 


車間距離を長ぐずる 

► ダイヤルのをの方向にまわ 
します。 

車間距離を短<ずる 

► ダイヤルのを [ S ] のち向にまわ 
します。 

※車種や仕様により、車間距離調整ダイヤ 
ルの位置や形状び異なることびありまず。 


車間距離警告 


約 30 km/h (上の速度で走行してい 
るとさ、先行車を感知するとじ(下のよ 
ラな警告を行ない、運転者にブレーキ 
操作を促します。 

• 先行車との車間距離が短<なる 
と、車間距離警告巧が赤色に点灯 
します。 


I iGlw 
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• 急激に先行車に接近しているとさや 
他車が割り込んでさたとさ、前方に 
静止している障害物びあるとさなど 
は、車間距離警告なび赤色に点なし、 
車間距離警告音び鳴ります。 

このよラなとさは、必ずブレーキ操 
作を行ない、減速するか、回避操作 
を行なってくださし、。 

〇 道路幅の狭い道やカーブなどを走 
行しているとさは、車道脇に設置さ 
れた静止物やガードレー j レのリフレ 
クターなどを感知して、車間距離警 
告び行われることびあります。 

A 事故のおそれがありまず 

• 車間距離警告び行なわれたとさは、 
大幅な減速び必要にな0まず。ブ 
レーキペダルを踏んで減速ずるか、 
回避操作を行なってください。前 
車や前ちの障害物に衝突ずるおそ 
れびあ0ます。 

• 車間距離警告び頻繁に行なわれる 
よラなとさは、デイスト□ニック 
を使用しないでください。 

• 周囲の状況によっては、先行車び 
いてち車間距離警告び行なわれな 
かったり、先行車びいないときに車 
間距離警告び行なわれることびあ 
ります。運転者は車間距離警告だけ 
に頼らず、常に先行車との車間距離 
や周囲の状況を確認し、必要に応じ 
てブレーキを操作してください。 


車間距離警告'灯 



① 車間距離警告な 

② 設定速度 


イグニッシヨン位置を2にするか、 
キーレスゴーでのエンジン始動操作直 
後に車間距離警告な①び点灯し（点 
なしないとさは警告灯び故障していま 
す）、エンジン始動後に消灯します。 

走行中は、先行車を感知すると、車間 
距離警告灯のび白色に点なします。 


B 義 C 9 恒冊 





168 


走行装備 


車間距離警告音の設定 



SL 63 AMG を除く車種 
①車間距離警告音スイッチ 
③表示灯 


《車種や仕様により、車間距離警告音スイッ 
チの位置や形状び異なることびありまず。 

車間距離警告音を解除することびでさ 
ます。 

車間距離警告音を解除ずる 

► 車間距離警告音スイッチのを押し 
ます。 

スイッチの表示な③び消なします。 

また、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイの車間距離表示画面から、車 
間距離警告音マーク（杉162ページ） 
び消えます。 

車間距離警告音を待機状態にずる 

►再度、車間距離警告音スイッチの 
を押します。 

スイッチの表示な③び点なします。 

また、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイの車間距離表示画面に、車間 
距離警告音マーク（杉162ページ） 
が表示されます。 


H 車間距離警告音を解除すると、急 
激に先行車に接近しているとさなど 
でち、車間距離警告な （^167 ペー 
ジ）による警告しか行なわれません。 

車間距離警告音を待機状態にして走 
行してください。 

A デイスト□ニックを解除している 
とさでわ、先行車との車間距離は測 
定されています。先行車に近付さす 
ざると、車間距離警告なと車間距離 
警告音による警告を行ないます。 

ただし、車間距離警告音を解除して 
いるとさは、車間距離警告音は鳴り 
ません。 

〇 道路や交通の状況により、デイス 
卜□ニックび先行車との距離を正確 
に認識でさない場合があります。 

デイスト□ニックを使用して走行ずる 
とをの迂后、 

デイスト□ニックを使用するとさに、 
特にま意び必要な道路と交通の状況 
を、じ(下に記載しています。 

このよラな状況下では、必要に応じ 
て ブレーキ ペダルを踏んでください。 
デイスト□ニックび解除されます。 


B を跋 e 恒冊 
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カーブを走行^ずるときやカーブに入る 
とき、力ーブを巧けるとき 



車を感知でさなかったり、感知が早す 
ざることがあります。その結果、車び 
加速したり、ブレーキを効かせること 
びあります。 

異なるライン上を走巧しているとき 



デイスト□ニックは、同一車線でわ異 
なるライン上を走行している先行車を 
感知でさないことがあります。その結 
果、先行車に接近しすざることがあり 
ます。 


先行車との間に割り込みびあつたとき 



前方に割り込んでさた車がディスト □ 
ニックの感知範囲内に入らないことが 
あります。その結果、割り込んでさた 
車に接近しすざることびあります。 


先行車の横幅び狭いとさ 
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ディスト□ニックは、同一車線の端を 
走行している横幅の狭い先行車（オー 
トバイなど）を感知でさないことがあ 
ります。その結果、先行車に接近しす 
ざることびあります。 


B 墨6恒冊 
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可変スピードリミッター _ 

巧変スピードリミッターは、制限速度 
を設定すると、アクセルペダルを踏み 
込んでいてち、設定した速度を超えな 
いよラに走行することがでさます。 

設定できる制限速度は 30 km/h から 
250 km/h までの間です。 

《上記は、車両の機能の説明でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

《設定でさる速度は予告な<変更されるこ 
とびあります。 

A 事故のおそれびありまず 

• 走行時は法定速度を遵守して<だ 
さい。巧変スピード U ミッター使 
用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任びあります。 

• 運転を交代ずるとさは、必ず交代 
する運転者に、可変スピードリミッ 
ターの機能と設定した制限速度を 
伝えてください。 

巧変スピード U ミッターの機能を 
知らずに運転ずると、アクセルぺ 
ダルを踏んでを速度び上びらず、 
事故を起こすおそれびありまず。 

• 可変 スピード U ミッタ ーはブレーキ 
ペダルを踏んでを解除でさません。 

• 巧変スピード U ミッターは設定し 
た制限速度1;^上に加速ずる必要の 
ないとさに使用してください。 


〇可変スピードリミッターの設定速 
度の表示と、スピードメーターおよ 
びマルチフアンクシヨンデイスプレ 
イの速度表示には、若干の誤差が生 
じることびあります。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに可変スピードリミッターに関す 
る故障/警告メッセージび表示さ 
れたときは0274ページ）をご覧 
ください。 

H 急な下り坂などで惰性がついたと 
さは、速度を維持するために自動的 
にブレーキを効かせることがありま 
すび、設定速度を維持でさないこと 
びあります。 

このよラなとさは、ブレーキペダルを 
踏むか、テイップシフトで低いギアレ 
ンジを選択し、エンジンブレーキの効 
さを強くして減速してください。 

A 事故のおそれびありまず 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。ス U ップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こずおそれびあ 
りまず。 


心 事故のおそれがありまず 

走行しているとさは、軽くブレーキ 
を効かせ続けるなど、ブレーキぺダ 
ルを踏み続けないでください。ブレー 
キシステムび過熱して制動距離び長 
<なった0、ブレーキび効かな<な 
るおそれびあ0まず。 


I iGlw 
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〇 ウィンタータイヤ装着時など、夕 
イヤの許容最局速度に応じた最局速 
度を設定できるウィンタータイヤス 
ピード U ミッターび装備されていま 
す。詳しくは （>150 ページ）をご 
覧ください。 

ウィンタータイヤスピードリミッ 
ターを設定しているとさは、可変ス 
ピードリミッターで設定でさる制限 
速度の上限は、ウィンタータイヤス 
ピードリ ミッ ターの設定速度になり 
ます。 

〇 車の最高速度(上に設定してわ、 
最高速度 iiLb の速度で走行すること 
はでさません。 

〇 車種や仕様により、設定でさる速 
度が異なる場合があります。 

〇 設定した速度を維持でさないとさ 
は、警告音び鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"リミット]エ7シ 
夕！"と表示されることがあります。 


可変スピードリミツターを設定ずる 



①現在の走行速度に設定ずる/ 30 km/h 
に設定する/設定速度を上げる 


③表示灯 

③ 記憶されている前回の設定速度に設定 
ずる/現在の走行速度に設定ずる/ 
30 km / h に設定ずる 

④ 現在の走行速度に設定ずる/ 30 km/h 
に設定ずる/設定速度を下げる 

⑥巧変スピード U ミッターとクルーズコ 
ント□ールまたはデイスト□ニック* 
を切り替える 

⑧可変スピード U ミッターを解除ずる 

クルーズコント□—ル （>157 ぺ一 
ジ）、デイスト□ニック* (>160 ぺ一 
ジ）と同じレバーを使用します。 

レノく一の表示な③び点灯していると 
さに、可変スピード U ミッターを操作 
でさます。 

レノ く一の表示な③び消なしていると 
さは、クルーズコント□ール、また 
はデイスト□ニック*の操作がでさ 
る状態です。レバーを®の方向に押 
すと表示な③び点灯し、可変スピー 
ドリミッターを操作でさる状態に切 
り替わります。 


B 義昼冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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► レバーの表示な③が点なしている 

ことを確認してください。 

消なしているとさは、レバーを⑤ 

の方向に操作します。 

► レバーを①か④のち向に操作し 

ます。 

• 走行速度び 30 km / hii (上のとさ 
は、そのとさの速度に設定され 
ます。 

• 走行速度び 30 km / hii (下のとさ 
は、 30 km / h に設定されます。 

または 

► レバーを③の方向に操作します。 

• 速度び記憶されているときは、 
記憶されている速度に設定され 
ます。 

• 速度び記憶されていないとさで、 
走行速度び 30 km/h (上のとさ 
は、そのとさの速度に設定され 
ます。 


• 速度び記憶されていないとさで、 
走行速度び 30 km/h (下のとさ 
は、 30 km / h に設定されます。 



@スピードリミッターインジケーター 
® 設定速度 


巧変スピードリミッターが設定され 
ます。 

左側のマルチファンクシヨンディスプ 
レイには設定速度び、ち側のマルチ 
ファンクシヨンディスプレイには"リミ 
ット"と数秒間表示されます。 

また、数秒後に左側のマルチファンク 
シヨンディスプレイにスピード U ミッ 
ターインジケーター®と設定速度® 
び表示されます。 

A 事故のおそれびありまず 

可変スピード U ミッターを設定ずると 
さは、周囲の安全、特に後方の車など 
にを意しなびら操作してください。 

前回の設定速度び走行速度より低い 
とさは、前回の設定速度に設定ずる 
と、アクセルペダルを踏んでいても 
車は減速しまず。 

〇速度び記憶されていないとさにレ 
バーを操作したとさは、走行状況に 
より、高めの速度に設定されること 
びあります。必要に応じて、設定速 
度を変更してください。 


■ぉ跋昼冊 
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〇 巧変スピードッターの設定速 
度は記憶されます。ただし、イグニッ 
シヨン位置を0か1にすると、記 
憶された速度は消去されます。 

〇 アクセルペダルを踏んでキックダ 
ウンしているとさは、可変スピード 
IJ ミッターを 設定することはできま 
せん。 

設定速度を変更ずる 

► レバーをのの方向に操作します。 

設定速度び1 Okm/h 単位で上びり 
ます。 

または 

► レバーを③のち向に操作します。 

設定速度び1 km/h 単位で上がり 
ます。 

または 

► レバーを④のち向に操作します。 

設定速度が1 Okm/h 単位で下びり 
ます。 

可変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを®のち向に押します。 
または 

► レバーを®の方向に押します。 

レノ（一の表示な③が消灯し、クルー 
ズコント□ールまたはデイストロ 
ニック*の操作びでさる状態に切 
り替わります。 

A 事故のおそれびありまず 

巧変ス ピー ド U ミッタ ーは ブレーキ 
ペダルを踏んでち解除されません。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


〇 次の操作をしたとさは巧変スピー 
ド U ミッターが自動的に解除され 
ます。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ。 

このとさは確認音が鳴ります。 

ただし、設定速度より約 20 km/h 
(上低い速度までは、一時的に 
キックダウンしても可変スピー 
ドリミッターは解除されません。 

• エンジンを停止したとさ。 


SBC ⑥ ホール F 

坂道での発進や信号待ちをしていると 
きなどに、車が前進または後退するこ 
とを防ぐ機能です。 

ブレーキ ペダルを踏み続けたり、 パー 
キング ブレーキを 効かせな<てち、通 
常の路面において、停車した状態を維 
持でさます。 

A 事故のおそれがありまず 

• 積雪路面や凍結路面、極端な急勾 
配の道路などタイヤび路面をグ 
U ップしない状況では、車び停止 
した状態を維持でさません 。 SBC 
ホールドを使用しないでください。 

• SBC ホールド使用時の安全確保や 
危険回避については運転者に全責 
任びありまず。 


B を習恒冊 
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• エンジンを停止するとさや駐車す 
るとさ、車から離れるとさは、必 
ず SBC ホールドを解除してパーキ 
ングブレーキを確実に効かせ、セ 
レクターレバーを亡巴に入れてく 
ださい。 

• SBC ホールドはパーキングブレー 
キに代わるをのではありません。 
絶対にパーキングブレーキとして 
使用しないでください。 

• SBC ホールドび作動している状態 
で車から降りないでください。他 
の乗員びぺダルなどに触れること 
により車び動さ出ずおそれびあり 
よ y 〇 

• SBC ホールドは、車外から、また 
は運転者!;^外の同乗者び操作した 
り解除しないでください。 

SBC ホールドの作動条件 

SBC ホールドは、じ(下のとさに作動 

させることびでさます。 

• 停車しているとさ 

• エンジンがかかっているとさ 

• 運転席ドアび閉じているとさ 

• パーキングブレーキび解除されてい 
るとさ 

• ボンネットの□ックび解除されてい 
ないとさ 

• セレクターレバーが EE 、 m 、 
FRl のいずれかに入っているとさ 


SBC ホールドを作動させる 

► SBC ホールドの作動の条件を確認 
します。 


► ブレーキペダルを意識的に素早<深 
く踏み込みます。 



① SBC ホールドインジケーター 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
SBC ホールドインジケーターのび表 
示されます。 

表示されないとさは、ブレーキペダル 
を少し戻して、再度意識的に素早く深 
く踏み込みます。 

SBC ホールドび作動し、ブレーキぺ 
ダルから足を放してち停車したままに 
なります。 


B を践 e 恒冊 
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心 事故のおそれびありまず 

SBC ホールドび作動しているときは、 
車にブレーキびかけられていまず。け 
ん引などで車を動かずとさは 、 SBC 
ホールドを解除してください。 


A 事故のおそれがありまず 

下のとさは、 SBC ホールドび解除 
され、車び動さ出すおそれびあります。 
• アクセルペダルを踏んだとさや、 
ブレーキペダルを再度踏んだとさ 
• システムまたは電力供給に異常 
(バッテリーあびりなど）びある 
とさ 

• エンジンルームの電気系システム 
やヒューズなどび変更されたとさ 
• バッテ U —の接続び断たれたとさ 

SBC ホールドを解除ずる 


次のいずれかの操作をすると 、 SBC 
ホールドは解除され、マルチフアン 
クシヨンディスプレイの SBC ホール 
ドインジケーターのび消なします。 

• セレクターレバーが EE 、[ E に 
入っているとさに、アクセルペダル 
を踏んだとさ 

• セレクターレバーを m に入れた 
とさ 

• ブレーキペダルを再度踏んだとさ 

gSBC ホールドを解除したときは、 
車の動さに十分ま意してください。 


P セレクターレバーを [ B に入れ 
て SBC ホールドを解除した場合は、 
パーキングブレーキを効かせるかブ 
レーキペダルを踏んで、確実に停車 
してください。 

〇 セレクターレバーび EE に入つ 
ているとさにアクセルペダルを踏 
んでも、 SBC ホールドは解除され 
ません。 

OSBC ホールドび作動して停車して 
いるときにノーキングブレーキを効 
かせても、 SBC ホールドは解除さ 
れません。 

〇 イグニッシヨン位置を0か1にし 
たときは、 SBC ホールドを解除す 
るまではエンジンを始動することは 
でさません。 

SBC ホールド作動時の警告 


SBC ホールドび作動しているときにブ 
レーキペダルを深く踏み込まずに(下 
の操作をすると、警告び行なわれます。 

•イグニッシヨン位置を0か1にし 
たとさ 

• 運転席の乗員びシートベルトを着用 
していないとさに運転席ドアを開く 
か、運転席ドアを開いて運転席の乗 
員びシートベルトをがしたとさ 

警告音び鳴り、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"セレクタレバー P 
ニシテクダサイ"と警告メッセージが 
表示されます。 


B を習恒冊 
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► セレクターレバーを LPJ に入れて、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
てください。 

SBC ホールドが解除され、警告メッ 
セージち消えます。 

H ブレーキ ペダルを深<踏むことで 
わ、警告メッセージは消えてホーン 
わ鳴り止みますび、セレクターレ 
バーの位置によっては車び動さ出す 
おそれびあります。 

SBC ホールドが作動しているときにじ ( 
下の操作をすると、警告が行なわれて、 
さらにホーンび鳴ります。 

• エンジンを停止して、運転席の乗員 
が運転席ドアを開いたとさ 

• ボンネットの□ックを解除したとき 

ホーンび鳴っているとさでち 、 SBC 
ホールドは作動しています。 

この状態で車を施錠しよラとしたとさ 
は、ホーンの音量び上びります。 

OSBC ホールドび作動しているとき 
にエンジンを停止したとさは 、 SBC 
ホールドを解除するまで、エンジン 
を始動することはできません。 


OSBC ホールドび作動しているとき 
に、システムまたは電力供給に異 
常（バッテリーあびりなど）び発生 
したとさは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"スク''つ''レ-巧フンテ'' 
クタ''サイ！"と警告メッセージが表示さ 
れます。 

このときはブレーキペダルをしっか 
りと踏んで < ださい。さらにセレ 
クターレバーを [ B に入れて SBC 
ホールドを解除し、パーキングブ 
レーキを効かせて確実に停車すると 
ともにメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 


■ぉ跋昼冊 
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レーススタート （ SL 63 AMG ) 

グリップカの高い路面状況において、 
停車状態から最適な加速力で発進でさ 
る機能です。 

A 事故のおそれびありまず 

• レーススタートは、スポーツ八ン 
ド U ングモードのとさにのみ使用 
でさます。ただし、スポーツ八ン 
ド U ングモードのとさは、車び横 
滑りをしたりタイヤび空転した場 
合、限られた程度までしか、車両 
操縦性や走行安定性び確保されま 
せん。 

• レーススタートは、公道!;^外のヴー 
キットなどでのみ使用してくださ 
し、また、常に路面や天候の状態 
に合わせて運転してください。 

• レーススタートを使用ずるとさ 
は、巧変スピード U ミッターを解 
除してください。巧変スピード U 
ミッターの設定速度によっては、 
レーススタートを作動させたとさ 
にエンジンび停止するおそれびあ 
0ます。 


レーススタートの作動条件 


レーススタートは、じ(下の状態のとさ 

に使用でさます。 

• 運転席ドアび閉じている 

• エンジンがかかっていて、油温び約 
80で iiLb になっている（1>135ぺ一 
ジ） 

• パーキングブレーキび解除されて 
いる 

• スポーツ八ンドリングモードを設定 
している053ページ） 

• ステアリングび直進状態になって 
いる 

• ブレーキペダルを確実に踏んだ状 
態で、車び完全に停止している（ブ 
レーキペダルは左足で踏んでくだ 
さい） 

• セレクターレバーび EE に入って 
いる 

レーススタートを使用ずる 


► ブレーキペダルを左足で踏み、その 
まま保持します。 



① 走行モード選択ダイヤル 

② レーススタート表示灯 


B 墨 C9 恒冊 
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AHoANin AjJ-V<ff AHvAhHCB AJ-VS 


► レーススタート表示な②び点なする 
まで、走行モード選択ダイヤル①を 
時計回りにまわします。 

マルチファンクシヨンデイスプレ 
イに上記のメッセージが表示され 
ます。 

〇 左側のパドルを引くと、レースス 
タートは解除されます。 

〇 レーススタートの作動条件（1>177 
ページ）に合わない操作を行なラと、 
レーススタートは解除されます。 




iMa 


AJ-W 


ち側のパドルを引さます。 

マルチファンクシヨンデイスプレ 
イに上記のメッセージび表示され 
ます。 

ち足でアクセルペダルをいっぱいま 
で踏み込みます。 

エンジン回転数び約4,000回転ま 
で上がります。 


A3-VB 

► マルチファンクシヨンディスプレイ 
に上記のメッセージび表示された 
ら、アクセルペダルをいっぱいまで 
踏み込んだまま、左足をブレーキぺ 
ダルから放します。 

最適な加速力で発進します。また、 
左側のマルチファンクシヨンディス 
プレイには "RACE START "、 ち側に 
は II ヴドウ"と表示されます。 

〇 アクセルペダルをいっぱいまで踏 
み込んでから、約5秒間ブレーキ 
ペダルから足を放さなかったとさ 
は、レーススタートは解除されます。 

レーススタートは、走行速度び約 

50 km / h になると自動的に解除され、 

走行モードび S + モードに設定されま 

す。また、スポーツ八ンド U ングモー 

ドは設定されたままになります。 

〇 レーススタートの作動中にアクセ 
ルペダルをゆるめるか、レースス 
タートの作動条件 （>177 ページ) 
に合わなし4栗作を行なラと、レース 
スタートは解除されます。 

〇 短時間のラちにレーススタートを 
繰り返して使用したときは、レー 
ススタートび使用でさなくなるこ 
とびあります。ある程度の距離を 
走行すると、再度使用でさるよラ 
になります。 


I ielw 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告な<変更されることびありまず。 
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ABC (アクティブ.ボディ.コン 
卜□—ル）* 


車高の自動調整 


走行ち定性と燃料消費率を向上させる 
ため、走行速度に応じて車高を自動的 
に調整し、最適なサスペンション制御 
を確保します。 

速度び上びると車高び自動的に低くな 
り、速度が下びると車高は元の高さに 
戻ります。 

SL 63 AMG は、レべ J レ0またはレべ 
ル1のとさにエンジンを停止すると、 
フ□ント部で最大約1 5 mm 、 リア部 
で最大約1 0 mm 車高び低くなります。 

A けがのおそれがありまず 

SL 63 AMG は、整備などでエンジン 
を停止するとさに、ホイール八ウス 
の近くや車の下に人びいたり物びな 
いことを確認してください。身体や 
物び挟まれるおそれびありまず。ま 
た、車体の下方に十分な空間びある 
ことを確認してください。 

IISL 63 AMG は、駐車するときに車 
の下や周りに縁石や突起物などがな 
いことを確認してください。エンジ 
ンを停止して車高が低くなったとさ 
に接触し、車を損傷するおそれびあ 
ります。 

H 必要なとさじ(がは、車高レベルを 
レベル1またはレベル2にしない 
でください。燃料を余計に消費し、 
車両操縦性に影響を与えます。 


H エンジンルーム内の温度び極端に 
上びると、車高び自動的に上下する 
ことがありますび、走行を開始する 
と、車高は正常に戻ります。 

H スノーチェーンを装着して走行す 
るとさは、必ず車高をレベル1に 
設定してください。 

H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ABC に関する警告メッセージ 
び表示されたときは0270.271 
ページ）をご覧ください。 

〇 エンジンを停止しても、選択した 
車高レベルは記憶されます。 

〇 車高の調整量はルさいため、変化 
がわかりに < いことびあります。 

車高の調整 


A けがのおそれがありまず 

車高を調整ずるとさは、ホイール八 
ウスの近くや車の下に人びいないこ 
とを確認してください。身体び挟ま 
れるおそれびあ0まず。 

スノーチェーンを装着して走行すると 
さや悪路を走行するとさなどは、車高 
を上げることがでさます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 暴 C 9 恒冊 
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車高レベルを選択ずる 

► エンジンびかかっていることを確認 
します。 

► 車高レベル選択スイツチ⑤を押し 
ます。 

スイツチを押すごとに表示なのま 
たは③が点灯し、車高レベルびじ ( 
下のよラに設定されます。 

①表示灯（レベル 1) 

③表示灯（レベル 2) 

⑤車高レべ J レ選択スイッチ 


車高 
レベル 

路面状況 

車高上昇量 

作動内容 

表示'灯の 
点灯数 

レベル0 

通常走行時 

なし 

速度び上びると車高び 
最大で約1 5 mm 低く 
なり、速度び下びると 
車高び元に戻ります。 

なし 

レベル1 

スノー チェ ー 
ンを装 Trf して 
走行するとさ 
など 

約 25 mm 

速度び上びると車高び 
最大で約 25 mm 低く 
なり、速度び下びると 
車高び元に戻ります。 

1個 

レベル2 

非常に凹凸 
のある悪路 
を走行する 
とさなど 

約 50 mm 

速度び上びると車高び 
最大で約 50 mm 低く 
なり、速度び下びると 
車高び元に戻ります。 

2個 


《上記の数値は本国仕様のちのであり、曰本仕様とは異なる場合びありまず。 
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ヴスペンシヨンモードの選択 

( SL 63 AMG ) 



► サスペンションモード選択スイッチ 
® を押します。 


スイッチを押すごとにスイッチの照 
明び点好/消なして、ヴスペンシヨ 
ンモードび変更されます。 


スイッチ 
の照明 

作動内容 

消'灯 

通常走行用のコンフオー 
トモードです。 

赤く点口 

スポーテイな走行用のス 
ポーツモードです。 


〇 エンジンを停止しても、選択した 
モードは記憶されます。 


AMG セッティングスイッチ 
( SL 63 AMG ) 

AMG セッティングスイッチを押すこ 
とで、あらかじめ記憶させたオートマ 
チックトランスミッションの走行モー 
ド0121ページ）とサスペンション 
モードを呼び出すことびでさます。 


サスペンション制御 


運転スタイルや路面状況、荷物の積載 
状況によってヴスペンシヨンを自動制 
御します。 

また、運転スタイルに合わせて、ヴス 
ペンシヨンモードを選択することびで 
さます。 

エンジンがかかっているときに選択す 
ることがでさます。 

ヴスペンシヨンモードの選択 
( SL 63 AMG を除く車種） 


► ヴスペンションモード選択スイッチ 
④を押します。 

スイッチを押すごとに表示な⑤が 
点な/消口して、サスペンション 
モードが変更されます。 


表示'灯の 
状態 

作動内容 

消'灯 

通常走行用のコンフオー 
トモードです。 

点好 

スポーテイな走行用のス 
ポーツモードです。 

〇 エンジンを停止してち、選択した 


モードは記憶されます。 



B 蓋昼冊 
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走行モードとヴスペンションモードを 
記憶させる 

► 記憶させたいヴスペンションモード 
と走行モードを選択します。 

►確認音び鳴るまで、 AMG セッティ 
ングスイッチ®を押し続けます。 

走行モードとヴスペンションモードを 
呼び出ず 

► AMG セッティングスイッチ®を 
押します。 

記憶させたヴスペンションモードと 
走行モードに設定されます。 

マルチフアンクションディスプレイ 
が、走行モード/サスペンション 
モード表示画面になります(>136 
ぺージ）。 


パークト□ニックは、フ□ントバン 
ノ く一の6個のセンサーと U アノ くン パー 
の4個のセンサーで障害物などを感知 
し、車と障害物とのおよその距離を、 
インジケーターと警告音で運転者に知 
らせます。 

A 事故のおそれがありまず 

パークト□ニックは運転者を支援ず 
るシステムです。運転者はパークト 
□ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認してください。特に周辺 
に人や動物びいないことを確認して 
<ださい。 


心 けがのおそれがありまず 

後退操作を行なラとさは、周囲に人 
や動物びいないことを確認してくだ 
さい。 


パークト□ニックセンヴー 



①センサー（フ□ントバンパー） 



①センサー （ U アバンパー) 


〇センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着した状態のとさは正し 
く作動しないことがあります。こ 
のとさは赤色インジケーターび点 
なし、約20秒後にパークト □ニッ 
クが停止することびあります。セ 
ンヴーを損傷しないよラま意して、 
定期的に清掃 （^259 ページ）を 
してください。 
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インジケーター 



フ〇ント 


①左側インジケーター 
③ち側インジケーター 


フ □ン 卜のインジケーターはダッシュ 
ボード上の図の位置にあります。 



U ア 

①左側インジケーター 
③ち側インジケーター 


U アのインジケーターはシート後方の 
図の位置にあります。 

フ□ント、 U アとちにち側インジケー 
ター③は車のち側を、左側インジケー 
ターのは車の左側を感知した状況を 
表 TJX します。 

ノ くンノ く一と障害物などとのおよその距 
離を、インジケーターの点な数で示し 
ます。 


H システムに異常びあるとさは、赤 
色インジケーターが点灯して警告音 
び約2秒間鳴り、約20秒後にパー 
クト□ニックの機能び解除されるこ 
とびあります。このとさは、パー 
クト□ニックオフスイッチ(>186 
ページ）の表示灯び点なします。 

〇イ グニッシヨン位置を2にすると、 
すべてのインジケーターと作動表示 
なび一瞬点なします。 

パークト□ニックの作動条件 

イグニッシヨン位置が2でパーキン 
グブレーキび解除されているとさ、 
シフト位置に応じてじ(下のよラに作 
動します。 


シフト 

位置 

作動内容 

EE 

フ□ントのセンサーび作動 
し、フ□ントのインジケー 
ター外周部の作動表示なび 
点なします。 

fni 

フ□ントと U アのセンサー 
び作動し、フ□ントとリア 
のインジケーターが周部の 
作動表示灯び点灯します。 


の 

パークト□ニックは作動し 
ません。 


〇 パークト□ニックび作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害物な 
どびあると、その距離に応じて表示 
なび点灯し、警告音ち鳴ります。 

〇 パークト□ニックは、速度び約 
1 8 km / h じ(下のときに作動します。 
速度が約 18 km / hii (上になると作 
動を停止します。 


B 義昼冊 
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パークト□ニックの作動 


フ□ントのセンサー感知節囲に障害物 
び入ったとき 

フ□ントのセンサー感知範囲(>185 
ページ）に障害物が入ると、黄色イン 
ジケーターび1個点なします。 

障害物との距離び短<なるにつれ、点 
なする黄色インジケーターの数び増え 
ていさます。 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
夕一に加えて1個目の赤色インジケー 
ターが点灯し、警告音び断続的に約3 
秒間鳴ります。 

最短感知距離（約20〜1 5 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加え 
て2個目の赤色インジケーターび点 
なし、警告音が連続的に約3秒間鳴 
ります。 


リアのセンサー感知請囲に障害物が 
入ったとき 

リアのセンサー感知範囲に障害物び入 
ると、黄色インジケーターび1個点な 
して、断続的に警告音が鳴ります。 

障害物との距離が短<なるにつれ、点 
なする黄色インジケーターの数び増え 
ていさ、警告音の間隔び短<なります。 

障害物との距離びセンサーの最短感 
知距離に近くなると、黄色インジケー 
夕一に加えて1個目のホ色インジケー 
ターび点灯し、警告音の間隔びさらに 
短くなります。 

最短感知距離（約20〜 15 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加え 
て2個目の赤色インジケーターび点な 
し、警告音び連続的に鳴ります。 

。障害物との距離びセンサーの最短 
感知距離よりわ近くなると、セン 
ヴーは障害物を感知でさな<なり、 
パークト□ニックが正常に作動しな 
くなることがあります。 


B を跋 e 恒冊 
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センヴーの感知節囲 



側ちから見た感知範囲 


〜化ぶ 

上方から見た感知範囲 


フ□ント 
バンパー側 

センサー感知節囲 

中央 

約100 cm 〜 20 cm 

コ ーナー 

約 60 cm 〜1 5 cm 


U ア 

バンパー側 

センサー感知節囲 

中央 

約1 20 cm 〜 20 cm 

コ ーナー 

約 80 cm 〜1 5 cm 


H 車の中央でバンパーから約 20 cm 
じ(内、コーナーでバンパーから約 
1 5 cm (内にある障害物は感知でき 
ません。 

H センサーの周辺にアクセヴ U —な 
どを取り付けないでください。パー 
クト□ニックび正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につなびるおそれ 
びあります。 

H 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるちのに十分を意して< 
ださい。これらび至近距離にあると 
き、状況によっては、センサーがこ 
れらを感知せず、車や物を損傷する 
おそれびあります。 

D センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことがあり 
ます。 

H 電波を発する物び近くにあるとさ 
や、不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正常に作動 
しないことがあります。 

〇洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
近くにあると、超音波が乱され、パー 
クト□ニックが正常に作動しないこ 
とびあります。 

D 温度や湿度び高いとさや超音波や 
低周波を発生させる機器が車の近 
くにあるとさ、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
があります。運転者はパークトロ 
ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認してください。特に車 
の周辺に人や動物びいないことを 
確認してください。 
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パークト□ニックオフスイッチ 



①表示な 

③パークト□ニックオフスイッチ 


パークト□ニックの機能を解除でき 
ます。 

パークト□ニックの機能を解除ずる 

► イグニッシヨン位置び2のとさに、 
パーク ト□ニックオフスイッチ ③ 
を押します。 

スイッチの表示な①び点なします。 

パークト□ニックを作動させる 

►再度、パークト□ニックオフスイッ 
チ③を押します。 

スイツチの表示な①が消なします。 


〇システムに異常びあるとさは、赤 
色インジケーターび点灯して警告音 
び約2秒間鳴り、約20秒後にパー 
クト□ニックの機能が解除されるこ 
とびあります。このとさは、パーク 
卜□ニックオフスイッチの表示巧が 
点なします。 

〇 パークト□ニックオフスイッチで 
機能を解除しても、次にイグニッ 
シヨン位置を2にしてパーキング 
ブレーキを解除したとさ、パークト 
□ニックは自動的に作動します。 
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エアコンディショナーの取り扱い 

エアコンディショナーは、設定温度や 
外気温度、日射の強さなどに応じて、 
送風量や送風口の組み合わせなどを自 
動的に調整し、車内の温度や湿度など 
を快適な状態に保ちます。 

A けびのおそれびありまず 

送風温度を高めに設定してあるとさ 
は、送風口び過熱して高温になるこ 
とびあり、火傷をずるおそれびあり 
ます。また、暖気び送風されている 
とさは、送風口に身体を近付けたま 
まにしていると低温火傷のおそれび 
ありまず。十分にを意してください。 

送風温度を低めに設定してあるとさ 
に送風口に身体を近付けると、しち 
やけなどを起こずおそれびありまず 
ので十分にを意してください。 

皮膚の弱い人は、送風口に身体を近付 
けずざないよラにを意してください。 


9環境 

• エアコン デ ィショナーの 冷媒 には、 
新;令媒 R 134 a を使用していまず。 

• 地球環境を保護ずるため、フ□ン 
ガスを大気放出ずることは法律で 
禁止されています。また、すべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
び適切に処理されるよラ努めなけ 
ればな0ません。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充、交換、廃棄などは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 


A 事故のおそれがありまず 

エアコンディショナーの設定は、 

降の説日月に従って正しく行なってく 
ださい。ウインドウび曇って事故を 
起こすおそれびあります。 

n 車内び高温になっているとさは、 
エアコンディショナーを作動させる 
前に換気をしてください。 

H ボンネットの吸気口び雪や氷で覆 
ねれないよラにして < ださい。 

D 送風口や車内の吸排気口び覆われ 
ないよラにしてください。 

〇 エアコンディシ ョナーの 機能や 
モードのなかには、併用巧能な組み 
合わせびあります。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されます。 

〇 エアコンディショナーのフィル 
ター類は定期的な交換び必要です。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なります。 

フィルター類び目づまりを起こし 
ていると送風量が減るおそれびあ 
ります。 
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エアコンデイシ: 


コント□ールパネル 





①送風ロインジケーター（左側） 
③デフ□スタースイッチ 

③ 内気循環スイッチ 

④ リアデフ ォッガース イッチ 

© 送風ロインジケーター（ち側） 
送風口選択スイッチ（ち側） 
送風温度調整ダイヤル（ち側） 


通常の使いかた 


@ 


AC スイッチ/余熱ヒーター 
ベンチレーシヨンスイッチ 


® オフスイッチ 
® 送風量調整ダイヤル 
⑩ AUTO スイッチ 
© 送風温度調整ダイヤル（左側） 
@ 送風口選択スイッチ（左側） 


エアコンデイシヨナーを作動させる 

► AUTO スイッチ⑩を押します。 

AUTO スイッチの表示灯び点灯し、 
送風口の組み合わせと送風量び自動 
的に調整されるよラになります。 

または 

► オフスイッチ®を押します。 

オフスイッチの表示灯び消打し、じ ( 
前の設定でエアコンデイシヨナーび 
作動します。 

〇 送風温度調整ダイヤルなどを操作 
してもエアコンデイシヨナーは作動 
します。 

〇 エアコンデイシヨナーび AUTO 
モードで作動しているときに AUTO 
スイッチを押すと、 AUTO モードが 
解除されます。このとき送風量は 
"3" の設定になり、中央送風口とヴ 
イド送風□などから送風されます。 
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送風温度の調整 _ 

送風温度を上ばる 

► 送風温度調整ダイヤル®または⑩ 
を時計回りにまわします。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整ダイヤル®または⑩ 
を反時計回りにまわします。 

〇 送風温度は左ち別々に設定でさ 
ます。 

〇 通常は22でに設定することをお 
勧めします。 

〇 ドアウインドウやリアクオーター 
ウインドウ、バリオルーフび開いて 
いると、設定温度を維持でさません。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
わ、希望する温度に達するまでの時 
間はあまり変わりません。 


エアコンデイシヨナーの停止 


エアコンディショナーを停止ずる 

►オフスイッチ®を押します。 

エアコンディショナーが停止し、ス 
イッチの表示なが点なします。 

Q ドアウインドウや U アクオーター 
ウインドウ、パリオルーフが閉じて 
いるとさにエアコンディショナーを 
停止すると、ウインドウが曇りやす 
くなります。 


AC モード _ 

AC モードでは除湿/冷房された空気 
び送風されます。 

エアコンディショナーを AUTO モー 
ドで作動させたとさは、自動的に AC 
モードに設定されます。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑥を押します。 

スイッチの表示灯が消灯し、除湿/ 
冷房されていない空気び送風され 
ます。 

AC モードに設定ずる 

► 再度 AC スイッチを押します。 

スイッチの表示好が点好します。 

9環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負荷び軽減し、燃費び向上しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ドアウインドウや U アクオーターウ 
インドウ、バ U オルーフび閉じてい 
るときに AC モードを解除すると、 
ウインドウの内側び墨りやずくなり 
まず。 

〇 除湿/冷房された空気はエンジ 
ンびかかっているときに送風され 
ます。 

Oac モードを解除しても、しばらく 
は除湿/冷房された空気び送風さ 
れることびあります。 
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〇 エアコンディショナーび停止して 
いるとさに AC スイツチの表示なが 
点灯するとさは、エアコンディショ 
ナーび故障しているため、除湿/ 
冷房された空気は送風されません。 
メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 


送風□の選択 _ 

送風口の組み合わせを手動で選択する 
ことびでさます。 

送風□を選択ずる 

► 送風口選択スイツチ®または®を 
押して、送風ロインジケーター⑤ 
またはのに選択する送風□マーク 
を点なさせます。 

送風 □ 主に送風される送風 □ 

マーク 


<^ J \ フ□ントウインドウ送風 
ドアウインドウ送風 
口、サイド送風口、中央 
送風口、上部中央送風口 

サイド送風口、中央送風 
- ■口、上部中央送風口 

サイド送風口、中央送風 
口、上部中央送風口、足 
兀送風 □ 

"7^ ヴイド送風□、足元送風 □ 


^ ；] フ□ントウインドウ送風 
ドアウインドウ送風 
口、サイド送風口、中央 
送風口、上部中央送風口、 
足兀逐風 □ 


〇 送風口は左ち別々に選択できます。 

〇 エアコンデイシヨナーが AUTO 
モー ドで作動しているときに送風 □ 
選択スイッチを押すと、押した席側 
の送風口選択の AUTO モー ドび解 
除され、 AUTO スイッチの表示灯び 
消なします。 

〇 選択した送風口(がの送風口から 
わ、微量の送風が行なわれることび 
あります。 


送風量の調整 _ 

送風量を手動で調整することができ 
ます。 

送風量を上げる 

► 送風量調整ダイヤル⑩を時計回りに 
まわします。 

送風量インジケーターの点な数が増 
えます。 

送風量を下ばる 

► 送風量調整ダイヤル⑩を反時計回り 
にまねします。 

送風量インジケーターの点灯数び減 
ります。 

#1 エアコンデイシヨナーが AUTO 
モー ドで作動していると さに 送風 
量調整ダイヤルをまわすと、送風 
量調整の AUTO モー ドび解除され、 
AUTO スイツチの表示灯び消灯し 
ます。 
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送風□の調整 


中央送風□の調整 



@上部中央送風口 
® 中央送風口（ち側） 

◎開閉ダイヤル 
◎中央送風口（左側） 

中央送風□を開く 

► 中央送風口の開閉ダイヤル◎を上側 
にまわします。 

徐々に中央送風口®◎び開さ、送風 
量が上がります。 

中央送風□を閉じる 

► 中央送風口の開閉ダイヤル◎を下側 
にまわします。 

徐々に中央送風口®◎が閉じ、送風 
量び下びります。 

いっぱいまで下側にまわすと、送風 
□び閉じます。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止するま 
で下側にまわしても、完全に送風 □ 
を開じることはでさません。 


中央送風□の風向きを調整ずる 

► 中央送風口®または◎のノブを上下 
左ちに動かします。 

〇 換気効率を上げるため、送風口の 
風向きを中央にすることをお勧めし 
ます。 

上部中央送風□の調整 

上部中央送風□を開く 

► 中央送風口の開閉ダイヤル◎を停止 
するまで上側にまわします。 

上部中央送風口®び開きます。 

上部中央送風□を閉じる 

► 中央送風口の開閉ダイヤル◎を、停 
止するまで上側にまわしている状態 
から少し下側にまわします。 

上部中央送風口®び開じます。 

さらに下側にまわしてわ、上部中央 
送風□は閉じたままになります。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止するま 
で下側にまわしても、完全に送風口 
を閉じることはでさません。 
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サイド送風□の調整 



サイド送風□を開< 

► サイド送風□の開閉ダイヤル◎を上 
側にまわします。 

上側にまわすと徐々にドアウインド 
ウ送風口©とサイド送風口©が開 
き、送風量が上びります。 

サイド送風□を閉じる 

► サイド送風□の開閉ダイヤル◎を下 
側にまわします。 

下側にまわすと徐々にドアウインド 
ウ送風口©とサイド送風口©び開 
じ、送風量が下びります。 

いっぱいまで下側にまわすと、サイ 
ド送風□び閉じます。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止するま 
で下側にまわしても、完全にドアウ 
インドウ送風□を開じることはでき 
ません。 

サイド送風□の風向きを調整ずる 

► サイド送風口©のノブを上下左ちに 
動かします。 

〇 換気効率を上げるため、送風口の 
風向きを中央にすることをお勧めし 
ます。 


グ□ー ブボックス巧送風 □ 


ク□ーブボックス内に送風することび 

でさます。 

H エアコンディショナーの設定温度 
を上げるとさは、グ□ーブボックス 
内の送風口を開じてください。 

H 外気温度び高いとさは、グ□ーブ 
ボックス内の送風□を開き、エア 
コンディショナーの AC モードを設 
定してください。収納物を損傷し 
たり、ガスライターやボンベなど 
び入っている場合は爆発するおそ 
れびあります。 




左八ンドル車 
©ダイヤル 
①送風 □ 


►送風するときは、ダイヤル © を上 
ちにまわして0が見えるよラに 
します。 

送風口のび開きます。 

►送風を停止するときは、ダイヤル® 
を下方にまわして □ が見えるよラ 
にします。 

送風口のび閉じます。 

〇 送風温度や送風量は、エアコン 
ディシヨナーの設定により自動的に 
調整されます。 
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エアスカーフ 送風 □ 


心 乂傷のおそれびありまず 

エアスカーフを作動させているとさ 
は、エアスカーフ送風口®び過熱し 
て高温になり、火傷をするおそれび 
あります。エアスカーフを調整して 
ください。また、送風口に身体をお 
付けたままにしていると低温乂傷の 
おそれびあります。必要に応じて、 
エアスカーフを調整してください。 



エアスカーフの操作については083 
ページ）をご覧ください。 


了 ノ U 乂夕一 t —卜 _ 

フ□ントウインドウやドアウインドウ 
の内側の曇りを取るときに使用します。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ③を押します。 

スイッチの表示好が点好し、エアコ 
ンディシヨナーび(下の内容で作動 
します。 

• AC モードに設定されます。 

• 送風量び上がり、送風温度が高 
くなります。 

•フ□ントウインドウ送風□、ド 
アウインドウ送風□、サイド送 
風□から送風されます。 

• 内気循環モードが解除されます。 

〇 曇りび取れたら、すみやかに解除 
してください。 

〇 送風量や送風温度は、外気温度に 
より自動的に調整されます。 

〇 デフ□スターモードに設定してい 
るとさに、 AUTO スイッチを押した 
り、送風温度調整ダイヤルや送風量 
調整ダイヤルを操作すると、デフ □ 
スターモードび解除されます。 
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デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ③を 
押します。 

スイッチの表示なび消なします。 

エアコンディシヨナーの送風量や送 
風温度、送風口の選択び元の設定に 
戻ります。 

ただし、デフ□スターモードに設定 
する前に AC モードを解除していた 
ときは AC モードに、内気循環モー 
ドにしていたとさは外気導入モード 
になります。 

ウインドウの外側び曇るとき 

► ワイパーを作動させます。 

► 送風口選択スイッチ®または® 
を押して、送風ロインジケーター 
⑤またはのに ra または G 3、 
W のマークを表示させます。 

©上記の 設定は、曇りび取れるまで 
の間にとどめてください。 


リアデフオツガー 


A 事故のおそれがありまず 

ウインドウに雪や氷び付着している 
とさは、走行前にそれらを取り除い 
て視界を確保してください。事故を 
起こすおそれびあります。 


リアウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

イグニッシヨン位置が2のとさに使用 
でさます。 

リアデフォッガーを使用ずる 

► リアデフォッガースイッチ®を押 
します。 

スイッチの表示なび点なします。 

U アデフォッガーを停止ずる 

►再度、リアデフォッガースイッチ 
④を押します。 

スイッチの表示なび消なします。 

リアデフォッガーは、数分後に自動的 
に停止します。 

〇 バリオルーフが完全に閉じていな 
いとさは、リアデフォッガーは作動 
しません。スイッチの表示なは、点 
なした後すぐに消なします。 

〇リ アデフォッガーは、バッテリー 
の電圧び低 < なると自動的に停止 
し、表示なび点滅します。電圧が回 
復すると自動的に作動を始めます。 

〇 外気温度が低いとさは、リアデ 
フォッガースイッチを押してちすぐ 
に作動しないことびあります。 
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内风循巧 tf — r _ 

トンネル内など、空気び巧れた場所で 
外気を車内に入れたくないときに使用 
します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気が循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウとリアクオー 
ターウインドウを開閉することがでさ 
ます。 

A 事故のおそれがありまず 

外気温度び低いとさや、ドアウインド 
ウや U アクオーターウインドウ、パ' 

U オルーフび閉じているとさは、内 
気循環モードの設定は短時間にとど 
めて < ださい。 

ウインドウび曇りやずくなり、事故 
を起こすおそれびあります。 

内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ⑤を押します。 
スイッチの表示灯が点なします。 

内気循環スイッチ③をそのまま約 
2秒じし b 押し続けると、開いている 
ドアウインドウや U アクオーターウ 
インドウが閉じます。 

スイッチから手を放すと、ドアウイ 
ンドウや U アクオーターウインドウ 
はそのとさの位置で停止します。 


内気循環モードに設定していても、一 
定時間び経過すると自動的に外気導入 
に切り替わります。 


外気温度び約 5° Cii (下 
のとさ 

約5分後 

AC モードを解除して 

約5分後 

し"!るとさ 


外気温度び約 5° Cii (上 

約30分後 

のとさ 



内気循環モードを解除ずる（外気導入 
モードにずる） 

► 内気循環モードのとさに内気循環ス 
イッチ⑤を押します。 

スイッチの表示好が消なします。 

内気循環スイッチ③をそのまま約 
2秒じ(上押し続けると、ドアウイン 
ドウは前回開いていた位置まで開さ 
ます。 

スイッチから手を放すと、ドアウ 
インドウはそのとさの位置で停止 
します。 

リアク オーター ウインドウは、前 
回開いていた場合は自動で全開し 
ます。 

A けびのおそれびありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
や U アク オーター ウインドウを閉じ 
るとさは、身体や物び挟まれないよ 
ラにを意してください。身体などび 
挟まれそラになったとさは、ただち 
にスイッチから手を放してください。 
挟み込みなどの抵巧びあると、ただ 
ちに動さを停止して少し開く機能び 
ありまずび、乗員び身体を挟まれな 
いよラ、十分にを意してください。 
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A けがのおそれがありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
を開いているとさは、ドアウインド 
ウに身体を寄りかけたり物を置かな 
いで<ださい。ドアウインドウとド 
アフレームとの間に身体などび引さ 
込まれるおそれびありまず。 

©外気 温度び非常に高いとさは、自 
動的に内気循環モードに切り替わ 
ることびありますが、このとさ内 
気循環スイッチの表示灯は点灯し 
ません。 

約30分経過すると、一定の割合で 
外気導入をはじめます。 

Oac モードを解除するかデフ □ 
スターモードにしたとさ、または 
AUTO モードに設定したときは、が 
気導入モードになります。 

〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウや U アクオーターウインド 
ウを別のスイッチで開し>た場合、開 
いたドアウインドウや U アクオー 
ターウインドウを内気循環モードの 
解除操作と連動して開くことはでさ 
ません 0 


余熱 ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
さに使用します。 

イグニッシヨン位置び0か1のとさ、 
またはキーを抜いているとさに使用で 
さます。 


余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

► を熱ヒーター*ベンチレーシヨンス 
イッチ⑥を押します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

► 送風温度調整ダイヤル®または⑩ 
で好みの温度に設定します。 

設定温度やが気温度により、送風 
口の組み合わせは自動的に調整さ 
れます。 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 再度、余熱ヒーター•ベンチレーシヨ 
ンスイッチ®を押します。 

スイッチの表示灯が消なします。 

じ(下のとさは、余熱ヒーター*ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止します。 

• イグニッシヨン位置を2にしたとさ 

• 余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを 
使用してから約30分経過したとさ 

• バッテリーの電圧び低下したとさ 

〇 エンジン冷却水の温度び低いとさ 
は、暖気の送風は行なわれません。 

〇 少ない送風量で一定に保たれます。 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれます。このとさは、中程度 
の送風量になります。 


B を跋 e 恒冊 






バリオルーフ 


197 


バリ オルーフ 


安全のため、バ U オルーフを開閉する 
とさは、必ず停車してください。 

A 事故やけがのおそれびありまず 

• パ U オ ルーフを 開閉ずると さは、 
ルーフ やトランク、ドアウインド 
ウや U アク オーター ウインドウな 
ど、作動する部分に触れないでく 
ださい。挟まれてけびをするおそ 
れびあります。また、それらび作 
動する範囲に障害物びないことち 
確認してください。 

• 走行中は、必ずバ U オルーフを完 
全に閉じた状態にするか、トラン 
ク内に確実に収納してください。 
走行中にバ U オルーフび動くと、 
車のコント□ールを失い、事故を 
起こすおそれびありまず。 

• 身体や物び挟まれそラになったと 
さは、 ルーフ スイッチまたは キー 
のボタンから手を放してください。 
ルーフの 作動び停止しまず。 

• パ ' U オルーフの開閉操作を途中で 
停止しないでください。けびをし 
たり、ルーフを損傷ずるおそれび 
あ0まず。 

開閉操作を途中で停止ずると、！; 
下の時間び経過した後に油圧装置 
の圧力び低下し、ルーフび倒れ込 
みまず。 

0ィ グニッシヨン位置び2のとき 
は約7分 

◊イグニッシヨン位置を2に 
したとさは約10秒 

このとさは警告音び鳴り、マルチ 
ファンクシヨンディスプレイに" A '' 
リオル-7サカ'' IJ の！"と表示されまず。 


||バリオルーフ開閉時にルーフや荷 
物を損傷させないため、(下の点に 
注意してください。 

• バリオルーフを開閉するとき、 
ルーフは上方に、トランクは後 
ちに動さます。上方および後ち、 
バ U オルーフの作動範囲に十分 
な空間があることを確認してく 
ださい。 

• 荷物をラゲッジカバーより高く 
積み上げないで < ださい。 

• ラゲッジカバーの上に物を置か 
ないで < ださい。 

• ラゲッジカバーが荷物に押し上 
げられないよラにして < ださし、 

• □-ルバー後ちのスぺースに物 
を置かないでください。 

• 気温び約一 15 °Cii (下のとさは 
ルーフを開閉しないでください。 

• ルーフが巧れていたり濡れてし> 
ないことを確認してください。 

H バ U オルーフ開閉中に運転席ドア 
のトランクスイッチやトランクの八 
ンドルを操作しないでください。 

〇バリオルーフび開いているとさ、 
□ ールバー後ちのスぺースに腰掛け 
たり重い物を置かないで < ださい。 

H 車を離れるとさは、盗難を避ける 
ため、必ずバ U オルーフを閉じ、ド 
アとウインドウ、トランクなどび開 
じていること、各部が施錠されてい 
ることを確認してください。 
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バリオルーフ 


B 車を離れるとさは、必ずバリオ 
ルーフを閉じてください。降雨など 
により、車内の電気装備を損傷する 
おそれびあります。 

n トランクび完全に閉じていないと 
きにバリオルーフを開閉しよラとす 
ると、警告音び鳴り、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに警告マーク 
び表示されます （^275 ページ）。 


ラゲッジカバー _ 

H ルーフ開閉時にルーフや荷物を損 
傷させないため、じ(下の点に注意し 
てください。 

• ラゲッジカバーの上に物を置か 
ないで < ださい。 

• 荷物をラゲッジカバーより高く 
積み上げないで < ださい。 

• 荷物びラゲッジカバーを押し上げ 
ていないことを石崔認してくださし、 

〇 フックびホルダーに正しく固定さ 
れていないとさにバリオルーフを開 
開しよラとすると、確認音が鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"トランクル-ムラグ'ッグカ A 、'- ヲトシ、'テクタ、'サ 
イ！"と表示されます。 


ラゲツジカバーの開閉 



ラゲツジカバーを閉じる 

►八ンドル⑤を持ってラゲツジカ 
バーのを矢印の方向に引き出し 
ます。 

► ラゲツジ カバーの の両端のフツ 
クをホルダー③にかけます。 

この状態のとさに、バ U オルーフの 
開閉びでさます。 

ラゲツジカバーを開く 

►八ンドル⑤を持って、ラゲツジカ 
ノ 又一のつ ツクをホルダー③からが 
します。 

►八ンドル③を持って、ラゲツジカ 
ノ く一を矢印と反対のち向に押します。 

この状態のとさには、バリオルーフ 
を開閉することはでさません。 
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ラゲツジ カバーの 脱着 

バリオルーフを閉じているときは、ラ 
ゲツジカバーを取り外すことびでさ 
ます。 

ラゲッジカバーを取り外ず 



► ラゲツジカバーのを閉じます。 
► ファスナー③を外します。 


► ラゲツジカバーのをホルダー⑤ 
から外します。 

► 八ンドル®を持って、ラゲツジカ 
ノ く一を矢印と反対の方■向に押します。 



A けがのおそれがありまず 

ラゲッジカノ（一び完全に開いた状態 
でのみ、 □ックレバーを 下げてくだ 
さい。身体び挟まれるおそれびあり 
ます。 

► 左ちの□ックレバー⑤を矢印の方 
向に下げます。 

► フック®を外し、フックを上方 
に持ち上げます。 



►ラゲツジカバー®を、を意して矢 
印の方向に動かします。 

►ラゲツジカノ（一の前端部⑥を、トレ 
イ ® の前ちにたたんで収納します。 

► ラゲツジカバー®を上方に引さ上 
げて、トランクから取り外します。 
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ラゲッジカバーを取り付ける 



D 必ずラゲッジカバーの前端部を卜 
レイの上に載せてから取り付けを行 
なってください。ラゲッジカバーを 
損傷するおそれびあります。 

►ラゲッジカバーを、注意しなびら卜 
ランク内に入れます。 

► ラゲッジ カバーのの 取り付け部③ 
を、左ちのガイドレール③に差し 
込みます。 

►ラゲッジカバーのを、矢印の方向 
に動かします。 

► □ックレバーのフック® (>199 
ページ）を下げ、ガイド レールの 
凸部にかけます。 

► 両側の□ックレバー⑤0199ぺ一 
ジ）を上げ、ラゲッジカバーを固 
定します。 

►八ンドルを持って、ラゲッジカバー 
①を後方に弓怯出しします。 

► ラゲツジカバーのの両端のフック 
をホルダーにかけます。 


バリオルーフの開閉（バリオルーフ 
スイッチによる操作) _ 

U バッテリーあびりを防ぐため、バ 
リオルーフを操作するとさはでさる 
だけエンジンをかけて < ださい。 

〇バリオルーフを開閉する前にじ(下 
の点を確認してくださし、 

• トランク内のラゲッジカバーが 
引さ出され、両端のフックがホ 
ルダーにかかっていること 

• トランクが正しく閉じていること 

• □ールバー後方のスペースの上 
に物が置かれていないこと 

H バリオル-フの動きに連動して、 
ドアウインドウとリアク オーター ウ 
インドウも動きます。□ールバーび 
上びった状態のとさは□ールバーち 
動さます。 

H バ U オルーフスイッチの操作中 
に、マルチファンクシヨンディスプ 
レイに警告メッセージび表示された 
ときは（>284、285ぺージ）をご 
覧ください。 
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バリオルーフを開< 



► イグニッシヨン位置を2にします。 


► セレクターレバーを LBJ に入れます。 

► パーキングブレーキを確実に効かせ 

ます。 

►バリオルーフスイッチを矢印③の 

方向に引いて、すべての作動が終了 

するまで保持します。 

• マルチファンクシヨンディスプ 
レイに ii / PJ オル-フヴドウチュウ！ II と表 
示されます。 

• ドアウインドウとリアクオー 
ターウインドウび閉じていると 
きは少し開きます。 

• トランクが後方に開さます。 

• U アク オーター ウインドウび開 
さます。 

•ルーフが後ちに移動し、トラン 
ク内に収納されます。 

• トランクび閉じます。 

• ドアウインドウび閉じます。 

• マルチファンクシヨンディスプ 
レイの II / PJ オル-フヴドウチュウ！ II の表 
示が消えます。 


H ルーフび濡れているとさに開く 
と、車内やトランクに水が入ること 
びあります。開く前にルーフ上の水 
をおさ取ってください。 

H じ(下のときはルーフびトランクに 
正しく収納されていません。 

• マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに II / PJ オル-フサドウチュウ！"と表 
示されてし" i るとさ。 

•発進時や走行中に、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに 
オル-フフルオ-フ°ン/フルク□-ス '' II と表示 
され、警告音び約10秒ほど鳴っ 
たとさ。 

このとさは、停車してバリオルーフ 
スイッチを矢印のち向に引き、バリ 
オルーフを完全に開いてください。 


バリオルーフを閉じる 



► イグニッシヨン位置を2にします。 


► セレクターレバーを亡巴に入れます。 

► パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 
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►バリオルーフスイッチを矢印のの 
方向に押して、すべての作動び終了 
するまで保持します。 

• マルチファンクシヨンディスプ 
レイに ii / PJ オル-フヴドウチュウ！ II と表 
示されます。 

• ドアウインドウと U アクオー 
ターウインドウび閉じていると 
きは少し開きます。 

• トランクが後ちに開さます。 

• ルーフび前方に移動します。 

•ルーフびウインドウフレームに 
□ックされます。 

• トランクび閉じます。 

• ドアウインドウと U アクオー 
ターウインドウび閉じます。 

• マルチファンクシヨンディスプ 
レイの||/\''リオル-フヴドウチュウ！ II の表 
示が消えます。 

P シー トや シー ト後方のスペースに 
は、ルーフび閉じてさたとさに干渉 
するおそれのある物を置かないで< 
ださい。また、サンバイヴーをフッ 
クから外した状態でバリオルーフを 
閉じると、バリオルーフとサンパイ 
ヴーび当たり、損傷するおそれがあ 
ります。 


ルーフわ巧崔実に閉じていないとを 

じ(下のときはルーフがウインドウフ 

レームに正しく□ックされていません。 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に " A '' iJ オル-フヴドウチュウ！"と表示され 
るとさ。 

• 発進時や走行中に、マルチファンク 
シヨンディスプレイに " A '' iJ オル-フフ 
ルオ-： r ン/スレクトス'' " と表示され、警 
告音び約10秒ほど鳴ったとさ。 

このとさは、じ(下の手順でルーフを確 

実に閉じてください。 

►道路や交通状況にま意して、ただち 
に停車します。 

►イ グニ ッシヨン位置を 2 にします。 

► バリオルーフスイッチを矢印のの 
方向(>201ページ）に押し、バリ 
オルーフを完全に開じます。 
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バリオルーフの開閉（キーによる操 
作） 


A けがのおそれびありまず 

リモコン操作でバ U オルーフやドア 
ウインドウ、 U アクオーターウイン 
ドウを開閉するとさは、身体や物び 
挟まれないよラにを意してください。 
挟まれそラになったとさは、ただち 
に施錠ボタンまたは解錠ボタンから 
指を放してください。作動中のバリ 
オルーフやウィンドウはその位置で 
停止します。 


が 


巧 



U モコン操作でバリオルーフとドアウ 
インドウ、リアクオーターウインドウ 
を開閉でさます。 

D 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動することびあります。 

B バリオルーフを開閉する前にじ(下 
の点を確認してください。 

• トランクが正しく閉じていること 

• □ールバーの後方に物が置かれ 
ていないこと 


H バリオル-フの動きに連動して、 
ドアウインドウと U アク オーター ウ 
インドウも動さます。□ールバーび 
上びつた状態のとさは□ールバーち 
動さます。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは、 U モコン操作はで 
きません。 

〇 操作はドア八ンドルの近くから行 
なつて < ださい。 

《車種や仕様により、ドア八ンドルの受光 
部び運転席側だけの場合びあります。 

バリオルーフを開く 

► キーの発信部のをドア八ンドルの 
受光部に向けて解錠ボタン⑤を押 
し続けます。 

バリオルーフが開いているときはド 
アウインドウが開さます。 

パ U オルーフび閉じているとさは、 
バ U オルーフと U アクオータウイン 
ドウび開さ、ドアウインドウび閉じ 
た状態になります。 

解錠ボタン⑤から手を放すと、作 
動中のドアウインドウや U アクオー 
ター ウインドウ、バリオルーフはそ 
の位置で停止します。 

〇 リモコン操作でバリオルーフを開 
くと、運転席のシートベンチレー 
ター*び強で約5分間作動します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義 C9 恒冊 








204 
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バリ オルーフを 閉じる 

► キーの発信部のをドア八ンドルの 
受光部に向けて施錠ボタン③を押 
し続けます。 

バリオルーフび閉じているときはド 
アウインドウと U アク オーター ウイ 
ンドウび閉じます。 

バ U オルーフが開いているとさはバ 
U オルーフが閉じ、ドアウインドウ 
と U アクオーターウインドウち閉じ 
ます。 

施錠ボタン③から手を放すと、作 
動中のドアウインドウや U アク オー 
ター ウインドウ、バリオ ルーフは そ 
の位置で停止します。 


ドラフトストップ _ 

ドラフトストップは、バ U オルーフを 
開いて走行するときに生じる風を整流 
するための装備です。車内への風の巻 
さ込みを減少させます。 

使用しないときはトランク内などに保 
管してください。 

A 事故のおそれびありまず 

• ドラフトストップは必要なとさだ 
け使用ずるよラにしてください。 

下の場合は、ドラフトストップ 
を使用しないでください。 

◊後ち視界び十分に確保できない 
場合 

◊周囲び暗い場合 

• バリオルーフを閉じて走行ずると 
さは、ドラフトストップを使用し 
ないでください。後ち視界の妨げ 
になるおそれびあ0ます。 


• ドラフトストップを装着したとさ 
など、ルームミラーのセンヴーに 
後続車のライトび当たらないとさ 
は、ルームミラーと運転席側ドア 
ミラーの自動防眩機能は作動しま 
せん。 
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ドラフトストップを装着ずる 

► 収納バッグからドラフトストップを 
取り出します。 



► ドラフトストップのバックルのの 
ボタンを押して、ストラップ③の 
フック⑤を外します。 


► □-ルバースイッチ041ぺージ） 
で□ールバーび少し上びった状態に 
します。 



► ドラフトストップ®を折りたたん 
だまま□ールバー®に合わせ、矢 
印の方向にスライドさせます。 


このとさ、ストラップ③を挟まな 
いよラにを意してください。 


, .'い-.、..，； ' ん* 

お、/ I ド苗適 、.V れ 

► □ ールバー左ちのガイド部®に、 
ドラフトストップのアーム®を 
はめ込みます。 


@ © 



PJUSr 巧口が 

►ストラップ③を□—ルバー®の下 
側から通し、フック③をバックル 
①に差し込みます。 

►ストラップ③がゆるい場合は、ス 
トラップの下部を弓 I いてからベルク 
□テープでとめて、ストラップを締 
め付けます。 

► □ールバースイッチで□ールバー 
© を完全に下げます。 

► ドラフトストップ④の上部を引さ 
起こします。 
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ドラフトストップを取り外ず 

► ドラフトストップ④の上部を折り 
たたみます。 

► □ールバースイッチで□ールバー 
© び少し上がった状態にします。 

►バックルののボタンを押してスト 
ラップ③のフック③を外します。 

► ドラフトストップ④を、装着した 
とさと逆の方向にスライドさせなが 
ら、取り外します。 

► □ールバースイッチで□ールバー 
©び完全に上びった状態、あるい 
は完全に下がった状態にします。 

►フック⑤をバックル①に差し込 
み、ドラフトストップを収納します。 

P へッドレストは常に適切な位置に 
調整してください。車び大さく傾い 
たとさなどは自動的に□ールバーび 
立ち上びるため、へッドレストび適 
切な位置に調整されていない場合、 
□ールバーに装着したドラフトス 
トップによって乗員がけがをするお 
それがあります。 

P ドラフトストップを装着したとき 
は、必ず□ールバーを完全に下げた 
状態で走行して<ださい。正しい使 
い方をしていない場合、風圧などで 
ドラフトストップや□ールバーを損 
傷したり、乗員びけがをするおそれ 
があります。 

□ —ルバーにドラフトストップじ ( 
がのわのを装着しないでください。 
急な進路変更時や急ブレーキ時、事 
故のとさなどに、装着したちのが前 
方に飛び出して乗員びけびをするお 
それびあります。 


サンシェード（パノラミックバリオ 
ルーフ 装備車） 



サンシェードを開< 

►グリップ③の両側のボタンのを押 
しながら、後ちに開さます。 


サンシェードを閉じる 

► グリップ③に手をかけて前方に開 
じます。 

途中の位置で停止することちでさ 
ます。 


I ielw 
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荷物の積み方/ル物入れ 


グ□ーブボックス 


ル物入れ 


A けびのおそれがありまず 

走行中は、ル物入れのカバーを開いた 
ままにしないでください。また、シー 
トポケットには重い物を収納しない 
でください。急ブレーキ時や急な進 
路変更時、事故のとさなどに収納物 
び放り出されて、乗員びけびをする 
おそれびあ0ます。 

D 収納物びル物入れからはみ出さな 
いよラにしてください。 

H ル物入れのカバーび閉じなくなる 
よラな大さな物をル物入れに入れな 
いでください。ル物入れや収納物を 
損傷するおそれがあります。 

P ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

〇貴重品はル物入れに保管しないで 
ください。 



左八ンドル車 

グ□ーブボックスを開< 

► ボタンのを押します。 

カバー③び開さます。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックします。 

〇 グ□ーブボックス内に送風するこ 
とびでさます。 

グ□—ブボックスと\物入れの独立施錠 

車が解錠された状態でち、グ□ーブ 
ボックス、アームレストのル物入れ、 
シート後ちのル物入れを独立して施錠 
することびでさます。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、この機能を使用してください。 
その際は、エマージェンシーキーを 
キー本体から取り外して、携帯して 
ください。 
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荷物の積み方/ル物入れ 



左八ンドル車 


► キーシ U ンタ'一にエマージェンシー 
キー （^303 ページ）を差し込んで、 
独立施錠位置③にまわします。 

グ□ーブボックス、アームレストの 
ル物入れ、シート後方のル物入れが 
施錠されます。 

独立施錠を解除ずる 

► キーシ U ンダーにエマージェンシー 
キーを差し込んで、連動位置のに 
まわします。 

U モコン操作またはキーレスゴー操 
作での施錠/解錠に連動して、グ 
□ーブボックス、アームレストのル 
物入れ、シート後方のル物入れび施 
錠/解錠します。 

〇 U モコン操作またはキーレスゴー 
操作でグ□ーブボックスが解錠され 
ないとさは、エマージェンシーキー 
で解錠することびできます0306 
ぺージ）。 


アームレスト内のル物入れ 



アームレスト内口ま小物入れがあります。 


ル物入れを開く 

►レバー③を引きながら、アームレ 
ストのカバーのを開さます。 

ル物入れを閉じる 

► アームレストのカバーのを下げて 
□ックします。 

〇 車び解錠された状態でわ、独立し 
て施錠することびできます(>207 
ぺージ)。 

〇 ル物入れにはランプびあります。 
車幅なに連動して点な/消好し 
ます。 

〇 アームレスト内のル物入れには、 
メディアインターフェース*外部入 
力用ケーブルを接続する端テが装 
備されています。詳しくは、別冊 
「 C 0 MAND システム取扱説明書」 
をお読みください。 
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運輯席シート下部の小物入れ 



左八ンドル車 


運輯席シート下部のル物入れを開< 

► ノブ①を引いて、カバー③を前ち 
に開さます。 

運車5席シート下部のル物入れを閉じる 

► カバー③を後方に押して□ックし 
ます。 

" 重い荷物は収納しないでくださし、。 

〇 助手席シート下部のル物入れには 
救急セツトび収納されています。 

ドアポケット 


A けがのおそれびありまず 

シートベルトを着用ずるときは、ド 
アポケットのカバーを閉じてくださ 
い。シートベルトを正しく着用でさ 
ないおそれびあ0ます。 



ドアポケットを開< 

► ボタンのを押してカバー③を開さ 
ます。 

ドアポケットびシート側に少し出て 
さます。 

ドアポケットを閉じる 

► カバー③を下げて□ックします。 

シート後方の小物入れ 



左右のシート後方にノ」\物入れびあります。 

シート後方のル物入れを開く 

► ボタンのを押してカバーを開さ 
ます。 


B 養昼冊 


シート後方のル物入れを閉じる 

► カバー③を下げて□ックします。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


〇 車び解錠された状態でち、独立し 
て施錠することがでさます(>207 
ぺージ)。 

ラゲツジストラップ* 


シート後方のスペースに荷物を積むと 
きに荷物を固定できます。 

A けがのおそれがありまず 

• シート後ちのスペースに荷物を積 
むとさは、必ずラゲッジストラッ 
プで荷物を固定してください。急 
ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに収納物び飛び出し 
て、乗員びけびをずるおそれびあ 
0まず。 

• シート後ちのスペースには乗車し 
ないで < ださい。 

• ラゲッジストラップは、重量の軽 
い荷物のみを固定ずることびでさ 
ます。重量の重い荷物を積むとさ 
はトランクに収納してください。 

U 大さな荷物などを、無理にシート 
後ちのスペースに積み込まないで< 
ださい。事故やけがにつながるおそ 
れびあります。 



ラゲッジストラップを使用ずる 

► プレート③を持ってホルダーから 
外し、ストラップのを引き出します。 

► 確実に荷物にストラップのをかけ、 
プレート③をキャッチ③に差し込 
みます。 

ストラップを外ず 

► プレート③をしっかり持ちなびら 
キャッチ③の□ック解除ボタン ® 
を押して□ックを外します。 

► プレート③をホルダーに戻します。 

n プレートをキャッチからがすとさ 
は、ストラップをしっかり保持して 
ください。ストラップび巻き取られ 
る際に、プレートび身体や物に当た 
るおそれびあります。 


B を跋 e 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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収納ネット 



V 


左八ンドル車 

①収納ネット 

助手席の足元に新聞や雑誌などを収納 
でさるネットを備えてし"'ます。 

〇収納ネットには、重い物やかたい 
物、ビンや吿、割れやすい物、鋭利 
な形状の物を入れないで<ださい。 

H 収納ネットから収納物びはみ出さ 
ないよラにしてください。 



トランクルームに収納されたルーフ 
は、トランクの開閉に連動して自動的 
に上昇/下降します。 

トランクびいっぱいに開いていて、ラ 
ゲッジカバー （>198 ページ）びセッ 
卜されているとき、収納されたバ U 才 
ルーフをスイッチで上昇/下降させ 
ることがでさます。 

A けがのおそれびありまず 

収納されたルーフを上下させるとさ 
は、身体や物び挟まれないよラにを 
意してください。挟まれそラになっ 
たとさは再度イージーパックスイッ 
チを押してください。ルーフの動き 
び停止しまず。 



m か ）w >み . 


収納されたルーフを上ばるとさ 

► イージーパックスイッチ⑤を押し 
ます。 

ルーフの が上昇し、スイッチの表 
示なが明る < 点なします。 

ラゲッジカバー③をフックからが 
して、荷物の出し入れを行ないます。 


B 義昼冊 
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収納スペース 


収納されたルーフを下げるとさ 

► ラゲッジカバー③をセットします。 

► イージーパックスイッチ⑤を押し 
ます。 

ルーフの が下降し、スイッチの表 
示なび元の明るさに戻ります。 

H ルーフび完全に下がっていないと 
さは、トランクを閉じないでくださ 
し、ルーフやトランク、バ U オルー 
フ開開機構などを損傷するおそれが 
あります。 

〇 ルーフが上びった状態でトランク 
ク□ーヴースイッチまたはトランク 
のキーレスゴースイッチを押すと、 
ルーフび下びってからトランクび開 
じます。 

〇 □-ルバー (040 ぺージ）び途中 
まで上がった状態のとさにイージー 
パックスイッチを押すと、□ール 
バーび自動的にいっぱいまで上がっ 
た後、 ルーフが 上がります。 


トランクマツト下の収納スペース 



トランクマット下には車載工具、応急 
用スペアタイヤ*、ジャッキなどび収 
納されています。 


収納されている物を取り出ずとき 

►ラゲッジカバーのを開さます 
(>198 ぺージ)。 

►ストラップ⑤を持ち、トランクマッ 
卜④を起こします。 

► トランクマット④の裏側からフッ 
ク③を引き出します。 

► フック③をラゲッジカバー①のハ 
ンドルにかけます。 


I ielw 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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心 乂傷のおそれがありまず 

• 走行中はカップホルダーを使用し 
ないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなど 
にカップホルダーに置いた容器び 
放り出されて、乗員び火傷をずる 
おそれびあ0ます。 

• カップホルダーのサイズに合ったフ 
夕付さの容器を使用してください。 

• 火傷防止のため、熱い飲み物び入つ 
た容器を置かないで<ださい。 



左八ンドル車 


カップホルダーを使用ずる 
►カバー①または③を押します。 

カップホルダーびポップアップし 
ます。 

〇 ち八ンドル車には、ち側のカップ 
ホルダーは装備されません。 


I 一 ^^— - -- 



左八ンドル車 


カップホルダーを収納ずる 

► カップホルダー③を矢印の方向に 
押して収納します。 

H カップホルダーに飲み物を置くと 
さは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴び重 
れないよラに注意してください。 

スイッチや電装品などを損傷した 
り、ショートして発乂するおそれび 
あります。 


サンバイザー 



①照明 
©フック 
⑤ カードホルダー 
@バニテイミラー 
⑤バニテイミラーカバー 
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室内装備 


前方か S のにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

横方向か S のにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

► サンバイヴーをフック③から外し 
ます。 

► サンバイヴーを横にまわします。 

H サンバイヴーを横にまわすとさ 
は、バニテイミラーカバーを閉じて 
ください。ルーフ内張りやバニテイ 
ミラーカバーを損傷するおそれびあ 
ります。 

H バリオルーフを閉じるときは、必 
ずサンバイヴーをフックに戻してく 
ださい。フックからがした状態でバ 
U オルーフを閉じると、バリオルー 
フとサンバイヴーが当たり、損傷す 
るおそれびあります。 

バニテイミラー 

バニテイミラーを使用ずる 

► サンバイヴーを下げます。 

► バニテイ S ラーカバー⑤を上方に 
開さます。 

照明のび点なします。 

A 事故のおそれびありまず 

走行中はバニテイミラーのカバーを 
閉じてください。眩惑により事故を 
起こずおそれびあります。 

〇 サンバイヴーをフックからがすと 
照明は点なしません。 


の皿 _ 

A 乂災のおそれびありまず 

• 吸いびらやマッチの火は確実に消 
して < ださい。 

• 紙くずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 

• 使用後は確実にカバーを閉じてく 
ださい。 

H 灰を落とすとさは、灰皿び取り付 
けられていることを確認してくださ 
し、灰皿の収納部を損傷するおそれ 
があります。 



灰皿を開く 

► カバーのの下部を軽く押します。 


の皿を閉じる 

►カバーのを下方に押して閉じます。 
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の皿を取り外ず 

►エンジンを停止し、パーキングブ 
レーキを確実に効かせます。 

► ノブ③を矢印の方向にスライドし 
ます。 

灰皿が少し上びります。 

► 灰皿を取りがします。 


心 事故のおそれがありまず 

灰皿を取り外すとさは、必ずエンジ 
ンを停止し、パーキングブレーキを 
確実に効かせてください。 


灰皿を取り付ける 

► 灰皿を押して□ックさせます。 


フイタ_ 


心 乂傷や乂災のおそれびありまず 

• ライターは必ずノブの部分を持つ 
てください。金属部を持つと火傷 
をずるおそれびあ0ます。 

• テ供を乗せるとさは、ライターを 
抜さ取るなどして、テ供び火傷を 
したり、火災び発生しないよラに 
を意してください。 



ライターを使用ずる 

►イグニツシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► カバーのの下部を軽く押します。 

► ライター③を押し込みます。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻ります。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位置 

におします。 

〇ち全のため、テ供を乗せるとさは 
ライターを抜き取ってください。 

U ライターを押し込んだ後、押さえ 
続けないでください。ライターを損 
傷するおそれがあります。 

Q 赤熱部に灰や異物び付着したまま 
使用しないで<ださい。乂災が発生 
するおそれびあります。 

U ライターを改造したり、純正品じ^ 
がのライターを使用しないでくださ 
し、。ライターやセンターコンソー;!レ 
を損傷したり、乂災び発生するおそ 
れびあります。 

D ライターび戻らなくなったとさ 
は、イグニツシヨン位置を0にす 
るか、エンジンスイツチからキーを 
抜いて、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 
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n アクセヴ u —電源としてライター 
ソケットを使用するとさは、最大消 
費電力 180Wii (下の規格に合った 
電気製品を使用してください。 


12 V 電源ソケット 



トランクルームち側、トランクランプ 
の下側に電源ソケットを装備していま 
す。電気製品などの電源として使用し 
ます。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に使用でさます。 

12 V 電源ソケットを使用ずる 

►カバーのを開さ、電気製品の電源 
コネクターを確実に差し込みます。 


H 必ず DC12V、 最大消費電流 15A 
(下（最大消費電力 180Wii (下） 
の規格に合った電気製品を使用して 
ください。規格がの製品や規格(上 
の大さな容量の製品を使用すると 
ヒューズび切れたり、乂災び発生す 
るおそれびあります。 

H 電源ソケットにライターを差し込 
まないで < ださい。 

。ソケット内に指などを入れないで 
ください。感電するおそれがあり 
ます。 

〇エンジンびかかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テリーびあびるおそれびあります。 

〇電源ソケットを使用しないとさは 
カバーを閉じてください。異物が 
入ったり、水びかかると故障の原因 
になります。 


時計 _ 

日寺ミリは、 COMAND システムの日寺ミリに 
連動します。 

時刻の調整については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
ご覧ください。 
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フ□アマット 


心 事故のおそれびありまず 

• 運転席側のフ□アマットを取り付 
けるときは、フ□アマットとぺダ 
ルとの間び十分開いていることを 
確認し、フ□アマットを正しく固 
定してください。 

• 必ず純正のフ□アマットを使用し 
て、正しく固定してください。 

• 走行する前に、運転席側のフ□ア 
マットび正しく固定されているこ 
とを確認してください。フ□アマッ 
卜び正しく固定されていないと、 
マットびずれてペダル操作の妨げ 
になり、事故を起こすおそれびあ 
0まず。 

• フ□アマットを2枚!;^上重ねて使 
用しないで < ださい。 



①フ□アマットの凹部 
③フ□アの凸部 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


フ□アマットを取り付ける 

► シートをもっとも後ろの位置に動か 
します。 

► フ□アマット裏側の凹部のをフロ 
アの凸部③に押し込みます。 

フ□アマットを取り外ず 

►フ□アマットを引いて、取り外し 
ます。 
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慣 5 し運転 


慣らし運車五 


A 事故のおそれびありまず 

新品のブレーキパッドは、目安とし 
て走行距離び数百 km を超えるまで 
は制動能力を完全には発揮でさませ 
ん。この期間は必要に応じてブレー 
キペダルをかし強めに踏んでくださ 
し^。また、 ブレーキパッドやブレー 
キディスクの交換を行なったとさを、 
同様です。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

が馴染むまで「慣らし運転」すること 

をお勧めします。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することがでさます。 

最初の1,500 km までは(下の注意事 

項を守ってください。 

• エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び6,000回転のとさは約 
4,000回転）を超えないよラに運転 
してください。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けてください。 

• いつわ一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
ください。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けてください。 

• ギアレンジ位置およびギア位置 
m 、 巧□、 m は山道などを低 
速で走行するとさだけ使用してくだ 
さし、。 

•でさるだけ、走行モードを C モー 
ドにして走行してください。 


走行距離び 1,500 km を超えたら、エ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
てください。 

OSL63AMG は、 liTF のま意事項を 
守って < ださい。 

• 走行速度び 140km/h を超えな 
いよラにしてください。 

《公道を走行する際は、必ず法定速度や 
制限速度を遵守してください。 

• エンジン回転数び 4,500 回転を 
超えた状態で長時間走行しない 
で < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後ち、慣らし運転を行なっ 
てください。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいに踏み込むと、自 
動的に低いギアに切り替わり、エン 
ジンの回転数び上がって素早 < 加速 
します。これをキックダウンといい 
ます。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生す 
るエンジンの内部抵巧を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。低いギアのとさほど効さが強 
くなります。 
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リアデイファレンシャル□ック装 
備車 （SL 63 AMG パフオーマンス 
パッケージ） 


U アディファレンシャル□ック装備車 
には、セルフ□ッキング式のディファ 
レンシャルが U アアクスルに装備され 
ています。 

U アアクスルのディファレンシャル 
を保護するために、 U アアクスルの 
ディファレンシャルオイルは、新車 
時から約3,000 km 走行後を目安に、 
じ(降は約60,000 km ごとに交換して 
ください。 

これにより、より長い期間 U アアクス 
ルのディファレンシャルを正常な状態 
に保つことびでさます。オイル交換に 
ついてはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


燃料の給油 


A 乂災や爆発のおそれびありまず 

給油するとさは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
びあるとさや燃料の巧いびずるとさ 
は、決して火気を近付けないでくだ 
さし、 


A 爆発のおそれがありまず 

燃斜は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラとさは、火を近付けたり、 
近くで喫煙をしないでください。 

燃斜を給油ずる前に、エンジンを停 
止してください。 


A 健康を害ずるおそれがありまず 

肌や衣服に燃斜び付着しないよラに 
を意してください。燃斜び肌に直接 
触れたり、気化した燃料を吸い込む 
と、健康を害ずるおそれびありまず。 



① 燃料給油フラップ 

② ホルダー 

③ 使用燃料表示 

④ タイヤ空気圧ラベル 


《車種や仕様により、使用燃料表示③の貼 
付位置び異なることびあります。 
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燃料の給油 


燃料給油フラップは、 U モコン操作や 
キーレスゴー操作による解錠/施錠 
に連動して解錠/施錠されます。 

燃料給油口は車両のち側後方にあり 
ます。また、メーターパネル内には給 
油口の位置を示す [E び表示されて 
います。 

給油□を開いて給油ずる 


► イグニッション位置を0にするか、 
エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいるとさは、エンジンスイッチか 
らキーを抜さます。 

► 燃料給油フラップのの矢印の部分 
を押します。 

► キャップを反時計回りに少しまわし 
てタンク内の圧力を抜さます。 

►圧力が抜けたら、さらに反時計回り 
にまわして外します。 

►外したキャップを燃料給油フラップ 
①の裏側にあるホルダー③に置さ 
ます。 

► 給油を開始します。 

給油ノズルが最初に停止した時点で 
給油を停止してください。 

給油□を閉じる 


►キャップを補給□に合わせて、時計 
回りにいっぱいまでまわします。 

► 燃料給油フラップのを押します。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、使用 
燃料表示③およびタイヤ空気圧ラ 
ベル④び貼付してあります。タイ 
ヤ空気圧ラベルの見かたについては 
(^238 ページ）をご覧ください。 


〇 リモコン操作やキーレスゴー操作 

で燃料給油フラップび解錠されない 

とさは、メルセデス•ベンツ指定ヴー 

ビスエ場で点検を受けてください。 

[I 燃料を給油するとさは、 liTF の点 

に注意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用してください。有鉛ガソ 
リンや粗悪なガソリン、指定 m 
がの燃料（高濃度アルコール含 
有燃料など）を使用したり、添 
加剤などを湿入すると、エンジ 
ンなどを損傷するおそれがあり 
ます。 

• 燃料の添加剤は、純正品または 
承認されている製品のみを使用 
してください。故障の原因にな 
ります。 

•燃料に軽油を使用したり、無鉛 
プレミアムガソ U ンに湿ぜて使 
用しないでください。少量を湿 
ぜただけでちエンジンなどを損 
傷するおそれびあります。また、 
このよラな場合は保証の適用外 
になります。 

• 誤って軽油を給油してしまった場 
合は、決してエンジンを始動しな 
いで<ださい。軽油が燃料供給系 
部品全体にまわるおそれびありま 
す。誤って給油した場合はメルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場に 
連絡し、燃料タンクや燃料系部品 
を交換してください。 

• 目的地まで余裕をちって走れる 
よラに、十分な量を給油してく 
ださい。 


B こ虜0芭 e が田 






燃料の給油 


223 


•燃料給油口には、純正品(外 
のキャップを使用しないでく 
ださい。 

H セルフ式のガソリンスタンドな 

どで給油するとさは必ず(下の点 

を守り、ち全に十分注意して作業 

を行なってくださし" i。 

•エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じてくだ 
さい。 

• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をする人(がは燃料給 
油口に近付かないでください。 

• 給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による乂花で燃料に引乂し 
たり、乂傷をするおそれがあり 
ます。 

• 作業中は車内に戻らないでくださ 
し、帯電するおそれびあります。 

• キャップの取り外し/取り付けは 
確実に行ない、乂気を近付けない 
よラにしてください。 

• 燃料び塗装面に付着しないよラ 
にを意してください。塗装面を 
損傷するおそれびあります。 

• 給油ノズルは給油口の奥まで確 
実に差し込んでください。 

•給油が自動的に停止したら、そ 
れじ(上は給油しないでください。 
燃料漏れのおそれや、燃料供給 
システムを損傷するおそれびあ 
ります。 


• 手動で給油しているとさは、状 
況を見なびら、給油の勢いを強 
くしないでゆっくりと給油して 
ください。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあります。 

• ガソリンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を遵守してくだ 
さい。 


B 三養芭〇が田 





A 事故のおそれがありまず 

走行中はボンネット□ック解除レ 
ノ（一を引かないで < ださい。ボンネッ 
卜び開いて事故を起こずおそれびあ 
0ます。 


心 けびのおそれがありまず 

エンジンスイッチからキーを抜いて 
いるとさやイグニッション位置び0 
のとさち、冷却水の温度び高いとさ 
はエンジンフアンなどび自動的に回 
転することびあります。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物を近 
付けないでください。 


心 乂傷のおそれびありまず 

ボンネットから炎や煙び見えたとさ 
は、ボンネットを開かないで<ださ 
い。火傷をするおそれびありまず。 


心 乂傷のおそれがありまず 

エンジンび停止していてを、エンジ 
ンルーム内には高温になっている部 
分びありまず。エンジンルーム内に 
触れるとさは、各部の温度び下びっ 
ていることを確認してください。 


心 けびのおそれびありまず 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンびかかっているとさ、イグニッショ 
ン位置び2のとさは、エンジンルー 
ム内には手を触れないでください。 

高電圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分びあり、それらに触れ 
ると非常に危険でず。 


ボンネットを開< 


A けがのおそれがありまず 

ボンネットを開<とさは、エンジン 
スイッチからキーを抜くか、 メーター 
パネルの表示な/警告巧び消灯ずる 
までキーレスゴースイッチを押し、 
ワイパーのスイッチび停止の位置に 
なっていることを確認してください 
(>107 ぺージ）。ボンネットを開い 
ているとさにワイパーび作動ずると、 
けびをしたり、車やワイパーを損傷 
ずるおそれびあ0まず。 

[Iワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが当たり、損傷 
するおそれびあります。 

〇強風のときにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットび不 
意に下がることびあります。風の強 
い日は十分に注意してください。 

また、ボンネットに雪び積もってい 
るときわ同様に注意してください。 








エンジンスイッチからキーを抜く 
かイグニッシヨン位置を0にし 
て、ワイパーのスイッチが停止の位 
置になっていることを確認します 
(>107 ぺージ）。 


ボンネットを閉じる 



左八ンドル車 

► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
ノ（一①を手前に弓 I さます。 



い巡ぶ 

ボンネツトの裏側にある□ツク解除 
ノブ②を矢印の方向に押しなびらボ 
ンネットを開さます。 


A 事故のおそれびありまず 

走行前に、ボンネットび確実に□ック 
されていることを確認してください。 
走行中にボンネットび開いて視界び 
遮られ、事故を起こすおそれびあり 
ふす 〇 


A けびのおそれがありまず 

ボンネットを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分を意してく 
ださい。 

H エンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜やエンジンルーム内の部品など 
び損傷したり変形するおそれびあ 
ります。 

►ボンネットを引さ下げ、グ U ル上部 
から約 20 cm 〜 30 cm の位置で手 
を放して閉じます。 

► ボンネットが確実に閉じていること 
を確認します。 

完全に閉じなかったときは、わラー 
度ボンネットを開き、同じ方法で少 
し強めに閉じます。 
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ボンネットを垂直に開く 



垂直位置まで開< 

►ボンネットを少し下げながら、向 
かってち側のヒンジにある□ック解 
除レバー①を矢印の方向に押して 
□ックを解除し、ボンネットを開 
さます。 

垂直位置から閉じる 

► 向かってち側のヒンジにある□ック 
解除レバーを押して、□ックを解除 
し、ボンネットを閉じます。 


エンジン ルーム 


公 けがのおそれびありまず 

• イグニッションシステムやキセノ 
ンへッドランプのバルブソケット 
や配線には、高電圧の発生部分や 
高温部分びあり、それらに触れる 
と非常に危険です。 

• イグニッション位置び0のとさや 
エンジンスイッチからキーを抜い 
ているとさでち、冷却水の温度び 
高い場合にはエンジンフアンなど 
び自動的に回転することびありま 
す。エンジンフアンなどの回転部 
分には身体や物をお付けないで< 
ださい。 


SL 350 



左八ンドル車 


① 

ウォッシャー液リヴーブタンク 

③ 

エンジンオイルレベルゲージ 

⑤ 

ブレーキ液リヴーブタンク 


エンジンオイルフィラー 
キャップ 

© 

冷却水リヴーブタンク 


《ち八ンドル車の③は左ち対称の位置にあ 
ります。 


I 







227 


SL 550 



① 

ウォッシャー液リヴーブタンク 

③ 

エンジンオイルレベルゲージ 

⑤ 

ブレーキ液リヴーブタンク 


エンジンオイルフィラー 
キャップ 

⑤ 

冷却水 U ヴーブタンク 


SL 63 AMG 



① 

ウォッシャー液リヴーブタンク 

③ 

エンジンオイルレベルゲージ 

③ 

ブレーキ液 U ヴーブタンク 


エンジンオイルフィラー 
キャップ 

© 

冷却水 U ヴーブタンク 


エンジンルーム内の手入れ 


手作業でおいて<ださい。乂傷や感電 
をしないよラに注意してください。 

エンジンルームには多<の電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌います。水をか 
けたり、スチーム洗浄をしないで<だ 
さし、 

9環境 

環境保護のため、オイルなどの各種 
の油脂類やフルード類の交換および 
廃棄は、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で行なつてください。 


エンジンオイ J レ _ 

車の使用状況により、1,000 km につ 
さ最大で約 0.8 リットルのエンジンオ 
イルび消費されます。 

慣らし運転中のエンジンオイルの消費 
量は多少増加することびあります。ま 
た、頻繁にエンジン回転数を上げて走 
行すると、エンジンオイル消費量は増 
加します。 

Q エンジンオイルに添加剤などを使 
用しないで<ださい。エンジンを損、 
傷するおそれびあります。 

H エンジンオイルは使用している間 
に巧れたり劣化するだけでな<、消 
費され減少します。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
てください。 

〇 慣らし運転中のエンジンオイルの 
消費量は多少増加する こと びありま 
す。また、頻繁にエンジン回転数を 
上げて走行すると、エンジンオイル 
消費量は増加します。 


B 三 f 接6が田 








228 


エンジンオイル量を,な検ずる 

エンジンオイル量を点検するときは、 
じ(下の点に注意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンび温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから約5分じ(上 
経過している 

• エンジンび温まる前にエンジンを停 
止したとさは、エンジンを停止して 
から約30分じ(上経過している 

H 運転前に必ずエンジンオイル量を 
点検してください。 



SL 550 


〇 車種や仕様により、エンジンオ 
イルレべルゲージの形状び異なり 
ます。 

► エンジンオイルレベルゲージのを 
抜さ取り、されいにおいていっぱい 
まで差し込みます。 

► エンジンオイルレベルゲージを抜さ 
取り、付着したエンジンオイル量と 
巧れ具合を点検します。 

エンジンオイル量はエンジンオイル 
レベルゲージの上限③と下限③の 
間にあれば正常です。 


► エンジンオイルレベルゲージを元の 
位置に差し込みます。 

► エンジンオイルが下限じ(下のとさ 
は、エンジンオイルフィラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給します。 

Q マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにエンジンオイルに関する故障/ 
警告メッセージび表示されたとさ 
は（1>282ページ）をご覧ください。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 
限と下限の間は、エンジンにより約 
1.5 〜2リツトルです。 


エンジンオイルを補給ずる 



SL 550 


A 乂傷のおそれびありまず 

エンジンオイルをエンジンルーム内 
にこぼさないで<ださい。エンジンび 
熱いとさにオイルび付着すると、発 
火して火傷をずるおそれびありまず。 

► エンジンオイルフィラーキャップ 
④を反時計回りにまわして取り外 
します。 


I 
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► 指定のエンジンオイルを補給し 
ます。 

ち全に十分注意して、作業を行なっ 
てください。 

D エンジンオイルを補給しすざな 
いよラにして<ださい。エンジン 
オイル量びエンジンオイルレベル 
ゲージの上限を超えているとさは 
エンジンオイルを抜いてください。 
エンジンや触媒を損傷するおそれ 
びあります。 

► エンジンオイルフィラーキャップ④ 
を補給□に合わせ、時計回りにいっ 
ぱいまでまわして取り付けます。 

9環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないでくだ 
さし^。 


エンジンオイルの交換の時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイ 
ルフィルターは定期的に交換するこ 
とをお勧めします。交換時期はメンテ 
ナンスインジケーターを目ちとして 
ください。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりますので、詳しくはメルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 

D 必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことびあ 
ります。 


D 種類の異なるエンジンオイルを湿 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

D エンジンオイルに添加剤などを使 
用しないで<ださい。エンジンを損、 
傷するおそれびあります。 

Q エンジンオイルがエンジンルーム 
内に付着したとさは完全になさ取っ 
てください。 

H エンジンオイルは、エンジンオイ 
ルレべルゲージの上限 ( max ) を超 
えて補給しないでください。 エン ジ 
ンや触媒を損傷するおそれびありま 
す。エンジンオイル量び多すざると 
さは、オイルを抜いてください。 

〇エンジンオイルの減りかたび著し 
いとさは、ただちにメルセデス*ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受け 
てください。 

使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 

さい。詳しくはメルセデス•ベンツ指 

定ヴービスエ場におたずね<ださい。 
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オートマチックトランスミッション 
オイル _ 

才ートマチックトランスミッションオ 
イルのオイル量を点検する必要はあり 
ません。 

オイルの漏れを見つけたり、トランス 
ミッションの作動に異常を感じたとき 
は、メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

〇オートマ チック トランス ミッ ショ 
ンオイルの交換については別冊「整 
備手帳」をご覧ください。 

"オートマチック トランスミッ 
シヨンオイルは専用品のみを使用 
してください。 


冷却水 


心 乂傷のおそれがありまず 

冷却水の温度び少しでも高いときは、 
絶対に U ヴーブタンクのキャップを 
開かないで<ださい。高温の蒸気や 
熱湯び吹さ出して、乂傷をするおそ 
れびあ0ます。 


A 乂傷のおそれびありまず 

不凍液をエンジンルームにこぼさな 
いよラにしてください。熱くなった 
エンジンに不凍液び付着ずると、発 
乂して火傷をずるおそれびありまず。 

H 冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 


冷却水の量を点検ずる 

車び水平な場所に停車していて、冷却 
水び十分に冷えているとさにのみ、冷 
却水の量を点検してください。 

► イグニツシヨン位置を2にします。 

► メーターパネルの冷却水温度計で冷 
却水の温度び冷えていることを確認 
します。 

► エンジンスイツチからキーを抜く 
か、イグニッシヨン位置を 0 にし 
ます。 



► リヴーブタンク③のキャップのを 
反時計回りにゆっくり約1回転ま 
でまわして、圧力を抜さます。 


►圧力び抜けたら、キャップのをさ 
らに反時計回りにゆっくりまわして 
取り外します。 

► 冷却水の液面びリヴーブタンク③ 
内のバー③の上面に達していれば 
適量です。 

〇 水温び高いとさは、液面が約 
15 mm ほど高くなります。 

► キャップのを確実に閉じます。 
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追 I 冷却水量-冷却水温度警告'灯 

イグニッシヨン位置を2にすると赤色 
に点なし、エンジン始動後は白色に点 
なします（点なしないとさは警告なび 
故障しています）。 

エンジンがかかっているとさに赤色 
に点なしたとさは、冷却水量が減少 
しているか、冷却システムに異常び 
あります。 

冷却水び不足している場合は補給ち法 
に従いリヴーブタンクに補給してくだ 
さい。頻繁に点なする場合は冷却シス 
テムの漏れび考えられます。メルセデ 
ス*ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 

走行中に赤色に点なし、警告音び鳴っ 
たとさは、冷却水温度び約1 2( rcii (上 
になり、才ーバーヒートしてし''ます。 
ただちにち全な場所に停車し、エンジ 
ンを停止して冷却してください。 

詳しくは、才ーバーヒートしたとさ 
(>232ぺージ）をご覧ください。 

H 冷却水量び正常なとさに、冷却水 
量*冷却水温度警告なび赤色に点な 
するとさは、エンジンファンび故障 
している可能性びあります。エンジ 
ンファンび故障している場合はオー 
パーヒートなどのおそれびありま 
す。メルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 


冷却水を補給ずる 


冷却水が不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクに補給します。 

► 冷却水び冷えていることを確認し 
ます。 

► リヴーブタンク③のキャップ① 
を反時計回りにゆっくり約1回転 
までまわして、圧力を抜さます。 

► 圧力び抜けたら、キャップのをさ 
らに反時計回りにゆっくりまわし 
て取り外します。 

► 液面の高さに注意して冷却水を補 
給します。 

通常は水道水に純正の不凍液を混ぜ 
て使用します。 

車を使用する地域(最低気温）によっ 
て濃度を変えます（[>349ページ）。 

► キャップのを確実に閉じます。 

H 冷却水の補給は、冷却水が冷スて 
から行なってください。 

〇冷却水には必ず不凍液を湿ぜてく 
ださい。不凍液には防鐘の効果わあ 
ります。 

〇指定(外の不凍液や不適当な水を 
使用しないでください。鐘や腐食な 
どの原因になります。 

D 不凍液は塗装面を損傷させます。 
ボディに付着したとさは、すみやか 
に水で洗い流してください。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに冷却水に関する故障/警告 
メッセージび表示されたときは、 
オーバーヒートしてエンジンを損傷 
するおそれがあります。ただちにメ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 
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冷却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととわに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

才ーバーヒートしたとき 


才ーバーヒートしたときの症状 

• 冷却水温度び約 i 2 crcii (上を示し 
てし" i る。 

• 冷却水温度警告なが点なし、警告音 
び鳴る。 

• エンジンルームから蒸気が出ている。 

A 乂災のおそれがありまず 

エンジンルームから蒸気び出ている 
とさや冷却水び吹さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、冷 
えるまで車から離れてください。漏 
れた液体び発火して火災び発生する 
おそれびあ0ます。 


心 乂傷のおそれびありまず 

水温び下びるまで、絶対にボンネッ 
卜や U ヴーブタンクのキャップを開 
かないで<ださい。高温の蒸気や熱 
湯び吹さ出して火傷をずるおそれび 
あ0まず。 


〇マルチファンクシヨンデイスプ 
レイに、冷却水に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
(>281ページ）をご覧ください。 

M 才ーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水び吹さ出している状 
態でェンジンをかけたままにする 
と、ェンジンを損傷するおそれび 
あります。 

H オーバーヒートしたとさは必ずメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、 

オーバーヒートしたとさは、じ(下のよ 

ラに処置してください。 

► ただちにち全な場所に停車します。 

► ェンジンをアイドリング状態で冷却 
します。 

ラジェターの冷却ファンび停止し 
ているとさや、冷却水び吹さ出し 
ているとさは、ェンジンを停止し 
て冷却してください。 

► ェンジンび十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、ラジェターの冷却 
ファンなどを点検します。 

► 冷却水が不足しているとさは補給し 
ます(>231ページ）。 

〇冷却水は、ェンジンび熱いときに 
補給しないでください。ェンジンを 
損傷するおそれがあります。 
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ブレーキ液 


A 事故のおそれびありまず 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告メッ 
セージび表示されたり（>279、280 
ぺージ）、ブレーキ警告巧 （>248 ぺ一 
ジ）び点巧したとさは、むやみにブ 
レーキ液を補給しないでください。 
補給によつて故障び解消ずることは 
ありません。 

安全な場所に停車して、メルセデス- 
ベンツ 指定ヴービスエ場に連絡してく 
ださい。 


A 事故のおそれがありまず 

必ず指定のブレーキ液を使用して < だ 
さい。指定!;^外のブレーキ液を使用し 
たり、他の銘柄を還ぜると、ブレーキ 
の効さ具合やブレーキシステムに悪影 
響を与え、安全なブレーキ操作びでさ 
な < なるおそれびあ0まず。 


A 乂傷や乂災のおそれがありまず 

ブレーキ液の補給は、エンジンび冷 
えてから行なってください。また、 
上限 ( MAX ) を超えないよラに補給 
してください。あふれたブレーキ液 
びエンジンや排気系部品などに付着 
すると、発火して火傷をしたり、乂 
災び発生ずるおそれびあります。 


H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関する故障/警 
告メツセージが表示されたとさは 
0279ページ）をご覧ください。 

ブレーキ液の量を点検ずる 



左八ンドル車 

①レベルインジケーター上限 ( MAX ) 

③レベルインジケーター下限 ( MIN ) 

► ブレーキ液リヴーブタンクのレベル 
インジケーターで点検します。 

ブレーキ液の液面がレベルインジ 
ケーター上限 ( MAX ) ①と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正常です。 

《右八ンドル車のブレーキ液 U ヴーブタン 
クは、エンジンルームに向かって左側に 
あります。 
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ブレーキ液の交換 


定期的にメルセデス*ベンツ指定ヴー 

ビスエ場で点検を受けてください。詳 

しくはメルセデス-ベンツ指定ヴービ 

スエ場におたずね < ださい。 

H ブレーキ液の減りかたび著しいと 
さは、メルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

〇ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場で 
行なってくださし、 

B 補給のとさは、ゴミや水がリヴー 
ブタンクの中に入らないよラにして 
ください。たとえルさなゴミでも、 
ブレーキが効かな < なるおそれびあ 
ります。 

〇レベルインジケーターの上限を超 
えて補給すると、ブレーキ液び走行 
中に漏れて塗装面を損傷するおそれ 
があります。ボディに付着したとさ 
は、すみやかに水で洗い流してくだ 
さい。 

D ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化します。 
劣化した状態で使用すると、苛酷な 
条件下ではベーノ く 一 □ ックび発生す 
るおそれびあります。 

〇 ベーパー□ック：長い下り坂や急 

な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰 
してブレーキパイプ内に気泡が発 
生し、ブレーキペダルを踏んでわ 
圧力が伝わらず、ブレーキび効か 
なくなる現象のことです。 


ウオツシヤー液 


A 乂災のおそれびありまず 

ウォッシャー液は可燃性です。火気を 
近付けたり、近くで喫煙をしないで 
ください。また、エンジンび熱くなつ 
ているときは補給しないでください。 

〇 ウインドウウォ ッシャー 液と へッ 
ドランプウォ ッシャー 液のリ ヴーブ 
タンクは兼用です。 

〇 ウォッシャー液には夏用と冬用の 
2種類びあります。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあり、冬用には凍 
結温度を下げる効果びあります。 


ウオッシヤー液を補給ずる 



左八ンドル車 


► リヴーブタンクに補給する前に、 
ウォッシャー液と水を適正な湿合比 
に湿ぜます。 

► ウォッシャー液リヴーブタンクの 
キャップのを開きます。 

► ウォッシャー液を補給します。 

► キャップのを取り付けます。 


I 
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使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水に湿ぜ 

て使用します。 

P 補給する前に別の容器で適正な湿 
合比に湿ぜてください。 

P 粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあります。 

P ウォッシャー液が出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
でください。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびあります。 

P へッドランプには樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純正 
ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。純正じ(夕+のウォッシャー液を使 
用すると、レンズを損傷するおそれ 
びあります。 

H ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水を混ぜないでください。液 
量のセンサーを損傷するおそれがあ 
ります。 

P マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにウォッシャー液に関する故障/ 
警告メッセージが表示されたとさは 
(杉285ページ）をご覧ください。 


タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス*ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

• 純正品および承認されている製品 
切のタイヤやホイールを装着す 
ると、 ブレーキ システムやヴスぺ 
ンシヨンを損傷したり、事故を起 
こすおそれびあ0ます。 

• タイヤの摩耗には十分にを意し、 

ス U ップヴイン（別冊「整備手帳」 
参照）び現われたら、ずみやかに 
交換してください。タイヤの溝の 
深さび約 3 mm じ(下になると著し 
く滑りやずくなり、事故につなび 
るおそれびあ0まず。 


公 事故のおそれがありまず 

• 必ず規定の空気圧を守ってくださ 
し、燃料給油フラップの裏側に、 
規定のタイヤ空気圧を記載したラ 
ベルび貼付してあります(>238 
ぺージ)。 

• 空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱して 
破裂したり、火災を起こずおそれ 
びありまず。 

• ホイールボルトはホイールに適合 
した純正品だけを使用してくださ 
し、純正品じ(外のホイールボルト 
を使用ずると、ホイールび脱落し 
て事故を起こずおそれびありまず。 
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D ホイールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
安全性に支障をさたすおそれがあ 
ります。 

P 装着するタイヤは指定されたサイ 
ズ、および4輪とわ同じ銘柄のわ 
のにしてください。サイズや銘柄び 
異なると、車両操縦性に悪影響をお 
よぼし、事故を起こすおそれびあり 
ます。 

B 再生タイヤを装着した場合、安全 
性の保証はでさません。 

P 純正品または承認されている製 
品(外のタイヤやホイールを装着 
すると、道路運送車両法違反にな 
ることびあります。 

B 摩耗具合にかかわらず、6年(上 
経過したタイヤは新品のタイヤと交 
換してください。 

応急用スペアタイヤわ同様に交換し 
てください。 

〇トレッドがひどく摩耗したタイヤ 
では、濡れた路面を走行しなし''で 
ください。タイヤのグリップび著 
しく低下し、八イド□プレーニン 
グ現象を起こすおそれがあります。 

〇 新品のタイヤを装着したときは、 
走行距離び約1 OOkm を超えるまで 
は速度を控えて運転することをお勧 
めします。 


タイヤの点検 


► タイヤ空気圧ゲージを使用するか、 
タイヤ接地部のたわみ状態(別冊 r 整 
備手帳」参照）を見て、空気圧び適 
切であることを点検します。 

► タイヤに大さな傷びないこと、くざ 
や石などびささったり、かみ込んで 
いないことを点検します。 

► タイヤが偏摩耗を起こしたり、極端 
にすり減っていないことを点検しま 
す。スリップサイン（別冊「整備手 
帳」参照）び出ているときは、新し 
いタイヤに交換します。 

H ほこりの侵入や水分の浸入を防ざ 
バルブを保護するため、ホイールバ 
ルブのキャップを必ず装着して < だ 
さい。また、市販のタイヤ空気圧測 
定装置をホイールバルブに装着する 
など、純正品または承認されたバル 
ブキャップ m がのわのをホイールバ 
ルブに装着しないで<ださい。 

U タイヤに空気を入れても、すぐに 
空気圧び低下するとさは、パンクや 
ホイールの損傷、タイヤバルブから 
の空気漏れなどのおそれびありま 
す。ただちにメルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

〇タイヤの摩耗は均一ではありませ 
ん。タイヤの摩耗を点検するとさ 
は、必ずタイヤの内側わ点検して 
ください。 

P タイヤのトレ ッ ドやサイドウ オー 
ルびひど<すり減ったり、傷が付い 
ているときは交換してください。 
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走行時の注意 


• タイヤやホイールび損傷していると 
さは、振動や騒音び発生したり、ス 
テアリングが不自然な動さをするこ 
とびあります。このよラなとさはた 
だちにち全な場所に停車して、タイ 
ヤとホイールを点検してください。 

異常が見つからないとさわ、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

• 路面の段差などを乗り越えるとさ 
は、速度を落とし、注意して走行し 
てください。タイヤやホイールを損 
傷するおそれびあります。 

• 駐車時は、タイヤやホイールび縁石 
に接触しないよラにしてください。 

また、縁石を乗り越える必要がある 
とさは、縁石に対してタイヤをでさ 
るだけ直角にしてください。タイヤ 
を損傷するおそれがあります。 

タイヤを清掃ずるとき 


• ホイールには酸性のホイールク 
U ーナーを使用しないでください。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キディスクが腐食するおそれがあ 
ります。 

• ホイールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置する 
と、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどび腐食するおそれびあり 
ます。 

このよラなとさは、しばらく走し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させてください。 


タイヤの保管について _ 

装着していないタイヤは、オイルや 
グリース類、燃料などの付着するお 
それのない、乾燥した冷暗所に保管 
してください。 


タイヤの清掃について _ 

H 高圧式スプレーガンを使用して夕 
イヤを清掃しないでください。夕 
イヤを損傷するおそれびあります。 
損傷したタイヤは必ず交換してく 
ださい。 


タイヤの回転方向について _ 

回転ち向び指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転するよラに装着す 
ることで、八イド□プレーニング現 
象などを発生しにくくし、タイヤの 
性能を発揮することびでさます。 

タイヤの側面に記載された回転ち向 
の矢印などの指示に従って装着して 
ください。 
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タイヤとホイール 


タイヤ空気圧ラベル 



タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤ空気圧ラベルは、燃料給油フ 
ラップ裏側に貼付されています。 

装着されているタイヤのサイズや荷物 
の量などに応じて、前輪と後輪の空気 
圧を調整してください。 

単位は rkPa (100 kPa =1 bar )」 と fpsij 
で示しています。 



二孔か 


タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤサイズの代わりに、 "16 ""や 
" R 16" などのホイール外径で表示され 
ていることちあります。 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびあります。 



タイヤサイズ表示の例 


ホイール外径のはタイヤのサイド 
ウォールのタイヤサイズ表示に記載さ 
れています。 

9環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
<ださい。タイヤの空気圧び低いと、 
燃料を余計に消費しまず。 


公 事故のおそれびありまず 

空気圧の低いタイヤで走行しないで 
ください。タイヤび過熱して破裂し 
たり、火災を起こずおそれびありま 
ず。必ず規定の空気圧を守ってくだ 
さい。 

タイヤに空気を入れずざないで<だ 
さい。空気を入れずざたタイヤは、路 
上の破片や凹みなどにより損傷を受 
けたりパンクしやずくなりまず。ま 
た、タイヤ空気圧警告システムび正 
し<作動しな<なったり、車両操縦 
性に悪影響をおよぼずおそれびあり 
ふ 9—0 
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心 事故のおそれびありまず 

ホイールバルブには純正品または承 
認されたバルブキャップ外のちの 
を装着しないでください。特にバル 
ブにねじ込んで装着するタイプの市 
販のタイヤ空気圧計測器を装着する 
と、ホイールバルブに負担びかかり、 
ホイールバルブび脱落ずるおそれび 
あります。また、構造上バルブび常 
に開いた状態になり、空気漏れにつ 
なびるおそれびあ0まず。 


公 事故のおそれびありまず 

タイヤの空気圧び何度ち低下ずると 
さはじ(下のことを確認してください。 

• タイヤに異物びささっていないこと 

• ホイールやタイヤバルブから空気 
び漏れていないこと 

• 純正品または承認されたバルブ 
キャップび装着されていること 

タイヤの空気圧び低いとさは、車の 
安全性に悪影響を及ぼし、事故につ 
なびるおそれびあ0まず。 


n 必ず法定速度を守って走行してく 
ださい。 

n 周囲の気温び約1〇で変化すると、 
タイヤ空気圧は約 0.1 bar 変化しま 
す。タイヤ空気圧を点検するとさは 
周囲の気温に注意してください。 

〇|'叩 to 21 Okm / h " の表示びある場 
合は 、' lup to 21 Okm / h " の空気圧 
に調整してください。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行するとさなどは必ず点検を 
行なってくださし、。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


〇 走行した直後や炎天下のよラに夕 
イヤ自体び高温になっているとさ 
は、約 0.3 bar ほど空気圧び高くな 
ります。空気圧はタイヤが冷えてい 
るときに測定してください。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイールまた 
はタイヤに記載されています。 


タイヤ空気圧警告システム* 

4輪すベてのタイヤの回転速度をモ 
ニターし、タイヤ空気圧が低下する 
ことにより他のタイヤとの回転速度 
に差び生じると、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警告メ ッ セージを 
表 TJX します。 

タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
状況のとさは作動しません。 

• カーブを巧がっているとさ 
• 加速または減速をしているとさ 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやすい路面を走行しているとさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• スノーチェーンを装着しているとさ 
• 重い荷物を積んでいるとさ 

上記に該当しない条件で約 20 km/h 
(上の速度で数分間走行した後、異常 
が検知されると警告が行なわれます。 
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タイヤとホイール 


A 事故のおそれびありまず 

• 空気の入れずざなど、誤ったタイ 
ヤ空気圧の調整に対しては警告び 
行なわれません。燃斜給油フラッ 
プの裏側にあるタイヤ空気圧ラべ 
ルを参照し、必ず規定の空気圧に 
調整してください。 

• タイヤ空気圧警告システムは、複 
数のタイヤから同量の空気び漏れ 
た場合などは検知でさません。ま 
た、タイヤ空気圧の点検を行なラ 
システムではありません。 

• 突然の空気圧低下（タイヤに異物 
び貫通した場合など）に対しては 
警告を行なラことびでさません。 
このとさは、急ブレーキや急八ン 
ドルを避け、しっかりステア U ン 
グを支えなびら、徐々に減速して 
安全な場所に停車してください。 


タイヤ空気圧警告システムを再起動 
ずる 


(下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させてください。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• タイヤやホイールを交換したとさ 

• 新しいタイヤやホイールを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル0238ページ）を参照 
して、すべてのタイヤび適正な空 
気圧に調整されていることを確認 
してください。 


A 事故のおそれがありまず 

タイヤ空気圧警告システムは、タイ 
ヤ空気圧び適正に調整されていない 
とさは、正常に作動しません。 

► イグニッシヨン位置を2にします。 




► またはを押して、車両 
情報メイン画面を表示させます 
(>134 ページ）。 

► ^または^を押して、タイヤ 
空気圧警告システム画面を表示させ 
ます。 

II タイヤクウキアツケイ]クシステムメニユ - : R ホ、'タン" 
と表示されます。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"タイヤクウキアツケイ]クシステムイク''こッシヨン 
オンテ'' シヨウカノウ"と表示されたときは、 
イグニッシヨン位置を2にしてく 
ださい。 


► リセットボタンを押します。 



マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"タイヤクウキアツケイ]クシステムサイシドウ ？II 
と表示されます。 


B こ虜0芭6が田 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更される場合びあります。 
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► L+J を押して、" A イ"を反転表示に 
します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"タイヤクウキアツケイ]クシステムサイシドウ"と 
表示されます。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムび作動を始めます。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"タイヤクウキアツケイ]クシステムサイシドウ ？II 
と表示されてから、 r +1 を巧さず 
に約15秒間経過すると、再起動は 
中断されます。 


タイヤ □ーテーシ ヨン 


公 事故のおそれびありまず 

• タイヤ □ーテーシヨンは、 前後輪び 
同サイズのウィンタータイヤを装 
着したとさのみ行なってください。 

• 標準タイヤ/ホイールは、サイズ 
び前後で異なるため、タイヤ□一 
テーシヨンを行なわなし^でくださ 
し、前後のタイヤを入れ替えると 
車両操縦性や走行安定性び確保で 
きません。 

• ホイールボルトの締め付けトルク 
は 13 kg-m (130 Nm ) でず。夕 
イヤ□ーテーシヨンを行なった後 
は、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場でホイールボルトの締め 
付けトルクを確認してください。 


タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 

5,00〇〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候びはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なつて < ださい。 



タイヤ□ーテーシヨンのち法 


タイヤ□ーテーシヨンを巧なう 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えます。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を均一化す 
ることびでさます。 

〇 タイヤを入れ替えた後にタイヤ空 
気圧を調整して < ださい。 

〇 タイヤ空気圧は、燃料給油フラッ 
プの裏側に貼付してあるタイヤ空気 
圧ラべ j レで確認してください。 


B 三養接〇が田 


《画面表示や操作ち法などは予告なく変更される場合びあります。 
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寒冷時の取り扱い 



寒冷時には、通常とは異なった取り扱 
いび必要です。必ず(下の注意事項を 
守ってください。 

冷却水/バッテリー 

メルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で、冷却水の不凍液の濃度が適正であ 
ることやバッテ U —の液量や充電状態 
に不足がないことを点検してくださし、 

エンジンオイル 

車を使用する場所の外気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用してください。 

ウォツシヤー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用びあ 
ります。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
とさは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になります。凍 
結防止用の塩類をま <地方の場合、少 
なくとわ1年に一度ボディ下回りの防 
鐘処理をすることをお勧めします。 

積雪 

ボディやウインドウに雪が積もったと 
さはすベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を妨げるおそれが 
あります。 


〇ウインドウに付着した雪や氷を取 
り除くとさは、ウインドウのシー 
ル部を損傷しないよラに注意して 
ください。特にリアウインドウ左 
ちの溝部分やシール部には注意し 
てください。 

ドアやトランクの凍結 

ドアやトランクび凍結しているときは 
(下のよラな方法で走行する前に解凍 

するか、氷を取り除いてください。 

•氷を取り除<とさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにミち意して 
ください。 

• ドアやトランクが凍結して開かない 
とさは、開口部周囲 (<— めるま湯をか 
け、解凍してから開いてください。 
また、キーシリンダーにはめるま湯 
がかからないよラにして < ださい。 

• 再凍結を防止するため、余分な水分 
はきれいになき取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやトランク 
を開こラとすると、周囲の防水シー 
ルやウェヴーストリップなどを損傷 
するおそれがあります。 

• ドアウインドウが凍結しているとき 
は、ドアを開いたとさにドアウイン 
ドウやリアク オーター ウインドウは 
下降しません。 

このとさは、無理にドアを閉じない 
でください。ドアウインドウや U ア 
ク オーター ウインドウ、ドアや シー 
ル部を損傷するおそれびあります。 
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ボディ下側の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
ヴスペンシヨンなどに雪や氷塊が付 
着していたり、フェンダーの内側に 
雪び詰まって固まっていると、ボ 
ディを損傷したり、車のコント□一 
ルを失って事故を起こすおそれびあ 
ります。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよラに注意しなび 
ら、雪や氷塊を取り除いてください。 

• 走行中にち、はね上げた雪や水しぶ 
さび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着します。 
休憩時わこまめに点検し、雪や氷塊 
び付着しているときは、大きくなる 
前に取り除いてください。 

ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、トランク、ド 
アウインドウや U アクオーターウイン 
ドウ、バ U オルーフなどが凍結してい 
るとさに、無理に動かすとモーターを 
損傷するおそれびあります。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

また、ドアミラーは手で動かさないで 
ください。 

秉車前こ 

靴底などに付着した雪や氷を取り除い 
てから乗車してください。ペダルを操 
作するとさに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの内側び曇りや 
すくなります。 


雪道で動けないとき 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出口）と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スが車内に侵入するおそれびあります。 

A 事故のおそれがありまず 

マフラーなどび雪に埋ちれた状態でエ 
ンジンをかけていると、排気ガスび 
車内に入り一酸化炭素中毒を起こした 
り、中毒死ずるおそれびありまず。 


駐車ずるとさ 

寒冷時や積雪地での駐車時は(下の点 

にま意してください。 

• パーキングブレーキが凍結するおそ 
れびある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、セレクターレバーを 
巧□に入れ、確実に輪止めをして 
ください。 

• できるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たるち向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンが冷えすざない 
よラに/0がけてください。 

• 軒下や樹木の陰には駐車しないでく 
ださい。雪やつららが落ちてさてボ 
ディを損傷するおそれびあります。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグリルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動する 
と、乂災や故障の原因になります。 
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寒冷時の取り扱い 


スペアタイヤは応急的に使用し、 
でさるだけ早くウィンタータイヤ 
に戻してください。 

P 回転ち向び指定されているウィン 
タータイヤは、タイヤの側面に記さ 
れた回転方向の矢印などの指示に 
従つて装着してください。 

P ウィンタータイヤを装着していて 
ち、雪道や凍結路面では、 SBC ホー 
ルドやクルーズコント□ール、ディ 
スト□ニック*は使用しないでく 
ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とち同じ銘柄のわの 
にしてください。 

ウィンタータイヤを装着したとさは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システム*を再起動して 
ください。 

A 事故のおそれがありまず 

• ウィンタータイヤの溝の深さび 
4 mm 下になったとさは、必ず新 
品と交換してください。 


ウィンタータイヤ _ 

雪道や凍結路を走行するとさやが気温 
度び約7ごじ(下のときは 、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着することで、 ABS や 
ESP ® の効果び発揮されます。 


H ウィンタータイヤを外した後は、 
タイヤ/ホイールをオイルやグ U — 
ス類、燃料などの付着するおそれの 
なし、乾燥した冷暗所に保管してく 
ださい。 

〇 ウィンタータイヤについて、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね < ださい。 


スノー チ 王ーン _ 

ウィンタータイヤでわ走行び困難なと 

さは、スノーチェーンを装着してくだ 

さし、 

スノーチェーンは、 Daimler AG の指 

定品を使用してください。取り扱いに 

ついては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説明書に従ってください。 

〇スノーチてーンは必ず後輪の両輪 
に装着してください。 

H 前輪にはスノーチェーンを装着し 
ないで<ださい。ボディやフェン 
ダーの内側またはヴスペンション部 
品などに接触し、タイヤや車両を損 
傷するおそれびあります。 

H 応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

H 標準タイヤ/ホイールにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

Pabc 装備車にスノーチェーンを 
装着したとさは、必ず車高をレべ 
ル1に設定して走行してください 
([>180ぺージ）。標準の車高では、 
チェーンびボディに接触してボディ 
を損傷するおそれがあります。 
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P 指定品(外のスノーチェーンを装 
着すると、タイヤから外れたり、車 
体に接触するおそれびあります。 

H スノーチェーンの脱着は、周囲の 
交通を妨げない、安全で平坦な場所 
で行なってくださし、。 

B スノーチェーン装着時は約 50 km/h 
じ(下の速度で走行してください。 

〇路面に雪や凍結びな<なったとさ 
は、スノーチェーンを外してくだ 
さい。 

〇 スノーチェーン装着中は、 ESP ® の 
機能を解除したほラが走行しやすい 
場合があります。 

スノーチェーンについて、詳しく 
はメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやす<なっています。十分な車間距 
離を確保し、いつわより控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

安全な走行と操縦性を確保するため、 
じ(下の注意事項を守って < ださい。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チエーンを必ず使用してください。 

• 走行モードを C モードに切り替え 
てください(>121ページ）。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どを避けてください。 


• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効さび悪くなるこ 
とびあります。このよラなとさは、 
後続車にま意しなびら低速で走行 
し、ブレーキの効さが回復するまで 
ブレーキぺ夕 J レを数回軽 < 踏んで< 
ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

滑りやずい路面を走行しているとさ 
は、低いギアレンジの選択やシフト 
ダウンによってエンジンブレーキび 
効くと、駆動輪びグ U ップを失ラお 
それびありまず。低いギアレンジを 
選択したり、シフトダウンするとさ 
は十分を意してください。また、滑 
りやずい路面状況で駆動輪を空転さ 
せると、駆動系部品を損傷ずるおそ 
れびあ0ます。 
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走巧時の注意 


走巧時の注意 


エンジンを停止しての走行 


心 事故のおそれがありまず 

エンジンび停止しているとさは、ブ 
レーキやステア U ングの操作に非常 
に大さな力び必要になります。 

走行中はエンジンを停止しないでく 
ださい。 


ブレーキ 


瓜 事故のおそれびありまず 

• 滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせないで<ださい。 
駆動輪びス U ップして車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 

• 長い下り坂や急な下り坂では必ず 
ティップシフトで低いギアレンジ 
を選択し、エンジンブレーキを併 
用して<ださい。エンジンブレー 
キを併用しないでブレーキペダル 
を踏み続けたり、急ブレーキを繰 
り返ずと、ブレーキび効かな<な 
り停車でさな < なるおそれびあり 
ふ9 〇 


心 事故のおそれがありまず 

ブレーキ操作び、後続車などに危険 
をおよぼずことびないよラにを意し 
て < ださい。 


心 乂災のおそれびありまず 

ブレーキペダルの上に足を置いたま 
ま運転しないでください。ブレーキ 
パッドび早く摩耗ずるだけでなく、ブ 
レーキび過熱して効かな < なったり、 
火災び発生するおそれびあります。 


A 事故のおそれびありまず 

新車時または交換した新品のブレー 
キパッドは、目安として走行距離び 
数百 km を超えるまでは制動性能を完 
全には発揮でさません。最初の数百 
km までは、必要に応じてブレーキぺ 
夕 J レを少し強めに踏んでください。 

Hsbc (センソト□ニック•ブレーキ‘ 
コント□ール）の点検•修理やブレー 
キパッドの交換などは、必ずメルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。 SBC にはブレー 
キ液を自動的に蓄圧する機能びある 
ため、システムを解除してから作業 
しないと、ブレーキ液び漏れたり、 
ブレーキび自動的に作動してけびを 
したり、車を損傷するおそれびあり 
ます。 

〇ブレーキび過熱している状態のと 
きは、ブレーキに水びかからないよ 
ラにして<ださい。ブレーキディス 
クを損傷するおそれびあります。 

〇必ず純正のブレーキパッドを使用 
してください。純正じ(がのブレーキ 
パッドを使用すると、ブレーキ特性 
が変わってち全なブレーキ操作びで 
さな < なるおそれびあります。 
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H ブレーキシステムを改造したり、 
ス ペー ヴーやブレーキダスト シール 
ドなどを使用しないでください。 

〇 バッテリーびあびったり、バッテ 
U —の接続が断たれると、次にバッ 
テリーを接続してエンジンを始動し 
たとさに、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに ABS や ESP ⑩に関 
する故障/警告メッセージび表示 
されたり、 ABS 警告なび点なする 
ことびあります。 

このとさはステアリングを左ちどち 
らかにいっぱいまでまわし、次に反 
対方向にいっぱいまでまわすと、故 
障/警告メッセージび消え、警告 
なび消なします。 

〇 ブレーキペダルを踏んで SBC が 
起動した場合、ブレーキペダルの踏 
み始めは抵抗び軽<、踏みしろち通 
常より大きくなります。ブレーキぺ 
ダルから足を放すと、通常の踏みし 
ろに戻ります。 

〇 ブレーキペダルに脈動が感じられ 
たり、エンジンルームから作動音び 
聞こえることがあります。この音は 
SBC ポンプから発生しているもの 
で異常ではありません。 


OSBC は(下のときに自動的に解除 
されます。 

• リモコン操作またはキーレス 
ゴー操作で施錠してから約20 
秒後 

• エンジンスイッチからキーを抜 
くか、イグニッシヨン位置を0 
にしてから約2分後 

〇 長い急な下り坂では、ティップシ 
フトで低いギアレンジを選択して、 
エンジンブレーキを効かせて < ださ 
し、ブレーキの過熱や過度の摩耗を 
防ぐことびでさます。 

〇 クルーズコント□ールや巧変ス 
ピードリミッターの作動中ち、低い 
ギアレンジを選択することによりエ 
ンジンブレーキを効かせることがで 
さます。 

〇 急ブレーキなどでブレーキに大さ 
な負担をかけた後は、ブレーキディ 
スクび冷えるまでしばらく走行を続 
けて < ださい。 

〇 高速道路を走行しているとさなど 
ブレーキをかけずに長時間走行して 
いるとさは、ブレーキの効さが悪く 
なることびあります。このよラなと 
さは後続車にま意しなびら、時々ブ 
レーキを効かせて < ださい。 
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(©) J ブレーキ警告。 

イグニッシヨン位置を2にすると点灯 
し（点なしないとさは、警告灯び故障 
しています）、エンジン始動後に消な 
します。 

エンジン始動後ちパーキングブレーキ 
を効かせているとさは、点灯したまま 
になります。 

パーキングブレーキを解除してち消な 
しないとさや、エンジンびかかってい 
るとさに点なしたとさは、ブレーキ液 
の量び不足しています。ち全な場所に 
停車して、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液またはブレーキパッ 
ドに関する故障/警告メッセージ 
が表示されたときは0278.279 
ページ）をご覧ください。 


AMG 強化ブレーキシステム*のま意 
事項 

AMG 強化ブレーキシステムは、走行 
速度やブレーキペダルの踏力、気温や 
湿度などのが気環境により、ブレーキ 
ノイズを発生することびあります。 
また、 ブレーキパッドやブレーキディ 
スクなどブレーキシステムを構成する 
部品は、運転スタイルや走行状況に応 
じて摩耗度合いび異なってさます。走 
行距離は摩耗度合いを測る目ちにはな 
りません。負荷の高い運転を行なった 
とさは、摩耗度合いが高くなります。 

Bamg 強化ブレーキシステムに高 
い負荷を与えるよラな走行をした 
後は、必ずメルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


タイヤグ U ップについて _ 

ち全な走行のため、濡れた路面や凍結 
した路面では、乾燥した路面を走行す 
るとさよりわ低い速度で走行してくだ 
さい。 

外気温度が低いとさは、路面の状態に 
十分注意して<ださい。路面び凍結し 
ているとさは、ブレーキ時にタイヤと 
路面の間に薄い水の層が形成され、夕 
イヤのグリップが大さく低下します。 
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走行ずるとさ 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速するとさは、タイヤを空 
転させないよラにおだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッションや駆動系部品 
を損傷するおそれがあります。 

• 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発進や急加速、急ブレーキを避けて 
ください。 

横風び強いとき 

横風び強く、車び横ち向に流されそラ 
なとさは、ステア U ングをしっかりと 
握り、いつもより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入するときは、ヘッドラ 
ンプを点なしてください。内部照明が 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありますので、十分ま 
意してください。 

エンジンブレーキの活用 

下り坂び続くとさは、エンジンブレー 
キを活用してください。ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクが過熱してブレーキの効さび 
悪 < なるおそれびあります。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生す 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。低いギアのとさほど効さが強 
くなります。 


滑りやずい路面 

滑りやすい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキは効 
かせないで < ださい。 

水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さが遅れたり、悪くなるこ 
とがあります。このよラなとさは、後 
続車に注意しながら低速で走行し、ブ 
レーキの効さび回復するまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 

道路び冠水しているとさや車が水ミ受し 
たとさ 

• 冠水した道路を走行するとさに許 
容されてし > る最大水深は約1 2 cm 
です。 

波び立たないよラな速度で走行して 
ください。また、周囲の車両び立て 
る波にもま意してください。 

• 豪雨などで道路び冠水し、マフラー 
に水が入ったときは決してエンジ 
ンを始動しないでください。その 
ままエンジンを始動すると、エン 
ジンに重大な損傷を与えるおそれ 
びあります。 

• 車び水没した場合は、水び引いた後 
でちエンジンを始動せずに、メルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 
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走巧時のま意 


スタック（立ち往生）したとき 

• めかるみなどでタイヤび空転したり 
脱輪した状態から脱出するときは、 
タイヤを高速で空転させないで < だ 
さい。脱出直後に車び急発進し、事 
故を起こすおそれびあります。 

また、タイヤを高速で空転させると 
異常な過熱び起こり、タイヤの破裂 
や乂災などの事故び起さたり、トラ 
ンスミッションを損傷するおそれび 
あります。 

• スタックした状態から脱出するとき 
は、タイヤ前後の±や雪などを取り 
除いたり、タイヤの下に板や石など 
をあてがラと効果的です。 


走巧中に異常を感じた S 


警告 I 灯が点'灯したときやマルチファン 
クシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとさ 

ただちに安全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでち警告なや故障/警告 
メッセージび消なしないとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷を与えるおそれがあります。 


ボディ下部に強い衝撃を受けたとき 

ただちに安全な場所に停車してボ 
ディの下部を点検し、ブレーキ液や燃 
料などび漏れていないか確認して< 
ださい。漏れやボディ下部に損傷を見 
つけたとさは、運転を中止してメルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場に連絡 
してください。損傷を放置したまま走 
行を続けると、事故を起こすおそれが 
あります。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとさ 

あわてずにしっかりステア U ングを支 
えながら、徐々に減速して安全な場所 
に停車して<ださい。急ブレーキや急 
八ンドル操作をすると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれび 
あります。 


駐停車ずるとさ 


駐車ずるとさの注意事項 

• マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙<ず、油など燃え 
やすいちのびある場所には駐停車し 
ないで <ださい。 

• 同乗者がドアを開くときは、周囲に 
危険がないことを運転者が確認して 
ください。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなります。ステア 
リングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をするおそれ 
びあります。 
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•炎天下に駐車するときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 

• 炎天下に駐車した後は、乗車する前 
に換気をするなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物がある場合は、 
必ず取り除いて<ださい。車両下部 
の排水口び目詰まりを起こし、車内 
に水が浸入するおそれびあります。 

車の周囲が雪で覆われているとさ 

車の周囲び雪で覆われているときは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび ふ 
さがれ、排気ガスび車内に侵入するお 
それがあります。 

急な坂道で駐車ずるとさ 

急な坂道で駐車するとさは、セレク 
ターレバーを巧□に入れ、パーキン 
グブレーキを確実に効かせてくださ 
い。さらに輪止めをして、前輪を歩道 
方向に向けてください。 

假眠ずるとさ 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、安 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出し、 
事故を起こすおそれびあります。 

またアクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンやマフラーび異常過熱して乂 
災の原因になります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


後退ずるとき 

後ち視界び十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方の安全を確認し 
てください。 


雨降りや濃霧時の運転 


雨降りや濃霧時の注意事項 

雨び降っていたり、濃霧び発生して 
いるとさは、路面び濡れて滑りやす 
く視界わ悪くなります。(下の点に 
ま意して、いつちより慎重に運転し 
てください。 

• 路面び滑りやすいため、タイヤの接 
地力び大さ<低下し、通常より制動 
距離ち長くなります。 

また、見通しび悪いため、歩行者や 
障害物の発見び遅れが ちに なりま 
す。いつちより速度を下げ、車間距 
離を十分に確保してください。 

• 濡れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないでください。滑 
りやすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス U ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれびあります。 

• 路面び濡れているときは、 SBC ホー 
ルドやクルーズコント□ール、デイ 
スト□ニック*は使用しないでく 
ださい。 
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メンテナンス 


• 水たまりの通過後や激しい雨の中で 
長時間ブレーキを使用しないで走行 
しているとさは、ブレーキの効さが 
悪くなることびあります。このとさ 
は、後続車に注意しなびら低速で走 
行し、ブレーキの効さび回復するま 
でブレーキぺ夕 J レを数回軽 < 踏んで 
ください。 

• ち全な視界を確保するため、必要に 
応じてデフ□スターやリアデフォッ 
ガーを作動させてください。または 
エアコンデイシヨナーを作動させて 
車内を除湿してください。 

• 雨降りや濃霧時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、ヘッドラン 
プやフォグランプを点なしてくださ 
し、ただし、へッドランプを上向き 
にすると、雨や濃霧に反射して視界 
を損なったり、対向車を腔惑するた 
め、下向さで点なしてください。 

• 濃霧のとさはフォグランプを点な 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるときは、霧が 
晴れるまで安全な場所に停車して 
ください。 


メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転するためには、メルセデス- 
ベンツ指定ヴービスエ場で点検整備を 
受ける必要びあります。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場では (下のよ 
ラな点検を行ないます。 

Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目びあります。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検整備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施するちのです。 

次の点検時期を示すステッカーびフロ 
ントウインドウに貼付してあります。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

整備手帳 


車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 

日常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、日常、車を使用するとさにお客様 
ご自身の判断で実施していただく点検 
です。 

点検項目は整備手帳に記載されています。 

点検を実施したとさに異常が発見され 
た場合は、すみやかにメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 
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メンテナンスインジケーター画面 



走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
TJX します。 

メンテナンスインジケーター画面び表 
示されたとさは、メーカー指定点検整 
備を行なってください。 

自動表示機能 


次のメーカー指定点検整備の約10曰 
前か約1 ,000 km 前になると、イグニッ 
シヨン位置を2にしたとさやエンジン 
びかかっているとさに、メンテナンス 
インジケーター画面び自動的に表示さ 
れます。 

メンテナンスインジケーター画面を消 
したいときは、リセットボタン0130 
ページ）を押します。 

手動表示 


メンテナンスインジケーター画面は、 
手動でわ表示でさます。 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► [ E またはを押して、車両情 
報メイン画面を表示させます。 

► またはを押して、メンテ 
ナンスインジケーター画面を表示さ 
せます。 


表の メ ツセーゾ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよラに変化し 
ます。 

点検整備実施前の表示例 

II メンテナンス A アト XX ニチ" 

II メンテナンス B アト XX ニチ" 

II メンテナンス A アト XX km " 

II メンテナンス B アト XX km " 

点検整備実施時期になったとさの表 
示例 

II メンテナンス A ヲウケテクタ''サイ ！II 
II メンテナンス B ヲウケテクタ''サイ！" 

点検整備実施時期を過ぎたとさの表 
示例 

じ(下のよラなメッセージが表示され、 
警告音び鳴ります。 

II メンテナンス A XX こチ]1テイマス" 

II メンテナンス B XX こチ]1テイマス" 

II メンテナンス A XX km ] I テイマス" 

II メンテナンス B XX km ]1テイマス" 

P メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表示やエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

D メーカー指定点検整備を指定の 
時期までに行なわなかった場合は、 
保証などの対象外になることがあ 
ります。 
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《画面表示や操作ち法などは予告なく変更される場合びあります。 
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メンテナンス 


〇 メンテナンス A " " メンテナンス B ' l は、次回 
のメーカー指定点検整備の内容を示 
すちので、どちらが表示されるかは 
曰頃の運転スタイ j レや走行距離など 
により異なります。詳しくは整備手 
帳をご覧ください。 

〇 メンテナンスインジケーターが自 
動的に表示される時期は、運転ス 
タイルや走行距離などにより変わ 
ります。 

エンジン回転数を適度に保ち、短 
距離短時間の運転を避けると、次 
のメーカー指定点検整備の実施時 
期までの走行距離び伸びることが 
あります。 

〇 ブレーキパッドは次回の メーカー 
指定点検整備(前に摩耗の限界に達 
することびあります。ブレーキパッ 
ドの交換については、メルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場で相談の 
上、じ(下のよラに対処してください。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換する 

〇 バッテリーの接続を外している間 
の経過日数は、加算されません。 


メンテナンスインジケー ターの リセット 

メーカー指定点検整備後に、メルセデ 
ス*ベンツ指定サービスエ場でメンテ 
ナンスインジケーターを U セットして 
ください。 

リセット後、次回メーカー指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達する距離 
または時期を次回のメーカー指定点検 
整備時期として表示します。 

H メンテナンスインジケーターの表 
示などに異常があるとさは、すみや 
かにメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 
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曰常の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつま 
でも車を美しく保つことびできます。 

日常の手入れには 、 Daimler AG び指 
定する用品のみを使用してください。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

A 中養や乂災のおそれびありまず 

一部の合成ク U —ナーなどには、有 
機溶剤や可燃性物質び含まれている 
ことびあります。カーケア用品を使 
用するとさは、必ず添付の取り扱い 
上のを意を読み、指示に従って<だ 
さし、 

車内でカーケア用品を使用するとさ 
はドアやドアウインドウを開さ、十 
分に換気してください。有機溶剤に 
よる中毒を起こしたり、静電気び巧 
燃性ガスに引火して火災を起こずお 
それびあ0まず。 

車の手入れをずるとさに、ガソリン 
やシンナーなどを使用しないでくだ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引火して火災を起こずおそれびあ 
ります。 

カーケア用品は、テ供の手び届くと 
ころや火気の近くに置いたり保管し 
ないで < ださい。 

9環境 

オイル•液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 


外装 _ 

• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで仏い落としてくだ 
さし、 

• 少なくとも月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石により塗装面を損傷すると、 
鐘の原因になります。早めに補修を 
行なってくださし、 

• 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めします。 

• おや虫の死びい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどが付 
着したとさは、すみやかに拭さ取っ 
てください。特に、鳥のふんは塗装 
面を損傷しやすいため、でさるだけ 
早く水で洗い流してください。 

• 凍結防止剤び散布してある道路を走 
行したとさは、すみやかに洗車し、 
ボディ下側やフェンダー内を洗い流 
してください。 

• 直射曰光び強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱くなってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れを 
すると、塗装面を損傷するおそれび 
あります。 

• ボディの表面にステッカーやフィル 
ム、マグネットなどを貼付しないで 
<ださい。塗装面を損傷するおそれ 
びあります。 

•誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより鐘などび発生したときは、 
早めにメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で補修することをお勧め 
します。 


B 三養芭 C 9 が田 
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曰常の手入れ 


洗車 

►ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこ 
りなどを洗い流します。 

► 水にカーシヤンプーなどを混ぜた洗 
浄液を用意し、車全体にかけます。 
外気取り入れ口付近では少量にし、 
ダクト内に洗浄液が残らないよラに 
を意してください。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗し乂亢します。 

► 洗車後は、すみやかに水滴をなさ取 
ります。 

洗車時の注意 

洗車をするとさは、じ(下の点にま意し 

てください。 

• 水び凍るよラな寒いとさや直射日光 
が強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネットが熱くなっているよラな 
とさは洗車をしないでください。 

• 虫の死がいなどは、洗車前に取り除 
いて <ださい。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るため、早めに処理してください。 

• 洗車をするとさは、マフラーに注意 
してください。マフラー後端に触れ 
て乂傷をしたり、けがをするおそれ 
があります。 

•走行した直後は、ブレーキディス 
クやホイールに直接水などをかけ 
ないで < ださい。ブレーキデイス 
クが熱いとさに急激に冷やすと、 
ブレーキディスクを損傷するおそ 
れがあります。 


• ホイールには酸性のホイールク U — 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトび腐食する 
おそれびあります。 

• ホイールクリーナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置する 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食するおそれびあり 
ます。 

このよラなとさは、しばらく走し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させてください。 

高圧式スプレーガンの使用 


A 事故のおそれがありまず 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び高 
いため、タイヤを損傷ずるおそれび 
あ0まず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用してください。 
水圧が高すざると、塗装面を損傷す 
るおそれびあります。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、ヴスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないでください。水圧び 
高いため、車内に水が浸入したり、 
防水シールや塗装面を損傷するお 
それびあります。 
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自動洗車機の使用 


心 事故のおそれびありまず 

自動洗車機で洗車した後は、ブレーキ 
の効さび悪くなることびありまず。ブ 
レーキディスクやブレーキパッドび乾 
くまでは、十分を意して走行してくだ 
さし、 


A 事故のおそれがありまず 

自動洗車機を使用ずるとさは。必ず 
SBC ホールドを解除してください。 

自動洗車機で洗車するときは(下の点 

にま意してください。 

• 高圧洗浄や高温のワックス処理を行 
なラ自動洗車機は使用しないでくだ 
さい。ドアやバリオルーフなどから 
水漏れを起こすおそれがあります。 

• ノンブラシ式の自動洗車機を使用し 
てください。 

• 車の巧れびひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをしてくだ 
さい。 

• 自動洗車機び車のサイズに合ってい 
ることを確認してください。 

• ドアウインドウや U アク オーター ウ 
インドウが完全に閉じていることを 
確認してください。 

• 洗車前にドアミラーを格納してくだ 
さい。 

• 余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ ン 
び停止していることを確認してく 
ださい。 

• ワイパーを停止してください 
(>107 ぺージ）。 


• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷び付さ、塗装面の光沢び失わ 
れたり、劣化を早めるおそれびあり 
ます。 

• 車の後部左側にあるアンテナの損傷 
を防ぐため、洗車機の□ーラーがア 
ンテナに強く接触しないよラに洗車 
機のスイッチを操作するか、アンテ 
ナ部にテープを貼るなどして保護し 
てください。 

•洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
おさ取ってください。 

マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、離消しク U 

アコートで塗装されています。 

非常にデリケートな塗装のため、曰常 

の手入れなどで独特の質感を損なラお 

それびあります。詳しくはメルセデス • 

ベンツ指定サービスエ場におたずね< 

ださい。 

〇塗装面を磨かないで<ださい。ま 
た、塗装面の手入れには、ワックス 
や研磨剤、光が剤のよラなペイント 
保護剤は使用しないでください。質 
感を損なったり、塗装面を損傷する 
おそれびあります。 

H 塗装面に汚れび付着したとさは、 
すみやかに取り除いてください。 

〇樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないでください。 
質感を損なったり、塗装面を損傷 
するおそれがあります。 

〇ワックスなどの巧れび付着したと 
さは、シリコン除去剤を使用して、 
軽くたたさなびら巧れをなさ取って 
ください。 


B 三養芭09が田 
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曰常の手入れ 


n タールなどの巧れが付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して、軽く 
たたさなびら巧れを拭さ取つてくだ 
さい。 

B 高圧式 スプレーガンやスチーム 
ク U —ナーは使用しないでくださ 
し、塗装面を損傷するおそれびあ 
ります。 

B 塗装の修復などは、メルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場で行なって 
ください。 

ウインドウの清掃 


A 事故のおそれがありまず 

フ□ントウインドウを清掃ずるとき 
は、必ずエンジンスイッチからキー 
を抜くか、イグニッシヨン位置を0 
にしてください。ワイパーび作動し 
てけびをずるおそれびあ0まず。 

ウインドウの外側と内側を水で湿らせ 

た柔らかい巧で清掃してください。 

〇ウインドウの内側を清掃するとき 
は、乾いた巧や研磨剤、有機溶剤を 
含むク U —ナーなどを使用しないで 
<ださい。また、かたい物でこすら 
ないでください。ウインドウを損傷 
するおそれがあります。 

〇フ□ントウインドウやリアウイン 
ドウの排水口にたまった枯葉やほこ 
りなどを定期的に清掃してくださ 
し、排水口が目詰まりを起こし、腐 
食の原因になります。 


ワイパーブレードの清掃 


公 けがのおそれびありまず 

ワイパーブレードを清掃するときは、 
必ずエンジンスイツチからキーを抜 
くか、イグニツシヨン位置を0にし 
てください。ワイパーび作動してけ 
びをするおそれびあ0ます。 

H ワイパーブレードを引っ張らない 
でください。ワイパーブレードを損 
傷するおそれがあります。 

H ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なわないでください。また強 
くこすったりしないでください。表 
面のコーテ ィン グび損傷して異音な 
どの原因になります。 

►ワイパーアームを 起こします 
0311ぺージ）。 

►ワイパーブレードを、湿らせた柔ら 
かし^巧で軽くなさます。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 

H ワイパーアームを元の位置に戻す 
とさは、ワイパーアームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷するおそれびあります。 
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ランプ類の清掃 


へッドランプを含むランプ類は樹脂製 
レンズです。流水または水とカーシャ 
ンプーを混ぜた洗浄液で洗い流してく 
ださい。 

P 有機溶剤や強アルカリ洗剤などを 
使用したり、乾いた巧などで強くこ 
すらないでください。また、ヘッド 
ランプウォッシャーは必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、レンズを損傷するおそれびあり 
ます。 


センサーの清掃 



パークト□ニックやデイスト□ニッ 
ク * のセンサーのを清掃するときは、 
流水または水とカーシヤンプーを湿 
ぜた洗浄液で洗い流して < ださい。 


H センサーを清掃するときは、乾 
いた巧、目の粗い巧、かたい巧な 
どは使用しないでください。また、 
純正(がの手入れ用品を使用した 
り、強い力で乾なさしないでくだ 
さい。センサーを損傷するおそれ 
があります。 

U センサーには、高圧式スプレーガ 
ンやスチームクリ ーナーを 使用しな 
いでください。センサーや塗装面を 
損傷するおそれびあります。 

マフラーの 清掃 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にヴビが発生することびあり 
ます。 

定期的にマフラーの手入れをすること 
により、マフラーの輝さを保ち、また 
元の輝さを取り戻すことびでさます。 

〇ホイールクリーナーなど、アルカ 
U 性のクリーナ ーで マフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 

マフラーの手入れについては、メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場におたずね < ださい。 


B 三虜 Q 接らが田 
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曰常の手入れ 


A けがのおそれびありまず 

清掃ずるときは、プラスチック部品の 
端部や、シート下部などにあるリン 
ケージやヒンジなどの金属部分び露 
出した箇所にを意してください。触 
れるとけびをするおそれびあります。 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
ります。ガラス面の内側を清掃する 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿ってなさ 
取り、傷を付けないよラに注意して 
ください。 

また、乾いた巧でないたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないでください。 

• ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼付すると、携帯電話やラジオな 
どの電波に影響をあたえるおそれ 
びあります。詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

COMAND ディスプレイの清掃 

► COMAND システムの電源をオフに 
します。 

ディスプレイび熱くなっているとき 
は、冷えるまで待ってください。 

► 水で薄めた中性洗剤を含ませた不織 
巧でおさ取ります。 


yCOMAND ディスプレイを清掃す 
るとさにじ(下のものを使用しないで 
ください。ディスプレイを損傷する 
おそれがあります。 

• アルコール分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力で COMAND ディスプ 
レイをこすらないで<ださい。ディ 
スプレイの表面を損傷するおそれが 
あります。 

プラスチックトリムの清掃 


公 けがのおそれびありまず 

エアバッグの収納部分には、有機溶 
剤を含むクリーナーなどを使用しな 
いでください。エアバッグび正常に 
作動しなくなり、けびをずるおそれ 
びありまず。 

P プラスチックト U ムに、ステッ 
カーやフィルム、芳香剤のボトルな 
どを貼付しないでください。プラス 
チックト U ムを損傷するおそれびあ 
ります。 

P プラスチックトリムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどが付着しな 
いよラにしてください。表面の劣化 
の原因になります。 

► 水で湿らせた不織巧でなさ取ります。 

► 頑固な巧れには専用のクリーナーを 
使用します。 

表面の色び一時的に変化しますび、 
乾くと元に戻ります。 


B こ虜0芭 e が田 








曰常の手入れ 


261 


ウッドトリムの清掃 


► 水で湿らせた不織巧でおさ取ります。 

► 頑固な巧れには専用のクリーナーを 
使用します。 

n 有機溶剤を含むク U —ナーや研磨 
斉 IJ 、 ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドトリムを損傷するお 
それびあります。 

シートベルトの清掃 


► めるま湯か薄めた石験水を使用して 
おさ取ります。 

。化学薬品を含むクリーナーを使用 
しないでください。また、直射日光 
に当てたり、80で1^(上の温度で乾 
燥させないでください。 
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車載品の収納場所 . 

故障/警告メッセージ… 

トラブルの原因と巧応 . 
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キーの 電池交換 . 

電球の交換 . 

ワイパーブレードの 交換… 

パンクしたとを . 

バッテリー . 
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車載品の収納場所 



心 爆発のおそれがありまず 

燃料などび漏れている場合は、すぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気を近付けないよラにを 
意してください。乂災び発生したり、 
爆発ずるおそれびありまず。 


事故び起きたとき 

すみやかに、(下の処置を行なってく 
ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の妨げに 
ならない安全な場所に停車し、エン 
ジンを停止してください。 

• 負傷者がいるとさは、消防署に救急 
車の出動を要請するととわに、負傷 
者の救護を行なって<ださい。ただ 
し、頭部を負傷している場合は負傷 
者をむやみに動かさないでください。 

• 警察に連絡してください。事故が発生 
した場所や事故状況、負傷者の有無や 
負傷状態などを報告してください。 

• 相手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

• 自動車保険会社に連絡してくださし、。 

路上で故障したとき 

ち全な場所に停車して、非常点滅なを 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後ちに停止表示 
板を置< ことが法律で義務付けられて 
います。追突のおそれがあるため、乗 
員は車内に残らず、ただちに安全な場 
所に避難してください。 


車び動かな<なったとさ 

セレクターレバーを [ W \ に入れて 
パーキングブレーキを解除し、同乗 
者や付近の人に救援を求めて、安全 
な場所まで車を押して移動して<だ 
さい。このときは、車速感応ドア□ッ 
クによるキーの閉じ込みに注意して 
ください。 

セレクターレバーを m に入れられ 
ないとさは、乗員を安全な場所に避難 
させて、続発事故を防いでください。 

H 踏切内で動けな < なったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。緊急を要するとさは非常 
信号用具を使用してください。 


非常信号用具 _ 

懐中電灯をダッシュボードの助手席側 
下部に備えています。 

〇 新品時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙び挟まれています。 
使用するとさは紙を取り除いてくだ 
さし、。 

懐中電灯び十分な明るさで点なする 
ことを定期的に点検してください。 


■か：？？皆 










車載品の収納場所 
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停止表示ホ反 


車載工具 



停止表示板はトランク内左側のカバー 
内部に収納されています。 

停止表示板を取り出ず 

► ノブのを垂直の位置にまわします。 
► 矢印のち向にカバーを開きます。 

► 停止表示板ケースを取り出します。 

停止表示板の組み立て 



► 停止表示板ケースから停止表示板を 
取り出します。 

►スタンド③を引き出して、地面に 
立てます。 

► 反射板③を開いて兰角形をつくり、 
頂点のフックのをかみ合わせます。 

※車種や仕様により、停止表示板の形状び 
異なる場合びあります。 


車載工具はトランク内のトランクフロ 
アボード下に収納されています。 

A けがのおそれがありまず 

車び車載のジャッキだけで支えられ 
ているとさは、絶対に車の下に身体 
を入れないでください。ジャッキび 
外れると、車に挟まれて致命的なけ 
びをずるおそれびあります。車載の 
ジャッキは、タイヤを交換ずるため 
に車を一時的に持ち上げる目的のみ 
のために設計されています。 

A けがのおそれがありまず 

ジャッキはかたくてずべりにくし、 
水平な場所でのみ使用してください。 
パーキングブレーキを確実に効かせ、 
さらに輪止めを使用して、車び動さ 
出してジャッキから外れることを防 
いで < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

• 車の下で作業をするとさは、必ず 
U ジッドラックなどを使用してく 
ださい。 

• ジャッキの下に、ブ□ックや木材 
などを置いてジャッキアップしな 
いで<ださい。ジャッキアップし 
た車び落下するおそれびあります。 

• ジャッキアップしているとさは、 
エンジンを始動しないでください。 
車び落下するおそれびありまず。 

ft ジャッキを使用するとさは、"パ 
ンクしたとき"（杉312ページ）に 
記載されている安全に関する内容 
ち必ずお読みください。 


■か：？ 09— 吟 
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車載品の収納場所 


応急用スペアタイヤが車載されている 
車種 



①八ンドル 
③フック 

③応急用スペアタイヤ 
® タイヤ収納 カバー 
⑤車載工具 
©電動エアポンプ 


車載工具を取り出ず 

► バリオルーフがトランクに収納され 
ていて、ルーフび下がっているとさ 
は、イージーパックスイッチを押 
してルーフを上昇させます(>211 
ぺージ)。 

►ラゲッジカバーを開きます(>198 
ぺージ)。 

► トランクフ□アボードを引き上げ、 
トランクフ□アボード裏側にある 
フック③をラゲッジカバーの八ン 
ドルのにかけます。 

► 車載工具®を取り出します。 


車載工具には(下のものび収納され 
ています。 

•ガイドボルト 
• けん引フック 
.六角レンチ 
•ヒューズ配置表（英文） 

•手袋 

H トレイやジャッキ、応急用スペア 
タイヤなどを取り出すとさは、必ず 
保護のため手袋を着用して < ださ 
し、素手で作業するとけがをするお 
それびあります。 





① 八ンドル 

② フック 
⑤トレイ 


応急用スペアタイヤを取り出ず 

►バリオルーフを閉じます0201、 
204ぺージ)。 

► トランクフ□アボードを引さ上げ、 
トランクフ□アボード裏側にある 
フック③をラゲッジカバーの八ン 
ドルのにかけます。 

► トレイ⑤を取り出します。 


■か：？？皆 








車載品の収納場所 
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④ スぺーヴ ー* 

⑤ スクリユー 

@応急用スペアタイヤ 


► SL 63 AMG は、トレイの下にある 
スペーヴー④わ取りがします。 

► スクリュー⑤を反時計回りにまわ 
して取り外し、応急用スペアタイヤ 
©を取り出します。 

H 応急用スペアタイヤを取り出すと 
さは、周辺にあるバッテリーや補 
器類などを損傷しないよラに注意 
してください。 

OSL 63 AMG パフオーマンスパツ 
ケージは、応急用スペアタイヤを取 
り出した後、ストラップ （>320 ぺ一 
ジ）を取りがします。 



rHiQ-nn-Jh 


応急用スペアタイヤを取り出した状態 
@ジャッキ 
® ホイールレンチ 

ジャッキ/ホイールレンチを取り出ず 

► 応急用スペアタイヤを取り出します 
0266ぺージ）。 

► ジャッキ® またはホイールレンチ 
⑥を取り出します。 

〇 ジャッキを使用するとさは、"パ 
ンクしたとき"（>312ページ）に 
記載されている安全に関する内容わ 
必ずお読み < ださい。 


■か：？ C 9 I 吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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車載品の収納場所 


タイヤフイットが車載されている車種 



W ■ でてた JjL 


① タイヤフィット 

② 電動エアポンプ 

③ 車載工具 

@バッテリー 

⑤ホイールレンチ 

©ジャッキ 

► バリオルーフがトランクに収納され 
ていて、ルーフび下びつていると 
さは、イージーパックスイッチを押 
してルーフを上昇させます(>211 
ぺージ)。 

►ラゲッジカバーを開きます(>198 
ぺージ)。 

► トランクフ□アボードを引き上げ、 
トランクフ□アボード裏側にある 
フックをラゲッジカバーの八ンドル 
にかけます0266ページ）。 

►車載工具、タイヤフィット、電動エ 
アポンプ、ジャッキ、ホイールレン 
チを取り出します。 


救急セット 



左八ンドル車 


①ノブ 
③ カバー 

救急セツトは助手席シート下部の小物 
入れに収納されています。 

救急セツトを取り出ず 

► ノブのを引さなびら、カバー③を 
矢印のち向に開さます。 

► 救急セツトを取り出します。 

〇 救急セツトの中身び揃っていて、 
使用可能であることを定期的に点検 
してください。 

〇 走行するとさは、カバーび確実 
に閉じていることを確認してくだ 
さい。 


■か：？？皆 


※タイヤフィットは、日本仕様には装備されません。 









故障/警告メッセージ 
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故障/警告メッセージ 


A 事故のおそれびありまず 

表示される故障や異常は、一部の限ら 
れた装備についてであり、また表示 
される内容を限られていまず。故障/ 
警告メッセージの表示機能は運転者を 
支援ずるシステムです。発生した故障 
や異常に対処して車の安全性を確保す 
る責任は運転者にありまず。 

車の機能やシステムに故障や異常び発 
生すると、マルチファンクションディ 
スプレイに警告やま意、対応ち法など 
び表示されます。 

故障/警告メッセージによっては警 
告音び鳴ることびあります。また、重 
要度の高いメッセージは、赤色で表示 
されます。 

故障/警告メッセージが表示された 
ときは、じ(降の指示に従ってくださし、 

A 事故のおそれがありまず 

• メーターパネルや7ルチファンク 
ションディスプレイび故障した場 
合は、走行速度や外気温度、表示 
巧/警告なや故障/警告メッセー 
ジなど走行状況に関ずる情報びお 
握でさなくなりまず。車両操縦性 
などに悪影響をおよぼずおそれび 
あるため、状況に合わせた運転を 
して < ださい。また、ただちにメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に連絡してください。 

• 走行中にステア U ングのスイッチ 
を操作ずるときは、直進時に行なっ 
て < ださい。ステア U ングをまわ 
しなびら操作ずると、事故を起こ 
ずおそれびあ 0 まず。 


• 走行する前には必ずイグニッシヨ 
ン位置を2にして、メーターパネ 
ルの表示灯/警告巧び点巧し、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
び表示されることを確認してくだ 
さい。 

• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えたメルセ 
デス-ベンツ指定 サービス エ場で 
行なラことをお勧めします。 

特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検整備や修理を 
行なってください。不適切な作業 
を行なラと、事故や故障の原因に 
なりまず。 


故障/警告メッセージを表示させる 

► ステアリングの ra またはス 
イッチを押して、マルチファンク 
ションディスプレイに故障表示画面 
を表示させます。 

故障や異常びある場合は、 "] ショウカ'' 
3" のよラに故障件数び表示されます。 

故障や異常がない場合は、故障表示 
画面は表示されません。 

► ^または^を押して、故障 
/警告メッセージを順番に表示させ 
ます。すべて表示されると、故障件 
数画面に戻ります。 


■か：？ C 9 I 吟 
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故障/警告メッセージ 


故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高い故障/警告メッセージは 
消すことびでさません。故障や異常の 
原因び解決するまで、故障/警告メッ 
セージが表示され続けます。一部の故 
障/警告メッセージは車両に記憶さ 
れます。 

故障/警告メッセージはマ j レチフアン 
クシヨンステア U ングにより消すこと 
びでさます。 


交:字メッセージ 


心 事故やけがのおそれがありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

ABC 

] ショウ 

テイシャ！ 

ABC 装備車： 

車高び下び0すざている。 

► 周囲の道路と交通状況にミち意しなびら、すみやかに安 
全に停車してください。 

数秒後に車高調整び終わり、メッセージは消えます。 



ABC 装備車： 

メッセージびディスプレイに表示され続けるとさは、 
ABC のシステムからオイルび漏れている。 

►周囲の道路と交通状況にま意しなびら、すみやかに安 
全に停車してください。状況を問わず、走行しないで 
<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


► メッセージび表示されているとさ 
に、ステア U ングの mu ] や 
スイッチ、または U セッ 
トボタンを押します。 

※記載の故障/警告メッセージは、取扱 
説明書作成時点のちのです。表記など 
は、予告なく変更•追加されることびあ 
ります。 


■か：？？皆 























ディスプレイ 表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ABC 

] ショウ 

ティシャ！ 

ABC 装備車： 

メッセージびディスプレイに表示され続けるときは 、 ABC 
に異常びある。 

► 80 km / h を超えないように走行してください。 

►ステア U ングを大きくまわさないでください。フ□ン 
卜のフェンダーやタイヤを損傷するおそれびあります。 

► タイヤとフェンダーの擦れる音びしないか確認して 
<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

ABC 

シヤ]ウシ''ョウショウ 

才乃クタ。サィ 

ABC 装備車： 

停車時の車高び下び0すざている。 

►走行しないでください。 

►メッセージび消えるまで待ってください。 

車高調整び完了します。 

ABC 

] ショウ 

ABC 装備車： 

ABC の機能び制限されている。車両操縦性に影響する可 
能性びある。 

► 80 km / h を超えないように走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

DTR 

- km/h 


ディスト□ニックの作動条件に合わない状態で、ディス 
卜□ニックを作動させよラとした。 

► 作動可能な状況であれば、約 30 km/h 上の速度で走 
行し、ディスト□ニックを設定してください。 

► ディスト□ニックの作動条件を確認してください〇>163 
ぺージ)。 

DTR 

/、。ッシフ" 

アクセルペダルを踏んで速度を上げたため、ディスト □ 
ニックび走行速度の制御をしていない。 

► アクセルペダルから足を放して速度を下げてください。 

テ''イス阳ニック 

] ショウ 

ディスト□ニックに異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 
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告メッセージ 
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故障/警告メッセージ 


ディスプレイ 表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

テ''イス K ] ニック 

ケ''ンサ''イ シ3のカノウ 

7ニユアルヲ 

サンショウ 

下のとさは、ディスト□ニックの機能び解除され、一 
時的に作動を停止している。 

• フ□ントグ U ルのディスト□ニックカバーび巧れている 

• 豪雨や雪、霧などのため、機能び解除されている 

•付近にあるテレビ局やラジオ局、他の電磁波発信元か 
ら発せられる電磁波などにより、レーダーセンサーび 
一時的に作動しない状態になっている 

• レーダーセンサーび長時間、先行車や交通標識などの 
静止物を検知していなかった 

• システムび作動可能な温度範囲からがれている 

じ(下のとさは、再度ディスト□ニックを設定でさるよラ 
になり、メッセージび消えます。 

• 走行中にミ尼などのミちれび落ちたとさ 

• センサーび再び完全に機能していることをシステムび 
検知したとさ 

• システムび作動可能な温度範囲に入ったとさ 

メッセージび表示され続けるとさ： 

► フ□ントグ U ルのディスト□ニックカバーを清掃して 
<ださい。 

► エンジンを再始動して<ださい。 

P 

セレクタレ/、''- 

P ニシテクダ、サイ 

セレクターレバーび m じ1がに入っているとさに、キー 
レスコ'ースイッチでエンジンを停止し、運転席ドアを開 
いた。 

または 

SBC ホールドび作動しているとさに、じ(下のいずれかの 
ことをす5なった。 

• 運転席ドアび開いているとさに、運転席の乗員びシー 
トベルトをがした 

• 運転席の乗員びシートベルトを着用していないとさに、 
運転席ドアを開いた 

• エンジンを停止した 

• ボンネットの□ックを解除した 

状況によっては、ホーンび等間隔で鳴ったり、リモコン 
操作で施錠しよラとするとホーンの音量び上びることび 
ある（1>175ページ）。また、エンジンび停止していると 
さは、エンジンを始動することびでさない。 

► セレクターレバーを [E に入れてください。 

エンジンび停止しているとさは、エンジンび始動でさ 
るようになります。 


■か：？？皆 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

夕仆クウキアツ 

タイ朽テンい 

A 事故のおそれびあります 


シテクダ、サイ！ 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの急激な空気の 
漏れを検知した。 

► 周囲の交通状況にま意しなびら、急八ンドルや急ブレー 
キを避けて停車してください。 

► タイヤを点検し、必要であればタイヤを交換するか修 
理してください。 （031 2ページ）。 

►タイヤ空気圧を点検し、必要であればタイヤ空気圧を 
適正にしてください。 

►タイヤ空気圧警告システムを再起動してください 
(>240ページ)。 

タイヤヲテンケン 

ソノ： r 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれた。 


タイヤクウキアジケイ]クシ万ム 

► すべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認して 


サイ外。ウ 

<ださい。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください（1>240 
ページ)。 

夕仆クウキアツ 

] ショウ 

タイヤ空気圧警告システムに異常びある。 

ケィ]クシステム 


► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

SBC H 

SBC ホ-ルドむ 

SBC ホールドの機能び解除されている。ブレーキペダル 
を強く踏んだとさに車び横滑りをしていたか、 SBC ホー 
ルドの作動条件を満たしていなかった。 

► 後ほど、再度 SBC ホールドを作動させてください。 

SBC H 

SBC ホ-ルド 

SBC ホールドの作動条件を満たしていない。 


サドウァ''巧セン 

SBC ホールドの作動条件を確認してください（[>174ペー 


にュ乃レヲサンショウ 

ジ)。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 

► 運転席ドアを閉じてください。 

► エンジンを始動してください。 

►パーキングブレーキを解除して<ださい。 

► 必要のない電気装備を停止して<ださい。 

電圧び回復すると、 SBC ホールドは作動でさる状態に 
なります。 

SBC H 

SBC ホ-ルド 

SBC ホールドび故障している。 


] ショウ 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 


7ニュ乃レヲサンショウ 

<ださい。 
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故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

SRS 

SRS システム 

] ショウ 

シテイノ ] ウシ''ヨウ 

テ'' テンケン！ 

A けびのおそれびありまず 

乗員保護装置び故障している。エアバッグやシートベル 
トテンシヨナーび不意に作動したり、事故のとさに作動 
しない可能性びある。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 

クル-ス '' IT ノト日-ル 

巧ピ 

スピ-ドリミッタ- 

] ショウ 

クルーズコント□ールまたは可変スピードリミッターに 
異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

テ''ィス H ： ニック 

巧ピ 

スピ-ドリミッタ- 

] ショウ 

ディスト□ニックと可変スピード U ミッターに異常び 
あみ。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

—— km/h 

クル-ス '' コントロ-ル 

クルーズコント□ールの作動条件を満たしていない。例 
えば、約 30 km/h の速度でクルーズコント□-ルを 
作動させよラとした。 

► 設定可能な状況であれば、約 30 km / h 上の速度で走 
行し、クルーズコント□ールを設定してください。 

► クルーズコント□ールの作動条件を確認してください。 


I 

























故障/警告メッセージ 


イラストメッセージ 


公 事故やけがのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 
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故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


1；1下の理由により、バッテ U —び充電されていない。 

• オルタ ネーターの 故障 
• Vベルトび切れている 
• 電気システムの故障 

ブレーキペダルを通常より非常に強い力で踏み込まなけれ 
ばならない。制動距離び通常よりち長<なる。必要なとさ 
は、ブレーキペダルを非常に強い力で踏んでください。 

► 周囲の道路や交通状況にま意しなびら、安全に停車し 
て、エンジンを停止してください。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► Vベルトを点検してください。 

V ベルトび切れているとを 

〇走行を続けないで<ださい。エンジンびオーバーヒー 
卜するおそれびあります。 

► エンジンを停止してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

V ベルトび損傷していないとを 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


バッテ U —を充電器で充電したか、他車のバッテ U —を電 
源として、エンジンを始動した。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


バッテ U —に異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


/、''ッテリ-/オルタネ-夕 
テイシャシテクタ''サイ！ 


バッテ U —に異常びある。 

SBC の作動には電力び必要なため、 SBC の機能び制限さ 
れている。 

ブレーキペダルを通常より非常に強い力で踏み込まなけ 
ればならない。ブレーキぺダ>1レの踏みしろび大さくなり、 
制動距離び長くなる。必要なとさは、ブレーキペダルを 
非常に強い力で踏んで<ださい。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安 
全に停車してください。状況を問わず、走行を続けな 
いで < ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 


■か：？？皆 































故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


(©。皮 


(©) * 


シヨのカノウ 
。乃レヲ 
サンショウ 


] ショウ 
マニュ乃レヲ 
サンショウ 


A 事故のおそれびあります 

一時的に ABS と ESP® び作動しない状態になっている。 
巨 AS とヒルスタートアシスト （SL63AMG のみ）の機能 
も解除されている。 

システムの自己診断び完了していない可能性びある。 
さらに、メーターノてネルの I S I と I無し I (©) Iわ点打して 
いる。 

SBC は通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 
そのため、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可 
能性びある。 

►わずかにステアリングを操作しなびら、約 20km/h じ ( 
上の速度で、ま意しなびら少し走行してください。 

メッセージび消えれば、上記の機能は再び作動でさる 
状態になります。 


A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS と ESP® び作動しない状態になってい 
る。 BAS とヒルスタートアシスト （SL63AMG のみ）の 
機能わ解除されている。 

さらに、メーターパネルのと m 、[ H] ち点灯して 
いる。 

SBC は通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 
そのため、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可 
能性びある。 

► を意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 


■か：？ 09— 吟 




























278 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 






•0 


シ軌カノウ 
7ニユアルヲ 
サンショウ 


] ショウ 
7ニユアルヲ 
サンショウ 


アレ-キ A 。 ッド 
マモウ 


A 事故のおそれびありまず 

故障び発生したか、または電源供給び断たれたため、 ESP® 
び作動しない状態になっている。ヒルスタートアシスト 
(SL 63 AMG のみ）の機能も解除されている。 ABS は作 
動する。 

さらに、メーターパネルの I S I と I無I も点丹してし)る。 
SBC は通常通り作動するび、 ESP® は作動しない。 

► ステア U ングをいっぱいまでまわしたとさに、タイヤ 
び縁石などの障害物に接触しないことを確認してくだ 
さい。 

►停車したまま、ステア U ングを左ちにいっぱいまでま 
わして、 ESP® を U セットしてください。 

数回 U セット操作を行なってち、メッセージび消えない 
とさ： 

► ミ主意して走行して < ださし、 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 


A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP ⑧び作動しない状態になっている。ヒル 
スタートアシスト （SL 63 AMG のみ）の機能も解除され 
ている。 ABS は作動する。 

さらに、メーターパネルの I S I と I無I も点灯してし)る。 
SBC は通常通り作動するび ESP® は作動しない。 

► ミち意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 


ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


■か：？？皆 



























故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


(©) 


(©) 


馨 


(©) 


フ、、レ-キオイル 
レ/\''ルテンケン 


A °- キングアレ-キ 
カイシ、、ヨ！ 


セ仆''ウリヨクカ'' 

ケ''ンショウ！ 

了'レ-キヲシ''ユウアン 
アノテ''クタ''サイ！ 


アレ-キメンテナンス 
シテイノ ] ウシ''ヨウ 
テ、、 テンい！ 


A 事故のおそれびあります 

IJ ヴーブタンクに十分な量のブレーキ液びない。 

さらに、メーターパネルの m び点灯し、警告音び鳴った。 
► 周囲の道路や交通状況にま意しなびら、すみやかに安 
全に停車してください。状況を問わず、走行を続けな 
いで <ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

► ブレーキ液を補給しないでください。問題び解消され 
ることはありません。 


パーキングブレーキを解除しないで走行している。警告 
音び鳴った。 

►パーキングブレーキを解除してください（0117ペー 
ジ）。 


A 事故のおそれびありまず 

SBC びエマージェンシーモード（1>56ページ）で作動し 
てし)る。 

ブレーキペダルを通常より非常に強い力で踏み込まなけ 
ればならない。制動距離び通常よりち長<なる。必要な 
とさは、ブレーキペダルを非常に強い力で踏んでくださ 
い。最高速度び 90 km / h に制限される。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安 
全に停車してください。状況を問わず、走行を続けな 
いで <ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、 


ブレーキシステムに故障びある。 SBC は通常通り作動 
する。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 
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故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 


(©) 


セ仆''ウリヨクカ'' 

ゲ、ンショウ！ 

Iングンスタ-卜！ 

バッテ U —の電圧低下のため、 SBC に十分な電力び供給 
されていない。 

A 中妻のおそれびありまず 

閉めさった場所でエンジンをかけたままにしないでくだ 
さい。排気ガスには一酸化炭素び含まれています。排気 
ガスを吸いこむと中毒を起こし、意識不日月になったり、 
死 t するおそれびあります。 

► エンジンを始動してください。 

メッセージび消えれば、 SBC は通常通り作動します。 



(©) 


セ仆''ウリヨクカ'' 

ゲ、ンショウ！ 

シテイノ ] ウシ''ヨウ 

テ'' テンケン！ 

アレ-キカ'' 

カネツタイの！ 

チュウイシテソウ]ウ！ 

A 事故のおそれびありまず 

S 巨 C びエマージェンシーモード（1>56ページ）で作動し 
ている。 SBC は制限された機能でのみ作動する。 

► ミ主意して走行して < ださし、 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 



(©) 


過度の負荷によりブレーキシステムび非常に高温になっ 
てし)る。 

ブレーキシステムへの負担を軽減してください。 

►十分注意して走行し、不必要なブレーキ操作を避けて 
<ださい。 

►下り坂では、より低いギアを選択し、エンジンブレー 
キを効かせて < ださい。 

► ブレーキに風を送って;令却するために、ミ主意しなびら走 
行を続けてください。 



(©) 


スク''こアレ-巧 

ァノテ、、クタ。サイ！ 

SBC ホールドの作動中に異常び発生した。 

ホーンび等間隔で鳴っている。施錠しようとすると、ホー 
ンの音量び上びる。 

エンジンを始動することびでさない。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの表示び消えるま 
で、ただちにブレーキペダルを確実に踏んでください。 

► 車から離れるとさは、車び動かないよラしてください。 

エンジンを再始動でさます。 



治 リ 


トランクル-ム 

ラゲッジカバーび正し<セットされていない状態でバ U 
オルーフを開閉しよラとしている。 

► ラゲッジカバーを正しくセットしてください0198 
ページ)。 


フケ''ツグか、'' -ヲ 

トシ J クタサイ！ 


■か：？？皆 





































故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


: 




百 


レイキャクスイ 
テイシヤシテ 
Iングンヲテイシ 


レイ軒クスイホシ''ユウ 
7ニュ乃レヲサンショウ 


;令却水の温度び高すざる。 

► 周囲の道路や交通状況にま意しなびら、安全に停車し 
て、ェンジンを停止してください。 

►雪やミ尼、氷などにより、ラジェターへの送風び遮られ 
ていないか確認してください。 

► メッセージび消えるまで待ってからェンジンを再始動 
してください。ェンジンを損傷するおそれびあります。 
►ェンジン;令却水温度計で;令却水温度を点検して < だ 
さし、 

► ;令却水温度び再び上昇する場合は、ただちにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


Vベルトび切れている可能性びある。 

► 周囲の道路や交通状況にま意しなびら、安全に停車し 
て、エンジンを停止してください。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► Vベルトを点検してください。 

V ベルトび切れているとを 

〇走行を続けないで<ださい。オーバーヒートするおそ 
れびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

V ベルトび損傷していないとを 

► メッセージび消えるまで待ってからエンジンを再始動 
して<ださい。エンジンを損傷するおそれびあります。 

► ;令却水温度を点検して < ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 


ラジェターの;令却ファンび故障している。 

►冷却水温度び約120む1；|下の場合は、最寄りのメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場まで走行を続けること 
びでさます。 

► その場合は、山道の走行や発進/停止を繰り返す走行 
など、エンジンに大さな負荷をかけることを避けてくだ 
さい。 


冷却水量び不足している。 

► 補給時のま意事項を読んでから、；令却水を補給して< 
ださい(>231ぺージ）。 

► 通常より頻繁に冷却水を補給している場合は、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？ C 9 I 吟 
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故障/警告メッセージ 


ディスプレイ 表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 


@ 


]ン九-卜Iントリ 

ホ°シ''シヨン 

ソウ]ウデ、キマセン！ 

ステア U ングび記憶位置に動いている。 

► ステア U ングび記憶位置に戻るまで待ってください。 



舉 


ヒタ"リ 

□-ピ-ム 1) 

左へッドランプ（□ービーム）び切れている。 

► 電球を交換してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 



舉 


アクティアライトシステム 

] ショウ 

アクティブライトシステムに異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 



舉 


トトラ仆 

] ショウ 

ランプセンサーに異常びある。ランプび常時点丹モードに 
なってし)る。 

►マルチフアンクションディスプレイで、ランプを手動 
点灯に切り替えてください（1>147ページ）。 

► ランプスイッチでランプを点灯/消灯してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 



舉 


インテリシ''エント 

ラ仆システム 

] ショウ 

インテ U ジェントライトシステムに異常びある。インテ 

U ジェントライトシステムじ(外のランプは点灯する。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 



舉 


ライトヲケシテ 

クタ。サイ！ 

ランプを点灯したまま車を離れよラとした。警告音び 
鳴った。 

► ランプスイッチを m の位置にしてください。 



センタ-]ンソ-ル 

トシ J クタサイ！ 

アームレストのル物入れのカバーを開いている。 

室内センサーび作動しない。 

► アームレストの小物入れのカバーを閉じてください。 








Iンシ''ンオイル 1A' ル 

レVルヲテンケン 

シテクダ、サイ！ 

エンジンオイル量び限界まで下びっている。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

►必要であればエンジンオイルを補給してください 
(>228 ぺージ)。 

►通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でエンジンオイ 
) レ漏れの点検を受けてください。 



1) 他のランプび切れたとさは、この例!;!外のメッセージび表示されます。車外ランプのいずれかに 
異常び発生すると、その箇所び表示されます。 


■か：？？皆 


















































ディスプレイ 表示 

考え 5 れる原因および症が/ ► 対応 


iGa 


シテイノ ] ウシ''ヨウ 

テ、、テンケン！ 

いくつかの電気システムびマルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに情報を伝達でさない。 

エンジン冷却水温度計とタコメーターに異常びある可能 
性びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 





キ-ノ 

/、''ッテリヲ ] ウカン 

キーの電池び消耗している。 

► キーの電池を交換してください。 





キーヲ 

ケンチテ''巧セン（赤色 
のメッセージ） 

車内にキーびない。 

エンジンを停止したとさに、施錠したり、エンジンを再 
始動することびでさない。 

► 周囲の道路や交通状況にま意しなびら、すみやかに安 
全に停車してください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►キーを探してください。 





キーヲ 

ケンチテ''巧セン（赤色 
のメッセージ） 

エンジンびかかっていて、キーび車内にあるとさに、電 
磁波などの影響によりキーび検知されていない。 

► 周囲の道路や交通状況にま意しなびら、すみやかに安 
全に停車してください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで 
操作してください。 





キ-ヲ 

ケンチテ''巧セン（白色 
のメッセージ） 

キーび検知されていない。 

► 車内に置いてあるキーの位置を変えてください。 

それでちキーび検知されないとさ： 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作してくだ 
さい。 





キ-力'' 

シャナイこアリの 

キーレスゴー操作で施錠するとさに、キーび車内にある 
と検知されている。 

► キーを車外に出してください。 





キ-ヲ 

ヌイテクタ。サイ！ 

エンジンスイッチにキーび差し込まれている。 

► エンジンスイッチからキーを抜いて<ださい。 





キ-ヲ ] ウカン 

シテクダ、サイ 

キーを交換しなければならない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 
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告メッセージ 


故障/ 














































284 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 




ソウ]ウヵノウキョリ 

日-ルバ。- 

アグ、テクダ、サイ！ 

(赤色のメッセー 
ジ） 

燃料タンクに燃料びほとんどない。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 



か 


燃料の残量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 





A けびのおそれがありまず 

□ールバーび故障している。 

►手動で□ールバーを上げてください041ページ）。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 





□-jwr- 

アグ、テクダ、サイ！ 

(白色のメッセー 
ジ） 

□ールバーび自動的に作動した後に、バ U オルーフの開 
開操作を行なおラとした。 

► □ールバーびかみ合ラ音び聞こえるまで、手動で□一 
ルバーを上げてください041ページ）。 

►パ' U オルーフを開閉してください。 





/、''リオル-つ 

テイシチ2ウノミ 

ソ州カノウテ''ス 

A''iJ オル-つ 

财"リ巧！ 

走行中にパ 'U オルーフを開閉しよラとした。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、安全に停車し 
て、バ U オルーフを操作してください。 





バ U オルーフび完全に開閉されていない。油圧装置の圧 
力び低下し、バ U オルーフび倒れ込もラとしている。 

►バ U 才レーフを完全に開くか、完全に閉じてください。 





/、''リオル-つ 

刀は-アン/スい□-ス '' 

バ U オルーフび正し<□ックしていない状態で走行を開 
始した。 

► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安 
全に停車してください。 

►パ 'U オルーフび完全に開くか、完全に閉じるまで、パ' 
U 才レーフを操作してください。 



I 
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ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


巧 一 〇) 


/PJ オル-つ 

ヴドウチュウオ巧クタ''サイ！ 

7 ニュ乃レヲサンショウ 

電圧び低下している。 

► エンジンを始動してください。 


連続して、繰り返しバ U オルーフを開閉した。安全のた 
めにルーフの開閉機能び停止した。 

約 10 分後に再度八 'U オルーフを開閉でさるよラになり 
ます。 

►イグニッシヨン位置を0にしてから、2の位置にする 
かエンジンを始動して<ださい。 

►バ U オルーフを開閉してください。 


を 


ウオッシャ I キ 

ホシ''ュウシテクタ''サイ 

リヴーブタンク内のウォッシャー液量び最低レべ J レまで 
減ってし^る。 

► ウォッシャー液を補給してください 0234 ぺージ）。 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブルの原因と巧応 


A 事故やけがのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めします。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


スイッチやボタンの警告'灯/表示'灯 


トラブル 


1つまたはすべてのシートベンチレー 
タースイツチの表示灯び点滅する。 
シートベンチレーターび自動的に停止 
する。 


1つまたはすべてのシートヒータース 
イッチの表示灯び点滅する。シート 
ヒーターび自動的に停止する。 


エアスカーフび短時間で停止する。ま 
たは作動しない。 


エアコンディショナーの AC スイッチ 
を押すと、表示灯び3回点滅する。 
除湿/;令房された空気び送風されない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

多くの電気装備び使用されているために電圧び低下して 
いる。 

►読書灯やルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してください。 

バッテ U —び十分に充電されると、シートベンチレー 
ターは自動的に作動します。 

を<の電気装備び使用されているために電圧び低下して 
いる。 

►読書灯やルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してください。 

バッテ U —び十分に充電されると、シートヒーターは 
自動的に作動します。 

多くの電気装備び使用されているために電圧び低下して 
いる。 

►読書灯やルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してください。 

► 再度エアスカーフのスイッチをオンにしてください。 

故障のため、除湿/冷房機能び解除されている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


■か：？？皆 


















トラブルの原因とタオ応 


トラブル 


U アデフォツガースイツチの表示灯び 
点滅すみ。 

U アデフォツガーび短時間で停止す 
る。または作動しない。 


助手席エアバッグオフ表示丹び点丹し 
てし)る。 


トランク内のイージーパックスイッチ 
び点滅する。警告灯ち鳴っている。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


多くの電気装備び使用されているために電圧び低下し、 
U アデフォッガーび自動的に停止している。 

►読書丹やルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してください。 

ノ（ッテ U —び十分に充電されると、 U アデフォッガーは 
自動的に作動します。 

バ U オルーフび開いている。 

►バ U オルーフを閉じて < ださい。 

U アデフォッガーび使用でさるよラになります。 

助手席にセンサー付さ純正チヤイルドセーフティシート 
び装着されているため、助手席エアバッグび作動しない 
状態になっている。 

A けびのおそれびあります 

助手席にチヤイルドセーフティシートを装着していない 
場合は、チヤイルドセーフティシート検知システムび故 
障してし''る。 

イグ ニッシ ヨン位置を 2 にしたとさに、メーターパネル 
の 应^び点灯したり、助手席エアバッグオフ表示灯び短 
時間点灯しないことびある。 

► 助手席のシート座面にのわのを置いているとさは 
取り除いてください。 

•ノートブックパソコン 
•携帯電話 

•磁気カードやにカード 

それでち助手席エアバッグオフ表示丹び点灯するとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


トランク内のルーフび完全に下びっていない状態でトラ 
ンクを閉じよラとしてし)る。 

►ルーフを完全に下げてください （021 2ページ）。 










トラブルの原因とタオ応 


メーターパネルの警告'灯/表示'灯 


トラブル 


(©) 



エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点灯する。 


走行中に白色の車 
間距離警告灯び点 
灯する。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS の機能び解除されている。 ESP® と 
目 AS、 ヒルスタートアシスト （SL63AMG のみ）の機能 
も解除されている。 

SBC は通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 
そのため、急ブレーキ時には車輪び□ックする可能性び 

► ミ主意して走行してください。 

► マルチファンクシヨンディスプレイに表示される追加 
のメッセージに従ってください。 

► U アデフォッガーやルームランプなど、必要のない電 
気装備を停止してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

ABS のコント□ールユニットに異常びあるとさは、ナビ 
ゲーシヨンやオートマチックトランス三ッシヨンなど、 
他のシステムにわ異常びある可能性びある。 

A 事故のおそれびありまず 

電圧び低下している。電圧低下のため ABS の機能び解 
除されている。 ESP® と巨 AS、 ヒルスタートアシスト （SL 
63AMG のみ）の機能も解除されている。 

SBC は通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 
そのため、急ブレーキ時には車輪び□ックする可能性び 
あな。 

► U アデフォッガーやルームランプなど、必要のない電 
気装備を停止してください。 

電圧び回復すれば、 ABS は作動できる状態になります。 
警告丹び点灯し続けるとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、バッテリー 
とオルタネーターの点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

設定した車間距離に比べて、先斤車との車間距離び短 
すざる。 

► 車間距離を十分に確保して<ださい。 
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トラブル 


话 




が F 


SPORT 


走行中に赤色の車間 
距離警告灯び点灯す 
る。警告音ち鳴って 
し、る。 


走行中に黄色の 
ABS / ESP® 表示灯 
び点滅する。 


エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
ABS / ESP ® 表示灯 
び点灯する。 


SL 63 AMG : 
エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
ESP ®/ スポー ツ八ン 
ド U ングモード表示 
灯び点灯する。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

先行車に急激に近付いている。または、ディスト□ニッ 
クび走行線上に静止した障害物を検知した。 

►ただちにブレーキペダルを踏める準備を整えてくだ 
さし、 

► 交通状況に十分ま意してください。ブレーキペダル 
を踏むか、回避操作を行なわなければならない可能 
性びあります。 

A 事故のおそれびありまず 

車び横滑りをするおそれびあるか、少なくとも1つの車 
輪び空転または□ックし始めているため、 ESP®、 トラク 
ションコント□-ルまたは ABS び作動している。 
クルーズコント□ールまたはディスト□ニックび自動的 
に解除される。 

► 発進するとさは、アクセルペダルを必要！;!上に踏み込 
まないで < ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 道路と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP® の機能を解除しないでください（雪道などでの 
走行時を除<)。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP® の機能び解除されている。 

車び横滑りし始めたとさや車輪び空転し始めたとさに、 
車両操縦性や走行安定性を確保することびでさない。 

► ESP® を待機状態にしてください（雪道などでの走行 
を除<)。 

► 道路と天候の状態に合わせて運転してください。 

ESP® を待機状態にでさないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、 ESP® の点 
検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

スポーツ 八ンドリング モー ドび設定されている。 

車び横滑りし始めたとさや車輪び空転し始めたとさに 
ESP® は制限された内容で作動するため、車両操作性や走 
行安定性の確保は限られたわのになる。 

► ESP® を待機状態にしてください（雪道などでの走行 
を除<)。 

ESP® を待機状態にでさないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、 ESP® の点 
検を受けてください。 


■か：？ G 9 I 吟 
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トラブルの原因とタオ応 


エンジンびかかって 
いるときに黄色の 
ABS / ESP ® 表示灯 
と ESP ® オフ表示丹 
び点灯する。 


エンジンびかかって 
いるとさに赤色のェ 
アバツグシステム警 
告灯び点灯する。 


走行中に赤色のブ 
レーキ警告丹び点丹 
する。警告音わ鳴つ 
てし)る。 


エンジンびかかって 
いるとさに赤色のブ 
レーキ警告丹び点丹 
する。警告音わ鳴つ 
ている。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP ® び作動しない状態になっている。 

車び横滑りし始めたとさや車輪び空転し始めたとさに、 

車両操作性や走行安定性を確保することびでさない。 

SBC は通常通り作動するび、 ESP ® は作動しない。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加 
のメッセージに従ってください。 

► を意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

A けびのおそれびありまず 

乗員保護装置び故障している。エアバッグやシートベル 

トテンシヨナーび不意に作動したり、事故のとさに作動 

しない可能性びある。 

► を意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

ノてーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除して<ださい。 

警告灯び消丹し、警告音ち鳴り止みます。 

A 事故のおそれがありまず 

IJ ヴーブタンクに十分な量のブレーキ液びない。 

SBC び故障している。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安 
全に停車してください。状況を問わず、走行を続けな 
いで < ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡 
して < ださい。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加 
のメッセージ（1>279、280ぺージ）に従ってください。 

ブレーキ液を補給しないで<ださい。ブレーキ液を補給 

してち問題は解消しません。 


レ II = II - 
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トラブル 






回 


エンジンびかかって 
いるとさに;令却水量¬ 
を却水温度警告灯び 
ホ色に点丹する。 


エンジンびかかって 
いるとさに;令却水量¬ 
を却水温度警告灯び 
赤色に点灯する。警 
告音ち鳴っている。 


エンジンびかかって 
いるとさに黄色のェ 
ンジン警告灯び点灯 
する。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

;令却水量び正常なとさは、ラジェターへの送風び遮られ 
ているか、；令却ファンび故障している可能性びある。 
冷却水の温度び高すざて、ェンジンび十分に;令却されて 
いない。 

► 周囲の道路や交通状況にを意しなびら、安全に停車し 
て、ェンジンを停止してください。 

► ェンジンと;令却水を;令やしてください。 

► ;令却水量を点検し、補給時のを意事項を読んでから、 
;令却水を補給してください。 

►通常より頻繁に;令却水を補給している場合は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 

►雪やミ尼、氷などにより、ラジェターへの送風び遮られ 
ていないか確認してください。 

►冷却水温度び約120む1；|下の場合は、最寄りのメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場まで走行を続けること 
びでさます。 

►その場合は、山道の走行や発進/停止を繰り返す走行 
など、ェンジンに大さな負荷をかけることは避けてく 
ださい。 

冷却水温度び約120むを超えている。ラジェターへの送 
風び遮られているか、 U ヴーブタンクの;令却水量び非常 
に不足している可能性びある。 

ェンジンび十分に冷却されないため、ェンジンを損傷す 
るおそれびある。 

► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、安全に停車し 
て、ェンジンを停止してください。 

► ェンジンと;令却水を;令やしてください。 

に異常びある可能性びある。 

• ェンジン制御システム 
• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグ ニッシ ヨンシステム 
• 燃料供給システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、ェンジンびェ 
マージェンシーモードになっている可能性びある。 
►すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


■か：？ 09— 吟 
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トラブルの原因とタオ応 


エンジンびかかって 
いるときに黄色の 
□ールバー警告灯び 
点灯する。 


ドアを閉じてエンジ 
ンを始動すると、赤 
色のシートベルト警 
告灯び点灯する。 


赤色のシートベルト 
警告灯び点滅し、断 
続的な警告音ち鳴つ 
てし)る。 


エンジンびかかって 
いるとさに黄色の燃 
料残量警告丹び点丹 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A けびのおそれびありまず 

□ールバーび作動でさない状態になっている。 

►手動で□ールバーを上げてください041ページ）。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

A けびのおそれびありまず 

シートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告灯び消丹します。 

A けびのおそれびありまず 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートの上に置いてある荷物を、別の場所に安 
全に収納してください。 

シートベルト警告灯び消灯します。 

A けびのおそれびありまず 

シートベルトを着用していない状態で走行し、速度び約 
25 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告丹び消灯し、断続的な警告音ち鳴り 
止みます。 

A けびのおそれびありまず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び 
約 25 km / h を超えた。 

►安全な場所に停車してから、助手席シートに置いてあ 
る荷物を、別の場所に安全に収納してください。 

シートベルト警告灯び消灯し、断続的な警告音ち鳴り 
止みます。 

燃料の残量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 


レ 

ラ 


<1 


孟 


各 


か 
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警告音 


トラブル 


盗難防止警報び作動した。 


警告音び鳴った。 


ホーンび断続的に鳴った。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

盗難防止警報システムび待機状態のとさに、運転席ドアま 
たはトランクを開いた。 

盗難防止警報システムび待機状態のとさに、車内からド 
アを開くか、ボンネットの□ックを解除した。 

盗難防止システムび待機状態のとさに、グ□ーブボック 
スやアームレストのル物入れ、シート後ちのル物入れを 
開し)た。 

►盗難防止警報を停止してください （>58 ページ)。 

マルチフアンクシヨンディスプレイに故障/警告メッ 
セージび表示されている。 

►故障/警告メッセージをご覧ください0270ページ 
〜)。 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 
►パーキングブレーキを解除して<ださい。 

車幅灯を消丹しないでエンジンスイッチからキーを抜さ、 
運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを E の位置にしてください。 

A けびのおそれびありまず 

シートベルトを着用しない状態で走行し、速度び約 
25 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

SBC ホールドび作動しているとさに、エンジンを停止 
するか、運転席ドアを開いて運転席の乗員びシートベル 
卜をがすか、ボンネットの□ックを解除した。 

► SBC ホールドを解除してください。 


■か：？ 09— 吟 
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トラブルの原因とタオ応 


事故のとき 


トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

燃料び漏れている。 

A 乂災や爆発のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷している。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。 

► 状況を問わず、エンジンを再始動しないで<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

損傷の程度びわからない。 

損傷箇所び見当たらない。 

► 通常通りエンジンを始動してください。 


ブレーキ 


トラブル 


ブレーキペダルの踏みごたえび通常よ 
りわ弱く、ブレーキペダルの踏みしろ 
び大さい。 


ブレーキぺ夕 V レに脈動び伝わつてくる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

• ブレーキペダルを踏むことにより、 SBC び作動している 
• エンジンを始動した 
► 再度ブレーキペダルを踏んでください。 

通常の踏みごたえと踏みしろに戻ります。 

A 事故のおそれびありまず 

S 巨 C びエマージェンシーモード（1>56ページ）で作動し 
ている。 

► マルチファンクションディスプレイに追加して表示さ 
れる故障/警告メッセージに従ってください。 

A 事故のおそれびありまず 

ブレーキペダルを踏んだとさに SBC の油圧ポンプび作動 
している。 

SBC に関する故障/警告メッセージに従ってください。 


■か：？？皆 
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燃料と燃料タンク 


トラブル 

燃料び漏れている。 


燃料給油フラップび開かない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 爆発や义災のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。 

► 状況を問わず、エンジンを再始動しないで<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

► エマージェンシーキーで車を解錠して、エンジンスイッ 
チにキーを差し込んでください。 

燃料給油フラップは解錠されたび、開閉機構に異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


エンジン 



考え5れる原因および症状/ ► 対応 

SBC ホールドび作動している。 

► SBC ホールドを解除してください。 

► 再度エンジンを始動してください。 

• エンジンの電気システムに異常びある。 

• 燃料供給に異常びある。 

• エンジン始動用バッテ U —の電圧び非常に低下してい 
るか、充電されていない。 

エンジンを再始動する前に、イグニッション位置を0 
に戻してください。 

再度、始動操作を行なってください（0114ページ）。 
ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、 
バッテ U —びあびるおそれびあります。 

何度始動を試みてちエンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 


■か：？ C 9 I 吟 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 


エンジンび始動しない。 

スターターモーターの 音び聞こえない。 


エンジンの回転び滑らかでな<、三ス 
ファイアも起きている。 


冷却水温度び約120むを超えている。 
冷却水量-冷却水温度警告灯び赤色に 
点灯し、警告音も鳴っている。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

ェンジン始動用バッテ U —の電圧び非常に低下している 
か、充電されていない。 

►他車のバッテ U — を電源として始動してください 
0332ページ）。 

他車のバッテ U —を電源としてちェンジンび始動しない 
とさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、 

過度の負荷によりスターターモーターび過熱している。 
►約2分間スターターモーターを;令やしてください。 
►再度、始動操作を行なってください。 

それでちェンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、 

ェンジンの電気システム、またはェンジン制御システム 
び故障している。 

► アクセルペダルを踏みすざないでください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 

燃焼していない燃料により、触媒を損傷するおそれび 
あります。 

IJ ヴーブタンクの冷却水量び非常に不足している。；令 
却水の温度び高すざて、ェンジンび十分に;令却されて 
いない。 

►すみやかに停車して、ェンジンと;令却水を冷やして 
<ださい。 

► ェンジンと冷却水び冷えてから;令却水量を点検し、必 
要であれば、注意事項に従いなびら、冷却水を補給し 
てください0230.231ぺージ）。 

;令却水量び正常なとさは、ラジェターの冷却ファンび故 
障している可能性びある。冷却水の温度び高すざて、ェ 
ンジンび十分に;令却されていない。 

►冷却水温度び約120む1；|下の場合は、最寄りのメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場まで走行を続けること 
びでさます。 

► その場合は、山道の走行や発進/停止を繰り返すなど、 
ェンジンへの大さな負荷をかけることは避けてくださしん 


■か：？？皆 
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オートマチックトランスミッション 


トラブル 

トランスミッションび正しく変速し 
なし、 


加速性能び悪化している。 

トランスミッションび変速しない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

トランスミッションオイルび減っている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトラ 
ンスミッションの点検を受けてください。 

トランス三ッションびエマージェンシーモードになって 
いる。 

2速ギアか U バースギアにでさる場合びある。 

►停車してください。 

►エンジンを停止して、イグニッション位置を 0 にして 
<ださい。 

►約10秒！;^上待ってから、エンジンを再始動してくださ 
い。 

► セレクターレバーを EE に入れてください。 

2速ギアになります。 

または 

► セレクターレバーを ER ] に入れてください。 

U バースギアになります。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトラ 
ンスミツシヨンの点検を受けてください。 


パークト□ニック 


トラブル 


パークト□ニックの赤色インジケー 
ターだけび点灯して約2秒間警告音び 
鳴った。 

約20秒後にパークト□ニックの機能 
び解除され、パークト□ニックオフス 
イツチの表示灯び点灯した。 


パークト□ニックのホ色インジケー 
ターだけび点灯し、約20秒後にパー 
クト□ニックの機能び解除された。 


パークト□ニックの赤色インジケー 
ターだけび点丹し、約20秒後にパー 
クト□ニックの機能び解除された。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

故障により、パークト□ニックび停止している。 

► トラブルび続くよラであれば、メルセデス■ベンツ指 
定サービスエ場でパークト□ニックの点検を受けてく 
ださい。 


パークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物など 
びある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください(>259 
ページ)。 

►再度、イグニッシヨン位置を2にしてください。 

外部の電波や超音波により、問題び発生している。 
►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してく 
ださい0184ぺージ）。 


■か：？ G 9 I 吟 



























トラブルの原因とタオ応 


へツ ドランプ 


トラブル 考え 5 れる原因および症が/ ►対応 

へッドランプの内側び曇っている。 外気の湿度び高くなっている。 

►へッドランプを点灯して走行してください。 

しばらく走行すると、ヘッドランプ内側の曇りは取 
れます。 

へッドランプユニットび密閉されていないため、水分び 
浸入している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で へッ ドランプ 
の点検を受けてください。 


ワィ パー 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

ワイパーび正しく作動しない。 

葉や雪などびワイノて一の作動を妨げている。ワイノてーモー 
ターの作動び停止している。 

►安全のため、エンジンスイッチからキーを抜くか、イ 
グニッション位置を0にしてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび作動しない。 

A 事故のおそれびありまず 

ワイパーび故障している。 

►コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを 
選択してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でワイパーの点 
検を受けてください。 

ウインドウウォッシャー液びフロント 

ウインドウウォッシャー液の噴射ノズ>1レの角度び適切で 

ウインドウの中央に噴射されない。 

なし、 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で噴射ノズルの 
角度を調整してください。 
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バリ オルーフ 



考え5れる原因および症状/ ► 対応 

トランク内のラゲツジカノく一び正しくセツトされていない。 
► ラゲツジカバーを正しくセツトしてください(>198 
ページ)。 

トランクび開いている。 

► トランクを閉じて < ださい。 

電圧び低下している 
► エンジンを始動してください。 

何度も連続してバ U オルーフを開閉した。バ U オルーフ 
の開閉機能び自動的に停止した。 

約10分後に、再度バ U オルーフを開閉できるようにな 
0ます。 

►イグニツシヨン位置を0にしてから、2の位置にするか、 
エンジンを始動してください。 

►再度、開閉操作を行なってください。 

バ U オルーフの開閉機能び故障している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


ウインドウ 



考え5れる原因および症状/ ► 対応 

障害物により、ドアウインドウび閉じなくなっている。 

► 障害物を取り除いてください。 

► ドアウインドウを閉じてください。 

原因び分からない場合： 

► 挟み込み防止機能び作動しない状態でドアウインドウ 
を閉じます （ M 12ページ）。 


■か：？ C 9 I 吟 
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トラブルの原因とタオ応 


ドアミラー 


トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

ドア三ラーび無理に前ち/後方に巧 
げられた。 

►ギアび晒み合ラ音び聞こえるまで、ドアミラー格納 
/展開スイッチ（杉89ページ）を繰り返し押します。 
ドア三ラー ユニッ トのギアび晒み合ラと、通常通りド 
アミラーを格納/展開でさるよラになります。 


キー 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 


U モコン操作で解錠/施錠でさない。 


キーレスゴー操作で解錠/施錠でさ 
なし、。 


キーの電池び消耗している。 

► 至近距離でキーの先端部を運転席ドアのドア八ンドル 
に向け、再度解錠/施錠操作をしてください。 

U モコン操作びでさないとさ： 

► エマージェンシーキーで車を解錠/施錠してください 
0303、304ぺージ）。 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください 
0308ぺージ）。 

キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで車を解錠/施錠してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を 
受けてください。 

車び解錠されてから長時間経過したため、キーレスゴー 

の機能び解除された。 

► ドア八ンドルを2回引さ、エンジンスイッチにキーを 
差し込んでください。 

キーレスゴーび故障している。 

► U モコン機能で車を解錠/施錠して<ださい。至近距 
離でキーの先端部を運転席ドアのドア八ンドルに向け、 
再度解錠/施錠操作してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を 
受けてください。 

強い電波などの干渉を受けている。 

► U モコン機能で車を解錠/施錠してください。至近距 
離でキーの先端部を運転席ドアのドア八ンドルに向け、 
再度解錠/施錠操作して<ださい。 


■か：？？皆 
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トラブル 


キーを紛失した。 


エマージエンシーキーを紛失した。 


エンジンスイツチびまわらなし、 


キーレスゴー操作でエンジンび始動で 
さない。キーは車内にある。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキー 
を無効にしてください。 

新しいキーの入手については、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して 
<ださい。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換してください。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して 
<ださい。 

► 必要であればキーシ U ンダーも交換してください。 

エンジンスイッチからキーを抜かずに0の位置で長時間 

放置していた。 

►エンジンスイッチからキーを抜さ、再度差し込んでく 
ださい。 

► エンジン始動用バッテ U —を点検し、必要であれば充 
電してください。 

► エンジンを始動してください。 

バッテ U —の電圧び低下している。 

►シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気 
装備を停止してから再度エンジンスイッチをまわして 
<ださい。 

それでちエンジンスイッチびまわらないとさ： 

► エンジン始動用バッテ U —を点検し、必要であれば充 
電してください。 

または 

►他車のバッテ U —を電源として始動して < ださし^ 
0332ぺージ）。 

または 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

ドアび開いているため、キーび検知されにくくなっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 

強い電波などの干渉を受けている。 

►エンジンスイッチにキーを差し込んで、始動操作を斤 
なって < ださい。 


I 
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トラブルの原因とタオ応 


車を使用しないとき 


トラブル 

考え 5 れる原因および症が/ ► 対応 

エンジンを始動しない期間び約4週間 
じ(上におよぶとさ。 

バッテ U —び完全にあびると、バッテ U —び損傷する可 
能性びある。 

►パ' ッテ U —からケーブ>1レを外してください。 

〇バッ テ U - の点検はメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で行なって < ださい。 

エンジンを始動しない期間び約6週間 
じ(上におよぶとさ。 

車を長期間にわたって使用しないと、不具合び発生する 
可能性びある。 

►対応について、メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
におたずねください。 


■か：？？皆 
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非常時の施錠/解錠 


_L V —ソェソソー^— 

グ□ーブボックス、アームレストのル 
物入れ、シート後ちのル物入れを独立 
施錠する(>207ページ）とさやグ□一 
ブボックスを解錠するとさに使用し 
ます。 

また、 U モコン操作やキーレスゴー操 
作がでさないとさや、運転席ドアを解 
錠/施錠したり、トランクを解錠し 
たり （^305 ページ）、独立施錠する 
(^76 ページ）ときに使用します。 

車を施錠した後にエマージェンシー 
キーで運転席ドアやトランク、グ□一 
ブボックスを解錠して開くと、盗難防 
止警報び作動します。 

(下のいずれかの操作をすると、警 
報が停止します。 

► キーの解錠ボタンか施錠ボタンを 
押す 

► エンジンスイッチにキーを差し込む 

► キーびキーレスゴーの左ち側アンテ 
ナの検知範囲またはトランク側アン 
テナの検知範囲にあるときは067 
ページ）、ドア八ンドルに触れるか 
トランクの八ンドルを引く 

►キーがキーレスゴーの車室内アン 
テナの検知範囲にあるときは、セ 
レクターレバーのキーレスゴース 
イッチを押す 

エマージェンシーキーで運転席ドアを 
解錠しても、他のドア、トランク、燃 
料給油フラップは解錠されません。 


キーからェマージ: c ンシーキーを取り 
外ず 



巧口.!0■ュ TDM , 


►ストッパー③を矢印のち向に押し JJ 
なびら、 エマー ジェン シーキー ① Q 
を矢印の方向に抜さます。 I 

収納するとさは元の位置に差し込み^ 
ます。 


運転席ドアの解錠 



左八ンドル車 


リモコン操作またはキーレスゴー操作 
で車両を解錠でさないとさは、 liTF の 
操作を行なってください。 

► キーからエマージェンシーキーを取 
り外します。 

► エマージェンシーキーを、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシ U ンダー 
に差し込みます。 
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非常時の施錠/解錠 


► エマージェンシーキーを解錠の位置 
のにまわします。 

□ックノブが上びり、運転席ドアが 
解錠されます。 

〇 左八ンドル車は反時計回りに、 
ち八ンドル車は時計回りにまわし 
ます。 

► エマージェンシーキーを元の位置に 

■ まわして、キーシ U ンダーから抜さ 
ます。 

か〇 助手席ドアのドア八ンドルには 
^ キーシ U ンダーはありません。 

I H 車から離れる前に、すべてのドア 
ウインドウと U アク オーター ウイン 
ドウ、パリオルーフび閉じているこ 
とを確認してください。 

M エマージェンシーキーで運転席ド 
アを解錠/施錠してわ、助手席ド 
ア、トランク、燃料給油フラップ、 
グ□ーブボックス、アームレストの 
ル物入れ、シート後方のル物入れは 
解錠/施錠されません。 


車両の施錠 



左八ンドル車 


リモコン操作またはキーレスゴー操作 
で車両を施錠でさないとさは、(下の 
操作を行なってください。 

► 運転席ドアを開さます。 

► 助手席ドアとトランクを閉じます。 

► ドア□ックスイッチ（施錠）072 
ページ）を押します。 

► 助手席ドアの□ックノブび下びって 
いることを確認します。 

下びっていないとさは、□ックノブ 
を押し込みます。 

► 運転席ドアを閉じます。 


► キーからエマージェンシーキーを取 
り外します （>303 ページ）。 

► エマージェンシーキーを運転席ドア 
のドア八ンドルのキーシリンダーに 
差し込みます。 

► エマージェンシーキーを施錠の位置 
のにまわします。 

運転席ドアの□ックノブび下びり、 
運転席ドアび施錠されます。 

〇 左八ンドル車は時計回りに、ち 
八ンドル車は反時計回りにまわし 
ます。 
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► エマージェンシーキーを元の位置に 
まわして、キーシ U ンダーから抜さ 
ます。 

►運転席ドアと助手席ドア、トラン 
クび施錠されていることを確認し 
ます。 

トランクび施錠されていないとさ 
は、トランクを独立施錠します 
076ぺージ）。 

Q エマージェンシーキーでドアを施 
錠したときは、グ□ーブボックスや 
アームレストのル物入れ、シート後 
方のル物入れは施錠されません。エ 
マージェンシーキーであらかじめ 
独立施錠してください （>207 ぺ一 
ジ)。 

ただし、バッテ U —電圧が低下し 
ているとさなどは、グ□ーブボッ 
クスの独立施錠を行なっても、アー 
ムレストの小物入れとシート後ち 
のル物入れは施錠されないことが 
あります。 


トランクの解錠 



リモコン操作またはキーレスゴー操作 

によりトランクを開いたり、解錠でさ 

ないとさは、(下の操作を行なって 

ください。 

► キーからエマージェンシーキーを取 
りがします0303ぺージ）。 

►エマージェンシーキーを、トラン 
クのキーシリンダー①に差し込み 
ます。 

► エマージェンシーキーを反時計回 
りに止まるまでまわします。 

►八ンドル③を引いてトランクを開 
さます。 

► エマージェンシーキーを元の位置 
にまわして、キーシ U ンダーから抜 
さます。 

Q トランクを開くとさは、後ちや上 
ちに十分な空間びあることを確認し 
てください。また、トランクの周り 
に障害物びなく、人や物に当たるお 
それびないことを確認してください。 

〇 エマージェンシーキーでトランク 
を解錠してち、ドアや燃料給油フ 
ラップ、グ□ーブボックス、アーム 
レストの小物入れやシート後ちのル 
物入れは解錠されません。 

〇 エマージェンシーキーで解錠した 
後に、エマージェンシーキーをキー 
シリンダーから抜いてトランクを開 
じると再び施錠されます。キーの開 
じ込みにま意してください。 


■か：？ C 9 I 吟 















306 


非常時の施錠/解錠 


グ□ーブボックスの解錠 


U モコン操作またはキーレスゴー操作 
でグ□ーブボックスび解錠されないと 
きは、(下の操作を行なってください。 



左八ンドル車 


►グ□ーブボックスのキーシリン 
ダー ③に エマー ジェン シー キーを 
差し込んで、グ□ーブボックス解錠 
位置のにまわします。 

グ□ーブボックスのみび解錠され 
ます。 

〇 エマージ王ンシーキーび①の位 
置のとさは、キーシ U ンダーからエ 
マージェンシーキーを抜くことはで 
さません。 

〇 グ□ーブボックスを解錠しても 
アームレストの小物入れやシート後 
方のル物入れは解錠されません。 


イージーパックで上昇させたルーフ 
を手動で下げる _ 

イージーパックで上昇させたルーフび 
下びらなくなった場合は、手動でルー 
フを下げます。 

P 手動でルーフを下げる作業は、緊 
急の場合にのみ、行なってください。 
作業は大人2人で十分にま意しな 
びら行なってください。 



手動で ルーフを 下ばる 

► トランクマットをがします。 

► 車載工具から六角レンチのを取り 
出します。 

► 油圧ポンプ③のスク U ュー③に六 
角レンチのを差し込みます。 

►わラ1人の人びルーフを支えます。 

► スクリュー③を反時計回りにゆっ 
くり約1/8回転ほどゆるめます。 

► ラゲッジカバー両端のフックをホル 
ダーにかけます。 

► ルーフから手を放します。 

ルーフびゆっくり下がります。 

►ルーフが完全に下びったら、油圧ポ 
ンプのスク U ューを時計回りにまわ 
して確実に締めます。 


■か：？？皆 
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H スク U ューを締めすざないよラに 
注意してください。 

► トランクマットを元の位置に戻し 
ます。 

► すみやかにメルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

詳しくは、メルセデス•ベンツ指定ヴー 

ビスエ場におたずね < ださい。 

A けがのおそれがありまず 

• スクリューを一気にゆるめないで 
ください。ルーフび急に下びるた 
め、挟まれてけびをずるおそれび 
あ0ます。 

• スク U ューは約1/8回転じ(上ゆる 
めないで<ださい。スク U ューを 
ゆるめ続けるとスク U ューび損傷 
し、高圧のオイルび吹さ出してけ 
びをずるおそれびあ0まず。 


キーの 電池交換 


リモコンの作動巧能距離び短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗が考えられます。メルセデス•ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

A 中養のおそれがありまず 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質び含まれています。テ供の手の届 
かないところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
<ださい。 


9環境 

電池を家庭用ゴミとして廃棄しない 
でください。電池には非常に強い有 
毒物質び含まれていまず。 

使用済みの電池は、新しい電池をお 
買い求めになった販売店に処分を依 
頼するか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄してください。 


■か：？ C 9 I 吟 
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キーの 電池交換 


キーの電池を点検ずる _ 

► キーのいずれかのボタンを押します。 

キーの表示灯び1回点滅すれば電 
池は正常です。 

〇 キーの電池び消耗したとさは、エ 
マージェンシーキーで解錠/施錠 
できます0303、304ページ）。 


電池の交換手順 



►ストッパーのを矢印の方向に押し 
ながら、エマージェンシーキー③ 
を矢印の方向に抜さ取ります。 



感 


Pg のぶルリ 

► エマージェンシーキー③を図の位 
置にかけて□ックを外しながら、電 
池ケース③を引さます。 



►電池⑤を外し、新しい電池と交換 
します。 


電池は2個とわプラス (+ ) 面を 
上にして、電極板®の間に取り付 
けます。 

► 電池ケース⑤を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックします。 

► エマー ジェン シー キー③をキーに 
収納します。 

► リモコンのすべての機能び作動する 
ことを確認します。 

〇 リチウム電池 ( CR 2025) を2個 
使用しています。 

〇 電池を交換するとさは2個同時に 
交換してください。 

〇 電池の表面に、巧れや脂分などが 
付着していないことを確認してくだ 
さし、 


■か：？？皆 
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電球の交換 


ランプ類は車両の重要な安全装備のひ 
とつです。すべてのランプ類が正しく 
点なすることを確認してください。 

電球び切れてランプび点好しないとさ 
は、同規格の電球と交換してくださ 
い。交換したランプびすぐに切れた場 
合は、メルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 

電球の交換はメルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場で行なラことをお勧めし 
ます。やむを得ずお客様自身で交換す 
るとさは、 liTF のま意を守って該当箇 
所の電球を交換してください。 

〇電球には素手で触れないよラにし 
てください。電球の表面に少しでわ 
巧れや脂分び付着すると、ガラス表 
面で溶けて、電球の寿命が短< な 
ります。電球に触れるときは、き 
れいな巧や手袋などを使用するか、 
ノ くルブの金属部を持つよラにして 
ください。 

n 指定(外の電球を使用しないでく 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になります。 

n 電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着すると切れやす< 
なります。油などび付着したときは、 
薄めた中性洗剤を含ませた柔らかい 
巧で電球をよくおいてください。 

n マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにランプに関する故障/警 
告メッセージが表示されたとさは 
(^282 ページ）をご覧ください。 


心 乂傷やけがのおそれびありまず 

• 電球は非常に熱くなりまず。電球 
の交換は電球び冷えた状態で行 
なって<ださい。火傷をするおそ 
れびあ0ます。 

• 電球はテ供の手の届かないところ 
に保管してください。 

• 落下したり、衝撃び加わった電球 
を使用しないでください。破裂す 
るおそれびあ0まず。 

• 電球には圧力のかかったガスび封 
入されているため、電球び熱<なっ 
ているとさに電球に触れたり、電 
球を取り外さないでください。破 
裂するおそれびありまず。 

• 電球を交換ずるとさは、防護眼鏡 
や手袋などを着用し、直接手で電 
球に触れないよラにしてください。 

A けびのおそれびありまず 

エンジンを始動しているとさやエン 
ジンびかかっているとさ、イグニッ 
シヨン位置び2のとさは、バイキセ 
ノンへッドランプのバルブソケット 
や配線に手を触れないでください。 
高電圧の発生部分や高温部分びあり、 
それらに触れると非常に危険です。 

バイキセノンへッドランプの交換は 
行なわないで < ださい。交換は必ず 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なってください。その他の電 
球の交換についてを、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に作業を依 
頼ずることをお勧めしまず。 


■か：？ C 9 I 吟 


このとさは、すみやかに電球を交換 
してください。 
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電球の交換 


お客様自身で交換でさる電球は ii (下 
の通りです。交換でさない場合や、そ 
の他の電球の交換については、必ずメ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場に 
作業を依頼してください。 

H 電球の交換を行なラとさは、実際 
に車両に装備されている電球の規格 
を確認してください。 

U 電球の周囲には、金属び露出して 
いる部分や鋭利な部分びあります。 
電球の交換を行なラとさは、けが 
をしないよラに十分ま意してくだ 
さし、 

へツ ドランプ 


テールランプ 



① 

リアフォグラ 
ンプ（ち側の 
み） 

21 W 

③ 

リア方向指示な 

21 W (黄色） 

③ 

パックランプ 

21 W 



車幅な/フロ 
ントパーキング 
ランプ 


① 

ライセンスラ 

5 W 


ンプ 



■か：？？皆 
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ワイパーブレードの交換 


ワイパーブレードを取り外ず 


公 事故のおそれびありまず 


►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 


ワイパーブレードのゴムび劣化する 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取ることびでさません。視界を妨げ 
て周囲の交通状況を把握でさず、事 
故の原因になります。 

ワイパーブレードは年に2回の目安 
で交換してください。 


A けがのおそれがありまず 

ワイパーブレードを交換ずるとさは、 
必ずエンジンスイッチからキーを抜 
くか、イグニッシヨン位置を0にし 
てください。ワイパーび作動してけ 
びをずるおそれびあ0まず。 

〇ワイパーブレードの損傷を避ける 
ため、ワイパーブレードのゴム部分 
に触れないよラにしてください。 


► コンビネーシヨンスイツチを 
の位置にして、ワイパーを作動さ 
せます。 


► ワイパーび作動している途中で、 
イグニッシヨン位置を0にして、 
ワイノ く一を途中で停止させます。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは、キーを抜さます。 



か 

AJ 



。ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで< ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損傷 
するおそれがあります。 

H ワイパーアームが取り付けられて 
いない状態で、ワイパーアームを元 
の位置に戻さないでください。 

〇ワイパーブレードを交換するとさ 
は、ワイパーアームを確実に持って 
ください。ワイパーブレードが取り 
付けられていない状態でワイパー 
アームから手を放すと、ワイパー 
アームびフ□ントウインドウに当た 
り、フ□ントウインドウを損傷する 
おそれびあります。 


► ワイパーアームのをいっぱいまで 
起こします。 

H ワイパーアームを起こすとさにボ 
ンネットと接触するとさは、ワイ 
ノ v ° —を停止する位置び不適切です。 
ボンネットを損傷するおそれびあり 
ますので、再度ワイノ く一を作動させ、 
適切な位置でワイノ く一を停止させて 
ください。 

► ワイパーブレード③を図の位置に 
まわします。 

► ワイパーブレード③を矢印の方向 
に動かし、ワイパーアーム①の固 
定部から取りがします。 
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パンクしたとき 


ワイパーブレードを取り付ける 

►新しいワイパーブレードを、取り付 
けたとさとは反対の方向にワイパー 
アームの固定部に差し込みます。 

ワイパーブレードび確実に差し込ま 
れていることを確認してください。 

► ワイパーブレードをワイパー アー 
ムと平行の位置にします。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 


パンクしたとき 


公 事故のおそれびありまず 

•パンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないでくださ 
し、ステア U ングをしつかり握つ 
て徐々に速度を落とし、安全な場 
所に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□ールを失 
し、事故を起こずおそれびありま 
す。また、タイヤび異常に過熱して、 
火災び発生するおそれびあります。 


タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 

►ち全を確保でさる、かたくてすべり 
にくい、水平な場所に停車します。 

► 非常点滅巧を点滅させます。 

► パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► セレクターレノを m に入れます。 

► ステアリングを直進の位置にします。 

► 周囲の状況にま意しなびら乗員を車 
から降ろし、タイヤ交換の補助を行 
なラ人(外の人をただちにち全な場 
所に避難させます。 

► エンジンを停止します。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。キーレスゴースイッチでエ 
ンジンを停止したとさは、運転席 
ドアを開さます。 

► 車から降ります。 

► 運転席ドアを閉じます。 

► 車の後方に停止表示板を置さます。 
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[I 車速感応ドア□ック(>73ぺージ） 
を設定した状態で車を押したり、夕 
イヤ交換などで車を持ち上げるとさ 
は、イグニッシヨン位置を0にし 
てください。車輪び回転すると車び 
自動的に施錠され、車外に閉め出さ 
れるおそれびあります。 

〇タイヤ交換やタイヤ修理をすると 
きは、必ず手袋を着用してください。 
素手で作業を行なラとけがをするお 
それがあります。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置 < ことび 
法律で義務付けられています。 


応急用スペアタイヤび車載されてい 

る車種 _ 

パンクしたタイヤを応急用スペアタイ 
ヤに交換します。 

A 事故のおそれがありまず 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤ 
のサイズび異なるため、応急用ス 
ペアタイヤを装着した場合、走行 
性能び大さく変化しまず。十分を 
意して走行してください。 

• 応急用スペアタイヤに交換したと 
さは、必ず 80 km / hl ；^ 下で走行し 
て < ださい。 

• 応急用スペアタイヤを装着したと 
きは、 ESP ⑧の機能を解除しない 
で < ださい。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間の 
使用にとどめ、できるだけ早く標 
準タイヤに戻してください。 

• 応急用スペアタイヤを2本!;^上装 
着して走行しないでください。 


D 応急用スペアタイヤは各車種専用 
です。他車のちのは使用しないで< 
ださい。 

タイヤ交換の準備 


► タイヤ交換に必要な準備を行ないま 
す （^3 12ページ）。 

►ステア U ングを直進の位置にし 
ます。 

► トランクフ□アボードの下から、じ I 
下のわのを取り出します。 

• ガイドボルト 
• 電動エアポンプ 
• 応急用スペアタイヤ 
• ジャッキ 
• ホイールレンチ 

► SL 63 AMG パフオーマンスパッ 
ケージは、応急用スペアタイヤの 
ストラップを外します。 

〇 外したストラップは車内に保管し 
てください。応急用スペアタイヤを 
トランクに収納するときに必要にな 
ります。 

► 作業中に車び動さ出すのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 

〇 輪止めは車載されていません。適 
切な大ささの木片か石を輪止めとし 
て使用してください。 

► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換を 
するときは、交換するタイヤの反 
対側の前後輪の下り側に輪止めを 
します。 
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► ホイールレンチので、交換する夕 
イヤのホイールボルト （5 本）を約 
1回転ほどゆるめます。 


この時点では、ホイールボルトを取 
り外しません。 

n ホイールレンチを使用するとさ 
に、ホイールレンチびホイールボ 
ルトから外れるとけがをしたり、 
ホイールボルトを損傷するおそれ 
びあります。じ(下の点に注意して 
ください。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さい。 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしなびらまわして 
ください。 


ジャッキアップずる 


公 けがのおそれびありまず 

• 車載のジャッキは、この車のタイ 
ヤ交換で一時的にジャッキアップ 
ずるためだけに設計されていまず。 

• 車の下で作業をずるとさは、必ず 
U ジッドラックなどを使用してく 
ださい。 

• ジャッキは、かたくてすべりにく 
し、水平な場所で使用してくださ 
し、また、ジャッキの下に、ブ□ッ 
クや木材などを置いてジャッキ 
アップしないで<ださい。ジャッ 
キアップした車び落下ずるおそれ 
びありまず。 

• ジャッキアップしているときは、 
エンジンを始動したり、ドアや卜 
ランクを開閉したり、パーキング 
ブレーキを解除しないでください。 
車び落下ずるおそれびありまず。 

• ジャッキに不具合や亀裂、損傷び 
あるとさは使用しないでください。 

• 傾斜の急な斜面ではジャッキアッ 
プしないで<ださい。ジャッキび 
外れると、車に挟まれて致命的な 
けびをするおそれびあ0ます。 


• 車び車載のジャッキだけで支えら 
れているとさは、決して車の下に 
身体を入れないでください。ジャッ 
キび外れると、車に挟まれて致命 
的なけびをずるおそれびあ0ます。 
ジャッキは車を一時的に持ち上げ 
るとさだけに使用してください。 
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心 けがのおそれびありまず 

ジャッキヴポート1；^外の場所には 
ジャッキを使用しないでください。 
ジャッキび外れてけびをしたり、車 
両を損傷するおそれびあります。 

ジャッキは交換するタイヤに適した 
位置のジャッキヴポートで使用して 
ください。また、ジャッキを使用す 
る前に、ジャッキサポートに異物や 
巧れびないことを確認してください。 



► 交換するタイヤの近くのジャッキヴ 
ポー トのカバー③のマークを押し 
なびら、カパーを開さます。 



►車種や仕様により、図のよラに 
ジャッキヴ ポー トのカバー③の下 
部にマークび記されている場合は、 
カバーの下部にドライバーなどを差 
し込んで、カバーを開さます。 


〇 ジヤッキヴポートは前輪の後方、 
後輪の前方のボディ下部に計4力 
所設けられています。 



» -： 34441 k 


► ジャッキアーム④をジャッキヴポー 
卜 ® に停止するまで差し込みます。 

► その位置でジャッキを支えながら、 
ジャッキの下端が地面に着 < まで、 
ジャッキ八ンドル⑤を時計回りに 
まわします。 

►側面から見て、ジャッキが車に対 
して直角になっていることを確認 
します。 

H ジャッキアームびジャッキヴポー 
卜に完全に差し込まれていること 
を確認してください（ジャッキアー 
ムび奥まで差し込まれていれば、 
ジャッキの下端は車の正面から見 
て、車の内側を向さます）。 
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►ジャッキび抜けてこないよラに、 
ジャッキを押し込むよラにしながら 
ジャッキ八ンドル③を矢印の方向 
にまわし、タイヤが地面から離れる 
まで、ジャッキアップします。 

ジャッキアップしたとさのタイヤの 
高さは、地面から 3 cm じ(内にして 
ください。 

► 上側のホイールボルトを1本外し 
ます。 



► ホイールボルトを外したネジ穴に、 
車載工具内のガイドボルト©をね 
じ込みます。 


►残りのホイールボルトを外して、夕 
イヤを取りがします。 


〇ホイールボルトに砂や泥が付着し 
ないよラにま意してください。ホ 
イールボルトを取り付けたとさに、 
ホイールボルトやホイール八ブのネ 
ジ山を損傷するおそれびあります。 

H タイヤを地面に置くとさは、ホ 
イールの外側を下にしないでくださ 
し、ホイールに傷び付くおそれがあ 
ります。 

P ホイールをがしたとさは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
て<ださい。リムの凹みや巧びりは 
空気圧減少の原因になり、タイヤを 
損傷するおそれがあります。 

応急用スペアタイヤを取り付ける 

A 事故のおそれびありまず 

ホイールボルトに損傷や鐘びあると 
さは交換してください。また、ネジ 
山には決してオイルやグ U スを塗布 
しないでください。ホイールボルト 
びゆるむおそれびあ0ます。 

A 事故のおそれびありまず 

ホイール八ブのネジ山び損傷してい 
るときは、走行しないで、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 
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心 事故のおそれがありまず 

応急用スペアタイヤの取り付けには、 
標準タイヤのホイールボルトを使用 
しまず。異なるホイールボルトを使 
用するとホイールを十分に固定する 
ことびでさず、走行中にホイールび 
外れるおそれびありまず。 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを強く締め付けないでくださ 
い。締め付ける勢いでジャッキび外 
れるおそれびあ0ます。 


► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
びホイール八ブの接合面に砂や巧れ 
などがないことを確認します。 



► ガイドボルト®に合わせて応急用 
スペアタイヤ®を取り付けます。 


► 4 本のホイールボルトを取り付け、 
対角線の順番に軽<締め付けます。 

► ガイドボルトを取り外します。 

► 5 本目のホイールボルトを取り付 
け、軽く締め付けます。 


電動エアポンプを準備ずる 


車種や仕様により車載されている電動 
エアポンプが異なります。 

空気圧ゲージ別体型 



► フラップ①を開いて電源プラグ⑤ 
とエアホース⑤を取り出します。 


► 空気圧調整バルブ®び閉じている 
ことを確認してください。 


空気圧ゲージー体型 



► 電動エアポンプの裏側から電源プラグ 
③とエアホース © を取り出します。 
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応急用スペアタイヤに空気を入れる 

A 事故のおそれびありまず 

必ず応急用スペアタイヤに空気を入 
れてからジャッキダウンして < ださ 
し、ジャッキダウンしたとさにホイー 
ル U ムを損傷するおそれびあります。 


瓜 事故のおそれびありまず 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
でください。タイヤび過熱して破 
裂したり、火災を起こすおそれび 
ありまず。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 

• タイヤに空気を入れずざないでく 
ださい。空気を入れずざたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどにより 
損傷を受けたりパンクしやず<な 
ります。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 


A けがのおそれがありまず 

電動エアポンプを作動させるとさは、 
電動エアポンプに記載されている取 
扱方法を参考にしてください。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プをがします。 

► 電動エアポンプのエアホース®を 
応急用スペアタイヤのバルブに取り 
付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③ 
を0 (停止の位置）にします。 

► ライターのソケット0215ぺージ） 
か、トランクルーム内の 12 V 電源 
ソケット （^21 6ぺージ）に、電源 
プラグ⑤を差し込みます。 


P この車じ(がのライターソケットや 
電源ソケットなどには差し込まない 
で < ださい。 

►イグニッシヨン位置を1にします。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ® 
を I (作動の位置）にします。 

電動エアポンプが作動して、応急用ス 
ペアタイヤに空気び送り込まれます。 

► 規定の空気圧になったら電動エアポ 
ンプの電源スイッチ③を〇 (停止 
の位置）にします。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイールに貼 
付されているラベルまたはタイヤに 
記載されています。 

►規定の空気圧を超えたとさは、空気 
圧調整バルブ®をゆるめるか 、空 
気圧調整ボタン®を押して空気を 
抜いて調整します。 

► ライターソケットまたは 12 V 電源 
ソケットから電源プラグ⑤を抜さ、 
応急用スペアタイヤのバルブからエ 
アホース®を取り外します。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プを取り付けます。 

〇応急用スペアタイヤを取り付ける 
前に、応急用スペアタイヤに空気を 
入れないで <ださい。 

H 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプが過熱して損傷し 
たり、乂傷をするおそれびあります。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 
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n 電動エアポンプを再び作動させる 
とさは、ポンプび冷えた状態になっ 
ていることを確認してください。 

H 電動エアポンプを作動させている 
とさはエンジンを始動しないでくだ 
さい。 

〇電動エアポンプやエアホースは作 
動中 I こ金属部分などび熱くなります。 
必ず手袋をして作業してください。 

ジャッキダウン 


► ジャツキ八ンドルを反時計回りにま 
わし、ゆっくりボディを下げてタイ 
ヤを接地させます。 

► ジャッキを外します。 



► 図の順番でホイールボルトを均一に 
締め付けます。 


ホイールボルトの締め付けトルクは 
13 kg-m (130 Nm ) です。 

A 事故のおそれびありまず 

ホイールを交換した後は、ずみやか 
にホイールボルトの締め付けトルク 
を確認してください。 


►ジャッキを元の状態に戻し、車載 
工具などととわに元の位置に戻し 
ます。 

► ジャッキヴポートのカバーを取り付 
けます。 

〇 ジャッキ ヴポー トの カバーの 突起 
部分を損傷しないよラに、またプラ 
スチック製のストラップが挟まれな 
いよラに注意してください。 

► 外したタイヤはタイヤ収納カバー 
(^266 ページ）に入れて、トラン 
クルーム内に収納します。 

このときは、バ U オルーフを閉じて 
ください。 

H ホイールレンチを使用するとさ、 
ホイールレンチびホイールボルトか 
ら外れるとけびをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷するおそれびありま 
す。じ(下の点にま意してください。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい 

• 足で踏んでまわさないでください 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい 

また、ホイールレンチにパイプ 
を継ぎ足してまわすなど、必要 
(上にホイールボルトを締め付 
けないでください。ホイールボ 
ルトやネジ穴を損傷するおそれ 
びあります。 
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H 応急用スペアタイヤの収納場所に 
パンクしたタイヤを収納することは 
でさません。 

n パンクしたタイヤをトランク内に 
収納して走行する場合は、速度を落 
とし十分ま意して走行してくださ 
し、収納したタイヤび動き、トラン 
ク内を損傷するおそれびあります。 

〇 応急用スペアタイヤを装着して走 
行したとさは、タイヤ空気圧警告シ 
ステム*は正常に作動しません。 

応急用スペアタイヤを元に戻ず 

応急用スペアタイヤを元の収納場所に 
戻すとさは、じ(下の手順に従ってくだ 
さい。 

この作業はメルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場に依頼することをお勧め 
します。 

B 応急用スペアタイヤは、十分に乾 
燥させてからトランク内に収納して 
ください。 

►バルブキャップを取り外します。 

► (下のち法でタイヤ内の空気を抜さ 
ます。 

• バルブ内中央にあるピンを押し 
みます。 

または 

• バルブに電動エアポンプを取り 
付け、空気圧調整バルブをゆる 
めるか、空気圧調整ボタンを押 
します。 

〇 空気が完全に抜けるまでには、数 
分間かかります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


► バルブキャップを取り付けます。 

► タイヤ収納カバーに応急用スペアタ 
イヤを収納します。 

► トランクフ□アボード下のスペー 
スに応急用スペアタイヤを収納し 
ます。 

►スクリユー（1>267ぺージ）でタイ 
ヤ収納カバーを突さ刺し、応急用ス 
ペアタイヤを固定します。 


SL 63 AMG パフ オー マンス パッケージ 



①ストラップ 


SL 63 AMG パフォーマンスパッケー 
ジでは、応急用スペアタイヤを元の収 
納場所に戻すとさは、ストラップの 
を装着してタイヤを締め付け、タイヤ 
の外周をルさくしてから収納してくだ 
さい。そのとさ、ストラップのの位 
置が左ちになるよラにしてください。 
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タイヤフィットが車載されている 
車種 _ 

タイヤフィットび車載されている車種 
は、タイヤフィットでパンクしたタイ 
ヤを修理します。 

パンクしたタイヤをタイヤフィットで 
修理すると、一時的に走行することび 
でさます。 

タイヤフィットはが気温度び約一20む 
じ(上のとさに使用でさます。 

応急用スペアタイヤび車載されている 
場合は、パンクしたタイヤを応急用ス 
ペアタイヤに交換します。詳しくは 
0313ページ）をご覧ください。 

A 事故のおそれびありまず 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なちのです。修理後は、 
空気圧び適正であってち、必ず標 
準タイヤに交換してください。 

• 下の状況のとさはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理ずることびでさ 
ません。他のち法で車両を移動さ 
せて < ださい。 

◊タイヤの傷び約 4 mm 上の場 
合や、凹み、亀裂、ひびなどび 
ある場合 

◊タイヤの接地面!;^外に傷びある 

+日^^ 

场口 

0ホイールに損傷びある場合 

◊タイヤの空気圧び非常に低い状 
態や空気び完全におけた状態で 
走行した場合 

このよラなとさは、絶対に走行し 
ないで、メルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 


"タイヤを修理するとさは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけがをするおそれびあり 
ます。 

B タイヤを修理するときは、エンジ 
ンを始動しないでください。 

H 異常のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
でください。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットび漏れ出すおそれがあり I 
まず。 か 

U タイヤフィットび塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧で 拭© 

き取ってください。 I 

D タイヤフィットで修理したタイヤ 
は必ず交換してください。そのまま 
使用することはでさません。 

〇タイヤフィットには使用期限があ 
ります。期限び過ざたとさは新品に 
交換してください。また、タイヤ 
フィットの使用期限が過ざている場 
合は使用しないでください。 

新しいタイヤフィットについては、 
メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場でお買い求め < ださい。 
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タイヤフイツトの準備 


A けがのおそれびありまず 

使用上のを意を記載したステッカー 
び、電動エアポンプに貼付してありま 
ず。使用ずる前に内容を確認してくだ 
さし、 

►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギやネジなどは取り除か 
ないで < ださい。 

► トランクフ□アボードの下からタイ 
ヤフィット、電動エアポンプを準備 
します。 



► タイヤフィットに付属してし"'る最 
高速度表示のステッカー①をはが 
し、運転者の見やすい場所に貼付 
します。 

► 修理するタイヤのバルブ付近に夕 
イヤフィット使用表示のステッ 
カー③を貼付します。 


A けがのおそれがありまず 

タイヤフィットは、身体や衣服に付 

着しないよラにを意してください。 

• 眼や皮膚に付着した場合は、ただ 
ちに清潔な水で十分に洗い流して 
<ださい。 

• 衣服に付着した場合は、ただちに 
付着した衣服を着替えてください。 

• アレルギー症状び出た場合は、ただ 
ちに医師の診断を受けてください。 

タイヤフィットは、テ供の手び届か 

ない場所に保管してください。 

• 万一、テ供びタイヤフィットを飲 
み込んだ場合は、ただちに水で口 
を十分ずずぎ、水を大量に飲ませ 
て < ださい。 

• タイヤフィットを吐かせないで< 
ださい。ただちに医師の診断を受 
けて < ださい。 

• タイヤフィットの臭気を吸い込ま 
ないで < ださい。 

〇 タイヤフィットが漏れ出た場合 

は、そのまま乾燥させてください。 

乾燥すればフィルム状になり、剥が 

すことがでさます。 

わし、衣類にタイヤフィットび付着 

した場合は、すみやかに洗濯してく 

ださい。 


■か：？？皆 
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車種や仕様により、車載されている電 
動エアポンプが異なります。 

タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージ別体型） 



《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用ち法びわか 
らないとさは、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプのフラップ③を開 
さます。 

► 電源プラグ®とエアホース®を取 
り出します。 

► エアホース®をタイヤフィット① 
のバルブ®に確実に取り付けます。 

H 電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着するおそ 
れびあります。 

► タイヤフィット①のバルブ®を下 
にして持ち、電動エアポンプの凹部 
③に差し込みます。 



►パンクしたタイヤのバルブ®から 
ノりレブキヤップを取り外します。 


►タイヤフィットのホース®を、パ 
ンクしたタイヤのバルブ®に確実 
に取り付けます。 



► 空気圧調整バルブ®び閉じている 
ことを確認します。 


► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

► 電源プラグ©をライターソケット 
(>215ページ）またはトランクルー 
ム内の 12 V 電源ソケット(>216 
ページ）に差し込みます。 

► イグニッシヨン位置を1にします。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ® 
を I (作動の位置）にします。 


■か：？ C 9 I 吟 


電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめます。 
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〇 最初にタイヤフィットびパンクし 
たタイヤに送り込まれます。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることびあります。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ④を〇 (停止の位置）にし 
ないで <ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧び少なくとわ 1.8 
ノ くールに達していることを確認して 
ください。 

B 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプが過熱して損傷し 
たり、乂傷をするおそれがあります。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
さは、ポンプび冷えた状態になって 
いることを確認してください。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち、空気圧び 1.8 バールに達しな 

し、口 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にして、タイヤ 
のバルブからタイヤフィットのホー 
スを取り外し、タイヤフィットが夕 
イヤ内に行さ渡るよラに、低速で車 
を約1 Om 前進または後退させます。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外します。 

► 電動エアポンプのエアホース©を 
タイヤのバルブ®に確実に取り付 
けます。 

► 再度、タイヤに空気を入れます。 


心 事故のおそれがありまず 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち空気圧び1 .8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかなり損傷してい 
ます。それ!;上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

空気圧が 1.8 バールに達している 

場合 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にします。 

電動エアポンプび停止します。 

► ライターソケットまたは 12 V 電源 
ソケットから電源プラグ⑤を抜さ 
ます。 

► タイヤのバルブ®からタイヤフィッ 
卜のホース ® を取り外します。 

P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取りがすときは、接 
続部にタイヤフィットが収納され 
ていた袋か巧などを被せて < ださ 
し、取り外すときにタイヤフィッ 
卜び漏れ、身体や衣服に付着する 
おそれびあります。 

〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフィットの ホースから タイ 
ヤフィットび漏れることびありま 
す。タイヤフィットはシミやサビ 
の原因になりますので、タイヤ 
フィットび収納されていた袋に夕 
イヤフィットを入れて<ださい。 

► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けます。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 


■か：？？皆 
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► ただちに走行します。 

タイヤフィットびタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所が固まりやす <な 
ります。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース®を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、空気 
圧ゲージ⑩でタイヤ空気圧を点検 
します。 

A 事故のおそれがありまず 

空気圧び1 .3 バール!;^下になっている 
場合は、タイヤびかなり損傷していま 
ず。それ!;^上走行せず、メルセデス- 
ベンツ 指定ヴービスエ場に連絡してく 
ださい。 

► 空気圧が1 .3 バール(上の場合は、 
規定の空気圧に調整します。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照してください。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れます。 

規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージ⑩の空気圧調整バル 
ブ®を緩めて調整します。 

► 最寄りのメルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換します。 

► 新しいタイヤフィットについては、 
メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場でお買い求め < ださい。 


心 事故のおそれびありまず 

タイヤフィツトでタイヤを修理した 
とさに走行ずるとさの最高速度は約 
SOkm/h でず。 

最高速度のステツカー " max . SOkm / h " 
は、必ず運転者の見やすい場所に貼つ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化び現れることびあ 
ります。 カーブ 走行時や ブレーキ 時 
には慎重に運転してください。 


9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なつてください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で交換してください。 

新しいタイヤフィットについては、 
メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場でお買い求め < ださい。 


■か：？ C 9 I 吟 
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タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージー体型) 



《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用ち法びわか 
らないとさは、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプの背面から電源プ 
ラグ④とエアホース⑤を取り出 
します。 

► エアホース ® をタイヤフィット① 
のバルブ®に確実に取り付けます。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
が漏れ、身体や衣類に付着するおそ 
れびあります。 

► タイヤフィット①のバルブ®を下 
にして持ち、電動エアポンプの凹部 
③に差し込みます。 



►パンクしたタイヤのバルブ®から 
ノりレブキヤップを取り外します。 


►タイヤフィットのホース®を、パ 
ンクしたタイヤのバルブ®に確実 
に取り付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③ 
が0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

► 電源プラグ④をライターソケット 
(1>215ぺージ）またはトランクルー 
ム内の 12 V 電源ソケット(>216 
ページ）に差し込みます。 

►イグニッシヨン位置を1にします。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③ 
を I (作動の位置）にします。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめます。 

〇 最初にタイヤフィットびパンクし 
たタイヤに送り込まれます。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることびあります。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ⑤を〇 (停止の位置）にし 
ないで < ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧び少なくとち 1.8 
バールに達していることを確認して 
ください。 


■か：？？皆 
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H 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプが過熱して損傷し 
たり、乂傷をするおそれびあります。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
さは、ポンプび冷えた状態になって 
いることを確認してください。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
ても、空気圧び 1.8 バールに達しな 

し、口 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③ 
を0 (停止の位置）にして、タイヤ 
のバルブからタイヤフィットのホー 
スを取り外し、タイヤフィットが夕 
イヤ内に行さ渡るよラに、低速で車 
を約1 Om 前進または後退させます。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取りがします。 

► 電動エアポンプのエアホース⑤を 
タイヤのバルブ®に確実に取り付 
けます。 


空気圧が 1.8 バールに達している 

柄口 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
を0 (停止の位置）にします。 

電動エアポンプび停止します。 

► ライターソケットまたは 12 V 電源 
ソケットから電源プラグ④を抜さ 
ます。 

► タイヤのバルブ®からタイヤフィッ 
卜のホース®を取り外します。 

P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外すとさは、接 
続部にタイヤフィットが収納され 
ていた袋か巧などを被せてくださ 
し、取り外すときにタイヤフィッ 
卜び漏れ、身体や巧服に付着する 
おそれびあります。 

H タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフィットのホースからタイ 
ヤフィットび漏れることびありま 
す。タイヤフィットはシミやサビ 
の原因になりますので、タイヤ 
フィットび収納されていた袋に夕 
イヤフイツトを入れて<ださい。 



►再度、タイヤに空気を入れます。 

A 事故のおそれがありまず 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち空気圧び 1.8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかなり損傷してい 
まず。それ!;^上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けます。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行します。 

タイヤフィットびタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所び固まりやすくな 
ります。 
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►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース®を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、電動 
エアポンプの空気圧ゲージ®で夕 
イヤ空気圧を点検します。 

A 事故のおそれがありまず 

空気圧び1 .3 ノ くールじ(下になっている 
場合は、タイヤびかなり損傷していま 
ず。それ!;^上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して く 
ださい。 



► 空気圧が1 .3 バール(上の場合は、 
規定の空気圧に調整します。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照してください。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れます。 

規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージ®の横にある空気圧 
調整ボタン®を押して調整します。 

► 最寄りのメルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換します。 


► 新しいタイヤフィツトについては、 
メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場でお買い求め < ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

タイヤフィツトでタイヤを修理した 
とさに走行するとさの最高速度は約 
80 km/h です。 

最高速度のステツカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やずい場所に貼つ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化び現れることびあ 
りまず。 カーブ 走行時や ブレーキ 時 
には慎重に運転してください。 


9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なつてください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で交換してください。 

新しいタイヤフィットについては、 
メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場でお買い求め < ださい。 


■か：？？皆 
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バッテリー 


バッテリー取り扱いの一般のな注意 

バッテリーの性能を長期にわたって最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —び常に十分充電されていることび 
必要です。 

短距離、短時間の走行び多いとさや車 
を長期間使用しないときは、通常より 
わ頻繁にバッテ U —液量などを点検し 
てください。 

バッテリーの爆発を防ぐため、バッ 
テ U — は必ず指定品を使用してくだ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、メルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 



0 バッテリーを取り扱ってい 
るとさは、乂気や裸乂、乂 
花などを近付けたり、近く 
で喫煙しないでください。 

A バッテリー液は腐食性びあ 
ります。皮膚や眼、巧服に 
付着しないよラに注意して 
ください。 

手袋やエプ□ン、マスクを 
着用してください。 

バッテ U —液が付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診 
断を受けてください。 

@ バッテ U —を取り扱ラとさ 
は保護眼鏡を着用して < だ 
さい。 



テ供を近付けないで<ださ 
し、。 

⑩ 

取扱説明書の指示に従って 
ください。 


9環境 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
リーは、新しいバッテ U —をお買い 
求めになった販売店に廃棄処分を依 
頼してください。 


心 けがや爆発のおそれびありまず 

爆発や火傷を防ぐため、バッテ U — 

を取り扱ラとさは!;^下の事項を守つ 

て < ださい。 

• バッテ U —を傾けたり横倒しにし 
ないで < ださい。 

• 金属製の工具などをバッテ U —の 
上に置かないでください。バッテ 
U —びショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテ U —び爆発する 
おそれびあ0ます。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣 
服を着用しないでください。また、 
九一ぺッ トの上などでバッテ U — 
を引をずらないでください。 

• バッテ U —に触れるとさは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させてください。 

• 布などでバッテ U —を拭かないで 
<ださい。静電気や火花び発生し 
て、バッテ U —び爆発するおそれ 
びありまず。 


■か：？ 09— 吟 
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バッテリー 


p バッテ U —液が衣類や塗装面など 
に付着すると、腐食が起こります。 
ただちに多量の流水で洗い流して< 
ださい。 

P 指定のバッテリーを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 

P エンジンびかかっているときや始 
動するとさは、バッテ U —端テをが 
したり、ゆるめないでください。 

P 定期的にバッテ U —の点検を行 
なってください。バッテリー液が 
減っているときはバッテリー液を補 
給してください。 

P バッテリーを充電するときは車か 
ら取り外してください。 

〇バッテ U —端テの取り付けボルト 
は確実に締め付けてください。 

〇安全のため、バッテリー端テをゆ 
るめたり外すとさは、イグニッシヨ 
ン位置を0にして、エンジンスイッ 
チからキーを抜いてください。電気 
系部品やオルタネーターを損傷する 
おそれびあります。 


〇 バッテリーあびりを防ざ、バッテ 
リーの寿命を延ばすために(下のこ 
とをお守りください。詳しくはメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 

• エンジンを始動しない期間び約 
4週間じ(上におよぶときは、バッ 
テリーケーブルの接続を外して 
ください。 

• バッテリーケーブルの接続をが 
しているときは少なくとも約6 
力月に一度、バッテリーケープ 
ルを接続しているとさは少なく 
とも約6週間に一度、バッテリー 
を充電してください。 

〇 必要でなければ、駐車時はエンジ 
ンスイッチからキーを取り外してく 
ださい。エンジンスイッチにキーが 
差し込まれているときはわずかに電 
力び消費され、バッテ U —を消耗し 
ます。 

〇 バッテリーの接続が一時的に断た 
れたとさは、(下の作業び必要にな 
ることびあります。 

• C 0 MAND システムの再設定 
• ドアウインドウのリセット 
• ドアミラーのリセット 


■か：？？皆 
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バッテリーの位置 _ 

じ(下のノ くッテ U —び装備されています。 

バッテ U —の交換や充電は、メルセデ 
ス*ベンツ指定サービスエ場で行なっ 
てください。 

エンジン始動用バッテリー 

エンジンルームにあります。ブース 
ターケーブルを接続して他車のバッテ 
U —を電源として、エンジンを始動で 
きます0332ぺージ）。 

電気装備用バッテリー 

トランクルームにあります。ブース 
ターケーブルを接続することはでさま 
せん。 

A 事故のおそれがありまず 

電気装備用バッテ U —は、ブースター 
ケーつ'、 レを接続して他車のバッテ U — 
を電源とずるエンジン始動には使用で 
さません。絶対にブースターケーブル 
などを接続しないでください。 



ケースび黒色で、上面にインジケー 
ターのびあるバッテリーは、バッテ 
U 一液の補充はでさません。 

インジケーターのは、バッテリーの 
液量や充電状態び適正なとさは黒色 
に、バッテリーの交換が必要なとさは 
白色になります。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してください。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
ねないで <ださい。 


VRLA バッテリー 


バッテ U —のケースび黒色で、上面に 
VRLA-BATTER 丫のラベルがある場合 
は、バッテリー液量の点検や補充はで 
さません。また、危険ですので分解は 
絶対に行なわないでください。点検に 
ついてはメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


■か：？ 09— 吟 
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バッテリーがあがったとき 


バッテリーがあがったとき 


エンジンルームにあるエンジン始動 
用バッテ U —の電圧び低下し、エン 
ジンの始動び困難なとさは、ブース 
ターケーブルを使用して他車のバッ 
テリーを電源として始動することが 
でさます。 

作業を始める前に、必ず(降に記載す 
る説明を読んでください。 

• エンジンと触媒び冷えているときに 
行なってくださし、 

• バッテ U —び凍結しているときは 
エンジン始動を行なわないでくだ 
さい。最初にバッテリーを解凍し 
てください。 

•救援車のバッテリーが、 12 V バッ 
テリーであることを確認してくだ 
さし、 

•十分な容量と太さびあり、絶縁さ 
れたクランプを持つブースター 
ケーブルを使用してください。 

A けびのおそれびありまず 

• 他車のバッテ U —を電源として始 
動しているとさは、バッテ IJ 一を 
のぞさ込まないでください。 万一、 
爆発したとさにけびをずるおそれ 
びあります。 

• 他車のバッテ U —を電源として始 
動ずるとさは、バッテ U —を傾けな 
いでください。バッテ U —び爆発し 
てけびをずるおそれびあ0まず。 


A 爆発のおそれがありまず 

• トランクルーム内に装備されてい 
る電気装備用バッテ U —は、他車の 
バッテリーを電源とずるエンジン 
始動には使用でさません。絶対に他 
車のバッテ U —を接続しないでく 
ださい。また、電気装備用バッテ U — 
の接続を外さないでください。 

• 他車のバッテリーを電源としてエ 
ンジンを始動ずるとさは、バッテ 
U —からガスび発生するおそれび 
あります。火花を発生させないで 
<ださい。また、裸火を近付けた 
り、近くで喫煙しないでください。 
バッテ U —び爆発するおそれびあ 
0まず。 

• バッテ U —を取り扱うとさは、安 
全に関ずるを意事項を守ってくだ 
さい。 

Q バッテリーびあびっているとさ 
は、ドアを開いたとさにドアウイン 
ドウやリアク オーター ウインドウは 
下降しません。 

このとさは、無理にドアを閉じな 
いでください。ドアウインドウや 
リアク オーター ウインドウ、ドア 
やシール部などを損傷するおそれ 
があります。 


■か：？？皆 
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n ェンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

ェンジン始動を2〜3回試みても 
始動でさないとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

ェンジンを始動でさたとさち、すみ 
やかにメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場でバッテ U —の点検を行 
なって < ださい。 

〇急速充電器によりェンジン始動を 
行なわないで < ださい。 

〇ェンジンと触媒び暖まっていると 
さは、他車のバッテ U —を電源とし 
て始動しないでください。 

n ブースターケーブルは、ケーブル 
部分や絶縁部分び損傷しているわの 
は使用しないでください。 

n ブースターケーブルびラジェター 
冷却ファンや回転べルトに卷さ込ま 
れないよラにして < ださい。 

〇救援車により接続ち法び異なるこ 
とがあります。接続前に救援車の取 
扱説明書わお読みください。 

〇 バッテリーあがりなどでリモコン 
操作で解錠でさないとさは、ェマー 
ジェンシーキーで運転席ドアを解錠 
します0303ぺージ）。 

〇 バッテリーが凍結しているとき 
は、乂気を近付けずにバッテリー全 
体を暖め（約 5 crcii (下）、バッテリー 
液を解凍してからエンジンを始動し 
てください。 


〇 他車のバッテリーを電源としたエ 
ンジン始動について、詳しくはメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 


始動の方法 _ 

►バッテリー電圧び同じ （12 V ) で、 
バッテリー容量び同程度の救援車を 
用意します。 

► 自車と救援車が接触していないこと 
を確認します。 

► パーキングブレーキを効かせます。 

► セレクタ~レノを m に入れます。 
► 救援車のエンジンを停止します。 

► 両車の電気装備をすべて停止しま 
す（イグニッシヨン位置を0にし 
ます）。 

► ボンネットを開さます。 


■か：？ C 9 I 吟 







左八ンドル車 

► 自車の [+] 端テのカバーを取りが 
します。 

► 自車のノ くッテ U —の [+] 端テ①に 
赤色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 救援車のノ くッテ U — ©の [+] 端テ 
③に赤色ブースターケーブルの反 
対側を接続します。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
リング状態にします。 

► 救援車のノ くッテ U — ®の [-] 端テ 
③に黒色ブースターケーブルを接 
続します。 

► 自車のバッテ U - の [-] 端テ④に 
黒色ブースターケーブルの反対側を 
接続します。 

► 自車のエンジンを始動します。 


► 黒色ブースターケーブルを両車の 
[-] 端テからがします。先に自車の 
[-] 端テ④からがします。 

► 赤色ブースターケーブルを両車の 
[+] 端テからがします。先に自車の 
[+] 端テのから外します。 

► メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場でバッテリーの点検を受けてくだ 
さし、。 


334 バッテリーびあびったとき 
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けん引 


けん引時の注意 


心 事故のおそれがありまず 

• エンジンびかかっていないとさは 
ブレーキやステア U ングの操作に 
非常に大さな力び必要になりまず。 
必要であれば、ブレーキペダルを 
力いっぱい踏んでください。 

• けん引されるとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜かないでくだ 
さし^。 

• SBC ホールドび作動しているとき 
は、車にブレーキびかけられてい 
ます。けん引で車を動かずときは、 
SBC ホールドを解除してください。 


A 事故のおそれがありまず 

バッテ U —の電圧低下や電気システ 
ムの異常などで SBC び作動しないと 
さは、 SBC はエマージェンシーモー 
ドになります。 

エマージェンシーモードでは、ブレー 
キペダルを通常よりも深く（奥に）、 
強く踏み込んでください。また、ブ 
レーキペダルを踏むのに非常に大さ 
な力び必要にな0、制動距離ち長< 
なります。 

SBC び作動しないときは自走をでき 
るだけ避けて、専門業者に依頼して 
車両運搬車で搬送してください。 

H けん引はできるだけ避けてくださ 
し、自走でさないとさは、専門業者 
に依頼して車両運搬車で移送して< 
ださい。 


H けん引されるとさは、ゆっくり発 
進し、車両に過大な力をかけないで 
ください。車を損傷するおそれびあ 
ります。 


n 一般道では 30 km/h (下の速度 
で、距離は 50 km じ(内に限り、け 
ん引走行することびでさます。距 
離び 50 km を超えるときは、必ず 
車両運搬車で移送して < ださい。 
トランスミツシヨンを損傷するお 
それがあります。 

H エンジンを始動できないときは、 
他車のバツテリーを電源とした始動 
を試みてください。 

H やむを得ず他車にけん引してちら 
ラとさは、じ(降に記載する説明に従 
し、最寄りのメルセデス•ベンツ指 
定ヴービスエ場までけん引してくだ 
さい。 



か 
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U オートマチックトランスミッシヨ 
ンを損傷しているとさは、専門業者 
に作業を依頼し、プ□ペラシャフト 
を外して、けん引してください。 


〇けん引する距離び長くなるとさ 
は、必ずリアをつり上げてください。 

〇けん引されるときは、じ(下の操作 
を行なってくださし、。 


• わレクターレバーを I N I に入れ 
てください。 

• けん引防止警報を解除して<だ 
さい（[>59ページ）。 

• 車速感応ドア□ックを解除して 
ください（杉150ページ）。車輪 
び回転すると車び自動的に施錠 
され、車外に閉め出されるおそ 
れがあります。 








けん弓 


U けん引される前に、バッテリーが 
接続されていて、電圧び低下してい 
ないことを確認してください。イグ 
ニッション位置を2にすることび 
できないため、セレクターレバーを 
EE から動かすことびでさな<な 
ります。また、エンジンが停止して 
いると、ステア U ングやブレーキの 
操作に非常に大さな力び必要になり 
ます。 

P けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとさは、じ(下の点に注意してく 
ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しないでください。車を損傷 
するおそれびあります。 

• □ープの長さは 5 m じ(内とし、 
□—プの中央に白巧 （30 cm X 
30 cm (上）を付けて2台の車 
び□ープでつながれていること 
を周囲に明示してください。 

• □ープは両車とわでさるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• けん引フックじ(外には□ープを 
かけないで < ださい。 

• □ープに無理な力や衝撃びかか 
らないよラにしてください。 

• 走行中は□ープをたるませない 
よラに、前車のブレーキランプ 
にま意しなびら車間距離を調整 
してください。 


けん引フックの取り付け 


取り付け位置 



フ□ントの取り付け位置 

フ□ントバンノく一の向かって左側にあ 
ります。 

►マーク部を押して、カバーのをが 
し未す。 

リアの取り付け位置 

リアバンパーの向かってち側にあり 
ます。 

► カバーのの上部を手前に引いて開 
さます。 

※車種や仕様により、カバーのの形状や 
マーク部の位置は異なります。 

A 乂傷のおそれがありまず 

U ア取り付け部のカバーを取り外ず 
とさは マフラー にを意してください。 
熱くなった マフラーに 触れると、乂 
傷をするおそれびあります。 


■か：？？皆 
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けん引フックを取り付ける 

►車載工具からけん引フックを、応急 
用スペアタイヤの下部からホイール 
レンチを取り出します (>266 s 267 
ぺージ)。 

► 内部のネジ穴にけん引フックをね 
じ込み、停止するまで手で締め込 
みます。 

►さらに、ホイールレンチの柄の部分 
をけん弓 I フックのリング部分に差し 
込み、確実に締め付けます。 


けん引ずる _ 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

► ブレーキペダルを踏みなびらセレク 
ターレバーを EE に入れます。 

フ□ントまたはリアをつり上ばてけん 

引ずるとさ 

► セレクターレバーを堂に入れます。 

► イグニッシヨン位置を0にします。 

U 距離は 50 km (内に限り、けん 
引走行することびでさます。距離 
び 50 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用してください。 

B フ□ントまたは U アをつり上げて 
けん引するときは、必ずイグニッ 
シヨン位置を0にしてくださし、。 
ESP ® び作動して接地しているタイ 
ヤにブレーキびかかります。また、 
ブレーキシステムを損傷するおそれ 
があります。 


けん引フックを取り外ず 


► 車載工具 （^265 ページ）からホイー 
ルレンチを取り出します。 

► ホイールレンチの柄の部分をけん引 
フックの U ング部分に差し込み、反 
時計回りにまわします。 

► けん引フックを取りがします。 

► けん引フックのカバーを取り付け 
ます。 

► ホイールレンチを応急用スペアタイ 
ヤの下部に、けん引フックを車載ェ 
具に収納します。 


車を運搬ずる _ 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載するとさにち使用でさます。 

►イグニッシヨン位置を2にして、ブ 
レーキペダルを踏みながらセレク 
ターレノ く一をに入れます。 

H 車両運搬車に積載して車両を固定 
するときは、固定□ープをヴスぺ 
ンシヨンなどのメンバー部分にか 
けないでください。車体を損傷す 
るおそれがあります。 
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L — ズ 



電気装備に異常が発生するとヒューズ 
び切れて電気装備への接続び切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
くなります。 

A 乂災のおそれびありまず 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズなどを使用し 
ないでください。電気回路に負担び 
かかり、火災の原因になります。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に作業を依頼してください。 

〇じ(下のよラなときは、ただちにメ 
ルセデス*ベンツ指定ヴービスエ場 
で点検を受けてください。 

• ヒューズを交換してもすぐに切 
れるとさ 

• ヒューズに異常はないが、電気 
装備び作動しないとさ 

A 事故のおそれびありまず 

バッテ U —の電圧低下や電気システ 
ムの異常などで SBC び作動しないと 
さは、 SBC はエマージェンシーモー 
ドになりまず。 

エマージェンシーモードでは、ブレー 
キペダルを通常よりを深く（奥に）、 
強く踏み込んでください。また、ブ 
レーキペダルを踏むのに非常に大さ 
な力び必要にな0、制動距離を長< 
なりまず。 


ヒューズの 位置 _ 

ヒューズボックスはじ(下の場所にあり 
ます。 

• エンジンルーム内運転席側 
• エンジンルーム内助手席側 
• ち側シート後方のル物入れ下部 

〇 トランク内の電気装備用バッテ 
リーの前部にわ、ヒューズびあり 
ます。 

エンジンルーム内運輯席側のヒューズ 
ボックス 



左八ンドル車 


エンジンルーム内助手席側のヒューズ 
ボックス 



左八ンドル車 


■か：？？皆 
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ヒューズボックスのカノ f 一を外ず 

►停車して、すべての電気装備を停止 
します。 

► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、キーレスゴー操作でイグニッ 
シヨン位置を0にします。 

► ワイパーが停止位置になっている 
ことを確認します。 

A けがのおそれがありまず 

エンジンルーム内のヒューズボック 
スを点検するとさは、必ずワイパー 
を停止し、エンジンスイッチからキー 
を抜くか、キーレスゴー操作でイグ 
ニッシヨン位置を0にしてください。 
ワイパーび作動するとけびをずるお 
それびあ0まず。 

► ボンネットを開さます。 

► カバー®に水分や巧れが付着して 
いるときは、巧などで拭き取ります。 

► ノブのを開く位置③に動かして 
□ックを解除します。 

► カバー④を開さます。 

ヒューズボックスのカバーを取り付 

ける 

►ヒューズ ボックス カバーのシー 
ル部び正しい位置にあることを 
確認します。 

► カバー®をヒューズボックスに取 
り付けます。 

► ノブ①を閉じる位置⑤に動かし 
て□ックします。 


P ヒューズボックスのカバーを取り 
がしたときに、ヒューズボックスの 
内部に水などび入らないよラにして 
ください。 

P ヒューズボックスのカバーは、 
ヒューズボックスに密着するよラに 
取り付けてください。ほこりや湿気 
び入り、故障の原因になります。 

ち側シート後方の小物入れ下部の 

ヒューズボックス 



ヒューズボックスのカノ（一を開< 

► ル物入れ底面のノブ⑤を引さなび 
らカパーを開きます。 


■か：？ G 9 I 吟 


► ボンネットを閉じます。 
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L — ズ 


ヒューズを交換ずる _ 

► 停車します。 

► すべての電気装備を停止します。 

► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、キーレスゴー操作でイグニッ 
シヨン位置を0にします。 

►ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当するヒューズを確認 
します。 

► 該当ヒューズを取りがします。 

► ヒューズを点検し、/こ\線部び切れて 
いる（溶断）とさは同じ電流値（色） 
のヒューズと交換します。 


ヒュースー覧 


エンジンルーム内運輯席側のヒューズ 
ボックス 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置 名 

1 

20A 

ワイパー U セスヒーター 

2 

— 

未使用 

3 

15A 

ステア U ング調整 

4 

15A 

ステア U ング調整 

5 

40A 

ヮィパー 

6 

7.5A 

SRS エアバッグ 

7 

5A 

オプション 

8 

10A 

オプション 

9 

40A 

シート調整、シートヒーター、 
自動防眩ルームミラー、自動 
防眩ドアミラー、柔降用ライ 
卜、方向指示灯、ドアミラー、 
トランク開閉、セントラル 
□ック、シートベンチレー 
ター、 IJ アクォーターウイン 
ドク 

10 

— 

未使用 

11 

30A 

ライター、トランク内 12V 
電源ソケット 

12 

7.5A 

SRS エアバッグ 

13 

5A 

ブレーキランプ 

14 

7.5A 

ワイパーウォッシャーポン 
プ、ヘッドランプウォッ 
シャーポンプ 

15 

10A 

診断ソケット 

16 

5A 

電話 

17 

5A 

オプション 

18 

— 

未使用 

19 

10A 

または 

15A 

オプション 

20 

7.5A 

診断ソケット 

21 

5A 

インストルメントパネル 

22 

5A 

インストルメントパネル 

23 

10A 

エアコンディショナー 

24 

15A 

ABC 


■か：？？皆 
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ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

25 

7. 5 A 

盗難防止警報システム、 U ア 
デフォッガー 

26 

5 A 

チヤイルドセーフティシート 
検知システム、セントラル□ッ 
ク、ディスト□ニック、非常 
点滅打、パークト□ニック、 
タイヤ空気圧警告システム 

27 

30 A 

シート調整、シートヒーター、 
シートベンチレーター、シー 
トベルト、マルチコント□一 
ルシートバック 


エンジンルーム内助手席側のヒューズ 
ボックス 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

42 

30 A 

チャイルドセーフティシート 
検知システム、シート調整、 
シートヒーター、シートベン 
チレーター、シートべ J レト、 
マルチコント□—ルシート 
バック 

43 

20 A 

または 

30 A 

エンジンコント□—ルユニッ 
卜、エンジン緊急停止、燃料 
ポンプ 

44 

20 A 

エンジンコント□—ルユニッ 
卜、エンジン緊急停止、エン 
ジンフアン 

45 

5 A 

ディスト□ニック 

46 

5 A 

ABC 

47 

10 A 

へッドランプ照射角度調整 

48 

10 A 

へッドランプ照射角度調整 

49 

5 A 

エアコンディシ ョナー 


ち側シート後方の小物入れ下部の 
ヒューズボックス 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

50 

— 

未使用 

51 

7.5 A 

低温ポンプ 

52 

30 A 

燃料ポンプ 

53 

30 A 

U アデフォツガー 

54 

20 A 

トランク開閉 

55 

25 A 

エアスカーフ 

56 

25 A 

エアスカーフ 

57 

5 A 

オプション 

58 

10 A 

キー レス ゴー 

59 

25 A 

ヴウンドシステム 

60 

7.5 A 

エンジンコント□—ルユ 
ニット 

61 

30 A 

オプション 

62 

25 A 

ドアウインドウ、バ U オルー フ 

63 

25 A 

ドアウインドウ、バ U オルー フ 

64 

— 

未使用 

65 

— 

未使用 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

28 

15 A 

ホーン 

29 

— 

未使用 

30 

— 

未使用 

31 

— 

未使用 

32 

40 A 

エンジンコント□ールユニット 

33 

50 A 

ABS 、 ASR 、 BAS 、 ESP®、SBC 

34 

5 A 

ABS 、 ASR 、 BAS 、 ESP®、SBC 

35 

20 A 

エンジンフアン、低温ポンプ 

36 

5 A 

ABS 、 ASR 、 BAS 、 ESP®、SBC 

37 

7.5 A 

または 

10 A 

トランス S ッシヨン 

38 

7. 5 A 

自動防眩ルームミラー、自動 
防眩ドアミラー、セントラル 
□ック、ドアミラー、ルーム 
ランプ、バニティ S ラー照明、 
ライト/レインセンヴー、読 
書好、バ U オルーフ 

39 

40 A 

セントラル□ック、棄降用ラ 
イト、自動防眩ドアミラー、 
方向指示好、ドアミラー、 
シート調整、シートヒーター、 
シートベンチレーター、 U ア 
クオーターウインドウ 

40 

— 

未使用 

41 

5 A 

トランス S ッシヨン 


I 
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L — ズ 


66 

25 A 

または 

40 A 

サウンドシステム 

67 

5 A 

パークト□ニック 

68 

25 A 

□—ルバー 

69 

25 A 

バ 1」 オルーフ 

70 

5 A 

オプション 

71 

20 A 

または 

25 A 

C 0 MAND システム 

72 

5 A 

C 0 MAND システム 

73 

40 A 

バ U オルーフ 

74 

5 A 

盗難防止警報システム、けん引 
防止警報機能、バリオルーフ 

75 

5 A 

TV チューナー 

76 

— 

未使用 

77 

5 A 

または 

オプション 


20 A 


トランク巧のヒューズ 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

78 

7.5 A 

ステア U ング調整、エンジン 
コント□—ルユニット、エン 
ジン緊急停止、マルチファン 
クションステア U ング 


〇 仕様/装備などの違いにより、装 
備されているヒューズび異なること 
があります。 

〇 ヒューズ配置表（英文）は、車載 
工具にも収納されています。ヒュー 
ズ配置表にはヒューズ容量ち記載さ 
れています。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のちので、予告な<変更されること 
びあります。 


■か：？？皆 
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純正部品/純正アクセサリー、車両の電子制御部品について 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意しています。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
ください。 

アクセサリーにつし" i ても 、 Daimler 
AG またはメルセデス*ベンツ日本株 
式会社が指定する製品だけを使用して 
ください。 

A 事故のおそれがありまず 

どんな場合でを、ブレーキ関連部品 
などの重要保安部品や走行系統に使 
用する部品には、純正部品!;のを 
のを使用しないでください。事故や 
故障の原因になりまず。 


9環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進ずるため、 U サイクル部品を積 
極的に導入していまず。 

〇 純正部品(外の部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連箇所 
に不具合び生じても、保証を適用で 
さないことびあります。 


車両の電子制御部品について 


A 事故のおそれびありまず 

電子制御部品やその構成部品にかか 
わる作業は、メルセデス•ベンツ指 
定ヴービスエ場で行なってください。 

特に、安全装備や安全に関わるシス 
テムについての作業は、必ずメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。車両の使用に対す 
る適合性に影響を与えるおそれびあ 
0ます。 

H 電子制御部品およびそれに関わる 
コント□ール ユニッ トやセンサー、 
配線類などのメンテナンス作業は、 
必ずメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なって<ださい。車両の 
構成部品び通常より早<摩耗した 
り、保証を適用でさないことがあり 
ます。 

B 車の電子制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因になります。また、関連す 
る他の装備にわ悪影響を与えるおそ 
れびあります。 

〇車載無線機など電装アクセヴ 
リーを装着するとさは、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に相 
談して<ださい。装着ち法などが 
適切でないと、車の電子制御部品 
に悪影響を与えるおそれびありま 
す。また、電気配線を間違えると、 
乂災や故障の原因になります。 


^ I• 心 I P 
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(下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
ニットやセンサー類び取り付けられ 
ています。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や飯 
金作業などを行なラと、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれび 
あります。 

-エアバッグ収納部 
• シートベルト 
• インストルメントパネル 
• センターコンソール 
•ドア 
• シート 
-ピラー 付近 
-サイドシル付近 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 


ビークルプレート 


純正部品をま文するとさに車台番号や 
エンジン番号などび必要になることび 
あります。車台番号やエンジン番号な 
どは図の箇所に記されています。 



運転席側または助手席側のドア開口部 
車体側に、車台番号およびカラーコー 
ドなどを記載したニューカープレート 
のび貼付されています。 



ち側シート後方にあるル物入れの下の 
フレームに、車台番号び打刻されてい 
ます。 


み II P 
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オイル•液類/バッテリー 


車台番号を確認ずる 

► ち側シート後万'のル物入れのカバー 
のを開きます（1>209ぺージ）。 

►パネル③の上部を手前に引いて、 
パネル③を取り外します。 

車台番号③び確認でさます。 


オプションコードプレート 



④オプションコードプレート 


ボンネットの裏側にオプションコード 
を記載したオプションコードプレート 
④が貼付されています。 


エンジン番号 _ 

エンジンブ□ックのち側後ちにエンジ 
ン番号が打刻されています。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


オイル-液類/ノ 


オイル-液類に関ずる注意 _ 

オイル-液類には(下のちのが含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
•ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランスミッションオイル、 
ノワーステアリングオイルなど） 

• ウォッシャーミ仪 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはメルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
てください。 

詳しくは、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

〇 指定品(外のオイル*液類を使用 
したときは、該当箇所だけでなく関 
連箇所に不具合び生じてわ、保証を 
適用できないことがあります。 

A けがのおそれびありまず 

オイル-液類はテ供の手の届かない 
場所に保管してください。また、乂 
気の近くには保管しないでください。 

オイル-液類び目や粘膜、傷に触れな 
いようにしてください。万一目に入っ 
たり皮膚に付着したとさは、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流し、医師 
の診断を受けてください。 

9環境 


^ I• 心 I P 


オイル-液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 
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心 爆発のおそれびありまず 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラとさは、火を近付けたり、 
近くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油ずる前に、エンジンを停 
止してください。 


心 けがのおそれがありまず 

燃料び皮膚や衣類に触れないよラに 
を意してください。 

燃料び皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を吸い込むと、健康に悪影響 
を与スます 0 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約80尼 

警告'灯 
点好時 
の残量 

SL 350 

SL 550 

約10尼 

SL 63 AMG 

約14尼 


H 軽油を給油しないでください。ま 
た、軽油を混ぜたガソリンを給油し 
ないでください。少量でわ軽油を給 
油すると、燃料噴射システムを損傷 
するおそれびあります。誤って軽油 
を給油して故障が発生したときは、 
保証の対象外になります。 

〇指定(外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用すると、燃 
料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンを損傷したり、乂災び発生す 
るおそれびあります。指定(外の燃 
料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になります。 


D 燃料やエンジンオイルの添加剤 
は、純正品または承認されている製 
品のみを使用してください。エンジ 
ン内部の摩耗び進んだり、エンジン 
を損傷するおそれびあります。故障 
び発生したとさは、保証の適用がに 
なります。 

燃料消費について 

(下のよラな状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温び非常に低いとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

9環境 

C 02 (二酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因となりまず。 

緩やかな運転をびけ、定期的に点 
検•整備を行なラことにより、 C 02 
排出量を最小限に抑えることびでさ 
よ^ 〇 


エンジンオイ J レ _ 

H 燃料やエンジンオイルの添加剤 
は、純正品または承認されている製 
品のみを使用してください。エンジ 
ン内部の摩耗び進んだり、エンジン 
を損傷するおそれがあります。故障 
び発生したとさは、保証の適用外に 
なります。 


み II P 
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オイル•液類/バッテリー 


H エンジンオイルは、使用している 
間に汚れたり劣化するだけでな<、 
消費され減少します。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給わし<は 
交換してください。 

使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス*ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

グレードと粘廚ま、下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
択してください。 



(*1 


エンジンオイル容量 


車種 

容量 

SL 350 

約 8.0 尼 

SL 63 AMG 


SL 550 

約 8.5 尼 


〇 容量は、オイルフィルター分を含 
む、交換時の数値です。 


オートマチックトランスミッション 
ォイル _ 

オートマチックトランスミッションオ 
イルの交換については、別冊「整備手 
帳」を参照してください。 

P オートマチックトランスミッショ 
ンオイルは専用品のみを使用してくだ 
さい。 

P オートマチックトランスミッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランスミッション内部の 
摩耗び進んだり、トランスミッショ 
ンを損傷するおそれがあります。添 
加剤を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の対象外になります。 

。オートマチックトランスミッショ 
ンオイルの漏れを見つけたり、卜 
ランスミッションの作動に異常を 
感じたときは、メルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受け 
てください。 


冷却水 _ 

冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。詳しくはメルセデス‘ 
ベンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 

また、冷却水の補給び必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給して < だ 
さし、。 
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A 乂災のおそれびありまず 

冷却水をエンジンルームにこぼさな 
いでください。発乂ずるおそれびあ 
ります。 

B 不凍液は、 U ヴーブタンクに補給 
する前に別の容器で適正な湿合比に 
湿ぜてください。 

不凍液の濃度 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用します。 

車を使用する地域の最低気温によって 


濃度を変えます。 

不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37で 

約55% 

- 45む 


〇不凍液の濃度は約50%から約 
55%の間にしてください。濃度を 
約55%じ(上にすると、冷却性能が 
低下します。 


定期的にメルセデス.ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で交換をしてください。詳し 
くはメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


心 事故のおそれがありまず 

ブレーキ液を補給するとさは、ゴミ 
や水分びリヴーブタンクの中に入ら 
ないよラにしてください。たとえル 
さなゴミでを、ブレーキび効かな< 
なるおそれびあ0ます。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を吸収して劣化します。劣 
化した状態で使用ずると、過酷な条 
件下ではベーパー□ックび発生する 
おそれびあ0ます。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰し 
て気泡び発生し、ブレーキペダルを 
踏んでち圧力び伝わらず、ブレーキ 
び効かな < なる現象のことです。 


ウオツシヤーが _ 

〇ウォッシャー液は、リヴーブタン 
クに補給する前に別の容器で適正な 
混合比に湿ぜてください。 

〇 ウォッシャー液には夏用と冬用び 
あります。夏用には油膜を防ぐ効果 
があり、冬用には凍結温度を下げる 
効果びあります。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ランプウォッシャー液のリヴーブタ 
ンクは兼用です。 

A 乂災のおそれびありまず 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体 
です。ウォッシャー液を取り扱ラと 
さは、火気を近付けたり、近くで喫 
煙しないでください。 
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車両データ 


ノ（ッテリー _ 

車載ノいッテリーの電圧/容量 
エンジン始動用バッテリー 


電圧 

12 V 

容量 

35 Ah 

装備位置 

エンジンルーム内 


電気装備用バッテリー 


電圧 

12 V 

容量 

70 Ah 

装備位置 

トランク内 


《バツテ U —の容量は、予告なく変更されるこ 
とびあります。 


車両 データ 


積載荷物の制限重量 


車種 

ルーフ トランク 

全車 

75 kg 100 kg 


〇 ルーフの制限重量には、ルーフラッ 
クやアタッチメントの重量わ含まれ 
ます。 


バリオルーフ操作時の全高 


車種 

全高 

SL 350 

約 1 698 mm 

SL 550 

約 1 677 mm 

SL 63 AMG 

約 1 680 mm 
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トランクを開いたときの高さ 



①トランクを開いたとさの高さ 

トランクをいっぱいまで開いたとさの 
高さは、じ(下のよラになります。 

© 1855〜1878 mm 

〇 タイヤ、積載荷物、オプション装 
備品やヴスペンションの状態など 
により、数値び異なります。 


タイヤとホイール 


H タイヤとホイールは必ず純正品お 
よび承認された製品を使用してく 
ださい。詳しくはメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね 
ください。 

ABS や ESP ⑩などの装備は、純正 
品および承認された製品を使用する 
ことで効果び発揮されます。 

純正品および承認された製品(外の 
タイヤやホイールを装着した場合 
は、安全性の保証はでさません。 

D 純正品および承認された製品(外 
のタイヤやホイールを装着した場 
合は、車両操縦性や騒音、燃料消費 
などに影響を与えるおそれびありま 
す。また、指定されたサイズ(外 
のタイヤやホイールを装着すると、 
フェンダーの内側やサスペンション 
などに接触し、車やタイヤを損傷す 
るおそれがあります。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、規定 
のタイヤ空気圧を記載したラベルが 
貼付してあります（杉238ページ）。 

〇 左ちに必ず同サイズのタイヤ/ホ 
イールを装着してください。 

〇 標準タイヤとウィンタータイヤな 
ど、異なる種類のタイヤを同時に装 
着しないでください。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 
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タイヤとホイール 


標準タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズオフセット 

全車 

前輪255 / 35 R 19 

後輪285 / 30 R 19 

前輪 8.5 J X 19 前輪 30 mm 

後輪 9.5 j X 19 後輪31 mm 


H 標準タイヤ/ホイールにはスノーチェーンを装着しないでください。 
" タイヤ□ーテーションは行なわないでください。 

オプシヨン装着用タイヤ/ホイール 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ オフセット 

17インチ 255 / 45 R 1 7 

ホイール 

8.5 」X 17 35 mm 

18インチ 255 / 40 R 18 

8.5 J X 18 35 mm 

のイ—ル 前輪255 / 40 R 18 

後輪285 / 35 R 18 

前輪 8.5 J X 18 前輪 35 mm 

後輪 9.5 J X 18 後輪 40 mm 

19インチ 前輪255 / 35 R 19 
ホつール 後輪285 / 30 R 19 

前輪 8.5 J X 19 前輪 35 mm 

後輪 9.5 J X 19 後輪 40 mm 

前輪255 / 35 R 19 

後輪285 / 30 R 19 

前輪 8.5 J X 19 前輪 30 mm 

後輪 9.5 j X 19 後輪31 mm 


《車種や仕様により、選択でさるオプション装着用タイヤ/ホイールは異なります。 

" タイヤサイズ285 / 35 R 18 または285 / 30 R 19 のオプション装着用タイ 
ヤ/ホイールには、スノーチェーンを装着しないでください。 
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〇応急用スペアタイヤにはスノーチェーンを装着しないでください。 

〇 応急用スペアタイヤのタイヤ空気圧は、応急用スペアタイヤのホイールに 
黄色でペイントされています。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセツ 

SL 350 Grand Edition 

SL 550 Grand Edition 

185 / 60-17 

6 B X 17 

25 mm 

SL 63 AMG 

175 / 55-18 

6 B X 18 

25 mm 

SL 63 AMG パフオーマンス 
パッケージ 

175 / 50-19 

6.5 B X 19 

1 4 mm 


〇 ウィンタータイヤのサイズは Daimler AG び指定するもので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びあります。 

〇 スノーチェーンはウィンタータイヤの後輪に装着することびできます。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 


H タイヤサイズ 285 / 30 R 19 M+S のウィンタータイヤを装着したとさは、 
スノーチェーンを装着しないでください。 


[ウィンター タイヤ 


車種 タイヤサイズ 

ホイールサイズ オフセット 

SL 350 Grand 255 / 45 R 1 7 M+S 
Edition 

8.5 J X 17 35 mm 

SL 550 Grand 255 / 40 R 18 M+S 
Edition 

8.5 J X 18 35 mm 

SL 63 AMG 255 / 40 R 18 M+S 

8.5 J X 18 30 mm 

255 / 35 R 19 M+S 

8.5 J X 19 30 mm 

SL 63 AMG 前輪 255 / 35 R 19 M+S 

SL 63 AMG パ後輪 285 / 30 R 19 M+S 

フ オー 7 ンス 
パッケージ 

前輪 8.5 j X 19 前輪 30 mm 

後輪 9.5 j X 19 後輪 31 mm 


応急用スペアタイヤ 
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対象モデル 


SL 350 
SL 550 
SL 63 AMG 


"ESP® " は Daimler AG の登録商標でず。 

※この取扱説明書の内容は、2011年7月現在のちのです。 
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